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ং　　文

　͜の報告書は，東九州自動車道（志布志ＩC ～鹿屋串良ＪCＴ間）

の建設に伴って，ฏ成19年౓ٴͼฏ成22年౓からฏ成25年౓に࣮ࢪ

しͨ鹿屋市串良町ࡉ山ాにॴ在͢るా原ഭϊ上遺੻の発掘調査のه

࿥のうͪ，縄文時代લظҎ߱編で͢ɻ

  ా原ഭϊ上遺੻は，縄文時代ૣظから中ੈにΘͨるෳ߹遺੻で，

特に縄文時代ૣظと弥生時代中ظの遺構や遺物なͲΛ中心に調査さ

れましͨɻ

　なかでも，弥生時代中ظの住居੻や掘立柱建物੻，円形・方形周

溝౳の遺構や，遺構内外から出土しͨ遺物は，遺੻の周ลٴͼ大隅

半島中央部に͓͚る౰時の人ʑの生׆Λղ明͢る手がかりとなるも

のとظ଴されま͢ɻ

　本報告書が，県ຽのօ༷Λは͡Ίと͢る多くの方ʑに׆用され，

埋蔵文化財にର͢るؔ心と͝ཧղΛいͨͩくとともに，文化財อޢ

のීܒ・ٴ発やڀݚの一ॿとなれ͹޾いで͢ɻ

　最後に，発掘調査から報告書ץ行までの一連の׆動౳にྗڠޚい

ͨͩきましͨ国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ຿ॴ，鹿児

島県教育委員会，鹿児島県立埋蔵文化財センター，鹿屋市教育委員

会౳のؔؔػ֤܎ฒͼに調査に͓いて͝指ಋいͨͩきましͨઌ生方

や，発掘調査・整ཧۀ࡞にैࣄされͨ方ʑにରし，厚く͓ྱਃし上

げま͢ɻ

　ฏ成28年３月

公益財団法人鹿児島県文化振興財団

埋蔵文化財調査センター

センター長　　ಊ　ࠐ　ल　人
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鹿屋串良ＪCＴ間）
建設

ॴऩ遺੻໊ 種ผ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特߲ࣄه

ా原ഭϊ上遺੻

散
布
地

縄文時代લظ 曽畑式土器

縄文時代後期 指宿式土器，市来式土
器，鐘⃻式土器

縄文時代晩期 黒川式土器

集
落
跡

弥生時代中ظ

୦穴住居੻　　　31ݢ
掘立柱建物੻　　40棟
円形・方形周溝　12基
土坑　　　　　　25基
柱穴列　　　　　６列

山ϊ口式土器，ٖ凹線
文系壺，樹皮布敲石，
磨製石鏃，砥石，石匙，
磨石，敲石，台石，土
製勾玉，土製加工品

散
布
地

෿時代Ҏ߱ݹ
溝状遺構　　　　20条
道੻　　　　　　22かॴ
੊状遺構３　　　܈かॴ

成川式土器，ਢܙ器，
土師器，ಃ器，࣓器，
器נ

遺 ੻ の ֓ ཁ

　本遺੻は縄文時代ૣظ～近ੈのෳ߹遺੻で，֤時代のو重な遺構や遺物が֬ೝされているɻ
の遺構や遺物が஫目されるɻベッظҎ߱に͓いては，特に，弥生時代中ظ回報告͢る縄文時代લࠓ　
ド状遺構に伴う方形や大型の円形の୦穴住居੻，棟持柱Λ持つ2棟ΛؚΉ掘立柱建物੻，柱穴列
や円形･方形の周溝，土坑なͲからなる遺構܈が，大隅半島中央部での౰時の集མの一つのあり方
として大いに஫目されるɻ住居੻内から出土しͨ大型の砥石や台石，土製の勾玉に加͑て，͜の
時ظとしては֨ஈに多くの土製加工品も特චに஋͢るɻ

˞主な遺構・遺物については，ฏ成25年౓までの調査成ՌΛ掲載してあるɻ
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１ 　本報告書は，東九州自動車道建設（志布志 ＩC ～鹿
屋串良ＪCＴ間）に伴うా原ഭϊ上遺੻の発掘調査報告
書の第１ר（縄文時代લظҎ߱編）であるɻ

2 　ా原ഭϊ上遺੻は，鹿児島県鹿屋市串良町ࡉ山ాに
ॴ在͢るɻ

３ 　発掘調査は，国土ަ通ল九州地方整備ہから鹿児島
県がडୗし，鹿児島県立埋蔵文化財センターと鹿児島
県教育委員会の؂ཧのもと公益財団法人鹿児島県文化
振興財団埋蔵文化財調査センター（Ҏ下，「埋蔵文化
財調査センター」というɻ）が࣮ࢪしͨɻ

４ 　発掘調査ۀࣄは，ฏ成19年౓ٴͼฏ成22年౓から本
調査Λ࣮ࢪして͓り，本書はฏ成25年౓までの࣮ࢪ分
のうͪ，縄文時代લظҎ߱の調査成ՌΛまとΊͨもの
であるɻ整ཧ・報告書࡞成ۀࣄはฏ成23年౓からฏ成
27年౓に鹿児島県立埋蔵文化財センターٴͼ埋蔵文化
財調査センターで࣮ࢪしͨɻ

̑ 　ฏ成24年౓ٴͼฏ成25年౓は，発掘調査のࢧԉۀ຿
Λ国ࡍ文化財株式会社に委ୗしͨɻ

６ 　掲載しͨ遺物番号は通し番号であり，本文・挿図・
ද・図൛の遺物番号は一க͢るɻ

７ 　挿図のॖईは挿図͝とにࣔしͨɻまͨ，一部の挿図
にॖईのҟなるものがあるが，そのࡍはάルーϓຖに
ॖईΛࣔしているɻ

８ 　本書で用いͨレベル数஋は全てւൈઈର高であるɻ
̕ 　本書で࢖用しͨ方位は全て࣓๺であるɻ
10 　発掘調査に͓͚る࣮ଌ図࡞成ٴͼࣸਅࡱӨは，主と

して調査୲౰ऀが行っͨɻまͨ，ۭ 中ࣸਅのࡱӨは（有）
スカΠαーベΠ九州に委ୗしͨɻ

11 　遺構図，遺物分布図の࡞成ٴͼ出土遺物の࣮ଌ・ト
レースは，整ཧ･報告書࡞成の୲౰ऀが整ཧۀ࡞員の
Λಘて行っͨɻまͨ，石器࣮ଌに౰ͨっては株式ྗڠ
会社　九州文化財ڀݚॴに委ୗして行っͨものもある
ほか，୲౰৬員も行っͨɻ

12 　出土遺物のࣸਅࡱӨは，埋蔵文化財調査センター৬
員の٢Ԭが行っͨɻ

13 　本報告書に܎る自વՊ学分ੳΛ，（株）ύリůαーϰェ
Π，（株）加଎器分ੳڀݚॴ，株式会社　ڀݚڥ؀ݹॴ
にґཔ͢るとともに，県立埋蔵文化財センターにもґ
པして行っͨɻ

14  　本書の編集は，主にࣉ原とൟণが୲౰し，ࣥචは࣍
のと͓り分୲して行っͨɻ

　第１ষ　ࣉ原，ൟণ
　第2ষ　ࣉ原
　第３ষ　ൟণ，ฏ
　第４ষ　ࣉ原
　第̑ষ　ൟণ
15 　本報告書に܎る出土遺物ٴͼ࣮ଌ図・ࣸਅ౳のه࿥

は，埋蔵文化財センターでอ管し，లࣔ・׆用Λ図る
༧ఆであるɻな͓，遺物஫ه౳で用いͨ遺੻のදهは，

「ా」であるɻ

ݴ　　　　ྫ
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1　άϦουʹ͍ͭͯ
　  　άリッドは，高଎道路建設༧ఆ地のセンターߌĚěĈ

ᶺ181とĚěĈᶺ182Λ基४にして，１άリッド10̼×10
̼の大きさで設ఆしͨɻ

２　Ҩߏʹ͍ͭͯ
　ᾇ 　遺構図のॖईは，୦穴住居੻Λ1/60，掘立柱建物

੻Λ1/60，方形・円形周溝Λ１/40，礫集積Λ1/40，
土坑Λ1/20，柱穴列Λ1/40，ϐットΛ1/60，溝状遺
構Λ1/40，道੻Λ1/40（一部１/100）としͨɻ

　ᾈ 　構の໊শٴͼ番号は，遺構໊ʴ遺構番号ʴ号とし
ͨɻ

　　　ྫʀ୦穴住居੻７号，掘立柱建物੻15号，
　　　　　円形周溝３号，礫集積̑号，土坑20号，
　　　　　柱穴列１号，溝状遺構７号，道੻21号
　ᾉ　遺構番号は，֤遺構͝とに通し番号Λ付しͨɻ
　ᾊ　遺構のΞミカケはҎ下のと͓りであるɻ
　　Ξ　硬化面　　黒色の点

３　Ҩ物ʹ͍ͭͯ
　ᾇ　掲載遺物のॖईは，基本的にҎ下にࣔ͢と͓りで
　　あるが，遺物の大きさにΑって幾分มߋしͨものも
　　あるɻ
　　Ξ　土　器　　1/3 ～ 1/４
　　Π　石　器　　1/１ ～ 1/４
　　΢　土製品　　１ö１ ～ １/3
　　Τ　鉄製品　　3ö４
　ᾈ　遺物番号は，通し番号Λ付しͨɻ
　ᾉ　土器のΞミカケはҎ下のと͓りであるɻ
　　Ξ　丹塗り　　赤色の点
　　Π　スス　　　黒色の点（एׯ薄い）
　　΢　コή　　　黒色の点（ೱい）
　ᾊ　土器の調整痕はҎ下のと͓りであるɻ
　　Ξ　ヘラミガキ　ࡉかな長楕円形
　　Π　ハケナデ　　ハケ目ٴͼ࿮Λ設͚て໼印Λ付͢
　　΢　ナデ　　　　ԣ方向のスδ，໼印
　ᾋ　石器のΞミカケ౳はҎ下のと͓りであるɻ
　　Ξ　磨り面　　微ࡉな黒色の点
　　Π　敲き面　　黒色の点ٴͼ̲̲のϚーク
　　΢　自વ面　　微ࡉな点

４　Ҩ跡のάϦου഑ஔਤのॖईʹ͍ͭͯ
　  　ॖईは図中にࣔしてあるが，１άリッドは10̼×10

̼の大きさであるɻ

図　中　の　ද　ݱ

　໢　　͔　　͚

　１　遺　　　構

　　　　硬　化　面

　2　土　　　器

　　　　丹　塗　り

　　　　ス　　　ス

　　　　コ　　　ή

　３　石　　　器

　　　　磨　り　面

　　　　敲　き　面

　　　　自　વ　面

　土器の調੔ࠟ

　　　ヘラミガキ

　　　ハケナデ

　　　ナ　　　デ

ຌ　　　　ྫ
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第1ষ　発掘調査のܦա

第1અ　調査ʹࢸΔ·ͰのܦҢ
　鹿児島県教育委員会は，文化財のอ׆・ޢ用Λ図るͨ
Ί，֤։発ؔؔػ܎との間で，ۀࣄ区Ҭ内に͓͚る文化
財の有無ٴͼその取ѻいについてٞڠし，ॾ։発との調
整Λ図ってきͨɻ͜のࣄલ੍ٞڠに基ͮき，೔本道路公
団九州ࢧ社鹿児島工ࣄࣄ຿ॴは，東九州自動車道の建設
Λܭըし，志布志ＩC ～຤٢財部ＩC区間のۀࣄにઌ立っ
て，ۀࣄ地内に͓͚る埋蔵文化財の有無について鹿児島
県教育ி文化財՝（Ҏ下，「文化財՝」というɻ）にর会
しͨɻ
　͜のܭըに伴い文化財՝は，ฏ成11年１月に鹿屋串良
ＪCＴ ～຤٢財部ＩC間Λ，ฏ成12年2月には志布志ＩC ～
鹿屋串良ＪCＴ間の埋蔵文化財の分布調査Λ࣮ࢪし，50か
ॴの遺੻（854ó100㎡）が存在͢る͜とが明らかとなっͨɻ
　͜の݁ՌΛもとに，ۀࣄ区間内の埋蔵文化財の取ѻい
について，೔本道路公団九州ࢧ社鹿児島工ࣄࣄ຿ॴ，鹿
児島県土໦部道路建設՝高଎道ରࣨࡦ，文化財՝，県立
埋蔵文化財センター（Ҏ下，「埋文センター」というɻ）
の４ऀでٞڠΛ重ねରԠΛ検౼してきͨɻ
　その後，೔本道路公団ຽӦ化の੓෎方਑がఏ起され，
も検౼͢る͜ととなっݮ௚しと建設コストの削ݟのۀࣄ
ͨɻ͜のΑうな社会৘੎のม化に伴い，遺੻の៛ີな把
Ѳがཁٻされる͜ととなり，埋蔵文化財のৄࡉ分布調
査，ࢼ掘調査，֬ೝ調査が࣮ࢪされる͜ととなっͨɻ
　そ͜で，鹿児島県教育委員会は，まͣ，ฏ成13年１月
29೔からฏ成13年2月６೔に調査の利ศ性や面積౳Λ考
ྀしてٶϲ原遺੻，加࣏໦ງ遺੻，石៟遺੻，ेࡾ௩遺
੻のࢼ掘調査Λ࣮ࢪしͨɻさらに，ฏ成13年７月10೔か
ら７月26೔に鹿屋串良ＪCＴ ～຤٢財部ＩC間の工ܭࣄը
図Λもとに33の遺੻についてৄࡉ分布調査と，ฏ成13年
̕月17೔から10月26೔まで，ฏ成13年12月３೔から12月
25೔までの2ظ間にΘͨり֤遺੻の調査ൣғٴͼ遺物แ
ؚ層の層数Λ把Ѳ͢るͨΊのࢼ掘調査Λ࣮ࢪしͨɻ
　͜れらのৄࡉ分布調査やࢼ掘調査に加͑て，طに߹ҙ
されていͨ本線工ࣄ用道路ٴͼ側道部分の֬ೝ調査も࣮
る͜ととなり，ؔ山੢遺੻，ؔ山遺੻，ङມ遺੻の͢ࢪ
３遺੻Λର৅にฏ成13年10月１೔からฏ成14年３月22೔
にか͚て֬ೝ調査Λ࣮ࢪしͨɻ
　ฏ成14年４月には，志布志ＩC ～鹿屋串良ＪCＴ間の遺
੻について࠶౓分布調査Λ࣮ࢪしͨ݁Ռ，遺੻の調査ର
৅面積が678ó７00㎡となっͨɻ
　その後，೔本道路公団ຽӦ化（ݱ在の੢೔本高଎道路
株式会社）のֳܾٞఆと新௚׋方式に基ͮく道路建設の
֬ఆ，ฏ成15年11月に࢑ఆ2車線ࢪ行に伴うٞ֬ࣄೝ書
క݁，ಉ年12月に大隅ＩC（ฏ成21年４月28೔，「曽ԙ弥
ڠから຤٢財部ＩC間の発掘調査（ߋ࿠ＩC」へ໊শมޒ

ఆ書క݁，ฏ成16年３月に国土ަ通ল九州地方整備ہ長，
೔本道路公団九州ࢧ社長，鹿児島県஌ࣄの間で新௚׋方
式ࢪ行に伴う֬ೝ書క݁が݁͹れ，工ࣄは೔本道路公団
が国土ަ通লからडୗし，発掘調査は೔本道路公団が鹿
児島県に࠶委ୗ͢る͜ととなり，͜れまでの֬ೝ書，ڠ
ఆ書はそのまま生きるという͜とになっͨɻ
　まͨ，೔本道路公団からの࠶委ୗは曽ԙ弥ޒ࿠ＩCま
ででऴྃし，曽ԙ弥ޒ࿠ＩCからのઌ線部は国土ަ通ল
からのडୗۀࣄとなっͨɻ
　ా原ഭϊ上遺੻の調査は，一部本調査Λฏ成20年౓に
し，ฏ成22年౓から埋文センターが本調査ΛҎ下のࢪ࣮
Αうに行っͨɻ
　ฏ成22年౓　ฏ成22年̑月６೔～ฏ成23年３月11೔
　ฏ成23年౓　ฏ成23年̑月̕೔～ฏ成24年３月16೔
　ฏ成24年౓　ฏ成24年６月̑೔～ฏ成25年１月28೔
　ฏ成25年౓Ҏ߱の本調査は，埋文センターの国ۀࣄに
຿が公益財団法人鹿児島県文化振興財団ۀる発掘調査܎
埋蔵文化財調査センター（Ҏ下，「埋文調査センター」
というɻ）へҠ管されͨ͜とに伴い，文化財՝からの委
ୗΛड͚ͨ埋文調査センターがҎ下のΑうに行っͨɻ
　ฏ成25年౓　ฏ成25年６月３೔～ฏ成26年１月28೔
　報告書࡞成ۀ࡞は，ฏ成23年౓とฏ成24年౓は埋文セ
ンターが行い，ฏ成25年౓からฏ成27年౓は埋文調査セ
ンターが行っͨɻ

第２અ　調査のܦա
1　Ұ෦ຊ調査
　ా原ഭϊ上遺੻の一部本調査Λ，ฏ成21年2月１೔か
らฏ成21年３月19೔に࣮ࢪしͨɻ調査は，３̼×７̼の
ઌ行トレンνΛ2かॴ（̞・̟トレンν），７̼×７̼
のઌ行トレンνΛ１かॴ（̠トレンν）設ఆし，ද土剥͗，
掘り下げは人ྗで行っͨɻ調査の݁Ռ，ΰボ΢࡞ߞのͨ
ΊのトレンνϟーにΑる֧ཚΛड͚ていͨが，֧ཚ層の
中から弥生時代中ظの山ϊ口式土器が֬ೝされͨɻまͨ，
調査౰ॳ̠トレンνから地下式ԣ穴ุの୦坑ではないか
と考͑られるγミが֬ೝされͨが，検౼の݁Ռ，地下式
ԣ穴ุではないという݁࿦にࢸっͨɻ
調査ମ੍（Ұ෦ຊ調査ɿฏ੒20೥౓）
ࣄ ۀ 主 体　 国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ

຿ॴ
調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
ը・調整　鹿児島県教育ி文化財՝ا
調 査 ౷ 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　ॴ　長　　　　　　　　　ٶ原　ܠ৴
調 査 ا ը　　　࣍長݉૯຿՝長　　　　　ฏ山　　ষ
　　　　　　　　࣍長݉ೆの縄文ࣨ長　　　஑畑　ߞ一
　　　　　　　　調査第二՝長　　　　　　ከᒇ　ٱ志
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　　　　　　　　主೚文化財主݉ࣄ
　　　　　　　　調査第二՝第一調査܎長　中ଜ　࣏ߞ
調 査 ୲ ౰　　　文化財主ࣄ　　　　　　　∁Ԭ　࿨໵
　　　　　　　　文化財主ࣄ　　　　　　　新อ　๎ٱ
　　　　　　　　文化財主ࣉ　　　　　　　ࣄ原　　ప
　　　　　　　　文化財調査員　　　　　　岩߁　ݩ成
ࣄ ຿ ୲ ౰　　　૯ ຿ ܎ 長　　　　　　　ࢴ屋　৳一
　　　　　　　　主 ඦ路　ਅޒ　　　　　　　ࣄ
調査のৄࡉ（೔ࢽঞΑΓ）
ฏ成21年2月
　ઌ行トレンν（̞～̠トレンν）設ఆ४備ɻ̞～̠ト
レンνɿද土剥͗後，調査ɻ̟トレンνɿΞカホϠ上面
ϐット検出ɻ̠トレンνɿ地下式ԣ穴ุとࢥΘれる遺構
の調査ɻ
ฏ成21年３月
　̠トレンνɿⅡ層掘り下げɻ地下式ԣ穴ุとࢥΘれる
遺構の調査ٴͼ検౼の݁Ռ，地下式ԣ穴ุではないとい
う݁࿦にࢸるɻ̞トレンνɿⅢ・Ⅳ層掘り下げ，ૣظ遺
物出土状ࣸگਅࡱӨ・取り上げ，トレンν位ஔ図࡞成ɻ

２　ຊ調査
　ᾇ　ฏ成22年౓
　 　ฏ成22年౓の本調査Λฏ成22年̑月６೔からฏ成23

年３月11೔（࣮ಇ172೔間）まで࣮ࢪしͨɻ調査体੍
，についてはҎ下のと͓りであるɻな͓ࡉͼ調査のৄٴ
調査のৄࡉについては，೔ࢽঞΛ基に月͝とにهड़し
てあるɻ（࣍年౓Ҏ߱もಉ͡）

調査ମ੍（ຊ調査ɿฏ੒22೥౓）
ࣄ ۀ 主 体　 国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ

຿ॴ
調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
ը・調整　鹿児島県教育ி文化財՝ا
調 査 ౷ 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　ॴ　長　　　　　　　　　山下　٢ඒ
調 査 ا ը　　　࣍長݉૯຿՝長　　　　　ా中　明成
　　　　　　　　࣍長݉ೆの縄文ࣨ長　　　中ଜ　࣏ߞ
　　　　　　　　調査第二՝長　　　　　　Ҫϊ上ल文
　　　　　　　　文化財主݉ࣄ
　　　　　　　　調査第二՝第一調査܎長　લഭ　྄一
調 査 ୲ ౰　　　文化財主ࣄ　　　　　　　ԕ໼　উ޾
　　　　　　　　文化財主ࣄ　　　　　　　౻山ݡ一࿠
ࣄ ຿ ୲ ౰　　　૯ ຿ ܎ 長　　　　　　　大園　঵子
　　　　　　　　主 ⃻　ஐത∁　　　　　　　ࣄ
調査のৄࡉ
ฏ成22年̑月
整備ɻද土剥͗ɻ̖～Ｅ－１～４区ɿⅢ～Ⅵ層上ڥ؀　
面掘り下げɻ̖ ～Ｆ－６～ 10区ɿ֬ ೝトレンνΛ設ఆし，
Ⅵ層上面まで掘り下げɻ

鹿屋市教育委員会山口ࢯ・Ҵଜࢯ・文化財৹ٞ会෭会長
෱ࢯݩ来੻（25೔）
ฏ成22年６月
　̖～Ｅ－１～４区ɿⅢ層出土遺物取り上げɻ硬化面検
出ٴͼ検出状࣮گଌɻ̖～Ｆ－６～10区ɿⅢ層掘り下げɻ
硬化面検出ɻڥ؀整備ɻ
鹿屋市教委Ҵଜࢯほか１໊来੻（11೔）
ฏ成22年７月
　̖～Ｅ－１～４区ɿⅥ層上面まで掘り下げ，ࣸਅࡱӨ
成ɻ下層֬ೝトレンνΛ2か࡞ͼⅥ層上面コンター図ٴ
ॴ設ஔし，ᶝ～ⅩⅢ層上面まで掘り下げٴͼ遺物取り上
げɻＣ－̕区ɿ弥生時代୦穴住居੻１号検出ٴͼࣸਅࡱ
Өɻ̖～Ｃ－４～６区ɿઌ行トレンν掘り下げɻ
埋蔵文化財ઐ໳৬員ཆ成࠲ߨड７໊ऀߨ（６೔），国土
ަ通ল黒໦ઐ໳৬࡯ࢹ（８೔），鹿屋市教育委員会ࡔ口
՝長・主݉װ文化財൝長山口ࢯ来੻（27೔）
ฏ成22年８月
　̖～Ｅ－１～４区ɿᶟ～ⅩⅢ層掘り下げٴͼ出土遺物
取り上げɻＣ－４区ɿⅩⅢ層上面でམとし穴１号検出ɻ
Ｃ－̕区ɿ୦穴住居੻１号掘り下げٴͼࣸਅࡱӨɻ住居
内埋土フϩーςーγϣンۀ࡞։࢝ɻ̖～Ｃ－４～６区ɿ
Ⅲ層掘り下げɻ
霧島文化財গ年団発掘体ݧ・鹿屋市文化財΢Υッνンά

（３೔），曽ԙ市文化財৹ٞ委員10໊来੻（４೔），文化
財՝ಊ܎ࠐ長来੻（６೔）
ฏ成22年̕月
　̖～Ｅ－１～４区ɿᶟ～ⅩⅠ層掘り下げɻＣ－４区ɿ
མとし穴１号掘り下げٴͼ࣮ଌ，ࣸਅࡱӨɻＣ－̕区ɿ
୦穴住居੻１号掘り下げٴͼࣸਅࡱӨɻＣ・̙－７区ɿ
୦穴住居੻2号検出ٴͼ掘り下げɻ住居内埋土フϩー
ςーγϣンۀ࡞ɻ̖～Ｃ－４～６区ɿⅢ層掘り下げٴͼ
出土遺物取り上げɻ
ฏ成22年10月
　̖～Ｅ－１～４区ɿᶟ～ⅩⅢ層掘り下げɻⅩⅢ層上面
コンター図࡞成ɻＣ・̙－2区ɿⅩⅢ層上面でམとし穴
2・３号検出，མとし穴のࣸਅࡱӨٴͼ掘り下げɻＣ－
̕区ɿ୦穴住居੻１号掘り下げɻＣ・̙－７区ɿ୦穴住
居੻2号掘り下げɻ住居内埋土フϩーςーγϣンۀ࡞ɻ
̖～Ｃ－４～６区ɿⅢ～Ⅵ層掘り下げٴͼ出土遺物取り
上げɻ̖～Ｆ－10 ～ 15区ɿද土剥͗ɻ
ฏ成22年11月
　Ｃ・̙－2～４区ɿⅩⅢ層上面མとし穴１～３号ࣸਅ
～ͼ掘り下げɻ̖～Ｆ－６ٴӨࡱ 10区ɿⅢ～Ⅵ層上面
掘り下げɻ̖～Ｃ－４～６区ɿⅢ～Ⅵ層掘り下げɻ̖～
Ｆ－10 ～ 15区ɿද土剥͗，Ⅲ～Ⅵ層掘り下げɻ
ฏ成22年12月
　Ｃ・̙－2～４区ɿⅩⅢ層上面མとし穴１～３号ࣸਅ
ͼ掘り下げ，࣮ଌɻＣ－̕区ɿ୦穴住居੻１号掘ٴӨࡱ
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り下げɻＣ・̙－７区ɿ୦穴住居੻2号掘り下げɻ住居
内埋土フϩーςーγϣンۀ࡞ɻ̖～Ｃ－４～６区ɿⅢ～
Ⅵ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻϐット検出ٴͼ掘
り下げɻ
̖～Ｆ－10～15区ɿⅢ～Ⅵ層掘り下げɻ硬化面・溝状遺
構検出ٴͼ掘り下げɻ
ฏ成23年１月
　Ｃ・̙－2～４区ɿⅩⅢ層上面མとし穴１～３号掘り
下げٴͼ࣮ଌɻＣ－̕区ɿ୦穴住居੻１号掘り下げɻＣ・
̙－７区ɿ୦穴住居੻2号掘り下げɻ̙－６区ɿ୦穴住
居੻３号掘り下げɻ2号と３号については住居内遺物出
土状࣮گଌ（委ୗ）ɻ住居内埋土フϩーςーγϣンۀ࡞ɻ
̖～Ｃ－４～６区ɿⅢ～Ⅵ層掘り下げٴͼ出土遺物取り
上げɻ̖～Ｆ－10～15区ɿⅢ～Ⅵ層掘り下げٴͼ出土遺
物取り上げɻ溝状遺構検出ٴͼ掘り下げɻ
ฏ成23年2月
　̖－１～３区ɿⅩⅢ層上面まで掘り下げɻೆ側土層அ
面࣮ଌɻ̖～Ｃ－４～６区ɿⅥ層剥͗取りɻΞカホϠ上
面で遺構ਫ਼査ɻϐットฏ板࣮ଌɻＣ・̙－2区ɿམとし
穴2・３号࣮ଌɻＣ・̙－７区ɿ୦穴住居੻2号掘り下
げɻ̙－６区ɿ୦穴住居੻３号掘り下げ，遺物出土状گ
࣮ଌٴͼ取り上げɻＥ－８区ɿ୦穴住居੻４号掘り下げɻ
Ｂ～̙－17・18区ɿⅢ～Ⅵ層掘り下げٴͼ出土遺物取り
上げɻＥ・Ｆ－13～17区ɿⅢ～Ⅵ層掘り下げɻ
ฏ成23年３月
　Ｂ－１区ɿམとし穴３号完掘ٴͼ完掘状ࣸگਅࡱӨɻ
Ｃ・̙－７区ɿ୦穴住居੻2号掘り下げٴͼ遺物取り上
げɻ̖～Ｃ－̑・６区ɿϐット掘り下げٴͼ࣮ଌɻＥ－
14～16区ɿ硬化面検出，ࣸਅࡱӨɻ̖・Ｂ－14～19区ɿ
Ⅲ～Ⅵ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻڥ؀整備ɻ遺
構ཆ生ɻ

　ᾈ　ฏ成23年౓
　 　ฏ成23年౓の本調査Λฏ成23年̑月̕೔からฏ成24

年３月16೔（࣮ಇ162೔間）まで࣮ࢪしͨɻ調査体੍
についてはҎ下のと͓りであるɻࡉͼ調査のৄٴ

調査ମ੍（ຊ調査ɿฏ੒23೥౓）
ࣄ ۀ 主 体　国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ
　　　　　　຿ॴ
調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
ը・調整　鹿児島県教育ி文化財՝ا
調 査 ౷ 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　ॴ　長　　　　　　　　　ాࣉ　人志
調 査 ا ը　　　࣍長݉૯຿՝長　　　　　ా中　明成
　　　　　　　　࣍長݉ೆの縄文ࣨ長　　　Ҫϊ上ल文
　　　　　　　　調査第二՝長　　　　　　෌ా　ҳ࿠
　　　　　　　　文化財主݉ࣄ
　　　　　　　　調査第二՝第一調査܎長　ീ໦ᖒ一࿠

調 査 ୲ ౰　　　文化財主ࣄ　　　　　　　ԕ໼　উ޾
　　　　　　　　文化財ڀݚ員　　　　　　ฏ　　ඒయ
　　　　　　　　文化財調査員　　　　　　原　　ӫ子
ࣄ ຿ ୲ ౰　　　૯ ຿ ܎ 長　　　　　　　大園　঵子
　　　　　　　　主 ⃻　ஐത∁　　　　　　　ࣄ
調査のৄࡉ
ฏ成23年̑月
整備ɻ̖～Ｃ－４～７区ɿⅧ層上面遺構ਫ਼査，掘ڥ؀　
立柱建物੻検出ɻ̖～Ｆ－10～19区ɿⅢ～Ⅴ層掘り下げ
ͼϐット検出ɻ̙～Ｆ－３～６区ɿද土剥͗ɻⅢ～Ⅴٴ
層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ̙～Ｇ－20～23区ɿ
ද土剥͗ɻ
文化財՝中ଜ文化財主ࣄ来੻（25೔）
ฏ成23年６月
　̖～Ｃ－６～８区ɿⅢ層掘り下げ，溝状遺構検出ٴͼ
掘り下げɻ̖～Ｆ－８～ 10区ɿⅢ～Ⅴ層掘り下げٴͼ
遺物取り上げɻ̖～Ｃ－12 ～ 14区ɿ掘立柱建物੻検出
Ө・࣮ଌ，Ⅲ～ᶝ層掘り下げɻ̖－11区ɿᶟࡱͼࣸਅٴ
～ⅩⅢ層掘り下げٴͼ遺物取り上げ，ࣸਅࡱӨɻ̖－15
～18区ɿⅢ層掘り下げ，掘立柱建物੻検出ٴͼࣸਅࡱӨ・
࣮ଌɻ̙－̑・６区ɿ୦穴住居੻６号（弥生）検出，掘
り下げɻＥ－12～14区ɿද土剥͗ٴͼⅡ～Ⅵ層掘り下げ，
Ⅵ層（஑ా߱下軽石層）上面地形ଌ量図࡞成ɻＦ・Ｇ－
22・23区ɿⅢ層掘り下げɻ重ػにΑるഉ土・ഉ水ॲཧɻ
国土ަ通ল上ଜ؂ಜ׭・本ాઐ໳৬ݱ地ٞڠ（３೔）
ฏ成23年７月
　̖－７・８区ɿⅢ層検出溝状遺構ࣸਅࡱӨٴͼ࣮ଌɻ
Ⅵ層上面地形ଌ量図࡞成ɻⅥ層Ҏ下掘り下げɻ̖・Ｂ－
11区ɿⅩⅣ層掘り下げऴྃ，完掘状ࣸگਅࡱӨɻ土層அ
面࣮ଌɻ̖～Ｆ－10区ɿⅢ層掘り下げٴͼ出土遺物取り
上げɻ̖～Ｆ－11～13区ɿᶟ～ⅩⅡ層掘り下げɻ̖～Ｆ
－13・14区ɿⅥ層上面検出ϐットฏ板࣮ଌ，掘立柱建物
੻検出ٴͼ࣮ଌɻⅧ層（ΞカホϠ火山灰）আڈ，ᶟ層掘
り下げɻＢ～Ｃ－25～27区ɿⅢ層出土遺物取り上げɻ̙
－̑・６区ɿ୦穴住居੻６号掘り下げٴͼ࣮ଌɻ̙・Ｅ
－10区ɿ୦穴住居੻７号検出ٴͼ掘り下げɻＥ－14～17
区ɿⅢ～Ⅴ層掘り下げɻＥ・Ｆ－16区ɿⅢ層検出硬化面
࣮ଌɻＥ・Ｆ－15～17区ɿⅥ層（஑ా߱下軽石層）上面
コンター図࡞成ɻ重ػにΑるഉ土・ഉ水ॲཧɻ
ೆ೔本新ฉ社子Ͳもऀه取材（22೔），大隅Տ川国道ࣄ
຿ॴᅳ༑ॴ長他４໊，ւ上自Ӵୂ஑ྩ࢘܈他４໊遺੻ݟ
学（25೔）
ฏ成23年８月
　̖～̙－11 ～ 14区ɿⅩ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺
物取り上げ，遺物出土状ࣸگਅࡱӨɻＢ－８区ɿⅤ層出
土遺物取り上げɻＣ・̙－̑区ɿⅢ層掘り下げɻ̙～Ｆ
－14区ɿᶟ～ⅩⅠ層掘り下げɻ̙～Ｆ－21～23区ɿⅢ層
掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＥ－７区ɿ下層֬ೝト
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レンν掘り下げ（Ⅵ～ⅩⅠ層）ɻＥ・Ｆ－15区ɿⅥ層掘
り下げɻＣ－13区ɿ୦穴住居੻１号（縄文）検出ٴͼ掘
り下げɻＢ－13区ɿ୦穴住居੻2号（縄文）検出ٴͼ掘
り下げɻＣ－12区ɿ集石１号࣮ଌɻＢ－12・13区ɿ集石
2～４号検出状ࣸگਅࡱӨٴͼ࣮ଌɻ̖－13区ɿ集石̑
号࣮ଌɻ̖・Ｂ－12区ɿ集石７号࣮ଌɻ̙－12・13区ɿ
集石８・̕号࣮ଌɻＣ－̕区ɿ୦穴住居੻１号（弥生）
ਫ਼査ٴͼ住居内土坑掘り下げɻ̙－７区ɿ୦穴住居੻2
号（弥生）掘り下げٴͼࣸਅࡱӨɻ̙－６区ɿ୦穴住居
੻３号（弥生）掘り下げٴͼ完掘状ࣸگਅࡱӨɻ̙－ ・̑
６区ɿ୦穴住居੻６号掘り下げٴͼ࣮ଌɻ ・̙Ｅ－10区ɿ
୦穴住居੻７号掘り下げɻݱ地આ明会に向͚ての४備・
整備ɻڥ؀
鹿屋市文化財΢Υッνンάۀࣄ発掘体42໊ݧ（３೔），
ೆ೔本新ฉ社鹿屋૯ہງ之内ࢯ来੻（８೔），霧島市文
化財গ年団発掘体ݧ（23೔）
ฏ成23年̕月
　̖・Ｂ－４～７区ɿⅩⅢ層（ࡵ摩火山灰層）上面地形
ଌ量図࡞成ɻ̖－７・８区ɿ下層֬ೝトレンν掘り下げ

（ᶟ～ⅩⅡ層）ɻＢ・Ｃ－４・̑区ɿ下層֬ೝトレンν掘
り下げ（ᶟ～ⅩⅢ層上面まで）ऴྃ，完掘状ࣸگਅࡱ
ӨɻＣ～Ｆ－11～14区ɿⅩ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺
物取り上げɻＥ・Ｆ－４～６区ɿⅥ層（஑ా߱下軽石層）
上面地形ଌ量図࡞成ɻＥ－̑・６区ɿⅢ～Ⅵ層上面まで
掘り下げɻＥ－７区ɿ下層֬ೝトレンν掘り下げ（ⅩⅠ
～ⅩⅢ層）ɻＢ－12・13区ɿ୦穴住居੻１・2号掘り下
げٴͼ完掘ࣸਅࡱӨɻஅ面࣮ଌɻ１号との੾り߹いであ
る連穴土坑１号掘り下げɻＣ－13区ɿ土坑１号（縄文），
連穴土坑2号掘り下げٴͼ࣮ଌɻ̙－13区ɿ連穴土坑３
号検出ٴͼ掘り下げɻ̙～Ｆ－13区ɿ集石10～18号ࣸਅ
ͼ࣮ଌɻ̙－６区ɿ୦穴住居੻３号（弥生）掘りٴӨࡱ
下げɻ̙－10区ɿ୦穴住居੻７号（弥生）掘り下げٴͼ
出土遺物࣮ଌɻ
ฏ成23年10月
　̖～Ｃ－４～７区ɿೆน土層அ面࣮ଌ（̖区のみ），
埋Ί໭しɻ̖～Ｆ－８～10区ɿⅧ層আڈ，ᶟ層Ҏ下掘り
下げɻ̖～Ｆ－11 ～ 14区ɿᶟ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出
土遺物取り上げ，ⅩⅢ層（ࡵ摩火山灰層）上面コンター
図࡞成ɻ̖－12～14区ɿೆน土層அ面࣮ଌɻ̖・Ｂ－14
区ɿⅩⅢ層上面地形ଌ量図࡞成ɻ̖・Ｂ－15・16区ɿᶟ・
Ⅹ層掘り下げɻ̖・Ｂ－16・17区ɿⅢ層掘り下げɻ̖～
Ｃ－14～16区ɿⅧ層（ΞカホϠ火山灰層）剥͗取りٴͼ
ᶟ～ⅩⅡ層掘り下げɻＣ～Ｅ－７～10区ɿⅥ層掘り下げɻ
Ｃ～Ｇ－21～27区ɿⅢ層出土遺物取り上げɻＣ－14区ɿ
土器集中（石ࡔ式土器）検出ٴͼ࣮ଌ，ࣸਅࡱӨɻＦ－
12～14区ɿ๺น土層அ面࣮ଌɻＣ－13・14区ɿ୦穴住居
੻３号（縄文）検出ٴͼ掘り下げɻＣ－13区ɿ連穴土坑
2号࣮ଌɻ̙－13区ɿ土坑̑号（縄文）掘り下げٴͼ࣮

ଌɻＣ－14区ɿ土坑６号（縄文）検出ٴͼ掘り下げ，ࣸ
ਅࡱӨɻ̙－14区ɿ集石18・19・21号࣮ଌɻＢ－14区ɿ
集石20号࣮ଌɻ̖・Ｂ－16区ɿ集石22・23号࣮ଌɻ̙－
７区ɿ୦穴住居੻2号（弥生）掘り下げٴͼ࣮ଌɻＥ－
８区ɿ୦穴住居੻４号（弥生）࣮ଌɻ̙－６区ɿ୦穴住
居੻６号࣮ଌɻ̙－10区ɿ୦穴住居੻７号（弥生）掘り
下げٴͼ࣮ଌ，ࣸਅࡱӨɻۭ中ࡱӨのͨΊのڥ؀整備ɻ
発掘ۀ࡞員݈߁਍அɻ
ۭ中ࡱӨ（18೔），大隅地区社会教育行੓ݚ修会14໊，
県文化財՝લഭ܎長来੻（25೔）
ฏ成23年11月
　̖～Ｃ－４～７区ɿഉ土埋Ί໭しɻ̖～Ｅ－15・16
区ɿᶟ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ̖－18
区ɿ土器集中（山ϊ口式土器）検出ٴͼ࣮ଌɻＣ～Ｅ－
７・８区ɿ下層֬ೝトレンν掘り下げऴ （ྃⅩⅢ層まで），
完掘状ࣸگਅࡱӨɻＣ～Ｆ－̑～10区ɿⅧ層（ΞカホϠ
火山灰）剥͗取り，ᶟ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取
り上げɻＣ～Ｆ－10区ɿ東น土層அ面࣮ଌɻＦ－６～10
区ɿ๺น土層அ面࣮ଌɻＢ－14区ɿ୦穴住居੻３号（縄
文）掘り下げٴͼ࣮ଌɻ̙・Ｅ－̕・10区ɿ土坑2号

（縄文），３号検出ٴͼ掘り下げ，࣮ଌɻＣ－14区ɿ土坑
６号（縄文）掘り下げٴͼ࣮ଌ，ࣸਅࡱӨɻＣ－８区ɿ
མとし穴４号検出ٴͼ掘り下げ，࣮ଌɻ̙－７区ɿམと
し穴̑号検出ٴͼ掘り下げ，࣮ଌɻＥ－̕区ɿམとし穴
６号検出ٴͼ掘り下げ，࣮ଌɻＥ－̑区ɿ連穴土坑４
号・̑号検出ٴͼ掘り下げ，࣮ଌɻＥ－７・８区ɿ連穴
土坑６・７号検出ٴͼ掘り下げ，࣮ଌɻＦ－̕区ɿ連穴
土坑８号検出ٴͼ掘り下げ，࣮ଌɻＢ－16区ɿ集石22・
23号࣮ଌɻＢ・Ｃ－15・16区ɿ集石24・25号࣮ଌɻＥ－
̕・10区ɿ集石26・27号࣮ଌɻ̙－̕・10区ɿ集石28～
30号࣮ଌɻ
ߍ෋小学ٶ修10໊（７೔），؊付町ݚ৬員ߍ山ా中学ࡉ
６年生ݟ学８໊（18೔）
ฏ成23年12月
　̖～Ｃ－96～100ٴͼ１～４区ද土剥͗，掘り下げٴ
ͼ出土遺物取り上げ，Ⅵ層（஑ా߱下軽石層）地形ଌ量
図࡞成ɻ̖～Ｆ－15・16区ɿⅩ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出
土遺物取り上げɻ̖・Ｂ－17・18区ɿⅢ～Ⅴ層掘り下げɻ
Ｂ～Ｆ－４～10区ɿⅩⅢ層（ࡵ摩火山灰層）上面地形ଌ
量図࡞成ɻＣ～Ｆ－15・16区ɿⅩ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ
出土遺物取り上げɻＢ－14区ɿ୦穴住居੻３号（縄文）
掘り下げٴͼ࣮ଌɻＥ－７・８区ɿ連穴土坑６・７号完
掘状ࣸگਅࡱӨٴͼ࣮ଌ，མとし穴６号掘り下げٴͼ࣮
ଌ，ࣸਅࡱӨɻＥ－８・̕区ɿ連穴土坑８号掘り下げٴ
ͼ࣮ଌɻＢ－15区ɿ集石25号࣮ଌɻ̙－̕区ɿ集石29号
࣮ଌɻＣ～Ｅ－15区ɿ集石31 ～ 36号࣮ଌɻＦ－15区ɿ
集石37号࣮ଌɻＦ－17区ɿ集石38号࣮ଌɻ年຤ٳՋのͨ
Ίのڥ؀整備ɻ
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ฏ成24年１月
　̖～Ｃ－96～100，Ｅ－14～17区ɿ土層அ面ࣸਅࡱӨ
ͼ１区ɿⅩⅢ層上面地形ٴͼ࣮ଌɻ̖～Ｃ－96～100ٴ
ଌ量図࡞成ɻＢ・Ｃ－１区ɿམとし穴７・８号掘り下げ
ӨɻＢ－13区ɿ土坑̑号・連穴土坑̕ࡱͼ࣮ଌ，ࣸਅٴ
号ɿ掘り下げٴͼ࣮ଌ，ࣸਅࡱӨɻ̖～̙－17区ɿᶟ～
ⅩⅠ層掘り下げɻⅥ層上面ϐット検出ٴͼ掘り下げ，࣮
ଌɻ̖～Ｃ－18・19区ɿⅢ層検出溝状遺構掘り下げٴͼ
࣮ଌ，ࣸਅࡱӨɻ来年౓調査༧ఆ地֬ೝトレンν（３Օ
ॴ設ఆ）掘り下げٴͼ出土遺物取り上げ，ࣸਅࡱӨɻ
東串良町教育長来੻（10೔）
ฏ成24年2月
　̙～Ｆ－97～100ٴͼ１区ɿᶟ～ⅩⅡ層下層֬ೝトレ
ンν掘り下げ，ⅩⅢ層上面地形ଌ量図࡞成，土層அ面࣮
ଌɻ̖－15区の連穴土坑12号ٴͼＣ－16区の連穴土坑13
号掘り下げٴͼ࣮ଌ・ࣸਅࡱӨɻ̖～̙－17区ɿ集石39
～44号ࣸਅࡱӨٴͼ࣮ଌɻＢ－17区ɿ୦穴住居੻４号（縄
文）ࣸਅࡱӨٴͼ掘り下げɻ̖～̙－18区ٴͼ̖～Ｃ－
19区ɿᶟ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＦ・
Ｇ－17～19区ɿⅢ層掘り下げ，Ⅲ層検出溝状遺構掘り下
げٴͼ࣮ଌࣸਅࡱӨ，ϐット掘り下げٴͼ࣮ଌ，Ⅵ層上
面地形ଌ量図࡞成，ᶟ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取
り上げɻ
ฏ成24年３月
　̖～Ｃ－18・19区ɿⅩ～ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物
取り上げɻ̖－17～19区ɿೆน土層அ面࣮ଌ，ⅩⅢ層上
面地形ଌ量図࡞成ɻ̖－15・16区ɿ連穴土坑12号࣮ଌɻ
̖－17区ɿ୦穴住居੻４号（縄文）掘り下げٴͼ࣮ଌɻ
Ｆ－17～19区ɿⅩⅠ・ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取り
上げɻ集石45 ～ 47号࣮ଌɻＢ－16・17区ɿ埋Ί໭しɻ
発掘ػ材ఫऩに向͚ての片付͚，ڥ؀整備ɻ

　ᾉ　ฏ成24年౓
　　ฏ成24年౓の本調査Λฏ成24年７月１೔からฏ成25
　年１月28೔（࣮ಇ108೔間）まで࣮ࢪしͨɻ調査体੍
についてはҎ下のと͓りであるɻࡉͼ調査のৄٴ　
調 査 ମ ੍（ฏ੒24೥౓）
ࣄ ۀ 主 体　  国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ

຿ॴ
調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
ը・調整　鹿児島県教育ி文化財՝ا
調 査 ౷ 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　ॴ　長　　　　　　　　　ాࣉ　ਔ志
調 査 ا ը　　　࣍長݉૯຿՝長　　　　　ా中　明成
　　　　　　　　࣍長݉ೆの縄文調査ࣨ長　Ҫϊ上ल文
　　　　　　　　調査第二՝長　　　　　　෌ా　ҳ࿠
　　　　　　　　文化財主݉ࣄ
　　　　　　　　調査第二՝第一調査܎長　ീ໦ᖒ一࿠

調 査 ୲ ౰　　　文化財主ࣄ　　　　　　　上床　　ਅ
　　　　　　　　文化財主ࣄ　　　　　　　ከᒇ　ٱ志
ࣄ ຿ ୲ ౰　　　૯ ຿ ܎ 長　　　　　　　大園　঵子
　　　　　　　　主 査　　　　　　　Ԭଜ　৴ޗ
発掘調査ۀ຿ҕୗ
　本調査の࣮ࢪにあͨり，埋文センターは国ࡍ文化財株
式会社へ発掘調査ۀ຿委ୗΛ行っͨɻ委ୗの内༰はҎ下
のと͓りであるɻ
委 ୗ ઌ　国ࡍ文化財株式会社
調査ظ間　ฏ成24年６月̑೔～ฏ成25年１月28೔
委ୗ内༰　発掘調査ۀ຿・ଌ量ۀ຿・土工ۀ຿一式
୲ ౰ ऀ　主೚ٕज़ऀ　Ӝน　ߊ
　　　　　調　査　員　中ଜ༞一，ௗӽ道ਉ，ؔඒஉ，
　　　　　　　　　　　௰本彩，土࢘ߞذ，஑内ܒ，
　　　　　　　　　　　長尾૱子
検　　査　中間検査　ฏ成24年10月22೔
　　　　　完成検査　ฏ成25年2月14೔
調査のৄࡉ
ฏ成24年７月
～शɻ̖～Ｅ－10～12区ɿᶟߨೖ৔ऀن整備ɻ新ڥ؀　
ⅩⅡ層掘り下げ，土層அ面࣮ଌ，ࣸਅࡱӨ，ⅩⅢ層上面
全ࣸܠਅࡱӨɻ連穴土坑14 ～ 17号検出ɻམとし穴̕号
検出ɻＢ－22～28区，Ｃ・̙ －22～24区，̙－31～34区，
Ｅ－30～34区，Ｆ－30～32区，Ｇ－29～31区ɿઌ行トレ
ンν掘り下げɻＢ～Ｇ－22～24区，Ｃ・̙ －25～29区，Ｅ・
Ｆ－29～31区，Ｇ－29・30区ɿⅡ～Ⅲ層掘り下げٴͼ出
土遺物取り上げɻ硬化面１～̑検出，ࣸਅࡱӨɻ集石48
～50号ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻＢ・̙－26・27区ɿ੊検出，ࣸ
ਅࡱӨɻ
ฏ成24年８月
　Ｂ～̙－22～29区，Ｅ－25・26区，Ｅ・Ｆ－33・34区ɿ
ઌ行トレンν掘り下げɻＢ～̙－22～26区，Ｂ－28・29区，
Ｃ・̙－27・28・30・31・33・34区，̙－29区，Ｅ～Ｇ
－20～24区，Ｅ－25・26・29 ～ 32区，Ｆ－29～32区，
Ｇ－29～31区ɿⅢ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＢ
～̙－22～24区，Ｅ－29～31区，Ｆ・Ｇ－20～22区，Ｆ
－29・30区，Ｇ－29区ɿⅣ層掘り下げٴͼ出土遺物取り
上げɻＢ～̙－22～24区ɿⅤ層掘り下げٴͼ出土遺物取
り上げɻ硬化面１～６・੊状遺構１～３ࣸਅࡱӨɻ硬化
面６・７・୦穴建物੻・帯状硬化面検出ɻ̙－24区ɿϐッ
ト܈，土坑１基検出ɻ礫集積１検出，࣮ଌɻⅥ層上面地
形ଌ量図࡞成ɻ
県૯຿෱利՝࡯ࢹ（８೔），鹿屋市文化財΢Υッνンά・
小学生30໊（̕೔）発掘体ݧ，社会教育主ߨࣄशडߨ ・ऀ
本大学11໊（10೔）۽
ฏ成24年̕月
　̙－25・27・28・30d32区，Ｅ～Ｇ－24～28区，Ｅ－
29・33・34区，Ｆ・Ｇ－33・34区ɿઌ行トレンν掘り下
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げɻＢ～̙－25～29区，̙－30～34区，Ｅ～Ｇ－21～28
区，Ｅ－31～34区，Ｆ－29～34区，Ｇ－30～34区ɿⅢ層
掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＢ～̙－25～27区，Ｃ
－30区，̙－28区，Ｅ～Ｇ－21～26区，Ｅ－31～33区，
Ｆ－29～34区，Ｇ－31 ～ 34区ɿⅣ層掘り下げٴͼ出土
遺物取り上げɻ୦穴住居੻（弥生）８～24号検出・硬化
面１～ࣸ̕ਅࡱӨ，࣮ଌɻ土層அ面࣮ଌɻＦ－29区ɿⅣ
b層上面，円形周溝状遺構2～４検出，ࣸਅࡱӨɻ土坑・
礫集積2号検出，ࣸਅࡱӨɻ
ฏ成24年10月
　ۭ中ࣸਅࡱӨɻＢ～̙－20 ～ 24区，Ｂ－25～27区，Ｃ・
̙－35～38区，̙－29～33区，Ｅ－22～24・29～33区，
Ｅ～Ｇ－34・35区，Ｆ－22・23区，Ｇ－23区ɿઌ行トレ
ンν掘り下げɻＣ・̙－35～37区，Ｅ～Ｇ－34・35区ɿ
Ⅲ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ̙－25区Ｅ・Ｆ－
27・28区ɿⅣ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＥ－28
区，Ｅ・Ｆ－29～31区ɿⅤ層掘り下げٴͼ出土遺物取り
上げɻＥ・Ｆ－29～31区ɿⅥ層掘り下げٴͼ出土遺物取
り上げɻＢ～Ｇ－20～24区ɿᶟ層掘り下げٴͼ出土遺物
取り上げɻＢ～̙－22～24区ɿⅩ層掘り下げٴͼ出土遺
物取り上げɻ୦穴住居੻（弥生）25・26号・掘立柱建物
੻18～28・方形周溝状遺構１・円形周溝状遺構̑～７・
土坑・硬化面10・11検出，ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻ集石検出ɻ
中Ԕ૱鹿児島国ࡍ大学教तݱ地指ಋ（18೔），大隅教育
修18໊（26೔）ݚ地ݱ຿ॴࣄ
ฏ成24年11月
－̙，ɻＢ・Ｃ－24区（10೔，290໊）࠵地આ明会։ݱ　
24～26・36・37区ɿઌ行トレンν掘り下げɻＣ・̙－
35・36区，̙－37・38区，Ｅ－33～36区，Ｆ－34・35区ɿ
Ⅲ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ̙－36区，Ｅ－33
～35区，Ｆ－34・35区ɿⅣ層掘り下げٴͼ出土遺物取り
上げɻＢ～Ｇ－20～24区ɿⅩ層・ⅩⅠ層掘り下げ出土遺
物取り上げɻ集石51～76検出，ࣸ ਅࡱӨɻ୦穴住居੻（弥
生）27～30号・掘立柱建物੻29～39・円形周溝状遺構８
～10・土坑・ϐット検出，ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻ硬化面12検
出，ࣸਅࡱӨɻ
地報道ରԠ・鹿児島ςレϏ์ૹ・ೆ೔本新ฉ社・ே೔ݱ
新ฉ社，ݱ地આ明会・ݟ学ऀ290໊（10೔）
ฏ成24年12月
　Ｅ－24区，Ｆ－21区ɿ下層֬ೝトレンν掘り下げɻ
Ｃ・̙－27区ɿⅣ～Ⅵ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ
Ｂ～Ｇ－20 ～ 24区ɿⅩⅠ層・ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土
遺物取り上げɻ掘立柱建物੻40～42・ϐット・୦穴住居
੻（縄文）̑～10号・連穴土坑18～21・土坑・柱穴列８
～10検出，ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻ
ฏ成25年１月
　Ｅ－24区，Ｆ－21区ɿ下層֬ೝトレンν掘り下げɻ
Ｅ～Ｇ－23・24区ɿⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上

げɻ୦穴住居੻（縄文）̕・10号ཆ生ɻػ材ఫڈɻڥ؀
整備ɻ

　ᾊ　ฏ成25年౓
　　ฏ成25年౓の本調査Λฏ成25年６月３೔からฏ成26
　年１月28೔（࣮ಇ124೔間）まで࣮ࢪしͨɻ調査体੍
についてはҎ下のと͓りであるɻࡉͼ調査のৄٴ　
調 査 ମ ੍（ฏ੒25೥౓）
ࣄ ۀ 主 体　国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ
　　　　　　຿ॴ
調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
ը・調整　鹿児島県教育ி文化財՝ا
調 査 ౷ 括　公益財団法人鹿児島県文化振興財団
　　　　　　埋蔵文化財調査センター
　　　　　　　　　　　　　センター長　　෌ా　ҳ࿠
調 査 ا ը　　　　　　　　૯ ຿ ՝ 長　　山方　௚޾
　　　　　　　　　　　　　調 査 ՝ 長　　௽ా　ᯩ඙
　　　　　　　　　　　　　調査第一܎長　ീ໦ᖒ一࿠
調 査 ୲ ౰　　　　　　　　文化財ઐ໳員　上床　　ਅ
　　　　　　　　　　　　　文化財ઐ໳員　ಙӬ　Ѫ༤
ࣄ ຿ ୲ ౰　　　　　　　　主 査　　Ԭଜ　৴ޗ
ਪਐ員　　川⃻　ຑҥۀࣄ　　　　　　　　　　　　　
発掘調査ۀ຿ҕୗ
　本調査の࣮ࢪにあͨり，埋文調査センターは国ࡍ文化
財株式会社へ発掘調査ࢧԉۀ຿委ୗΛ行っͨɻ委ୗの内
༰はҎ下のと͓りであるɻ
委 ୗ ઌ　国ࡍ文化財株式会社
調査ظ間　ฏ成25年６月３೔～ฏ成26年１月28೔
委ୗ内༰　発掘調査ࢧԉۀ຿・ଌ量ۀ຿・土工ۀ຿一式
୲ ౰ ऀ　主 ೚ ٕ ज़ ऀ　Ӝน　ߊ
　　　　　主೚調査ࢧԉ員　中ଜ༞一
　　　　　調 査 ࢧ ԉ 員　஑内ܒ，ௗӽ道ਉ，
　　　　　　　　　　　　　ӏٱ森ල，加ੈా༔ਔ，
　　　　　　　　　　　　　౉部༟࢘，長尾૱子，
志ݠ໦ߥ　　　　　　　　　　　　　
検　　査　中間検査　ฏ成25年10月８೔
　　　　　完成検査　ฏ成26年2月18೔，19೔
調査のৄࡉ
ฏ成25年６月
，शɻ̖－22～24区，Ｂ－23区ߨೖ৔ऀن整備ɻ新ڥ؀　
Ｃ－19～24区，̙－19・21・29区，̙～Ｆ－30区ɿઌ行
トレンν掘り下げɻ̖－22～24区，Ｂ－21～23区，Ｃ－
20～22区，̙－20・21区，Ｅ－19・20区ɿⅢ層掘り下げ
ͼ出土遺物取り上げɻ̙～Ｆ－25～29区ɿᶟ層・Ⅹ層ٴ
掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ集石78～82検出，ࣸਅ
Өɻฏ成24ࡱ੻１・2検出，ࣸਅ࡞Ө，࣮ଌɻ石器製ࡱ
年౓出土遺物ચড়，஫هɻ
学37໊（6೔），文化財՝中ଜ文化ݟ１年生ߍ山ా中学ࡉ
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財主؂ࣄཧۀ຿（11೔），埋文センターಊࠐ՝長؂ཧۀ
຿（26೔）
ฏ成25年７月
　Ｃ－18～23区，̙－19～21区ɿઌ行トレンν掘り下げɻ
̖－23・24区，Ｂ－22・23区，Ｃ－19～22区，̙－19～
21区，Ｅ－19・20区ɿⅢ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上
げɻ̖・Ｂ20～24区ɿᶟ層・Ⅹ層掘り下げٴͼ出土遺物
取り上げɻ̙～Ｆ－25～29区ɿᶟ層～ⅩⅡ層掘り下げٴ
ͼ出土遺物取り上げɻ୦穴住居੻（弥生）31号・土坑・
円形周溝状遺構11・ϐット検出，ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻ集石
83 ～ 89検出，ࣸ ਅࡱӨɻฏ成24年౓出土遺物ચড়，஫هɻ
ฏ成24年౓土৕αンϓル΢Υータフϩーςーγϣンɻฏ
成25年౓出土遺物ચড়ɻ
文化財՝中ଜ文化財主؂ࣄཧۀ຿（̕೔）
ฏ成25年８月
　̖－20～24区，Ｂ－19～24区，Ｃ－18～23区，̙－30
～33区ɿઌ行トレンν掘り下げɻ̖－20～23区，Ｂ－19
～26区， Ｃ －18～22・25・26区， ̙ －18～21・25～29
区，Ｅ－18～20・25・27～29区，Ｆ－25，27～29区ɿᶟ
層・Ⅹ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＢ－20 ～ 22
区，Ｃ－18～22・25・26区，̙－25・26区ɿⅩⅠ層掘り
下げٴͼ出土遺物取り上げɻ̖－20～24区，Ｂ－20～24
区，Ｃ－20～23区ɿⅩⅡ層掘り下げɻ集石90～127・୦
穴住居੻（縄文）11号検出，ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻฏ成24年
౓土৕αンϓル΢Υータフϩーςーγϣンɻฏ成25年౓
出土遺物ચড়，集石礫の重量ܭଌɻ
鹿屋市文化財΢Υッνンά発掘体ݧ（６೔），ాٶ小学
຿ۀ՝長؂ཧࠐ埋文センターಊ，ݧ਌子会23໊発掘体ߍ

（７೔）
ฏ成25年̕月
　̙－20・34d37区，Ｅ－20区，Ｆ－30～35区ɿઌ行ト
レンν掘り下げɻ̙－18～21区，Ｅ－17～20・30～36区，
Ｆ－30 ～ 36区ɿᶟ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ
Ｂ・Ｃ－25・26区，̙－18～21・25・26区，Ｅ－17～20
区，Ｅ・Ｆ－30～36区ɿⅩ層掘り下げٴͼ出土遺物取り
上げ ɻＢ・Ｃ－25・26区，̙－18～21・25・26区，Ｅ－
17～20区，Ｅ・Ｆ－30～36区ɿⅩⅠ層掘り下げٴͼ出土
遺物取り上げɻＣ・̙－25・26区，̙－17～21区，Ｆ－
17～20区ɿⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ連穴
土坑22・23・集石128～140・土坑検出，ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻ
ฏ成25年౓出土遺物，ચড়，஫هɻ
ฏ成25年10月
　ۭ中ࣸਅࡱӨɻＢ－21・27・28区，Ｃ－29区，̙－
19・29区，Ｅ－28・31・33～36・43区，Ｆ－31・34・44
区ɿઌ行トレンν掘り下げɻ̙－38～41区，Ｅ－38～45
区，Ｆ－40～45区，Ｇ－45区ɿⅢ層掘り下げٴͼ出土遺
物取り上げɻ̙－41区，Ｅ－41～43区，Ｆ－40～43・45
区，Ｇ－45区ɿⅣ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ̙

－41区，Ｅ－41～43区，Ｆ－42・43・45区，Ｇ－45区ɿ
Ⅴ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＢ－26～28区，Ｃ・
̙－27～29区ɿᶟ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＢ
－26～28区，Ｃ・̙－27～29区，Ｅ・Ｆ－30～36区ɿⅩ
層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＥ・Ｆ－30～36区ɿ
ⅩⅠ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＥ－30～32・35
～37区，Ｆ－30～36区ɿⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取
り上げɻ調査区１ɿ埋Ί໭しɻ୦穴住居੻（縄文）12号・
集石141～147・土器集中１・土坑・ϐット検出，ࣸਅࡱ
Ө，࣮ଌɻฏ成25年౓出土遺物ચড়，஫هɻ
ฏ成25年11月
　Ｃ－28・29区，Ｅ－32区，̙－35・36区，Ｆ－43区ɿ
ઌ行トレンν掘り下げɻＥ－44区，Ｆ－44区ɿⅧ層掘り
下げٴͼ出土遺物取り上げɻＢ－26～28区，Ｃ－27～36
区，̙ －27～36・39～41区，Ｅ－39～46区，Ｆ－42～48区，
Ｇ－44～48区ɿᶟ層・Ⅹ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上
げɻＢ－26 ～ 28区，Ｃ－27～29区，̙ －27～29・38d41区，
Ｅ－38～46区，Ｆ－40～48区，Ｇ－44～48区ɿⅩⅠ層掘
り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＢ－26 ～ 28区，Ｃ－27
～29区，̙－27～29区，Ｆ－44～49区，Ｇ－45～49区ɿ
ⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ୦穴住居੻（縄
文）13号・集石148～161・土坑検出，ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻ
ฏ成25年౓出土遺物ચড়，஫هɻ図面・台ா整ཧɻ
埋文センターಊࠐ՝長؂ཧۀ຿（26೔）
ฏ成25年12月
　ઌ行トレンν̑・６掘り下げɻＥ～Ｇ－43・44区ɿⅢ
層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＦ・Ｇ－43・44区ɿ
Ⅳ層・Ⅴ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＣ・̙－30
～ 36区ɿⅩ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＢ－26
～ 28区，Ｃ－30～36区，̙－26～28，30～36区ɿⅩⅠ
層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻＢ－26～28区，̙－
26～28・38～41区，Ｅ－38～46区，Ｆ－41～49区，Ｇ－
45～49区ɿⅩⅡ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ୦穴
住居੻（縄文）14・15号・連穴土坑24・集石162～165・
土坑検出，ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻฏ成25年౓出土遺物ચড়，
஫هɻ
埋文センターಊࠐ՝長؂ཧۀ຿（17೔）
ฏ成26年1月
　ۭ中ࣸਅࡱӨɻ̙－29・35区ɿઌ行トレンν掘り下げɻ
Ｆ・Ｇ－43・44区ɿᶟ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ
Ｆ・Ｇ－43・44区ɿⅩ層掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ
Ｃ・̙－30～36区，Ｆ・Ｇ－43・44区ɿⅩⅠ層・ⅩⅡ層
掘り下げٴͼ出土遺物取り上げɻ୦穴住居੻（縄文）16
号・連穴土坑25・集石166・土坑検出，ࣸਅࡱӨ，࣮ଌɻ
ฏ成25年౓出土遺物ચড়，஫ه，ऩೲɻػ材ఫڈɻڥ؀
整備ɻ
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第３અ　੔ཧ･報告書࡞੒
　本報告書ץ行に伴う整ཧ･報告書࡞成ۀ࡞は，ฏ成23
年౓から発掘ۀ࡞とซ行して࣮ࢪしͨɻ
　ฏ成23年౓からฏ成24年౓までは鹿児島県立埋蔵文化
財センターの整ཧٴࣨۀ࡞ͼ東九州整ཧۀ࡞ॴで，ฏ成
25年౓からฏ成27年౓までは公益財団法人鹿児島県文化
振興財団埋蔵文化財調査センター第一整ཧۀ࡞ॴで࣮ࢪ
しͨɻ整ཧۀ࡞は年࣍的にܭը的に行い，そのਐ行にΑ
り報告書࡞成Λฏ成25年౓から本֨的に։࢝し，ฏ成27
年౓に報告書ץ行にࢸっͨɻ
　ฏ成25年౓から，؂ཧΛ݉ねて報告書࡞成指ಋ委員会
Λ県立埋蔵文化財センターと埋蔵文化財調査センターと
まͨ，文化財՝の؂ཧもड͚ͨɻ，ࢪಉで࣮ڞ
内༰は，Ҏ下のと͓りであるɻۀ࡞　
１　整ཧۀ࡞
　ᾇ　遺　　構
　　 　࣮ଌ図と図面台ாとのর߹，遺構ผ･時代ผに࣮

ଌ図の࢓分͚౳
　ᾈ　遺　　物
　　　Ξ　土器･石器ڞ通
　　　　 　水ચい，遺構内出土遺物とแؚ層出土遺物と

の࢓分͚，遺物と遺物台ாや遺構࣮ଌ図౳との
র߹

　　　Π　土　　器
　　　　　஫ه，分類，࣮ଌ͢る土器のબผ
　　　΢　石　　器
　　　　 　石器と一ൠ礫の࢓分͚，分類，࣮ଌ͢る石器

のબผ
2　報告書࡞成ۀ࡞
　ᾇ 　遺構図のϖントレースやデδタルトレース，遺構

഑ஔ図の࡞成，報告書掲載用ࣸਅબผ
　ᾈ 　土器の࣮ଌ，୓本，トレース，レΠΞ΢ト，࡯؍

ද࡞成，原ࣥߘච，報告書掲載用ࣸਅࡱӨ
　ᾉ 　石器の࣮ଌٴͼ࣮ଌ委ୗ，トレース，レΠΞ΢ト，

Өࡱච，報告書掲載用ࣸਅࣥߘ成，原࡞ද࡯؍
　ᾊ 　土器･石器Ҏ外の遺物の࣮ଌ，トレース，レΠΞ

΢ト，࡯؍ද࡞成，原ࣥߘච，報告書掲載用ࣸਅࡱ
Ө

　整ཧ ･ 報告書࡞成ۀ࡞にؔ͢る調査体੍はҎ下のと͓
りであるɻ

成体੍（ฏ成23年౓）࡞
ࣄ ۀ 主 体　 国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ

຿ॴ
࡞ 成 主 体　鹿児島県教育委員会
ըا ･ 調整　鹿児島県教育ி文化財՝
࡞ 成 ౷ 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　ॴ　長 ాࣉ　ਔ志
࡞ 成 ا ը　　 ʏ　 ࣍　長　݉૯຿՝長　ా中　明成
　　　　　　　 ʏ　 ࣍長݉ೆの縄文調査ࣨ長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ҫϊ上ल文
　　　　　　　 ʏ 　調査第二՝長　　　　෌ా　ҳ࿠
　　　　　　　 ʏ　 文化財主݉ࣄ
　　　　　　　　　　調査第二՝
　　　　　　　　　　第一調査܎長　　　　ീ໦ᖒ一࿠
࡞ 成 ୲ ౰　　 ʏ　 第一調査܎長　　　　ീ໦ᖒ一࿠
　　　　　　　 ʏ　 文化財主ࣄ　　　　　দ下　建生
ࣄ ຿ ୲ ౰　　 ʏ　 ૯ ຿ ܎ 長　　　　　大園　঵子
　　　　　　　 ʏ　 主　　　査　　　　　∁⃻　ஐത

成体੍（ฏ成24年౓）࡞
ࣄ ۀ 主 体　 国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ

຿ॴ
࡞ 成 主 体　鹿児島県教育委員会
ը･調整　鹿児島県教育ி文化財՝ا
࡞ 成 ౷ 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　　ॴ　長 ాࣉ　ਔ志
࡞ 成 ا ը　　 ʏ 　࣍　長　݉૯຿՝長　ా中　明成
　　　　　　　 ʏ 　࣍長݉ೆの縄文調査ࣨ長

Ҫϊ上ल文
　　　　　　　 ʏ 　調査第二՝長　　　　෌ా　ҳ࿠
　　　　　　　 ʏ 　文化財主݉ࣄ
　　　　　　　　　　調査第二՝
　　　　　　　　　　第一調査܎長　　　　ീ໦ᖒ一࿠
࡞ 成 ୲ ౰　　 ʏ 　第一調査܎長　　　　ീ໦ᖒ一࿠
　　　　　　　 ʏ 　文化財調査員　　　　原　　ӫ子
ࣄ ຿ ୲ ౰　　 ʏ 　૯ ຿ ܎ 長　　　　　大園　঵子
　　　　　　　 ʏ 　主　　　査　　　　　Ԭଜ　৴ޗ

成体੍（ฏ成25年౓）࡞
ࣄ ۀ 主 体　 国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ

຿ॴ
࡞ 成 主 体　鹿児島県教育委員会
ը･調整　鹿児島県教育ி文化財՝ا
࡞ 成 ౷ 括　公益財団法人鹿児島県文化振興財団
　　　　　　埋蔵文化財調査センター
　　　　　　　　　　センター長　　　　　෌ా　ҳ࿠
࡞ 成 ا ը　　 ʏ 　૯຿՝長݉૯຿܎長　山方　௚޾
　　　　　　　 ʏ 　調 査 ՝ 長　　　　　௽ా　ᯩ඙
　　　　　　　 ʏ 　調査第一܎長　　　　ീ໦ᖒ一࿠
࡞ 成 ୲ ౰　　 ʏ 　調査第一܎長　　　　ീ໦ᖒ一࿠
　　　　　　　 ʏ 　文化財ઐ໳員　　　　ᅳ師　༸之
　　　　　　　 ʏ 　文化財調査員　　　　中ଜ　有ر
ࣄ ຿ ୲ ౰　　 ʏ 　૯຿՝長݉૯຿܎長　山方　௚޾
　　　　　　　 ʏ 　主　　　査　　　　　Ԭଜ　৴ޗ
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成体੍（ฏ成26年౓）࡞
ࣄ ۀ 主 体　 国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ

຿ॴ
࡞ 成 主 体　鹿児島県教育委員会
ը・調整　鹿児島県教育ி文化財՝ا
࡞ 成 ౷ 括　公益財団法人鹿児島県文化振興財団
　　　　　　埋蔵文化財調査センター
　　　　　　　　　　センター長　　　　　ಊࠐ　ल人
࡞ 成 ا ը　　 ʏ 　૯຿՝長݉૯຿܎長　山方　௚޾
　　　　　　 　 ʏ 　調 査 ՝ 長 ീ໦ᖒ一࿠
　　　　　　　 ʏ 　調査第二܎長 ࣉ原　　ప
࡞ 成 ୲ ౰　　 ʏ 　調査第二܎長 ࣉ原　　ప
　　　　　　　 ʏ 　文化財ઐ໳員 ൟণ　ਖ਼޾
ࣄ ຿ ୲ ౰　　 ʏ 　૯຿՝長݉૯຿܎長 山方　௚޾
　　　　　　　 ʏ 　主　　　査 Ԭଜ　৴ޗ

成体੍（ฏ成27年౓）࡞
ࣄ ۀ 主 体　 国土ަ通ল九州地方整備ہ大隅Տ川国道ࣄ

຿ॴ
࡞ 成 主 体　鹿児島県教育委員会
ը･調整　鹿児島県教育ி文化財՝ا
࡞ 成 ౷ 括　公益財団法人鹿児島県文化振興財団
　　　　　　埋蔵文化財調査センター
　　　　　　　　　　センター長 ಊࠐ　ल人
࡞ 成 ا ը　　 ʏ 　૯຿՝長݉૯຿܎長 有ଜ　　ߩ
　　　　　　　 ʏ 　調 査 ՝ 長 ീ໦ᖒ一࿠
　　　　　　　 ʏ 　調査第一܎長 中ଜ　࿨ඒ
࡞ 成 ୲ ౰　　 ʏ 　調査第二܎長 ࣉ原　　ప
　　　　　　　 ʏ 　文化財ઐ໳員 ฏ　　ඒయ
　　　　　　　 ʏ 　　　 ʏ 　　　　　 ൟণ　ਖ਼޾
ࣄ ຿ ୲ ౰　　 ʏ 　૯຿՝長݉૯຿܎長 有ଜ　　ߩ
　　　　　　　 ʏ 　主　　　査 ߥ੉　উݾ

　整ཧ・報告書࡞成の֓ཁΛ，主に೔ࢽঞにΑりҎ下に
載͢るɻه

ฏ成23年౓
ฏ成23年４月　水ચい，஫ه
̑月　　　　　઀߹
６月　　　　　઀߹
７月　　　　　઀߹
８月　　　　　઀߹
̕月　　　　　水ચい，஫ه，઀߹
10月　　　　　઀߹
11月　　　　　水ચい，஫ه，઀߹
12月　　　　　水ચい，஫ه，઀߹
ฏ成24年１月　水ચい，஫ه，઀߹
2月　　　　　水ચい，஫ه，઀߹

３月　　　　　水ચい，஫ه，઀߹

ฏ成24年౓
ฏ成24年４月　 土器ચい，石のબผ，ഇغ礫ύιコンೖ

ྗ，土器஫ه，石器水ચい
̑月　　　　　 土器஫ه，石器分類，ഇغ礫ύιコンೖ

ྗ，コンター図άリッドهೖ，図面点検，
土層அ面Ԗචトレース，硬化面位ஔ図࡞
成，石器஫ه，ࣸਅύιコン整ཧ，土器
分類，土器઀߹

６月　　　　　土器઀߹
７月　　　　　土器઀߹，஫ه，軽石の土མとし
８月　　　　　土器઀߹，石器஫ه
̕月　　　　　 土器ચい，土層அ面図Ԗචトレース，土

器Ծ࣮ଌ
10月　　　　　土器Ծ࣮ଌ，෮ݩ
11月　　　　　土器෮ݩ，Ծ࣮ଌ，土器本࣮ଌ
12月　　　　　土器෮ݩ，࣮ ଌ（６号住居੻，７号住居੻）
ฏ成25年１月　 １・６・７号住居੻土器࣮ଌ，2号住居

੻土器઀߹・࣮ଌ，ԾレΠΞ΢ト
2月　　　　　 2号住居੻土器࣮ଌ，஫ه（δェットϚー

カーにΑる），７号住居੻࣮ଌ・トレース，
土器分類，2号住居੻トレース，集石ト
レース，１・2・３・６・７号住居੻Ծ
トレース修ਖ਼

３月　　　　　 住居・土坑・集石Ծトレース，縄文土器
઀߹

ฏ成25年౓
ฏ成25年４月　遺構図面整ཧ
̑月　　　　　 遺構図面整ཧ，石器分類，遺構埋土フϩー

ςーγϣン
６月　　　　　遺構図面整ཧ，遺構内出土礫石器࣮ଌ，
　　　　　　　 縄文ૣظ遺構図トレース，フϩーςー

γϣン
７月　　　　　 土器水ચい，遺構内出土礫石器࣮ଌ･ト

レース，弥生中ظ遺構図トレース，石器
࣮ଌ委ୗ४備，自વՊ学分ੳ委ୗ४備

８月　　　　　 土器水ચい，弥生中ظ遺構図トレース，
石器࣮ଌ委ୗ४備

̕月　　　　　 土器水ચい，弥生中ظ遺構図トレース
10月　　　　　 土器水ચい，弥生中ظ遺構図トレース，

Պ学分ੳ委ୗ४備，土器分類・஫ه
11月　　　　　 石器࣮ଌ委ୗの࣮ଌ図νェック，Պ学分

ੳ委ୗ起Ҋ，஫ه，原ࣥߘච
12月　　　　　 石器࣮ଌ委ୗの࣮ଌ図νェック，Պ学分

ੳ委ୗ起Ҋ，஫ه，原ࣥߘච
ฏ成26年１月　 ஫ه，分類，઀߹，遺構トレース，土器
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෮ݩ・ࣸਅࡱӨ
2月　　　　　 ஫ه，分類，઀߹，遺構トレース・修ਖ਼，

遺構ܭଌදの࡞成
３月　　　　　 ઀߹，トレース整ཧ，ύンケース整ཧ，

後片付͚

ฏ成26年౓
ฏ成26年４月　 遺物・図面౳点検・֬ೝ，遺物・用具౳

४備，஫ه・઀߹，礫બผ，遺構図֬
ೝ・点検，࣮ଌ委ୗ用石器બผ

̑月　　　　　 遺構図面点検，遺構出土遺物֬ೝ，土器
઀߹，࣮ଌ委ୗ用石器બผ，遺構全体図
Ԗචトレース，࣮ଌ遺物１࣍બผ

６月　　　　　 ࣮ ଌ遺物઀߹・෮ݩ，࣮ଌ遺物１࣍બ
ผ，７号住居੻遺物出土状گ図トレー
ス，完形土器அ面࣮ଌ，ݹ代遺構全体図
トレース，遺構内遺物࣮ଌ，溝状遺構下
図࡞成

７月　　　　　 遺構内遺物࣮ଌ，࣮ଌ用遺物઀߹･෮ݩ，
７号住居੻遺物出土状گ図トレース，地
形図࡞成，石器࣮ଌ४備，遺構内石器࣮
ଌ，土層அ面図トレース，̑ 号住居੻ฏ・
அ面図Ԗචトレース

８月　　　　　 遺構内土器・石器࣮ଌ，土層அ面図ト
レース，土器࣮ଌ図νェック，特घ遺物
࣮ଌ，デδトレ४備

̕月　　　　　 遺構内土器࣮ଌ，࣮ଌ用遺物઀߹･෮ݩ，
遺੻位ஔ図・調査ൣғ図下図࡞成

10月　　　　　遺構内土器࣮ଌ，࣮ଌ用遺物઀߹･෮ݩ，
　　　　　　　 調査ൣғ図౳トレース，縄文後・൩ظ土

器֬ೝ，࣮ଌ用石器஫ه，遺構内石器࣮
ଌ

11月　　　　　 大型土器࣮ଌ，࣮ଌ用土器෮ݩ，石器࣮
ଌ，土層அ面図౳トレース，デδタル൝
との打ͪ߹Θͤ，࣮ଌ図点検

12月　　　　　 特घ土器࣮ଌ，࣮ଌ用土器෮ݩ，࣮ଌ図
点検

ฏ成27年１月　 ࣮ ଌ用土器෮ݩ，特घ土器࣮ଌ，แؚ層
出土土器࣮ଌ

2月　　　　　 完形土器෮ݩ，特घ土器ٴͼแؚ層出土
の土器࣮ଌ，遺構数஋ܭଌ，୓本，࣮ଌ
図点検，図面調査

３月　　　　　 完形土器෮ݩ，特घ土器ٴͼแؚ層出土
の土器࣮ଌ，石器࣮ଌ，コンター図౳ト
レース，࣮ଌ図点検，図面･ࢿྉ整ཧ，
周ล整ཧ

ฏ成27年౓
ฏ成27年４月　 遺物ٴͼ図面の֬ೝ，整ཧ，原ٴߘͼԾ

レΠΞ΢ト図のコϐー，種本࡞成，遺物
࣮ଌ，トレース

̑月　　　　　 遺物ԾレΠΞ΢ト，コϐー，遺物࣮ଌ，
トレース，࣮ଌ図点検・修ਖ਼，遺構֬
ೝ，トレース図点検

６月　　　　　 遺構下図࡞成，遺物トレース，レΠΞ΢
ト，遺物࡯؍ද࡞成，遺構トレース，レ
ΠΞ΢ト，遺物・遺構図（デδタル）修
ਖ਼，文ষࣥච，࣮ଌ図修ਖ਼

７月　　　　　 遺物 ･ 遺構，トレース，レΠΞ΢ト，文
ষࣥච，遺物࣮ଌ，୓本，遺物ܭଌ，؍
成࡞ଌදܭ，ଌܭ成，遺構࡞ද࡯

８月　　　　　 遺物･遺構レΠΞ΢ト，遺物࡯؍ද࡞成，
ೖྗ，文ষࣥච

̕月　　　　　 遺物･遺構レΠΞ΢ト，遺物࡯؍ද࡞成，
ೖྗ，文ষࣥච，レΠΞ΢ト֬ೝ，文ষ
֬ೝ
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第２ষ　Ҩ跡のҐஔͱڥ؀

第1અ　஍ཧతڥ؀
　鹿屋市串良町は，大隅半島東ೆ部のほぼ中央に位ஔし，
東は東串良町，ೆは؊ଐ川Λִてて؊付町，੢は鹿屋市
東原町，Ѵ原町，ּ之原町，๺東は立小野台地Λִてて
曽ԙ܊大崎町と઀しているɻฏ成18年１月１೔に旧鹿屋
市と߹ซ͢るまでは旧鹿屋市と޿大なּ野原台地Λ二分
していͨɻ
　串良町の地形は，東੢に6.5ᶳ，ೆ๺に13ᶳの狭長で
๺部の山地中央部の台地，ೆ部の௿地に大ผされるが，
大部分に͓いて山地はগなく，ּ野原台地とݺ͹れるฏ
ୱなγラス台地から成っているɻ台地は「クϩボク」と
大な畑地帯޿，͹れる黒色火山灰土৕に෴Θれて͓りݺ
が形成されているɻೆ部ٴͼ東部は؊ଐ川とそのྲྀࢧの
串良川がྲྀれ，それにΑるԭ積地が޿がり，໿695Iaの
水ా地帯Λ形成しているɻまͨ，๺部には௿いٰྕ性の
山地が存在͢るが，町Ҭに઎Ίる割߹はগないɻ
　ా原ഭϊ上遺੻は，͜の串良町の๺東部に位ஔし，ּ
野原台地の縁ล部に位ஔ͢るɻ遺੻の東側Λ串良川がऄ
行しながらೆྲྀ͢るɻ

第２અ　ྺ࢙తڥ؀（周ลのҨ跡Λத৺ʹ）
　串良町のྺ࢙Λ஌る上で１つの手がかりとなる遺੻
は，分布調査・ৄࡉ分布調査・֬ೝ調査にΑり数多くの
遺੻が周஌のものとなり，そのΤリΞも֬ఆしつつあるɻ
まͨ，串良町に͓͚る遺੻の大半は，ּ野原台地の縁ล
部に集中して立地している͜とが明らかになっͨɻ
　な͓，串良町内では旧石器時代֘౰の遺੻は未ͩ֬ೝ
されていないが，串良町のॴ在͢る鹿屋市ではগ数͚ͩ
れͲも֬ೝされているɻҎ下，本遺੻周ลの主ཁな遺੻
について時代ผに঺հ͢るɻ
石器時代چ　1
　؊ଐ川ΛڬΜで向かい側や鹿児島࿷に近いॴで֬ೝさ
れているのみであるɻ鹿屋όΠύス建設に伴って調査が
行Θれͨ੢丸尾遺੻では，ナΠフ形石器文化֘ظ౰のブ
ϩック，礫܈౳の遺構やナΠフ形石器，剥片ઑ頭器，ࡾ
ྏઑ頭器౳の遺物が，ࡉ石刃文化֘ظ౰のブϩック，礫
部磨製石斧౳の遺物が֬ೝさہ・石刃֩ࡉ౳の遺構や܈
れているɻ
２　縄文時代
　本遺੻Αり໿３LN東にॴ在͢る益畑遺੻では，ૣظ
の୦穴住居੻2ݢと連穴土坑，集石遺構，土坑౳が֬ೝ
されているɻまͨ，益畑遺੻のೆ੢໿900̼のݽ立ٰに
位ஔ͢るホンドンガϚ遺੻では，ত࿨52年に県文化財՝
が調査Λ行っͨ݁Ռ，後ظの市来式土器にൺఆできる土
器，石匙，打製石斧౳の遺物が֬ೝされているɻ

３　弥生時代
　弥生時代の遺੻は，町内遺੻の໿７割近くΛ઎Ίてい
るɻ中でも本遺੻に近いेࡾ௩遺੻では，ுり出しのあ
る୦穴住居੻が８֬ݢೝされ，住居内からは，壺形土器・
甕形土器・๮状ୟ具・磨製石鏃・鉄鏃౳の遺物が֬ೝさ
れているɻ特に，「๮状ୟ具」は，鹿屋市Ԧ子町のԦ子
遺੻で県内でॳΊて֬ೝされͨ「樹皮布敲石」とඇৗに
類ࣅしͨ石器で，֬ೝされͨ遺構や他の遺物とともに，
౰時の人ʑの生׆Λ୳るう͑でو重なࢿྉとい͑るɻ
෿時代ݹ　４
　本遺੻のྡにॴ在͢る立小野掘遺੻では，໿190基の
地下式ԣ穴ุと鉄݋や鉄鏃౳数多くの෭૴品が֬ೝされ
ているɻ͜の地下式ԣ穴ุが֬ೝされている遺੻は，本
遺੻の໿７LNೆ੢の地点にॴ在͢る鹿屋市ᜄ川のༀ師
ಊݹ෿やᜄ川地下式ԣ穴ุ܈，໿８LNೆ東の地点にॴ
在͢るಉ͡串良町のԬ崎ݹ෿܈，໿８LN東の地点にॴ
在͢る曽ԙ܊大崎町の下ງ遺੻，໿10 ～ 15LNೆの地点
にॴ在͢る鹿屋市ޗฏ町の中尾遺੻や໊主原遺੻౳があ
るɻ͜れらの遺੻は؊ଐ川・串良川・持ཹ川・Ѭ良川・
大Ѭ良川ྲྀҬに存在して͓り，大隅半島に͓͚る地下式
ԣ穴ุの分布状گが明らかになりつつあるɻまͨ，地下
式ԣ穴ุ内から出土しͨ遺物にؔしては，Ԭ崎ݹ෿܈の
Ԭ崎18号෿で֬ೝされͨ３ݸ体のॳظਢܙ器，鉄ఊ，̪
字型܃ઌ，中尾遺੻で֬ೝされͨ৅ቕがࢪされͨ鉄݋・
鉄刀౳は౰時の人ʑの生׆Λղ明していくう͑でو重な
ྉであるɻࢿ
代・தੈҎ߱ݹ　５
　串良町内に͓͚る中ੈҎ߱の遺੻は，県教育委員会発
行の「鹿児島県中ੈ৓੻」では14かॴが報告されているɻ
しかしながら，ৄࡉな調査はほとΜͲなされていないɻ
　Ԭ崎ݹ෿܈とำ໦川ΛڬΜͩ੢側のٰྕ上に位ஔ͢る
Ҵଜ৓੻は，ฏ成４年～̑年に串良町教育委員会が主体
となって調査Λ࣮ࢪし，16基の近ੈุのほか，土師器，
青白࣓，છ付，備લ焼，東೻焼౳が֬ೝされているɻ

ݙ文ߟࢀ
鹿児島県教育委員会　1997「大隅地区埋蔵文化財分布調

査֓報」　鹿児島県埋蔵文化財発掘報告書（6）
鹿児島県教育委員会　1992「੢丸尾遺੻」　鹿児島県埋

蔵文化財発掘調査報告書（64）
鹿屋市教育委員会　2008「໊主原遺੻」　鹿屋市埋蔵文

化財発掘調査報告書（84）
ฏ町埋蔵文ޗ　ฏ町教育委員会　2005「中尾遺੻Ⅳ」ޗ

化財発掘調査報告書（19）
串良町教育委員会　1990「Ԭ崎ݹ෿܈」　串良町埋蔵文

化財発掘調査報告書（3）
串良町教育委員会　2005「益畑遺੻」　串良町埋蔵文化

財発掘調査報告書（11）
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第1表　周ลҨ跡

番号 遺੻台ா番号 遺　੻　໊ ॴ　　在　　地 種類 状ݱ 時　代 地形 遺　物　౳ 備　　考

１ 203 ３８３ ຀　原 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地
弥生，ݹ෿
代ݹ

台地

2 203 ３８０ 石　៟ 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地 弥生，ݹ෿ 台地 ୦穴住居੻ H20 ～本調査

３ 203 ３７̕ ௩ࡾे 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地 弥生，ݹ෿ 台地 H20 ～本調査

４ 203 ３８４ 立小野ງ 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地
弥生，ݹ෿，
代ݹ

台地 地下式ԣ穴ุ H22本調査

̑ 203 ３８̑ ా原ഭϊ上 鹿屋市串良町ࡉ山ా
散布地
集མ੻

畑地 縄文，弥生 台地
୦穴住居੻，掘立
柱建物੻，周溝

H22 ～本調査
本報告書

６ 203 2̑̕ ຀　山 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地
縄文，弥生，
෿ݹ

台地
式，埋設土器߾
角㡩形石製品ࡾ

H25 ～本調査

７ 203 ３３̑ 山ా৓੻ࡉ 鹿屋市串良町ࡉ山ా生܀ਢ ৓ؗ੻ 山ྛ 中ੈ ٰྕ

８ 203 ３４６ ೖ部ງ 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地 弥生，ݹ代 台地

̕ 203 ３2̕ ๺原৓੻ 鹿屋市串良町ࡉ山ా生܀ਢ ৓ؗ੻ 山ྛ 中ੈ 台地

１0 203 ３００ 町ాງ 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地 弥生，ݹ代 台地
住居੻，製鉄工๪੻，
掘立柱建物੻

H26 ～本調査

１１ 203 ３̑2 ๺原ݹ෿܈ 鹿屋市串良町ࡉ山ా๺原 ෿ݹ 畑地 ෿ݹ 台地 H27 ～本調査

１2 203 ３４̕ 川ٱอ 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地 弥生，ݹ代 台地

１3 203 ３̑０ 小　຀ 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地 弥生，ݹ代 台地

１４ 203 ３３４ 霧島৓੻ 鹿屋市串良町ࡉ山ా下中 ৓ؗ੻ 山ྛ 中ੈ 台地

１5 203 2̕2 ホンドンガϚ 鹿屋市串良町ࡉ山ా ಎ۸ 山ྛ 縄文 台地

１6 203 ３４７ 新　ງ 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地 縄文 台地

１７ 203 ３４８ ੋϲഭ 鹿屋市串良町ࡉ山ా 散布地 畑地 縄文，弥生 台地

１8 203 ３̑４ ӝʑ良ࣘ 鹿屋市串良町有ཬ 散布地 畑地 弥生，ݹ代 台地 土器，མとし穴 H12本調査

１9 203 ３̑̑ Ӭాງ 鹿屋市串良町有ཬ 散布地 畑地 弥生，ݹ෿ 台地

20 203 ３̑６ ᐨ　৔ 鹿屋市串良町有ཬ 散布地 畑地 弥生 台地

2１ 203 ３̑７ ϲ鼻۽ 鹿屋市串良町有ཬ 散布地 畑地 縄文，弥生 台地 石鏃
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第３અ　େ࡚*$ ʙ鹿԰۲ྑ+$5ؒのҨ跡
　東九州自動車道の志布志ＩC ～鹿屋串良ＪCＴのうͪ，
大崎ＩC ～鹿屋串良ＪCＴ間には，第2දにࣔ͢と͓り11
の遺੻が存在͢るɻ石៟遺੻，ेࡾ௩遺੻の報告書はץ
行されて͓り，その他の遺੻の報告書はࠓ後ץ行される
༧ఆであるɻ֤遺੻の֓ཁΛه載͢るので，ৄࡉは報告
書Λࢀরしていͨͩきͨいɻ

第２表　େ࡚*$ ʙ鹿԰۲ྑ+$5ؒのҨ跡

遺੻໊ 本調査 報告書ץ行

1 園遺੻ߥ 調査中 未ץ行

2 Ӭ٢天ਆஈ遺੻ 調査中 H27年౓一部ץ行

3 の௩遺੻ژ ऴྃ 未ץ行

4 小຀遺੻ 調査中 未ץ行

5 川ٱอ遺੻ 調査中 未ץ行

6 町ాງ遺੻ 調査中 H27年౓一部ץ行

7 ຀山遺੻ 調査中 未ץ行

8 ా原ഭϊ上遺੻ 調査中 本報告書　ଓ編有り

9 立小野ງ遺੻ 調査中 未ץ行

10 ௩遺੻ࡾे ऴྃ H22年౓ץ行

11 石៟遺੻ ऴྃ H22年౓ץ行

ԂҨ跡ߥ　1
　曽ԙ܊大崎町Ծ宿字ߥ園にॴ在し，大隅半島๺部Λ東
ྲྀ͢る持ཹ川؛ࠨにྡ઀͢るԾ宿台地の੢側縁ล部に立
地͢るɻ調査の݁Ռ，縄文時代ૣظの集石やݹ෿時代・
弥生時代の୦穴住居੻・ݹ代Ҏલの大溝౳が検出されͨɻ
َքカルデラの෾火時（໿７ó300年લ）に発生しͨ地਒
にΑると考͑られるӷ状化ݱ৅の੻が֬ೝされ，෾砂が
厚いと͜Ζでは１Nఔ౓ଯ積していͨɻ
２　Ӭ٢ఱਆஈҨ跡
　曽ԙ܊大崎町Ӭ٢字天ਆஈにॴ在し，持ཹ川とそのࢧ
ྲྀにڬまれͨඪ高໿35̼のՏ؛ஈٰとඪ高໿50̼の台地
縁ลに立地͢るɻ旧石器時代から中ੈにか͚てのෳ߹遺
੻であるɻ台地の࿢には，ࡾॴ大ݱݖやᑆϲ山ݹౝ܈が
あり，付近のຽՈからは大量のಔમが࠾取されている͜
とから，中近ੈに͓いてྺ࢙的に重ཁな地Ҭである͜と
がうかが͑るɻඪ高35̼のՏ؛ஈٰの調査では，ฏ安時
代（̕ੈل）の掘立柱建物੻౳が検出されͨɻまͨ，َ
քカルデラの෾火時のӷ状化ݱ৅（෾砂੻）が֬ೝされ
ͨɻඪ高50̼のγラス台地では，弥生時代中ظの୦穴建
物੻・掘立柱建物੻・土坑ุ・周溝状遺構・溝状遺構が
検出されͨɻ大隅半島で，͜の時ظの集མ੻の全༰が検
出されͨ遺੻は類ྫがগなく，౰時の集མ形成の在り方
Λղ明͢る上でو重なࢿྉとなるɻ
の௩Ҩ跡ژ　３
　曽ԙ܊大崎町੢持ཹ字஡໦から一部は鹿屋市串良町ࡉ
山ాにか͚てॴ在し，ඪ高໿90Nの台地上に立地͢るɻ

縄文時代લظから൩ظにか͚ての遺੻で，特に中ظの土
坑܈が多数検出され，深Ӝ式，大ࡀ山式，ୋ島式，ધݩ
式౳の土器が出土しͨɻ
４　খ຀Ҩ跡
　鹿屋市串良町ࡉ山ా字小຀にॴ在し，串良川にΑり։
ੳされͨඪ高໿70Nの台地上に立地͢るɻ縄文時代ૣظ
からݹ෿時代にか͚てのෳ߹遺੻であるɻฏ成26年౓と
27年౓に֬ೝ調査が行Θれ，ฏ成27年౓に本調査が࣮ࢪ
されているɻ
５　઒ٱอҨ跡
　鹿屋市串良町ࡉ山ా字川ٱอにॴ在し，串良川にΑり
։ੳされͨඪ高໿30Nの台地縁ลに立地͢るɻ縄文時代
લظから中ੈにか͚てのෳ߹遺੻であるɻݹ෿時代の஁
໶遺構ΛؚΉ集མ੻と，ೇ༿型のנ器࿶が出土しͨ中ੈ
の集མ੻が検出されているɻ
６　ொాງҨ跡
　鹿屋市串良町ࡉ山ా字町ాງにॴ在し，ඪ高໿90Nの
台地縁ลに立地͢るɻ縄文時代ૣظからݹ෿時代にか͚
てのෳ߹遺੻であるɻ縄文時代後ظの־原文༷がࢪされ
ͨ石刀が出土しͨほか，ݹ෿時代の地下式ԣ穴ุが多数
検出されているɻ
７　຀ࢁҨ跡
　鹿屋市串良町ࡉ山ా字຀山にॴ在し，ඪ高໿110Nの
台地縁ลに立地͢るɻ旧石器時代から中ੈにか͚てのෳ
߹遺੻であるɻ縄文時代લظの߾式の埋設土器が出土し
ているɻ
ഭϊ্Ҩ跡ݪా　８
　鹿屋市串良町ࡉ山ా字ా原ഭϊ上にॴ在し，ඪ高໿
120Nの台地縁ลに立地͢るɻ縄文時代ૣظから中ੈに
か͚てのෳ߹遺੻であるɻ縄文時代ૣظの୦穴住居੻，
連穴土坑，集石౳が検出されているɻその他の時ظにつ
いては，本報告書で報告͢るɻ
９　立খ໺ງҨ跡
　鹿屋市串良町ࡉ山ా字立小野ງにॴ在し，ඪ高໿
125Nの台地縁ลに立地͢るɻ縄文時代લظからݹ෿時
代にか͚てのෳ߹遺੻であるɻݹ෿時代の地下式ԣ穴ุ
が多数検出されているɻ
௩Ҩ跡ࡾे　10
　鹿屋市串良町ࡉ山ా字ेࡾ௩にॴ在し，ඪ高໿140N
の台地縁ลに立地͢るɻ縄文時代ૣظから弥生時代中ظ
にか͚てのෳ߹遺੻であるɻ弥生時代中ظの୦穴住居੻
や花弁型住居੻が検出され，樹皮布敲石が出土しているɻ
11　石៟Ҩ跡
　鹿屋市串良町ࡉ山ా字石៟にॴ在し，ඪ高໿140Nの
台地縁ลに立地͢るɻ縄文時代ૣظと弥生時代中ظの遺
੻であるɻ縄文時代ૣظの集石が検出され，岩本式土器
౳が出土しͨɻ
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第３表　େ࡚̞̘ʙ鹿԰۲ྑ̟̘̩ؒのҨ跡の֓ཁ

番 遺੻໊ ॴ在地 遺　　੻　　の　　֓　　ཁ

1 園ߥ
H24 ～

曽ԙ܊大崎町
ඪ高 30̼のՏ؛
ஈٰとඪ高 50̼
の台地縁ล

旧石器
縄文ૣظ

弥生中ظ
෿ݹ
代Ҏલݹ

੊原型ࡉ石֩・ࡉ石刃・水晶剥片
લฏ式・下剥็式・ۤ඿式・ฏᑄ式・࠹ϊਆ式・集石遺構・
νッϓ集中区
٢ϲ⃻式・山ϊ口式・୦穴住居੻
コࢵ埋土中に・（Ήؚݢ焼ࣦՈ屋１）式・୦穴住居੻؏࡫
ラ（։ฉ岳起ݯAC874年）ΛؚΉ片ༀݚງの溝

2 Ӭ٢天ਆஈ
H24 ～

曽ԙ܊大崎町
ඪ高 30̼のՏ؛
ஈٰとඪ高 50̼
の台地縁ล

旧石器
縄文ૣظ
縄文൩ظ
弥生中ظ

෿ݹ
代ݹ
中ੈ

石器製࡞੻・礫܈・ઑ頭器・ナΠフ型石器
集石遺構・埋設土器
୦穴住居੻・མとし穴・土坑
ೖ来式・山ϊ口式・୦穴住居੻・円形周溝ุΛ中心とし
ͨ土坑ุ܈・掘立柱建物੻・土坑・鉄鏃
成川式・୦穴住居੻・土坑・埋設土器
ਢܙ器・土師器・掘立柱建物੻・土坑
青 ・࣓白 ・࣓東೻系ಃ器・׈石製石ು・ಔڸ・掘立柱建物੻・
土坑ุ・大型土坑・火૴土坑

3 の௩ژ
H25 ～

曽ԙ܊大崎町
ඪ高 90̼～100̼
の؇ࣼ܏台地

縄文ૣظ

縄文લظ
縄文中ظ

縄文後ظ
縄文൩ظ

中原式・石ࡔ式・下剥็式・手向山式・押型文・ฏᑄ式・
ϊਆ式・集石遺構࠹
曽畑式
深Ӝ式・近ـ系の大ࡀ山式・ୋ島式・੉ށ内系のધݩ式・
土坑܈（໿150基）・㧎状ࣖ飾り
ਏ川式・丸尾式・੢ฏ式・中岳Ⅱ式
ೖࠤ式・黒川式

4 小຀
H27 ～

鹿屋市串良町
ඪ高 60̼の台地

縄文ૣظ
縄文લظ
縄文後ظ

縄文൩ظ
弥生中ظ
෿ݹ

代Ҏ߱ݹ

લฏ式・܂ϊ丸式・下剥็式・方形土坑
深Ӝ式
指宿式・市来式系・凹線文系・石匙・磨石・軽石加工品・
ԣ刃型石器・石鏃
黒川式・刻目突帯文・૊৫痕土器
山ϊ口式・砥石
東原式・軽石加工品・ਢܙ器坏・砥石・磨製石鏃・布ཹ式・
鉄鏃・勾玉・୦穴住居੻・礫集積・土器ཷ・花弁型住居੻・
土坑・ϐット
土師甕・ࡵ摩焼・溝状遺構・土坑・ϐット

5 川ٱอ
H26 ～

鹿屋市串良町
ඪ高 30̼の台地
縁ล

旧石器
縄文ૣظ
縄文લظ
縄文後ظ
縄文൩ظ
弥生
෿ݹ

代ݹ
中ੈ

近ੈҎ߱

黒曜石・石英
石ࡔ式・下剥็式・押型文・集石
式・曽畑式・磨製石斧・石匙・打製石鏃・集石߾
凹線文土器
黒川式・刻目突帯文・૊৫痕土器・打製石斧・土坑
下৓式・刻目突帯文・୦穴住居੻
式・୦穴住居੻・஁໶工๪੻・᯿Ӌ口・高坏脚転用؏࡫
鉄ᕥ・勾玉・管玉・鉄鏃
ਢܙ器・土師器・土師甕・掘立柱建物੻
青࣓・白࣓・נ器࿶（ೇ༿型）・掘立柱建物੻
溝੻・ݹ道੻・焼土土坑・土坑
摩焼ࡵ
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6 町ాງ
H25 ～

鹿屋市串良町
ඪ高 90̼の台地
縁ล

縄文ૣظ
縄文後ظ

縄文൩ظ
弥生લظ
弥生中ظ
෿ݹ

下剥็式・ฏᑄ式・集石遺構
中岳Ⅱ式・୦穴住居੻・埋設土器・མとし穴・土坑・石
斧集積遺構・石刀・ᠴਯ製ਨ飾・小玉・勾玉
管玉
Տ原式・刻目突帯文ׯ
高ڮ式
山ϊ口式・୦穴住居੻・୦穴住居੻（中௡野式）・地下式
ԣ穴ุ（88基）・円形周溝ุ・溝状遺構・鉄器

7 ຀山
H25 ～

鹿屋市串良町
ඪ高 110̼の台地
縁ล

旧石器
縄文ૣظ
縄文લظ
縄文後ظ
縄文൩ظ
弥生中ظ
中ੈ

剥片
٢ా式・石ࡔ式・集石遺構・石器製࡞੻
埋設土器（߾式）
੢ฏ式・市来式・丸尾式・中岳Ⅱ式・土坑
ೖࠤ式
山ϊ口式
青࣓

8
ా原ഭϊ上
H22 ～
本報告

鹿屋市串良町
ඪ高 120̼の台地
縁ล

縄文ૣظ

縄文後ظ
縄文൩ظ
弥生中ظ

લฏ式・٢ా式・石ࡔ式・࠹ϊਆ式・୦穴住居੻・連穴土坑・
集石遺構・མとし穴・石鏃製࡞੻
指宿式・市来式・མとし穴
黒川式
山ϊ口式・୦穴住居੻・大型建物・掘立柱建物੻・円形周溝・
方形周溝・土製勾玉・鉄器

9 立小野ງ
H22 ～

鹿屋市串良町
ඪ高 125̼の台地
縁ล

縄文લظ
縄文後ظ
縄文൩ظ
෿ݹ

深Ӝ式
市来式
黒川式
ॳظਢܙ器・地下式ԣ穴ุ（190基）・土坑ุ・溝状遺構・
鉄器・青ಔ製ླ

10 ௩ࡾे
H20 ～ H21

鹿屋市串良町
ඪ高 140̼の台地
縁ล

縄文ૣظ
縄文後ظ
縄文൩ظ
弥生中ظ

石ࡔ式
凹線文・市来式・ࡾສా式
黒川式
山ϊ口式・୦穴住居੻・掘立柱建物੻・土坑・勾玉・鉄
鏃

11 石៟
H20 ～ H21

鹿屋市串良町
ඪ高 140̼の台地
縁ล

縄文ૣظ
弥生中ظ

岩本式・લฏ式・志風頭式・石ࡔ式・ฏᑄ式・集石遺構
ਢۢ式・山ϊ口式
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第３ষ　調査の方法ͱ੒Ռ

第1અ　調査の方法
　調査の方法については，「第１ষ　第2અ　調査のܦ
ա」にৄしくه載してあるが，͜͜ではུ֓的な調査の
手ॱと縄文時代લظҎ߱についての調査について大まか
にड़΂てみͨいɻ
　まͣ最ॳは，ฏ成20年౓に調査ର৅の遺੻のൣғで֬
ೝ調査Λ行っͨɻ３̼×７̼のトレンνΛ2かॴ，７̼
×７̼のトレンνΛ１かॴ設ఆして人ྗで掘り下げΛ行
い，３つのトレンνで全ての֧ཚ層から弥生時代中ظの
山ϊ口式土器が֬ೝされͨɻ͜の͜とから，全面的に調
査Λ行う͜ととなっͨɻ
　全面調査はฏ成22年౓から։࢝し，調査ର৅ൣғの੢
側から行っͨɻ
　調査にઌ立ってάリッドの設ఆΛ行っͨɻάリッドは，
高଎道路建設༧ఆ地のセンターߌĚěĈᶺ181とĚěĈᶺ182Λ
基४にして，１άリッド10̼×10̼の大きさで設ఆΛ
行っͨɻ
　άリッドは，センターߌĚěĈᶺ181とĚěĈᶺ182Λ݁ぶ௚
線Λ東੢方向の基४線とし，センターߌĚěĈᶺ181と௚ަ
͢る௚線Λೆ๺方向の基४線としͨɻ
　その上で，センターߌĚěĈᶺ181と௚ަ͢る௚線Λ軸と
して東に向͚てάリッドຖに１，2，３・・・と番号Λ振
り，センターߌĚěĈᶺ181からೆに30̼行っͨと͜Ζが高
଎道路༧ఆ地のೆ୺ΛؚΉ地点であっͨ͜とから，͜の
地点Λೆ๺方向の基४として๺側に向͚てάリッドຖに
A・B・C・・・とΞルフΝベットΛ振っていき，A－１
区なͲとݺশ͢る͜ととしͨɻ
　な͓，１区Αり੢側は，֬ೝ調査で遺構･遺物の検出・
出土の可能性がۃΊて௿いとされてきͨが，調査がਐΉ
中で͜の区Ҭにも遺੻が޿がる͜とが൑明しͨ͜とか
ら，区Αり੢側にも番号Λ振るඞཁが出てきͨɻそのͨ
Ί，１区Αり੢側は100，99，98・・・として，96区ま
でΛ設ఆ͢る͜ととしͨɻ
　調査の։࢝に౰ͨって，A ～ F－６～ 10区に֬ೝト
レンνΛ設ఆしてⅥ層上面まで掘り下げΛ行っͨɻⅢ層
Αり遺物が出土͢るとともに，硬化面Λ検出しͨɻさら
に，下層֬ೝのトレンνΛ2かॴで設ఆして掘り下げΛ
行っͨɻᶝ層～ⅩⅢ層上面まで掘り下げ，遺物の取り上
げΛ行うɻまͨ，ⅩⅢ層でམとし穴Λ検出しͨɻさらに，
ᶟ層～ⅩⅠ層の調査にΑり，୦穴住居੻Λ検出しͨɻ
　୦穴住居੻の調査では埋土の΢Υーターフϩーςー
γϣンΛ行っͨほか，一部の୦穴住居੻からの遺物の出
土状گの࣮ଌ委ୗΛ行っͨɻ
　遺物の出土状گのฏ板࣮ଌや土層அ面，֤遺構の࣮ଌ
やࣸਅࡱӨなͲは֤年౓でڞ通に行っͨɻ
　最ऴ的に，ฏ成22年౓には第̑図にあるΑうな区Ҭの

調査Λ行っͨɻ
　ฏ成23年౓には，第̑図にあるΑうな区Ҭの調査Λ
行っͨɻ
　Ⅲ層～Ⅴ層の調査では，遺物の取り上げとともに，Ⅲ
層Λ中心に溝状遺構と୦穴住居੻，掘立柱建物੻なͲの
遺構の検出と掘り下げΛ行っͨɻ
　弥生時代中ظの୦穴住居੻や掘立柱建物੻౳Λ検出し
ͨ時ظのコンターとしては，最ऴ的にその時ظの遺構の
検出面であるⅥ層上面の஑ా߱下軽石層Λ検出しͨஈ֊
で行っͨɻ
　͜れは，Ⅱ層～Ⅴ層が何れも色調として黒褐色土と஡
褐色土がަޓにଯ積していͨ͜とから４つに分層しͨΘ
͚であるが，Ⅲ層ٴͼⅣ層が弥生時代の遺物แؚ層であ
り，Ⅲ層が遺構の検出面ではあっͨものの，調査に͓い
ては色調の区ผが೉しく，౰ॳはなかなか遺構の上面で
の検出にはࠔ೉Λ伴っͨɻ࣍第に微ົな色調の区ผもで
きるΑうにはなっͨものの，Ⅴ層は஡褐色土に１～̑ᶱ
ఔ౓のオレンδύミスΛؚΉがଯ積が薄く，৔ॴにΑっ
てはଯ積がݟられないՕॴもあって遺構の最ऴ検出面と
͢るのはࠔ೉であっͨɻそのͨΊ，最ऴ的に小さなϐッ
トの検出なͲが࣮֬にできるのは，白い軽石が޿がるⅥ
層上面まで掘り下げてからであっͨͨΊであるɻ
　ᶟ層～ⅩⅡ層は縄文時代ૣظの遺物แؚ層であり，遺
物の取り上げとともに୦穴住居੻や集石，མとし穴，土
坑なͲの遺構の検出やࣸਅࡱӨ，࣮ଌなͲΛ行っͨɻ
　ฏ成24年౓は第̑図のΑうな区Ҭの調査Λ行っͨɻ　
　ᶟ層～ⅩⅡ層の掘り下げにΑり，連穴土坑やམとし穴，
土坑の検出Λ行うとともに，ઌ行トレンνΛ設ఆして掘
り下げΛ行っͨɻⅡ層～Ⅲ層の掘り下げにΑり，硬化面
や੊が検出されͨɻⅢ層～Ⅴ層の調査にΑり，੊状遺構，
୦穴建物੻，帯状硬化面，ϐット܈，礫集積なͲも検出
されͨɻまͨ，円形周溝状遺構や方形周溝状遺構も検出
されͨɻ
　まͨ，ݱ地આ明会も࣮ࢪしͨɻ
　ฏ成25年౓は，第̑図のΑうな区Ҭの調査Λຽ間（国
文化財株式会社）に委ୗして行っͨɻࡍ
　Ⅲ層の掘り下げΛ行い，出土遺物の取り上げΛ行うと
ともに，୦穴住居੻，土坑，ϐット，円形周溝状遺構な
Ͳの検出Λ行っͨɻᶟ層･Ⅹ層では集石や石器製࡞੻の
検出，ࣸਅࡱӨ౳Λ行っͨɻ
　まͨ，୦穴住居੻の土৕αンϓルの΢Υーターフϩー
ςーγϣンΛ行っͨɻ
　ۭ中ࣸਅのࡱӨや鹿屋市の小学生発掘体ݧ学शなͲも
行っͨɻ
　ฏ成26年౓にも調査Λ行っͨɻ調査区Ҭは本報告書に
載されているൣғの残存部分と，それΑりも東側の区ه
Ҭであるɻ
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第２અ　૚　　ং（第６ਤʙ第21ਤ）
　ా原ഭϊ上遺੻の基本的な層ংは第６図にࣔしͨと͓
りであるɻͨͩし，৔ॴにΑっては起෬やࣼ܏があっͨ
り，ะ৔整備にΑる削ฏΛड͚ていͨͨΊ，基本層ংと
一கしないՕॴもあっͨɻ
　Ⅰ層はද土（旧࡞ߞ土）であり，࡞ߞ時にΰボ΢࡞ߞ
のͨΊのトレンνϟーにΑる֧ཚΛड͚ている੻が多く
られ，下部の層まで削ฏされていると͜Ζもあるɻまݟ
ͨ，大ਖ਼時代に߱下しͨࡩ島火山灰とݟられる白色ύミ
スΛؚΉɻ
　Ⅱ層からⅤ層は縄文時代લظ・後ظ，弥生時代લظ・
中ظの遺物แؚ層であるɻ色調が黒褐色土と஡褐色土が
にଯ積しているͨΊ，Ⅱ～Ⅴ層の４つに分層しͨɻޓަ
　Ⅱ層　暗黒褐色土
　Ⅲ層　஡褐色土でやΘらかい土であり，弥生時代લظ
～中ظの遺物แؚ層であるɻまͨ，弥生時代遺構の検出
面であるɻ
　Ⅳ層　黒褐色土で，Ⅲ層とಉ༷弥生時代の遺物แؚ層
であるɻ
　Ⅴ層　஡褐色土で௚径１～̑ᶱఔ౓のオレンδύミス
ΛؚΉɻଯ積が薄く，৔ॴにΑってはଯ積がݟられない
Օॴもある ɻ縄文時代લظ・後ظの遺物แؚ層である
が，遺構は֬ೝできなかっͨɻ
　Ⅵ層は黒褐色土で஑ా߱下軽石（໿6ó400年લ）Λؚ
Ή層であるɻ
　ᶝ層は暗஡褐色土で，஑ా߱下軽石層とΞカホϠ火山
灰層にڬまれͨ無遺物層であるɻ
　Ⅷ層は明橙褐色火山灰層で，ΞカホϠ火山灰層（໿
7ó300年લ，َքカルデラ起ݯの෾出物）であるɻ
　Ⅷa層　ΞカホϠ火山灰の෗২土層
　Ⅷĩ層　ΞカホϠ火山灰の一࣍軽石層
　ᶟ～ⅩⅡ層は黒褐色土ٴͼ暗஡褐色土で，P13（໿
10ó600年લ，ࡩ島起ݯの෾出物）と考͑られるςフラΛ
ؚΉ黒褐色土ٴͼ暗஡褐色土であるɻ
　ᶟ層　黒褐色土でऑい粘質土であるɻΘͣかであるが，
縄文時代ૣظ後༿の遺物แؚ層であるɻ
　Ⅹ層　黒褐色土で黄橙ύミスࠞ土であるɻᶟ層にൺ΂
てύミスΛؚΉͨΊやや明るい色調であるɻ縄文時代ૣ
後༿の遺物แؚ層であるɻظ
　ⅩⅠ層　暗஡褐色土で黄橙ύミスࠞ土であるɻⅩ層に
ൺ΂てύミスの量が集中しているɻ縄文時代ૣظ中༿～
後༿の遺物แؚ層であり，遺構にଯ積している埋土もⅩ
Ⅰ層のものであるɻ
　ⅩⅡ層　暗஡褐色土で黄橙ύミスࠞ土であるɻⅩ層・
ⅩⅠ層にൺ΂てύミスの量はۃ୺にগないɻগ量ではあ
るが，縄文時代ૣظ中༿の遺物แؚ層であるɻ
　ⅩⅢ層は黄白色火山灰層で，P14（໿12ó800年લ，ࡩ
島起ݯの෾出物で「ࡵ摩火山灰」ともݺ͹れる）であるɻ

下部には一࣍ଯ積の軽石もݟられるɻ
　ⅩⅣ層からⅩⅥ層は「νϣコ層」とݺ͹れる粘質土層
であるɻ粘質と色調のҧいから３つに分層しͨɻ
　ⅩⅣ層　黒褐色粘質土で，粘質はऑいɻ
　ⅩⅤ層　஡褐色粘質土で，粘質がڧいɻ
　ⅩⅥ層　暗஡褐色粘質土で，粘質はⅩⅤ層とൺ΂ると
ऑいɻ
　Ⅹᶝ層は明褐色粘質土層で，赤橙色ύミスがগ量ࠞ在
しているɻ
　ⅩⅧ層は明褐色粘質土層で，色調はⅩᶝ層とಉ༷であ
るɻ赤橙色ύミスがⅩᶝ層Αりも多くؚまれて͓り，硬
質であるɻまͨ，礫Λগ量ؚΉɻ
　Ⅹᶟ層は明褐色粘質土層で，色調は上の2層とಉ༷で
あるが，ύミスはؚまれていないɻ小礫が多くࠞ在して
いるɻ
　ⅩⅩ層は明褐色砂質土層で，数㎝Ҏ上の礫が多くࠞ在
している層であるɻ
　ⅩⅩⅠ層は褐灰色砂質土層で，γラス（໿26ó000 ～
29ó000年લ，Ѭ良カルデラ起ݯの෾出物）の二࣍ଯ積層
であるɻ
　˞火山灰౳の年代についてはʰ新編火山灰Ξトラス－
೔本列島とその周ล－ʱΛࢀ考にしͨɻ
　町ా༸　新Ҫ๪෉　2003ʰ新編火山灰Ξトラス－೔本
列島とその周ล－ʱ東ژ大学出൛会

第６ਤ　جຊ૚ং
Ⅰ層 ද土
Ⅱ層 暗黒褐色土
Ⅲ層 ஡褐色土
Ⅳ層 黒褐色土
Ⅴ層 ஡褐色土
Ⅵ層 黒褐色土（஑ా߱下軽石層）
ᶝ層 暗஡褐色土
Ⅷa層 明橙褐色火山灰
Ⅷb層 明橙褐色火山灰
ᶟ層 黒褐色粘質土
Ⅹ層 黒褐色土黄橙ύミスࠞ

ⅩⅠ層 暗஡褐色土黄橙ύミスࠞ
ⅩⅡ層 暗஡褐色土黄橙ύミスࠞ
ⅩⅢ層 黄白色火山灰
ⅩⅣ層 黒褐色粘質土
ⅩⅤ層 ஡褐色粘質土
ⅩⅥ層 暗஡褐色粘質土
Ⅹᶝ層 明褐色粘質土（赤橙色ύミスࠞ）
ⅩⅧ層 明褐色粘質土
Ⅹᶟ層 明褐色粘質土
ⅩⅩ層 明褐色砂質土

ⅩⅩⅠ層 褐灰色砂質土
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第３અ調査の੒Ռ
1　縄文時代前期の調査
　ᾇ　調査の֓ཁ
　縄文時代લظの調査はⅤ層Λ中心に行っͨが，݁Ռ的
にⅢ層からも遺物が出土している͜とになっているɻ͜
れは，Ⅲ層にしてもⅤ層にしても基本層ংではಉ͡く஡
褐色土となっている͜とから，層のൺఆΛࠞಉしている
͜とも考͑られるɻもし，縄文時代લظのแؚ層がⅢ層
であると͢れ͹，Ⅲ層は縄文時代લظから後・൩ظ，弥
生時代中ظΛؚΜでݹ෿時代までのۃΊて長いظ間に生
͜，がӦまれͨ痕੻Λ有͢るแؚ層という͜とになり׆
のΑうなྫは，͜れまで本県ではՉฉにして஌らないɻ
Ⅵ層の஑ా߱下軽石が໿6ó４00年લとされて͓り，その
上位にあるⅤ層͜そが縄文時代લظと考͑られるɻ
　調査はⅢ層からঃʑに掘り下げΛ行っͨ݁Ռ，͜の時
ॴہΊてۃの遺構は検出されなかっͨɻまͨ，遺物はظ
的にしか出土して͓らͣ，さらに，その点数も͝くগ数
であるɻ͜れは，本調査区Ҭに͓いては，͜の時ظには
基本的に集団で長ظ間生׆ΛӦΜでいる状گではなかっ

ͨ͜とΛҙຯしていΑうɻ
　ᾈ　遺　　物（第22・23図）
　　Ξ　土　器（第22図）
　土器は６点出土しͨɻその全てΛ図化しͨɻ
　基本的に，外面にԣ位あるいはॎ位，ࣼ位に短い沈線
がほぼ֨ن的にࢪされて͓り，中には内面にもࢪされて
いるものもݟられるɻ͜の，内面にも沈線がࢪされてい
るものは，口縁部付近に౰ͨると考͑られるɻ
　器นは全体的に薄く，焼成は割߹に良޷であるɻ沈線
が連ଓ的にࢪされている͜とから，͜の沈線は幾何学文
と考͑られるɻ器面全体に幾何学文がࢪ文され，一部，
内面にも短い沈線がࢪされている͜とになるɻ小ഁ片の
ͨΊ，全体的な形状は͜のΘͣか６点から෮͢ݩる͜と
は不可能であるが，縄文時代લظという時代 ･ 時ظと，
幾何学文というࢪ文の状ଶから曽畑式土器ではないかと
考͑られるɻ

　　Π　石　器（第23図）
　石器は３点図化しͨɻ
　７と８は打製石鏃であるɻ2点ともઌ୺はܽଛしてい
るɻ基部の中央には何れも凹みΛ設͚て͓り，凹基式と
い͑るɻ両脚が޿がって͓り，脚部のઌ୺は，７はઑり，
８はฏୱであるɻ石材は，何れも上牛鼻࢈と考͑られる

黒曜石であるɻ
　̕は石匙であるɻॎ位の石匙の類型にೖると考͑られ
るɻ一部に自વ面Λ残し，基部にはፘりΛ設͚てつまみ
部としているɻ自વ面の൓ରの側のઌ୺部に調整Λ行
い，刃部としているɻハリ質安࢈岩Λ࢖用して丁寧に製
しているɻ࡞

第22ਤ　縄文時代前期の土器
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２　縄文時代ޙ・൩期の調査
　ᾇ　調査の֓ཁ
　縄文時代後ٴظͼ൩ظの調査はⅢ層Λର৅に行っͨɻ
͜の時ظの明֬な遺構は検出されなかっͨɻしかし，中
には本遺੻の主体ともいう΂き弥生時代中ظの遺構が調
査区Ҭのほぼ全面から数多く検出されͨ͜とから，ಉ͡
Ⅲ層内で検出されͨ遺構Λ，その時代 ･ 時ظのものとし
てѻっている可能性もあるかもしれないɻそれは，ྫ͑
͹礫集積遺構３の磨石がまとまって検出されͨ遺構や，
埋土中に明֬な時ظΛද͢遺物が出土しなかっͨ土坑な
Ͳがީ補としてあげられΑうɻ
　遺物は，それͧれの時ظの土器が出土しͨɻͨͩ，石
器については，それがͲの時ظに֘౰͢るものであるか
が明֬でない͜とから，「４　Ⅲ層出土の石器」として
まとΊて掲載͢る͜ととしͨɻྫ͑͹，磨石なͲは縄文
時代͹かりでなく，弥生時代でも࢖用されている͜とが
明֬である͜とから，時代 ･ 時ظの൑ఆが不可能である
͜とにΑるɻ

　ᾈ　Ҩ　物
　Ξ　ޙ期の土器（第24ਤʙ第26ਤ）
　10 ～ 12は，外面に沈線がݟられるもので，10と11は
ࣼΊ方向の沈線，12はॎ方向の沈線であるɻ10は2本の
沈線が下方から上方に向͚て௓ね上げるΑうにࢪ文され
て͓り，ઌ୺はࡉくઑっているɻ11は下方からの沈線が
口縁部付近でଠくなってࢭまっているもの2本と，࠶ͼ
下方へと̪ターンしているもの１本がࢪ文されるɻそれ
にରして12は３本の沈線がほぼฒ行に下方に下Ζされて
いるほか，口唇部には2つͣつฒΜͩ列点が外面の沈線
にରԠ͢るΑうにࢪされているɻ͜のͨΊ，口唇୺部は
10と11Αりも幾分޿がっているɻ13は口縁部内面Λං厚
さͤͨもので，外面には๮状のࢪ文具にΑる不نଇな押
圧がݟられるɻ͢΂て深鉢と考͑られるɻ
　14 ～ 37は外面に沈線がࢪされͨ深鉢であるɻ͜のう
ͪ14 ～ 19は口縁部で，ԣ位Λ基४としてࣼΊ方向に沈
線がࢪされͨものもあるɻ口縁部の形状にもࠩҟがݟら
れ，14と15は୺部Λං厚さͤ，外൓さͤているɻ16と17
は௚立さͤͨ୺部Λ内側にややࣼΊ方向に整͑ているɻ
18は外൓͢る口縁部が波状となるもので，19は幾分ං厚
しͨ口縁部が外൓しているɻまͨ，15ٴͼ19は，୺部に
Ξナμラଐの貝殻腹縁にΑる押圧がݟられるɻ20 ～ 22
は胴部であΖうɻ
　24はං厚してやや外൓͢る口縁部が幾分ං厚して͓
り，口縁部の下方はくͼれているɻくͼれの下方の外面
には，ࡾ角形のӔרき状のࡉい沈線がࢪされるɻං厚し
ͨ口縁部の୺部外面にはԣ位のࡉい沈線が付されてい
るɻ28も24に類͢ࣅるが，口縁部はそれほͲං厚ͤͣに
外൓しているɻ34と35はࡾ角形のӔרき状の沈線である

͜とから，24とಉ༷なものであΖうɻ33もԣ位ではある
が沈線がࡉい͜とからಉ類と考͑られるɻ
　23はボッςリとං厚しͨ口縁部が波状Λఄして大きく
外൓して͓り，୺部にはࡉい沈線と列点がࢪされるほか，
突起部にはӔרきΛද͢とࢥΘれる円形の沈線が二重に
されているɻ口縁部の下方は大きくくͼれ，それΑりࢪ
下位にはॎ ･ ԣ・ࣼΊ方向の沈線がࢪ文されるととも
に，ॎ位に列点が付されているɻ25と27は類ࣅしͨ口縁
部であるɻ外൓͢る口縁୺部にଠい列点が刻まれて͓り，
口縁部の下位はくͼれ，ԣ位の2条の沈線が८っているɻ
その下方にはࣼΊΛ基本と͢る沈線がࢪされるɻ26は௚
立しͨ口縁部の外面にԣ位の沈線が८り，その下部には
されているɻ胴部にか͚ては大きࢪかな列点がࡉΊてۃ
く۶ۂしているɻ29と30は類ࣅしͨ口縁部で，装飾性の
高い突起がݟられるɻ突起部には竹管文が押され，両୺
部と口唇୺部にはࡉかな刻みがࢪ文されるɻ突起の形ଶ
は幾分ҟなっているɻ31は2本のԣ位の沈線の間にࡉか
な竹管文がฒΜでいるɻ32はԣ位の沈線にॎとԣに列点
がࢪされているɻ36は31に類͢ࣅるɻ37はᭉ手状のつな
͗文がࢪ文される深鉢の胴部であΖうɻ
　38 ～ 54は内外面の器面に貝殻条痕にΑる調整痕の残
る深鉢であるɻ38 ～ ࡾͼ53と54は口縁部で，அ面ٴ45
角形Λఄしているɻ40，53，54は口唇୺部からの長さが
長く，38，39，42，43は短いɻ41は突起部が剥離しͨも
のと考͑られ，四角形のΑうに͑ݟるɻ44と45はඇৗに
短くなっているɻ40は上下に爪形の押圧の列点の内部に
3条のԣ位の沈線が८り，53と54はࣼΊ方向Λҙࣝしͨ
2本の沈線が描かれるɻ38はԣ位の１条の沈線の上位に
列点がࢪされるɻ39は44に類͢ࣅるが，爪形の押圧列点
の内部には１条のԣ線がҾかれるɻ41は列点の内部に１
条の沈線がҾかれ，突起部にはࣼΊ方向の短沈線がࢪさ
れるɻ42は貝殻腹縁の押圧とࢥΘれる列点がݟられ，44
は明֬な貝殻腹縁の押圧が連ଓ͢るɻ45はࡉかな爪形の
押圧の列点であるɻ50も短い列点が連ଓして͓り，その
下部にӶいྏ線がݟられる͜とから，口縁部であΖうɻ
それҎ外は胴部あͨりと考͑られ，内外面に粗い貝殻条
痕文がݦ著にݟられるɻ
　55はԣ方向の短沈線がॎにฒΜで͓り，その間には剥
離痕がݟられる͜とから，ॎ方向の長い突帯が剥離しͨ
ものとࢥΘれるɻ58はԣ方向の沈線の下位に明ྎな列点
がࢪされて͓り，その列点Λڥにして上部も下部も内܏
しているɻ
　59 ～ 70は底部であるɻ59と60はฏ底で外底の୺部が
外にுり出͢ɻ61 ～ 64もฏ底であるが，外底はுり出
さͣに胴部に向͚て௚線的に立ͪ上がるɻ65 ～ 70もฏ
底であるが，胴部に向͚てはுり出͢Αうにۂ線的に立
ͪ上がっているɻ60 ～ ͼ68・69は外底に網代痕がٴ64
残っているɻ67と70は外底はナデফして࢓上げるɻ
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第25ਤ　縄文時代ޙ期の土器２
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　71は౵状の上部はฏらに調整されて͓り，୺部から上
方にࣼΊ方向に立ͪ上がると考͑られる͜とから，台付
き鉢の底部の脚部分と考͑られるɻ４方向にやや下位に
円形のಁかしがݟられるɻͨͩ，４つのಁかしはਖ਼֬に
௚ަしては͓らͣ，ಁかしの大きさもগしͣつҟなるɻ
脚の୺部は外側に౿ΜுるΑうにுり出して͓り，外底
には編み物のΑうなものの痕੻が残るɻ
　72 ～ 74は立体的な装飾の部分と考͑られるɻ72は円
柱状に近い形状のものΛ上下にܨいで貼り付͚，把手と

しͨものの下部であΖうɻ最も外側にுり出している部
分にॎに2かॴ，ヘラ状のもので刻みΛࢪしているɻ73
はಉ༷な把手であるが，粘土ඥΛね͡っͨものの外面と
なる部分に，貝殻の腹縁Λॎ方向ややࣼΊに押しつ͚て
文༷としているɻ74はฏͨい四角形の板状のものΛ؇や
かにカーブさͤ，୺になる部分に貝殻の腹縁Λ列状に押
しつ͚て文༷としているɻ͜れらはいͣれも深鉢の胴部
上部の装飾と考͑られるɻ

第26ਤ　縄文時代ޙ期の土器３
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　Π　൩期の土器（第27ਤʙ第2�ਤ）
　粗製の深鉢と粗製･ਫ਼製の浅鉢なͲが出土しているɻ
　75 ～ 83は粗製深鉢であるɻそのうͪ，75 ～ 82は口縁
部，83は胴部から底部にか͚ての部分であるɻ口縁部は
୺部がฏୱないしは幾分丸みΛ帯ͼͨ四角形状Λఄして
いるɻ口縁部の形状は，75は胴部からほぼਅっ௚ぐに৳
ͼて޿がって͓り，76 ～ 78はएׯ内͢܏るɻ79 ～ 82は
頸部から外൓͢るもので，79は大きく外に向͚て൓って
いるɻ75は口唇部下位に１条のࡉい突帯が付されて͓
り，内外面ともに丁寧なԣ方向のナデ調整がࢪされるɻ
78は口唇部が内面側に๲らΜで͓り，それΑり下位にか
͚ては凹みがݟられるɻ内外両面がԣ方向の小区ըでの
ナデ調整であるɻ79は口縁が大きく，く字状に۶͢ۂるɻ
内外面ともに丁寧なԣ方向のナデ調整で࢓上げるɻ81は
口唇୺部がࣼΊに面取りされて͓り，内外面ともに丁寧
なԣ方向のナデ調整であるɻ83は胴部から底部へと向か
う部分であるが，何れも丁寧なԣ方向のナデ調整であ
るɻ
　84 ～ 112は粗製浅鉢であるɻそのうͪ，84 ～ 99は口
縁部，100 ～ 112は胴部Λ中心と͢るものであるɻ口縁
部の形状もさま͟まな種類がݟられるɻ84と85は短く
立っͨ口縁部の下位は͢ぼまって胴部へとܨがるもので
あるが，口縁部自体には沈線はݟられないɻ86も沈線は
きで胴܏られないが，口縁部から胴部へはそのままのݟ
部へと向かうɻ87 ～ 97は口縁部外面に１～３条の沈線
がݟられるものであるɻ全体的に口縁部から胴部にか͚
ては͢ぼまっていくɻͨͩ，口縁部自体の形状にもฏୱ
なものから凹Ήもの，丸みΛ帯ͼているものなͲさま͟
まな種類があるɻ98は胴部にか͚て๲らΉもの，99はほ
ぼਅっ௚ぐに胴部に向かうものであるɻ
　104は口縁部近くのものであるが，୺部がܽଛしてい
るɻ口縁部には2条の沈線が८り，胴部にか͚ては大き
く͢ぼまっていくɻ100と102は口縁部下位の胴部のྏ線
との中間に短いྏΛ持つ貼り付͚がݟられるɻ101と103
は胴部付近であるɻ101は内外両面にࡉかなヘラミガキ
痕が残り，103はハケとࢥΘれるࢪ文具でナデ࢓上げが
行Θれているɻ105は胴部のྏがಷいもので，口縁部へ
は൓りながら立ͪ上がっているのにରして，108はಷい
ྏは類ࣅしているが，口縁部への立ͪ上がりはݟられͣ，
͢ぼまっている状گであるɻ107は胴部に貼り付͚られ
ͨ突帯で，大きなカーブΛ描いているものであるɻ109
～ 112も主に胴部のྏがݟられる付近であるɻハケナデ
とヘラミガキがซ用されているものもݟられるɻ112は
外面の胴部のྏは割߹に઱明であるが，内面は؇やかに
カーブしているɻ
　113 ～ 147はਫ਼製浅鉢なͲであるɻ113 ～ 139は口縁部
であるɻそのうͪ，113 ～ 119は玉縁状となる口縁部で
あるが，その形状にもいΖいΖな種類がݟられるɻ113

は玉縁状の口縁部の下位がく字状に۶͢ۂるもので，胴
部にか͚ては大きく๲らΜでいるɻ114は口縁部が大き
く外側に向͚てுり出しているが，ྏから胴部にか͚て
はӶく͢ぼまるɻ115もそれに類ࣅしているɻ118は短い
玉縁状の口縁からྏΛもͨͣにそのまま࣍第に؇やかな
カーブΛ描きながら胴部・底部へとܨがっていくɻ
　120 ～ 139は֤種の口縁部であるɻ器形も浅鉢͹かり
でなくいΖいΖな種類があるものと考͑られるɻ120と
121は口縁部の୺部付近に浅い１条の突帯が८るもので
あるɻ122は口縁部の୺部に幅の޿い貼り付͚Λฏらに
行っているが，口唇部Λ丁寧に調整している状گはݟら
れないɻ123 ～ 134は୺部がほぼਅっ௚ぐに外൓͢るも
のであるɻ123と126は幾分௚立ؾຯであるが，Θͣかに
外൓している状گがݟられるɻ126は୺部の一部Λ上か
ら押さ͑て小さな円形Λ࡞り出し，その一方の୺Λ基४
として外面に沈線で「ハ」字状の文༷Λ描き，その下位
にはԣ方向の１条の沈線Λ८らͤているɻ129も口唇୺
部Λಉ༷に上から押さ͑ͨΑうになっているが，ҙ図的
に行っͨのか൱かは不明であるɻ131は上面がएׯカー
ブして͓り，波状となる口縁の可能性があるɻ
　132は୺部が大きく൓って͓り，外面にはॎ方向のヘ
ラミガキの੻がݟられるɻ135の୺部も൓っているɻ136
は口縁部が内܏しているɻ137は୺部が幾分内向きであ
るɻ139は外൓している口縁部が下位に向かってए͢ׯ
ぼまっͨ後，࠶ͼ޿がっていくɻ
　140 ～ 147は口縁部下位から胴部にか͚ての部位であ
るɻ140は外܏化しͨ口縁部から下位のྏで大きく向き
Λม͑，底部に向かって͢ぼまっていくɻྏの部分は，
外面では2ஈのྏがあるΑうに͑ݟ，内面にも１本の内
ྏとして͑ݟる͜とになるɻ141と142も類ࣅしͨものの
ഁ片であるɻ143と144は胴部付近の๲らΜͩ部分であるɻ
　143はԣ方向の沈線，それΑり下位は丁寧なハケ目が
上࢓られるɻ145は内外両面Λԣ方向のヘラミガキでݟ
げͨ鉢であるɻ146と147は何れも頸部付近から胴部にか
͚てであるɻ146の頸部には2つฒΜͩ孔が穿ͨれて͓
り，器面調整は内外面ともにԣ方向のヘラミガキであるɻ
147は口縁部に向かってはӶく立ͪ上がっていく͜とか
ら，内面には明֬なྏがݟられるɻ
　148 ～ 159は底部であるɻ深鉢と浅鉢の両方ともある
と考͑られるが，区分は行Θなかっͨɻ148 ～ 150と
152・153は安ఆしͨฏ底の底部が外側に向͚て大きくு
り出͢ものであるɻ148 ～ 150，153の外底は，何れも丁
寧にナデফしが行Θれているɻ154 ～ 159の底部はఔ౓
のࠩҟはあるものの，何れも上げ底となるものであるɻ
特に159は内底ٴͼ外面には指頭痕が残っているɻ
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第2�ਤ　縄文時代൩期の土器３
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３　弥生時代の調査
　ᾇ　調査の֓ཁ
　弥生時代の調査は調査区の全Ҭで行っͨɻⅧ層（Ξカ
ホϠ火山灰層）Αり上は，ΰボ΢࡞ߞのͨΊのトレン
νϟーにΑる削ฏΛड͚ているՕॴが多く，層͝とにݫ
ີに時代区分Λ行う͜とがࠔ೉なՕॴがあっͨɻ
　遺構は，主にⅢ層～Ⅳ層で検出しͨが，削ฏが行Θれ
ていͨ͜とにΑり検出がࠔ೉な৔ॴでは，Ⅵ層（஑ా߱
下軽石層）上面まで掘り下げて検出͢る͜とになっͨɻ

　ᾈ　Ҩ　ߏ（第30ਤʙ第246ਤ）
　弥生時代の遺構としては，୦穴住居੻31ݢ，掘立柱建
物੻40棟，円形周溝11基，方形周溝１基，礫集積̑かॴ，
土坑25基，柱穴列６列，ϐット多数が検出されͨɻ͜れ
らの遺構は山ϊ口Ⅱ式の土器が࢖用されている時ظであ
る͜とから，弥生時代中ظΛ中心と͢るものであると考
͑られるɻ

　Ξ　竪穴住居跡（第34ਤʙ第1�3ਤ）
　୦穴住居੻は31ݢ検出されͨɻ
形ঢ়　検出面の形状は円形，隅丸方形，隅丸方形Λ基調
としてுり出しΛもつものٴͼ花弁型のものがݟられ
るɻ住居の構଄で，花弁型やுり出しΛもつものはஈ掘
りとなっているものが大半であっͨɻ
　໛　検出面積が最大のものは50.6㎡，最小のものはن
6.７5㎡であっͨɻ円形住居が，その他の形状の住居੻に
ൺ΂て大きいとい͑るɻ
しͨ後に，残存しڈでআػ検出は，ද土Λ重　گ出ঢ়ݕ
ていると͜ΖではⅡ層の上面でਗ਼૟して遺構の検出Λ行
い，その後はಉ༷にしてॱ֤࣍層の上面でਗ਼૟，遺構検
出というΑうにॱ࣍行っていっͨɻそのΑうにして検出
に౒Ίͨ୦穴住居੻の検出面はⅢ～Ⅵ層上面であっͨɻ
͜のΑうに検出面にҧいがあるཧ༝は，調査区内は৔ॴ
にΑってはΰボ΢࡞ߞで用いられͨトレンνϟーにΑっ
てかなり削ฏΛड͚ていͨ͜とから検出にはࠔ೉ΛۃΊ，
削ฏΛड͚ͨ部分については，トレンνϟーにΑる֧ཚ
土Λ͢΂て取りআき，その上で住居੻の立ͪ上がりラΠ
ンΛ֬ೝして行っͨɻしかし，そのΑうな削ฏΛड͚て
いない৔ॴでは，上層での検出が可能であっͨのであるɻ
　住居੻の埋土は，基本的に࣍の３ຕであるɻ
ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石Λए
（Ήؚׯ　
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石Λए
（ΉɻᶃΑりకまりありɻؚׯ　
ᶅ 　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉɻ）

主に貼床埋土ɻ
　͜れら基本の埋土とҟなっている৔߹には，֤住居੻
の遺構図中にه載してあるɻ

　調査は床面までΛ検出しͨ後に，貼床がある৔߹には
貼床部分Λもআڈして構଄の௥ٴΛ行っͨɻまͨ，遺構
図では貼床部分Λ網か͚でදࣔしているɻ
　ैって，本遺੻の୦穴住居（੻）の࡞り方は，基本的
にはҎ下のΑうに行っていると͑ݴるɻ
　まͣ，ϓランにैって方形まͨは円形の掘り方Λ行うɻ
周ғにベッド状遺構Λ設͚るࡍには中央部Λߋに掘り下
げてஈΛ設͚るɻ床面はΞカホϠなͲフカフカな土৕に
౰ͨっͨ時には，下部Λ掘り起͜して硬い土৕とަ׵Λ
行い，それΛݻΊて貼床としているɻ
෼෍　遺੻の੢側では，Ｃ～Ｅ－̑～ 11区にか͚て住
居੻が７ݢが検出されͨɻ一時ظとはݶらないものの，
小さな集མがあっͨ͜とがΘかるɻ東側に行くと，22
～ 36区では୦穴住居੻͚ͩで24ݢが検出されて͓り，
時ظの区分が໰୊にはなるものの，ن໛の大きな集མが
あっͨとい͑るɻ

竪穴住居跡1߸（第32ਤʙ第34ਤ）
Ｃ－̕区で検出されͨɻ検出面はⅥ層上面　گ出ঢ়ݕ
で，஑ా߱下軽石が薄くଯ積している中に，஡褐色土の
不ఆ形のϓランがݟられͨ͜とから遺構と൑அしͨɻΰ
ボ΢のトレンνϟーがॎԣに૸る状گであっͨͨΊ，ト
レンνϟーの土Λ取りআき，そのஅ面から床面と立ͪ上
がりΛつかΜでいっͨɻ
形ঢ়　୦穴住居੻１号のฏ面形状は，不ఆ形Λఄ͢るɻ
長軸（̖－̖ʟ）459㎝，短軸（Ｂ－Ｂʟ）432㎝，最大軸
536㎝であるɻ検出面から床面までの深さは，最も深い
と͜Ζでも16㎝であり，床面Λ剥いͩ掘り方部分までの
深さは26㎝であっͨɻまͨ，๺と東ٴͼ੢側にن໛のҟ
なるுり出しがೝΊられるɻ͜れについては，本来は東
੢方向に長い長方形の掘り方に๺側の中央部にೆ๺໿1
̼×東੢໿2̼ఔ౓のுり出しΛ࡞り，さらに東側に東
੢໿１.0̼×ೆ๺໿１.5̼ఔ౓のுり出しとೆ側に東੢໿
2.0̼×ೆ๺໿0.5̼ఔ౓のுり出しΛ設͚ͨ形状のΑう
に͡ײられるɻ中央部の床面とுり出しの床面とのൺ高
ࠩはないɻまͨ，床面中央部とೆ側では，一部に貼り床
と考͑られる硬化面がೝΊられͨɻ硬化面の厚さは໿３
㎝であるɻ
　ϐットは大小߹Θͤて11基検出されͨɻ主柱は中央部
の東੢にあるن໛のやや大きな2基のϐット̥６ٴͼ̥
７に立てられͨ2本の柱であっͨと考͑られ，͜の2本
の主柱にԣ໦Λ౉して૊み，そ͜から外に向͚てࡉΊの
໦Λ数多く立てֻ͚，床面にあるϐットから立ͪ上げͨ
柱にΑって͜れらΛ͑ࢧながら屋ࠜΛ෴っていっͨもの
と考͑られるɻしͨがって，͜れらのϐットは本住居に
伴うϐットであると考͑られるɻ
　まͨ，̥６と̥７と軸Λಉ͡く͢る̥８は東の方向に
ுり出しΛ࡞っͨ͜とに伴って主柱ΛҠ動さͤͨ可能性
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も考͑られるɻそのࡍは，̥７は中央にஔかれͨ土坑と
みな͢͜とができるかもしれないɻまͨは，最ॳから̥
６と̥８Λ主柱として͓り，̥７は中央に設͚られͨ土
坑であっͨ͜とも考͑られるɻ　
　それҎ外の小さΊのϐットは主柱Λ取りרく位ஔにあ
る͜とから，屋ࠜΛ͑ࢧるଋ柱であっͨ͜とが考͑られ
るɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している埋土は主に３つに分
͚られるɻଯ積している土の大半が暗஡褐色土であるɻ

部分的に残存している硬化面の下には，暗஡褐色土とΞ
カホϠ火山灰のブϩックのࠞ土がଯ積して͓り，掘り方
部分Λ掘っͨ後に床Λ形成͢るͨΊに埋Ί໭しͨ土と考
͑られるɻ
　本遺構は検出面から床面とਪఆされる面までの深さが
Ίて浅い͜とから，本来の掘り方の上面は૬౰上部にۃ
あっͨものと考͑られるɻ検出面まで削ฏされていͨか，
あるいは埋土と周ลの土との区ผが೉しかっͨ͜とから
掘り͗ͨ͢͜とが考͑られるɻ

第33ਤ　竪穴住居跡1߸出土Ҩ物

第32ਤ　竪穴住居跡1߸1
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　まͨ，埋土には大量の୸化物がࠞ͟って͓り，床面か
らも多くの୸化材が検出されͨɻ残存状گは良޷ではな
かっͨが，本住居੻は焼ࣦ住居であっͨ可能性が高いɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　
　住居੻内からは，土器の他に石器，鉄製品とみられる
ものや୸化材も多く出土しているɻ遺物は，床面͓Αͼ
床面付近から出土しているものが多いɻ
　土器については，小ഁ片が多かっͨ͜とから，３点の
みΛ図化しͨɻ160は甕形土器の底部であるɻ底径は

6.7㎝であり，上げ底状になっているɻ脚部分は下から
上へハケ目調整がࢪされͨ後，脚部の付͚ࠜの部分につ
いてはヨコナデが行Θれているɻ161は壺形土器の胴～
底部で，底径は6．8㎝であるɻ焼成がѱく，内外面とも
に調整Λ行っͨද面がほぼ残存して͓らͣ調整はఆかで
ないが，外面は͝くΘͣかにミガキΛ行っͨとࢥΘれる
Αうな部分がݟられるɻしかし，࣮ଌにはࢸってないɻ
162は小型の壺形土器の底部と考͑られるɻ底径は３㎝
で，内外面ともに工具にΑるナデ調整がࢪされているɻ

第34ਤ　竪穴住居跡1߸２

ᶃ　暗஡褐色土
ᶄ　暗黄஡褐色土（ΞカホϠブϩック有り）
ᶅ　暗黄஡褐色土（୸水化物粒ؚΉ）
ᶆ　黒褐色土（୸水化物ؚΉ）
ᶇ　暗黄஡褐色土
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竪穴住居跡２߸（第35ਤʙ第43ਤ）
，Ｃ・̙－７区で検出されͨɻ検出面はⅣ層で　گ出ঢ়ݕ
黒褐色土の中に明るい஡褐色土がೝΊられͨ͜とから遺
構があると൑அしͨɻ住居੻１号とಉ༷，トレンνϟー
がॎԣに૸る状گであっͨͨΊ，トレンνϟーの土Λ取
りআき，そのஅ面から住居の立ͪ上がりΛつかΜでいっ
ͨɻ
形ঢ়　୦穴住居੻2号のฏ面形状は，隅丸方形Λ基調に
して４方向にுり出しΛ持つ，いΘゆる花弁状の住居੻
であるɻ長軸532㎝，短軸470㎝，検出面から床面までの
深さは໿30㎝であるɻுり出し部分から͢ると，中央の
方形部分は一ஈ௿くなるஈ掘りであるɻ中央の方形部分
は͢΂てのுり出し部分Αりも内側に࡞られている͜と
から，ுり出し部分は中央のஈにΑって੾られる͜とな
くܨがっている͜とになるɻͨͩ，ೆ東部はுり出し部
分の下面と中央部のஈの上面とのࠩは̑㎝ほͲしかな
く，ةうく੾られそうな࡞りとなっているɻな͓，その
ࠩが最も大きいೆ੢部は50㎝ఔ౓あり，そのҧいはۃΊ
て著しいɻுり出し部分から中央部のஈまでの深さは໿
10㎝ఔ౓であるɻ硬化面なͲはೝΊられなかっͨɻ
　ϐットは遺構の内部で10基検出されて͓り，中には2
基のϐットがྡ઀しているものもݟられるɻ中央の方形

部分の東੢の୺に位ஔしている̥１と̥2は本住居੻の
主柱穴と考͑られ，１号住居੻とಉ༷に2本柱Λ持つ住
居੻であると考͑られるɻ
　まͨ，そのほかのϐットについては，位ஔ的に౷一性
が͡ײられない͜とから，本住居੻とͲのΑうにؔΘる
ものであるかは明֬ではないɻ
Ҩߏ಺埋土　４層に分層されているɻ最上層は黒褐色土，
中央部は黒色土，最下層は黒褐色土で஑ా߱下軽石とΞ
カホϠのブϩックΛؚΜでいるɻまͨ，ೆの୺にྲྀೖし
ている状گの層は暗஡褐色土であるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　住居੻内からは，土器，石器のほか，୸化
物も出土しているɻ出土しͨ土器の特௃として，一ൠ的
な大きさの甕形土器や壺形土器もݟられるが，大型甕形
土器（Ҏ下，大甕とུশ͢る）が大量に出土して͓り，
何ݸ体分かのഁ片がݟられͨɻ
　163 ～ 175は甕形土器であり，そのうͪの163 ～ 168は
大甕であるɻ163は口径57㎝で௳部分は59㎝であるɻ口
唇部と௳のઌ୺はともに凹Μで͓り，器面調整は内外面
ともにハケ目調整が行Θれて͓り，指頭痕も一部に残っ
ているɻ胴部にか͚ては؇やかに๲らΜでいるɻ胴部の
一部Λܽくが，ಉ一ݸ体と൑அしͨ͜とから，胴部の下
部もܨげて図化しͨɻ底部にか͚てもゆっͨりと͢ぼ

第35ਤ　竪穴住居跡２߸1
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まって͓り，ਪఆしͨ残存長は45.４㎝となるɻ164は口
径59㎝Λଌり，௳部分は61.4㎝であるɻ器面調整は内外
面ともにハケ目後ナデにΑる調整が行Θれているが，内
面はハケ目調整が明ྎに残るɻまͨ，口縁から௳の間に
は穿孔がݟられるɻ外面からあ͚て͓り，গしͣつ打ͪ
ܽいていっͨ剥離の༷子がݦ著にݟられるɻ穿孔の形状
はएׯ台形状Λఄしているɻ165は口径52.8㎝Λଌり，
௳部分は58㎝であるɻ図化しͨ大甕のうͪ，165のみ௳
Λ貼り付͚ͨ部分Αりも下に胴部最大径がきて͓り，௳
から下が๲らみΛもつɻ器面調整は外面はナデ調整，内
面はハケ目調整の後ΘͣかにミガキΛ行っているɻ166
は口径56.8㎝Λଌり，口縁部から底部に向かってٸに͢
ぼまっていくͨΊ，௳部分ではなく口径が最大であるɻ
器面調整は内外面ともにハケ目調整であるが，外面はハ
ケ目調整後ナデられているɻ168は口径62.4㎝Λଌり，
2号住居੻内から出土しͨ大甕の中で最大の土器であ
るɻ器面調整は外面はナデ調整，内面はハケ目調整であ
るが，165とಉ༷，ΘͣかにミガキΛ行っているɻ௳は

他の土器Αりも薄く長く࡞られているɻ169は胴～底部
にか͚ての土器であるɻ土器の形状と大きさから大甕に
分類しͨɻ器面調整は外面はハケ目調整後ナデられて͓
り，内面はハケ目調整が明ྎに残るɻ171も胴～底部の
土器であり，底径9.6㎝Λଌるɻ器面調整は内外面とも
にハケ目とミガキ調整であるɻ172も大甕の胴部から底
部にか͚ての部分と考͑られるɻ底径は８㎝であるɻ胴
部にか͚てはܹٸに๲らΜでいるɻ器面調整は内外面と
もにハケ目調整が行Θれて͓り，特に内面は丁寧であるɻ
　170，173 ～ 175は通ৗαΠズの甕形土器であるɻ173
は，く字状となる口縁部であるɻ174と175は底部であるɻ
ॆ࣮しͨ脚台となっているɻ
　176 ～ 178は口縁部の外面に௳あるいは突帯が८る土
器で，口縁部は͢ぼまらͣに؇やかに胴部へとつながり，
胴部も大きくுらない͜とから，二重口縁の鉢形土器と
考͑られるɻ176は口径が௳の部分で27㎝となるもので，
器面調整は外面がハケ目と丁寧なミガキ，内面はハケ目
調整が行Θれているɻ177は口径が突帯部分の口縁部で

第36ਤ　竪穴住居跡２߸２

ᶃ　黒褐色土
ᶄ　黒色土（ᶃΑり黒ຯڧい）
ᶅ　暗஡褐色土
ᶆ　黒褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ؚΉ）



53

第
37

ਤ
　

竪
穴

住
居

跡
２

߸
出

土
Ҩ

物
1

16
3

0 
   

   
  　

　
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
10

DN



54

第
3�

ਤ
　

竪
穴

住
居

跡
２

߸
出

土
Ҩ

物
２

16
4 16

5
0 

   
   

  　
　

　
   

   
   

   
   

   
   

   
   

10
DN



55

第
3�

ਤ
　

竪
穴

住
居

跡
２

߸
出

土
Ҩ

物
３

16
6

16
7

16
�

0 
   

   
  　

　
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
10

DN



56

第
40

ਤ
　

竪
穴

住
居

跡
２

߸
出

土
Ҩ

物
４

16
�

17
0

17
1

0 
   

   
  　

　
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
10

DN



57

第41ਤ　竪穴住居跡２߸出土Ҩ物５
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第42ਤ　竪穴住居跡２߸出土Ҩ物６
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15.2㎝，器高は10.1㎝，底径が5.0㎝の鉢形土器で，内
面はॎ方向のミガキにΑって調整がࢪされているɻ178
は口径が௳の部分で23.5㎝，器高20.７㎝，底径は8.0㎝
の鉢形土器で，深さの深いものと͑ݴるɻ器面調整は，
内外面ともに丁寧なミガキにΑっているɻ底部には脚部
はݟられͣ，ฏ底でएׯ上げ底となっているɻ
　179と180は176 ～ 178に類ࣅしているが，口縁部から
頸部にか͚て͢ぼまって͓り，胴部が๲らΉ͜とから壺
形土器と͑ݴるɻ179は̡ٯ字となる口縁部Λ大きく内
さͤ，胴部にか͚て๲らまͤているɻ器面調整は内外܏
面ともに丁寧なミガキが行Θれているɻ口径21.8㎝，胴
部最大径は23.8㎝であるɻ180もಉ༷な器形であるが，口
縁部の̡ٯ字となる外面が上部に向͚て๲らΜでいるɻ
口径は17.0㎝で，頸部から胴部にか͚ては大きく๲らΉɻ
　181と184はಉ一ݸ体とࢥΘれる土器であるが，઀߹面
がないͨΊ，ผʑに図化しͨɻ181は口径24.2㎝Λଌるɻ
器面調整は外面はナデ調整後ミガキ，内面はナデ調整で
あるɻ184は底径7.1㎝Λଌり，器面調整は181とಉ༷で

あるが，内面については剥མがܹしく，調整は不明ྎで
あるɻ頸部～肩部にか͚ては６条，胴部最大径部分には
４条のࡾ角突帯が८らされているɻまͨ，底部はΘͣか
に上げ底ؾຯであるɻ182は二重口縁となる壺形土器の
口縁部であるɻ183は181と類ࣅしͨ口縁部であるが，୺
部がやや上がっているɻ185は肩部で４条のࡾ角突帯が
८っているɻ186は頸部，187と188は胴部から底部付近
であるɻ189はࡾ角突帯，190と191は̢字状突帯であるɻ
　192 ～ 199は底部片であるɻ底径についてはまͪまͪ
で，大甕の底部片の可能性も考͑られるが，ࠓ回は壺形
土器の底部として掲載しͨɻ192・194・196の底はΘͣ
かに上げ底ؾຯであるɻ197は底部からほぼ௚線的に胴
部に向かうɻ器面調整については外面はミガキが行Θれ
ているものがほとΜͲであり，内面はハケ目調整であるɻ
　200は台付きの鉢形土器であるɻ口径22.4㎝，底径
9.0㎝，器高16.2㎝で，鉢部分と脚台部分の઀߹部分に
は突帯が貼り付͚られているɻ底部はएׯ上げ底であ
るɻ器面調整は外面は磨耗にΑり不明であるが，内面は
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第44ਤ　竪穴住居跡３߸

ᶃ　࣫黒色৕土（୶褐色微粒軽石ؚΉ）
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ナデ調整後にミガキが行Θれているɻ201は底部付近で
あるɻ

竪穴住居跡３߸（第44ਤʙ第47ਤ）
６区で検出されͨɻ検出面はⅥ層（஑ా－̙　گ出ঢ়ݕ
߱下軽石層）௚上のⅤ層で検出Λ行っͨɻ住居੻１号ಉ
༷，トレンνϟーがॎԣに૸る状گであっͨͨΊ，トレ
ンνϟーの土Λ取りআき，そのஅ面から住居の立ͪ上が
りΛつかΜで行っͨɻ
形ঢ়　୦穴住居੻３号のฏ面形状は隅丸方形Λఄ͢るɻ
長軸394㎝，短軸360㎝で，検出面から床面までの深さ
は໿20㎝であるɻ中央部に，໿１.2̼×1.1̼ほͲで深さ
໿10㎝の方形のஈ掘りが行Θれているが，掘り方の軸方
向とはҟなっているɻ
　ϐットは2基がྡり߹って掘られているものも多く，
ෳ߹しͨものは１基とଊ͑て，６基のϐットΛ検出しͨɻ
深さは̥３と̥６の2基はൺֱ的浅いものの，それҎ外
は50 ～ 60㎝ほͲで割߹に深くなっているɻ主柱穴は中
央のஈ掘りの方向Λ主軸として考͑るなら͹，̥2と̥
４の可能性が高いɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している埋土は暗黒褐色土
で,小粒の୶褐色軽石ΛؚΉɻ遺構๺側では஑ా߱下軽
石がೖる部分もݟられͨɻ埋土はほぼ一༷であり，硬化
面なͲもೝΊられなかっͨɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　202 ～ 213は甕形土器であるɻそのうͪの，
202 ～ 206は口縁部付近，207 ～ 209は胴部Λ中心としͨ
部位，210 ～ 213は底部付近であるɻ202は口径が32㎝あ
り，口縁部はएׯ波打っͨΑうになっているɻ口縁部下
໿４㎝に̢字状の突帯Λ८らͤているɻ器面調整は，外
面がハケ目ٴͼナデ調整であり，内面はハケ目調整が行
Θれているɻ口縁部の形状もさま͟まで，203は୺部に

向͚てࡉくなっているのにରして，204 ～ 206はං厚し
ͨ状ଶのまま୺部に向かっているɻ特に，205・206は口
縁部自体がඇৗに短くなっているɻ206はۃ୺に上向き
となるɻ205は口縁部の下位にࡾ角突帯が2条८ってい
る状گがݟられるɻ207と209は胴部の上部にࡾ角突帯が
３条८って͓り，208は̢字状の突帯が८っているɻ207
は胴部が大きく๲らΉのにରして，208は突帯部分から
底部に向͚てܹٸに͢ぼまっていくɻ器面調整は基本的
にハケ目調整であるɻ底部は͢΂てॆ࣮しͨ脚台となっ
ているɻ210 ～ 212の外面はハケ目にΑる器面調整が行
Θれているɻ213も上部が大きくഁଛして͓り，ほかの
底部とಉ༷，ॆ࣮しͨ脚台Λ有͢ると考͑られるɻ外底
にはナデにΑる調整がݟられるɻ
　214は大きく波打って͓り，口縁部には指頭痕とྠ積
みの੻が明ྎに残っている͜とから，器形的には甕形土
器であるものの，鉢形土器である可能性も考͑られるɻ
　215 ～ 231は壺形土器であるɻそのうͪ，215 ～ 221
ͼ228は口縁部，222ٴ ～ 227は頸部から胴部にか͚て，
229 ～ 231は底部であるɻ口縁部のうͪ216 ～ 219は୺
部が外側にਨれ下がるもの，215はਨれ下がらͣにほぼ
ฏらに行くもの，220はٯL字状の口縁で頸の短いもの，
221は二重口縁の୺部に刻みのࢪされͨものであるɻ口
縁部がਨれ下がるものは内面に突起状に८るものが多い
が，突起Λ持ͨないものもあるɻ器面調整はさま͟まで
あるɻ
　222は口縁部Λܽくɻ頸部ٴͼ胴部に４条のࡾ角突帯
が८っているɻ器面調整は外面がミガキ，内面には指頭
痕が明ྎに残り，その上からナデ調整が行Θれているɻ
223から225は頸部であるが，頸部は何れも長いタΠϓ
であるɻ226と227は胴部の上部にࡾ角突帯がࢪされるɻ
228は無頸の壺形土器であるɻ胴部の最大径Αりも上部

22�
22�

230 231 232

第47ਤ　竪穴住居跡３߸出土Ҩ物３
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に３条のࡾ角突帯が८っているɻ229の底部はฏ底であ
るが，एׯ不安ఆであるɻ
　232は高坏の本体底部から脚部にか͚ての部分であるɻ

竪穴住居跡４߸（第4�ਤ）
，Ｅ－８区で検出されͨɻ検出面はⅥ層上面で　گ出ঢ়ݕ
住居੻の周ลはΰボ΢のトレンνϟーがॎԣに૸って͓
り，トレンνϟーの土Λ取りআいͨと͜Ζ，ワッフル状
となっていͨͨΊ検出はࠔ೉な状گであっͨɻⅥ層の஑
ా߱下軽石層まで掘り下げながら，軽石がೝΊられない
部分ΛۃݟΊつつ，トレンνϟーのஅ面Λݟながら住居
のนの立ͪ上がりΛつかΜで行っͨɻ
形ঢ়　住居੻４号のฏ面形状は，台形に近い隅丸方形Λ
ఄ͢るɻ長軸292㎝，短軸265㎝で，検出面から床面まで
の深さは深いと͜Ζで12㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦
穴住居の中では最も小型と͑ݴるが，検出面が௿い͜と
に起Ҽ͢る中央ஈ掘りの可能性も考͑られる͜とΛ付͚
加͑て͓きͨいɻ一୴ΞカホϠ層まで掘り下げ，その後，
その上に土Λ੝ってݻΊて貼り床としているɻその土は，
ΞカホϠブϩックࠞ͡りの黒色土であり，Θͣかに஑ా

߱下軽石がࠞ͡っているɻΞカホϠ層まで掘り下げͨ時
点では，全体的に東側に向͚てࣼ܏していͨが，貼り床
Λ形成しͨ時点ではएࣼ܏ׯの౓߹いが小さくなってい
るɻϐットは貼り床Λ࡞っͨ後に掘られているɻ
　ϐットはෳ数基がݻまっͨものΛ１基として数͑ͨ
時，૯ܭで３基検出されͨɻ2本の主柱Λ考͑るなら͹，
̥１と̥３が位ஔ的に;さΘしいと考͑られるが，̥１
と̥2である可能性もࣺてきれないɻ̥１のほか，̥３
まͨは̥2のいͣれかが住居に伴うものと考͑られるɻ
その৔߹，残っͨ１基ΛͲのΑうに考͑る΂きかの൑அ
はཹอͤ͟るΛಘないɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は一༷で，暗黒褐
色土とΞカホϠ火山灰のブϩックのࠞ͟り土であり，Θ
ͣかに஑ా߱下軽石がݟられͨɻ床面はΞカホϠ火山灰
の二࣍ଯ積層であり，ଯ積していͨ土は床面Λ形成͢る
ͨΊに埋Ί໭しͨ土である可能性が高いɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　住居੻内からは，遺物の出土がほとΜͲݟ
られなかっͨɻ検出面が他の住居とൺ΂て௿い͜ともあ
るが，埋土中にも遺物はࠞ͡っていなかっͨと考͑られ
るɻ

第4�ਤ　竪穴住居跡４߸

ᶃ　黒色土（白色ۃ小粒ؚΉ）
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竪穴住居跡５߸（第4�ਤʙ第51ਤ・第1�0ਤ）
Ｂ・Ｃ－11・12区で検出されͨɻ検出面はⅥ　گ出ঢ়ݕ
層上面と考͑られるが，住居੻の周ลはΰボ΢のトレン
νϟーが૸っていͨほか，道路工ࣄに܎る床掘りでഁյ
されていͨり，削ฏΛड͚ͨりして͓り，残存状گはۃ
Ίてѱいものͩっͨɻ調査はトレンνϟーの土Λ取りআ
いて床面とࢥΘれると͜ΖΛ検出し，その床面Λ௥いか
͚る形で行っͨɻしかし，検出はࠔ೉で，トレンνϟー
のஅ面Λݟながら住居のนの立ͪ上がりΛつかΜで行く
というΑうな状گでの調査であっͨɻ
形ঢ়　୦穴住居੻̑号のฏ面形状は，下୺の形状で花弁
と考͑られる部分もあり，最後まで೰まされͨが，最ऴ
的にฏ行四ล形に近い隅丸方形Λఄ͢るものに෮ݩし
ͨɻ長軸360㎝，短軸334㎝で，検出面から床面までの深
さは深いと͜Ζで24㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住
居の中ではൺֱ的小型のものであるɻ

　いͨると͜ΖでトレンνϟーなͲにΑりഁյや֧ཚΛ
ड͚ているが，部分的に床面Λ中心に残存していると͜
Ζでは，ுり出し部のΑうな形状の部分もあり，本来の
形状は൑વとしないɻ
　そのΑうな中でϐットは̑基検出されているが，ۃΊ
て近い位ஔにྡ઀しているものΛ１基と数͑ているɻ全
体として東ೆ部にภって位ஔしている͜とから，住居に
伴うものであるか൱かについては不明であるɻまͨ，੢
側の๺دりには土坑が֬ೝされているɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は一༷で，暗褐色
土とΞカホϠ火山灰のブϩックのࠞ͟り土であり，஑ా
߱下軽石もݟられるɻ床面は黒褐色土で，Ⅳ層に֘౰͢
ると考͑られるɻ

第4�ਤ　竪穴住居跡５߸
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Ҩߏ಺Ҩ物　233 ～ 245は甕形土器であるɻそのうͪ，
233 ～ 240は口縁部ٴͼ口縁部から胴部にか͚て，241
～ 243は胴部の突帯，244と245は底部であるɻ233は口
径26㎝で，୺部にか͚ては両面からほぼ௚線的に͢ぼ
まっているɻ胴部には３条の整っͨࡾ角突帯が८って͓
り，貼り付͚ͨ部分は３条とも௚線的であるɻ器面には
両面ともに指頭痕が残るものの，調整は外面がハケ目ٴ
ͼナデ，内面はナデであるɻ234は口径が22.1㎝で，୺
部への͢ぼまり方は，内面は௚線的であるのにରして外
面は؇やかなカーブΛ描いているɻ胴部には2条のࡾ角
突帯が८っているが，௚線的に整っては͓らͣ，貼り付
͚部分も大きくऄ行しているɻ235は口径25.8㎝で2条
の整っͨࡾ角突帯が८っているɻ୺部にか͚ては両面と

も下向きにカーブしながら͢ぼまるɻ236は両面が上向
きにカーブして͢ぼまっているɻ2条のࡾ角突帯が付さ
れているɻ237は口径19.0㎝で，内面は下向きにカーブし，
外面は௚線的に୺部へと͢ぼまっているɻ１条のࡾ角突
帯がやや۶ۂしながら८るɻ240とۃΊて類ࣅしているɻ
238は口径が27.4㎝で，口縁部がං厚しているɻ239は外
面にਨれ下がりؾຯにカーブして୺部へと向かうɻ237
～ 240は口縁部が全体的にうねっͨ状ଶとなっているɻ
　241 ～ 243は４条ٴͼ2条のࡾ角突帯Λ持つ胴部のഁ
片であるɻ244と245はॆ࣮しͨ脚台Λ持つ底部であるɻ
245は上部Λܽくが244とಉఔ౓の脚部Λ持つ底部になる
と考͑られるɻ

第50ਤ　竪穴住居跡５߸出土Ҩ物1
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　246 ～ 254は壺形土器であるɻそのうͪの246 ～ 249は
口縁部，250は頸部から胴部にか͚て，251は胴部の突帯，
252 ～ 254は底部であるɻ246と247は口縁部が外側にਨ
れ下がるものであるɻ246は口径が27㎝の大型のもので
あるɻ内部には小さな突起状のものが८っているɻ୺部
は凹み，全体的にややうねっているɻ器面調整は外面が
ミガキ，内面は突起の௚下はミガキ，それΑり下位はハ
ケ目調整がࢪされているɻ247もಉ༷な器形であるがਪ
ఆ口径が14㎝ఔ౓と小型であるɻ口唇上面にࡉく丁寧に
鋸歯文が付されているɻ248は頸部からそのまま口縁部
へと立ͪ上がるタΠϓの口縁部であるɻ口径は14㎝で器
นは1.3㎝ఔ౓と厚いɻ249は二叉口縁の壺形土器の口縁
部であるɻ口径は௳部で20.2㎝であるɻ器面調整は，外
面はミガキとナデ，内面はミガキがݟられるɻ
　250は頸部から胴部にか͚ての部分であるɻ͢ぼまっ
ͨ頸部から胴部にか͚て大きく๲らΜでいるɻܭଌ஋で，

頸部が໿12㎝，胴部が໿34㎝で，10㎝の高さで22㎝ほͲ
も๲らΉという胴部のுりがݟられるɻ外面の器面調整
は頸部付近がハケ目，胴部はミガキにΑって調整が行Θ
れているɻ251は胴部上部に८らされͨࡾ角突帯で，2
条付されているɻ
　252 ～ 254の底部は何れもฏ底で安ఆしているɻ252と
253は底部からの立ͪ上がりが丸みΛ帯ͼているのにର
して，254はӶく外൓しながら胴部へと向かっているɻ
底径はそれͧれ8.0㎝，8.0㎝，9.2㎝と大きくはมΘら
ないɻ何れも完全品ではなくഁଛしているɻ
　255は内面がミガキにΑって丁寧に器面が調整されて
いるɻ୺部が丸みΛ持って大きく։いている͜とから，
鉢形土器の口縁部ではないかと考͑られるɻ
　1162は刀子片とࢥΘれる鉄製品であるɻ残存長2.8㎝，
最大幅は1.9㎝で，下方の୺部は薄くなっているɻ
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竪穴住居跡６߸（第52ਤʙ第56ਤ）
Ｅ－̑・６区で検出されͨɻแؚ層の掘・̙　گ出ঢ়ݕ
り下げΛ行っていͨと͜Ζ，Ⅲ層上面で周ลΑりΘͣか
に土の色が黒かっͨ͜とから遺構のॴ在Λ൑அしͨɻ周
ลにはΰボ΢のトレンνϟーの੻がなかっͨ͜とから，
遺構の残存状گは良޷であっͨが，遺構のラΠンのۃݟ
Ίはࠔ೉であっͨɻそのͨΊ，ΠϞ穴Λ利用してそのน
から住居の立ͪ上がりのラΠンなͲΛ検出して行っͨɻ
形ঢ়　୦穴住居੻６号のฏ面形状は，ほぼ円形Λఄ͢
るɻ長軸が585㎝，短軸は560㎝であるɻ検出面から床面
までの深さは62㎝で，床面Λ剥いͩ掘り方部分までの深
さは６㎝ఔであっͨɻ住居の中央部分は，外側Αりも̑
～６㎝௿くなっͨஈ掘りであるɻ硬化面なͲはೝΊられ
なかっͨɻ
　ϐットについては，ಉ͡Αうな大きさのϐットが４基
検出されͨɻ中央部のஈ掘り部分での位ஔؔ܎から，̥
2と̥４が住居に伴うϐットではないかと考͑られる
が，深さが10㎝ఔ౓しか残存していない͜とから໰୊も
残るɻ̥１ٴͼ̥３もほぼಉ༷な形状と深さΛ有してい
る͜とから，ܾఆ的な͜とは͑ݴないɻͨͩ，内部には

ほかにϐットがݟられない͜とから，͜れらのϐットΛ
本住居੻に伴うϐットと考͑͟るΛಘない状گであり，
その৔߹には建てସ͑が行Θれͨ可能性も考͑られるɻ
いͣれにしても2本の主柱にΑる建物と考͑られるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している埋土は主に３つに分
かれるɻ一番上にଯ積している土は暗黒褐色土で，検出
面のⅢ層Αりも暗い色調で，Ⅱ層に౰ͨる土であるとࢥ
Θれるɻ粘質はなく，さらさらしているɻ中位にଯ積し
ている土は暗灰褐色硬質土で，ඇৗに硬くしまっͨ土で
あるɻ粘質はなく，１～３ᶱఔ౓の黄橙色ύミスΛ多量
にؚΜで͓り，火山灰の可能性も考͑られるɻ
　床面௚上にଯ積している埋土は暗黒褐色土で，検出面
の௿かっͨ１～４号にଯ積しているものとಉ༷の土であ
る考͑られるɻएׯ粘質があり，஑ా߱下軽石とࢥΘれ
る黄白色軽石Λগ量ؚΜでいるɻ床面Αり下位では他の
住居੻とಉ༷，暗黒褐色土と̑ᶱ～１㎝ఔ౓のΞカホϠ
火山灰のブϩックのࠞ͟り土がݟられ，床面形成のͨΊ
に埋Ί໭しͨ土と考͑られるɻ

第52ਤ　竪穴住居跡６߸1
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Ҩߏ಺Ҩ物　256 ～ 263は甕形土器であるɻそのうͪ256
は大型甕形土器の口縁部であるɻ口径が61.4㎝，௳部分
の径は62㎝とやや大きいɻ口縁部はやや上向きで，௳部
分はほぼԣ向きであるɻ器面調整は内面がハケ目調整で，
指頭痕が残るɻ257はඪ४的な甕形土器の口縁部で，口
径は36.0㎝であるɻ口縁部は256とಉ༷上向きであるが，
外面の࢓上げΛ256は׈らかな上向きに整͑ているのに
ରして，257は幾分下向き加ݮに厚く整͑ているɻ260は
口径23.6㎝で୺部が؇く波打っͨ状گΛఄ͢るɻ258と
259と261は胴部に付されͨ突帯で，何れもࡾ角突帯が付
されているɻ258は胴部径໿35㎝のと͜Ζに４条のやや
ઌ୺部がӶさΛܽいͨࡾ角形の突帯が८らされるɻ器面
調整は外面の下部ٴͼ内面の全体がハケ目調整であるɻ

259は胴部径໿34㎝のと͜Ζに258とಉ༷に４条のࡾ角突
帯が८らされているが，ઌ୺部がӶい印৅Λड͚るɻ内
面の器面調整はハケ目に指頭痕が残るɻ261は３条のࡾ
角突帯が付され，全体的にややうねるɻ262と263は底部ɻ
262はॆ࣮しͨ脚台であるが，外面の中央部Λܽくɻ263
は高さがやや௿いɻ器面調整は何れも外面はハケ目調整ɻ
　264 ～ 279は壺形土器であるɻ264 ～ 266は短頸の壺形
土器であるɻ264は口径13㎝で頸部の下位に１条のࡾ角
突帯が付され，内面はハケ目調整であるɻ266は口径25
㎝で頸部下位に突帯のないものであるɻ内面に指頭痕が
残り，ハケ目調整がなされているɻ265は底部で，底径5.8
㎝でएׯ上げ底となっているɻ胴部のுっͨ器形であるɻ
267 ～ 269は有頸の壺形土器の口縁部であるɻ267は口縁

第53ਤ　竪穴住居跡６߸２

ᶃ　暗黒褐色土
ᶄ　明褐色土
ᶅ　暗黒褐色土
ᶆ　暗黒褐色土（ࡉかなΞカホϠブϩックΛؚΉ）
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部が外側に向͚てਨれ下がるɻ268は二叉状の口縁とな
るɻ269は二重口縁となるɻ268は口径が16.8㎝，௳部の
径が18㎝と௳の径が大きいɻ269は口径が18.0㎝であるɻ
270と272は頸部から胴部にか͚ての部分で，何れも頸部
から下位にか͚て270が６条，272が７条，ࡾ角突帯が८
るɻ270には胴部最大径付近にM字状突帯が८るɻ273は
胴部に付されͨ４条のࡾ角突帯が८っているɻ器面調整
は外面がミガキとハケ目，内面はハケ目調整で指頭痕も
残るɻ胴部径が273が34㎝，274は31㎝ఔ౓であるɻ275
～ 279は底部付近であるɻ275は底径が6.4㎝でएׯ上げ
底ɻ底部から胴部へと大きく๲らΉɻ残存͢る胴部の最
大径は22.４㎝ɻ276は底径7.4㎝で，胴部へはܹٸに๲ら

Ήɻ完全なฏ底であるɻ277は底径6.7㎝で上げ底，278
は底径6.5㎝でएׯ上げ底，279は底径7.0㎝で完全なฏ
底であるɻ
　280 ～ 282は鉢形土器であるɻ280は口径12.9㎝，器高
が9.４㎝，底径が４.４㎝であるɻ口縁部は粘土ඥΛ貼り付
͚て，एׯං厚さͤているɻ口縁はएׯ内܏しているɻ
器面調整は内外面ともにハケ目調整Λ行って͓り，内面
には指頭痕も残っているɻ281は口縁が大きく։くタΠ
ϓのもので，୺部は波打っͨΑうになっているɻ内外両
面に指頭痕が明ྎに残り，器面の厚みも整っていないɻ
282は口縁がほぼ௚立͢るものであるɻ口径は７.8㎝であ
るɻ
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竪穴住居跡７߸（第57ਤʙ第6�ਤ）
10区で検出されͨɻแؚ層の掘り下げΛ－̙　گ出ঢ়ݕ
行っていͨと͜Ζ，周ลにൺ΂て大きなഁ片の土器がま
とまって出土し࢝Ί，土の色も周ลとはएׯҧう͜とか
ら遺構があると൑அしͨɻ͜の周ลにはΰボ΢のトレン
νϟーがなかっͨͨΊ遺構の残存状گは良޷であっͨ
が，東側には水路があり，そのͨΊに遺構が͢でになく，
まͨ，੢側も遺構にͮؾく͜とができͣに掘り下げてし
まい，残存していなかっͨɻ本住居੻は出土しͨ土器が
大量であっͨ͜とから，土器Λ取りআいてから遺構Λ検
出͢る͜ととなっͨɻ
形ঢ়　水路౳にΑってഁյされていͨͨΊに全体の形は
明֬ではないが，ほぼ円形に近い形状か東੢方向に長い
ཛ形Λఄ͢るとࢥΘれるɻ残存部分でܭଌ͢ると，長
軸（̖－̖�）531㎝，短軸（Ｂ－Ｂʟ）350㎝Ҏ上であるɻ
検出面から床面までの深さは最も深いと͜Ζで66㎝で
あっͨɻ住居の中央部分は周ลΑりも10㎝ఔ௿くなって
いるஈ掘りであるɻ硬化面なͲはೝΊられなかっͨɻ
　ϐットは４基検出されͨɻ主柱穴と考͑られる̥2の
Αうなϐットもݟられるものの，水路にΑる削ฏ౳のͨ
Ίに，ϐットのରԠؔ܎については明֬ではないɻͨͩ，
૝૾Λͨくましくして検౼͢るなら͹，ஈ掘りの内部に
ある̥2と，東側の水路にΑり削られͨ部分にあっͨと
૝૾されるϐットと大きさや深さがରԠ͢るなら͹，そ
れΛ主柱と考͑て，2主柱の建物であっͨのではないか
と૝ఆされるɻそうであれ͹，ほかのϐットが小さい͜
とや位ஔ的に౷一性がない͜とがઆ明できるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している埋土は̑つに分͚ら
れるɻ遺物が出土͢る層は2層目と３層目であり，その
中でも３層目が遺物แؚの中心であるɻ2層目は黒褐色
砂質土で，検出面のⅢ層Αりも暗い色調Λఄして͓り，
Ⅱ層に౰ͨる土であるとࢥΘれるɻ３層目は暗灰褐色硬
質土で，ඇৗに硬くしまっͨ土であるɻ４層目は暗褐色
土で，஑ా߱下軽石のύミスがؚまれて͓り，やや硬質
であるɻ床面は他の住居੻とಉ༷で，暗黒褐色とΞカホ
Ϡ火山灰のブϩックがࠞ͟っͨ土であるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　ઌड़しͨΑうに，住居੻からは大量の遺物
が出土し，番号取り上げしͨもの͚ͩでも726点の出土
がݟられͨɻ甕形土器，壺形土器Λは͡Ίとして多くの
土器Λ完全な形にまで෮͢ݩる͜とができͨɻ完形とな
る土器Λ中心に図化しͨɻ
　283 ～ 315は甕形土器であるɻそのうͪ283・284・
294・301・302は完形土器として෮ݩできͨものであるɻ
283は口径30.1㎝，底径8.0㎝，器高31.7㎝Λଌり，胴部
上半に３条のࡾ角突帯Λ८ら͢ɻ突帯は౳間ִに८らさ
れて͓らͣ，上の１本͚ͩがやや離れて貼り付͚られて
いるɻ器面は内外面ともにナデにΑって調整されて͓り，
内面上部には指頭圧痕がݟられるɻまͨ，内面の下半部

にはコήの付着も֬ೝされͨɻ302は口径33.5㎝，底径7.8
㎝，器高35.4㎝Λଌるɻ302も283とಉ༷，外面上半部ٴ
ͼ内面下半部にススٴͼコήの付着がݟられるɻ284・
301については283・302とൺ΂て突帯Λ८ら͢位ஔがए
上方となって͓り，まͨ胴部もுっているɻ294は口ׯ
径35.2㎝，底径8.6㎝，器高37.5㎝Λଌり，完形に෮ݩ
できͨ甕形土器の中では最大であるɻ口縁から胴部にか
͚て෮ݩしͨもののうͪ，285は口径30㎝Λଌるɻ外面
には口縁部のྏ線が明ྎにݟられ，突帯部分と胴部下半
にはススの付着がݟられͨɻ290は口径23.6㎝で，胴部
に突帯が貼り付͚られていない土器であるɻ口縁部はٯ
L字状から，く字状となるが，口縁部の厚さや୺部への
͢ぼまり方，内外面の形状なͲはさま͟まであるɻ突帯
があるものは͢΂てࡾ角突帯であるが，口縁からの距離
にもいΖいΖあるɻ胴部から底部にか͚ての部分から෮
できͨものの中では，303は底径７㎝で，器นのつくݩ
りが薄い土器であるɻ胴部にはススの付着がݟられるɻ
底部は何れもॆ࣮しͨ脚台であり，器面調整はほとΜͲ
ハケ目調整にΑっているɻ313は上げ底の底部であり，
幾分新しいものと考͑られるɻ314と315は大型甕形土器
の口縁部であるɻ下位に௳のつくものもあるɻ
　316 ～ 343は壺形土器であるɻそのうͪ316・317・
341・343は完形に෮ݩできͨ土器であるɻ316と317は口
縁部がਨれ下がっͨ形状のものであるɻ316はਪఆ口径
2１.2㎝，胴部最大径39.2㎝，底径6.１㎝で器高は4７.4㎝
の土器で，頸部･胴部に突帯のないものであるɻ317は
口径23.0㎝，胴部最大径30.6㎝，底径6.2㎝で器高は
45.3㎝あり，肩部に７条，胴部に４条のࡾ角突帯が८っ
ているɻ318 ～ 324は口縁部から頸部，肩部にか͚ての
もので，肩部にはࡾ角突帯Λ८らͤるものが多いɻ325
と326は頸部から胴部，底部にか͚て෮ݩできͨもので
あるɻ૒方ともに肩部にはࡾ角突帯が८り，胴部には
326はࡾ角突帯が，325には３条のM字状突帯が८ってい
るɻ何れも胴部は大きく๲らΜでいるɻ327 ～ 331は底
部であるɻ何れもฏ底で，安ఆしているɻ332は2条の
M字状突帯が胴部に८るɻ333 ～ 335は二叉口縁の壺の
口縁部であるɻ口縁部下位の௳部の形状はそれͧれにҟ
なるɻ335は口縁部の内面の内側付近に刻みがݟられるɻ
336 ～ 339はM字状突帯ɻ
　341・343は頸部がほとΜͲݟられͣ，胴部上半に１条
の突帯Λ持つ土器であるɻ341は口径22.6㎝，底径13.9㎝，
器高43.4㎝Λଌり，器面調整は外面はナデ調整後ミガキ，
内面はナデ調整であるɻ突帯はஅ面が台形状でくぼみが
あり，貼り付͚ͨ部分の内面にはएׯ๲らみがݟられるɻ
343は口径22.3㎝，底径8.6㎝，器高38.6㎝Λଌり，器面
調整は外面はナデまͨはミガキ，内面は丁寧なナデ調整
であるɻ突帯は341とಉ༷，அ面台形状で凹みがݟられるɻ
まͨ，口縁部から胴部にか͚てはススの付着がݟられるɻ
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第57ਤ　竪穴住居跡７߸

ᶃ　୶黒褐色砂質土
ᶄ　黒褐色砂質土（ᶃΑりやや硬くなるɻ遺物গ量ؚΉ）
ᶅ　暗灰褐色硬質土（火山灰？　遺物多くؚΉ）
ᶆ　暗褐色土（஑ా߱下軽石ࠞ在ɻやや硬質）
ᶇ　黒褐色軟質土
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　344と345は鉢形土器であるɻ344は口径22.9㎝，底径
6.2㎝，器高は13.6㎝の完形品であるɻ口縁部は，く字
状になって͓り，内面には明֬なྏがݟられるɻ本遺੻
での鉢形土器の完形品の出土は௝しく，そのҙຯからも

されͨ鉢形土ݩるɻ345は口径が16.6㎝に෮͑ݴ重とو
器で，口縁部は௚立しているɻ器面調整は，344は内外
面ともにミガキ，345は内外面ともにハケ目調整であるɻ

第6�ਤ　竪穴住居跡７߸出土Ҩ物11
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竪穴住居跡８߸（第70ਤʙ第73ਤ）
Ｃ・̙－33区で検出されͨɻ検出面はⅢ̳層　گ出ঢ়ݕ
であるɻ床面はⅥ～Ⅷ層まで掘りࠐΜで࡞っているɻ
　埋土から甕形土器の口縁部やࡾ角突帯が८る胴部，底
部なͲが出土しͨほか，土坑から甕形土器の口縁部から
角突帯が८る胴部が出土しているɻࡾ
形ঢ়　୦穴住居੻８号のฏ面形状はややいͼつな台形Λ
ఄし，๺側にுり出しΛ設͚ているɻまͨ，内部にはベッ
ド状の遺構Λ有͢るɻさらに，中央部は໿2̼×2.5̼
ほͲにஈΛ࡞っているほか，東側は中央部付近が東ลま
でஈの下位の深さでܨがって͓り，本遺੻で検出されて
いる୦穴住居੻の中では特ҟと͑ݴるかもしれないɻな
͓，東側の上部は削ฏΛड͚ているɻまͨ，ுり出しΛ
ؚΉベッド状の遺構は，中央部のஈにΑって੾られる͜
とはなく，๺東の部分でも12.3㎝ほͲでਏう͡てܨがっ
ているɻ長軸427㎝，短軸405㎝Ҏ上で，検出面から床面
までの深さは深いと͜Ζで40㎝であるɻ本遺੻の弥生時
代୦穴住居の中ではඪ४的な大きさであるɻ
　ϐットは2基検出されͨほか，土坑も2基検出され，
いͣれも住居に伴うものと考͑られるɻϐットは中央部
のஈの東੢に位ஔしている̥１と̥2の2基のϐットが
主柱穴と考͑られるɻ2基の土坑のうͪ中央部の土坑１
は大きく深いが，੢側に位ஔ͢る土坑2はۃΊて浅い͜
とから，࢖用方法や目的౳がҟなるのかもしれないɻな
͓，2基の土坑何れからも土器が出土して͓り，஫目さ
れるɻ

Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ最上層は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜでいるɻ2層目は஡褐色土でΞカホϠ
ブϩックと஑ా߱下軽石ΛؚΜでいるɻ１層目ٴͼ2層
目の土はⅢ層～Ⅳ層のࠞ土と考͑られ，ややకまりがあ
るɻ３層目はΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土でకまりが
あるɻᶝ層に類ࣅしͨブϩックΛؚΜでいるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　346 ～ 366は甕形土器であるɻそのうͪ，
346は大型甕形土器の口縁部であるɻ口径55.6㎝，௳部
分の径は57㎝とएׯ大きΊであるɻ口縁部は上向き，௳
部分はएׯ下Λ向いているɻ器面調整は，内外面ともに
ナデ調整が行Θれているほか，内面は指頭にΑるナデも
られるɻ347ݟ ～ 350はඪ४的な大きさの甕形土器の口
縁部から胴部にか͚て෮ݩしͨものであるɻ口径は347
の3１.0㎝から349の23.0㎝くらいまでさま͟まであるɻ
器面調整は内外面ともにハケ目とナデが多用されてい
るɻ胴部上位にはࡾ角突帯が८って͓り，348は貼り付
͚がややうねっているほかは，ほぼ௚線的に貼り付͚が
行Θれているɻ351 ～ 355は口縁部であるɻ口縁部のஅ
面形状はさま͟まであるɻ特に355はٯL字状の口縁が
ほかのものとൺֱしてඇৗに短い͜とから，時ظ的にݹ
い͜とが考͑られるɻ356 ～ 358はࡾ角突帯Λ貼付しͨ
胴部であるɻࡾ角突帯は１条から３条までのものがݟら
れるɻ359は胴部下部で，底部にۃΊて近い部分であるɻ
360 ～ 366は底部であるɻ

第70ਤ　竪穴住居跡８߸1
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何れもॆ࣮しͨ脚台となるものであるɻ外面の器面調整
はハケ目とナデが多くݟられるɻ366は外底の中央部が
上げ底となっているɻ
　367 ～ 373は壺形土器であるɻ367と368は口縁部であ
り，367は口縁がਨれ下がっͨもの，368は二重口縁とな
るものであるɻ369と370は頸部から胴部上部にか͚ての
部分であるɻ369は肩部に１条のࡾ角突帯が८っているɻ
器面調整は，外面がミガキٴͼナデ，内面はナデ調整で
あるɻ370は頸部から肩部にか͚ては大きく๲らΜでい
るɻ器面調整は外面がハケ目，内面がナデ調整であるɻ
371と372は胴部に付されͨࡾ角突帯が，３条८ってい
るɻ373は底部であるɻ底径が７.5㎝で，安ఆしͨฏ底で

あるɻ底部から胴部にか͚ては大きく๲らΜでいるɻ器
面調整は，外面がハケ目ٴͼミガキ，内面はハケ目調整
に指頭痕も残存しているɻ
　374は蓋型土器であるɻ本遺੻での蓋型土器の出土は
それほͲ多くはなく，௝しいɻつまみ部の径は6.0㎝，
裾部径は2７.0㎝で，器高は10.4㎝であるɻつまみ部は中
央部が凹Μで͓り，୺部は浅く凹Μでいるɻ蓋部の୺部
はM字状突帯が८っͨΑうな状گとなっているɻ器面調
整は内外面ともにハケ目ٴͼナデ調整であり，࡞りや器
面の࢓上げなͲはۃΊて丁寧であるɻ375は鉢形土器の
口縁部に付͚られͨ把手であり，指頭痕が明ྎに残って
いるɻ

第71ਤ　竪穴住居跡８߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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第74ਤ　竪穴住居跡９߸

ᶃ　஡褐色土（एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉɻకまりएׯऑ）
ᶄ　஡褐色土（஑ా߱下軽石ٴͼ஡褐色土のブϩックΛؚΉɻややకまりあり）
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竪穴住居跡９߸（第74ਤ・第75ਤ）
33区で検出されͨɻ検出面はⅣ層であるɻ－̙　گ出ঢ়ݕ
遺物がগ数出土しているɻ
形ঢ়　୦穴住居੻̕号のฏ面形状は，ฏ行四ล形に近い
隅丸方形Λఄ͢るɻ長軸370㎝，短軸321㎝で，検出面か
ら床面までの深さは深いと͜Ζで22㎝であるɻ本遺੻の
弥生時代୦穴住居の中では割߹に小型のものであるɻ๺
ลの東側は一部֧ཚΛड͚ているɻ
　ϐットは2基検出されͨが，2基とも住居の片側（ೆ
東側）にまとまっている͜とから，住居に伴うものであ
るとは考͑にくいɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は2層に分層でき
るɻ上部の層は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ
஑ా߱下軽石Λؚみ，కまりはएׯऑいɻⅢ～Ⅵ層のࠞ
土かとࢥΘれるɻ下部の層は஡褐色土で஑ా߱下軽石ٴ
ͼ஡褐色土のブϩックΛؚΜでいるɻⅤ～ᶝ層のࠞ土で
はないかと考͑られるɻややకまりがあるɻ埋土にΞカ
ホϠύミスΛほとΜͲؚまないのが特௃であるɻ本遺構
は，ほかの住居੻とは埋土の状گや，貼り床がݟられな
いなͲ床面の状گがҟなっている点が特௃であるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　図化͢΂き遺物がগなかっͨ͜とから，４
点Λ図化しͨɻ

　376 ～ 378は甕形土器であるɻ
　376は甕形土器の口縁部から胴部にか͚ての部分まで
෮ݩできͨものであるɻ口径が2７.6㎝で，口縁部はそれ
ほͲ௓ね上がらͣ，ٯL字状の口縁に近いɻ頸部の下位
に３条のࡾ角突帯が८っているɻ突帯間の間ִが取って
あり，それͧれがಠ立しͨ状گでほぼ௚線的に貼り付͚
られているɻ器面調整は，外面はハケ目ٴͼナデ，内面
はナデで指頭痕が残っているɻ377もಉ༷に甕形土器の
口縁部であるɻ口径30.4㎝で，376とಉ͡く口縁部はそ
れほͲ௓ね上がらないもので，ٯL字状の口縁に近いɻ
器面調整は，࡯؍できるൣғでは内外面ともにナデ調整
であるɻ378も甕形土器の口縁部であるが，器นや口縁
部の厚さが厚い͜とから大型の甕形土器の口縁部ではな
いかと考͑られるɻ
　379は壺形土器の底部と考͑られるɻ底径が6.１㎝で，
安ఆしͨฏ底で，厚さも2.1㎝ఔ౓と厚いɻ器面調整は，
外面はハケ目調整で，内面には指頭痕が残っているɻ

第75ਤ　竪穴住居跡９߸出土Ҩ物
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竪穴住居跡10߸（第76ਤ・第77ਤ）
Ｃ・̙－32区で検出されͨɻ検出面はⅢ̳層　گ出ঢ়ݕ
であるɻⅧ̰層まで掘りࠐΜで床面として͓り，中央部
はᶟ層まで掘りࠐΜでいる状گがݟられるɻ
形ঢ়　୦穴住居੻10号のฏ面形状は，๺側に１ลのுり
出しͨ方形Λఄし，๺側のுり出し部分もؚΊて３つの
ベッド状の遺構Λ有͢る形状となっているɻまͨ，中央
部にはஈが࡞られ，ߋに深くなっているɻしかも，周ғ
のベッド状の遺構とはܨがって͓らͣ，完全に੾られͨ
状گとなっているɻ長軸539㎝，短軸470㎝で，検出面か
ら床面までの深さは深いと͜Ζで64㎝であるɻ本遺੻の
弥生時代୦穴住居の中ではඪ४的な大きさのものであ
るɻ
　๺側のுり出し部分は，一୴中央部の一ஈ௿い部分と
ಉ͡くらいの深さまで掘りࠐΜͩ後に，東ٴͼ੢側の
ベッド状遺構とಉ͡ఔ౓の高さまで埋Ί໭して࡞られて
いるɻ東੢のベッド状遺構もಉ༷に一୴एׯ掘り下げͨ
後に埋Ί໭しΛ行っているɻ͜の͜とは，͜のベッド状
遺構のػ能Λਪఆ͢る上で，ඇৗにࣔࠦ的であるとい͑
Αうɻそのҙຯから͢ると，中央部の一ஈ௿い部分も一

୴掘り下げͨ後に埋Ί໭しΛ行っている͜とから，本遺
੻あるいは͜の時ظの୦穴住居のங଄方法Λ考͑るࡍ
に，検౼͢΂き͜とと考͑られるɻ　
　ϐットは３基検出されているɻ中央部のஈ掘りの部分
のほぼ中央で，東੢方向にಉ͡くらいの深さで掘られて
いる̥１と̥2は主柱穴と૝ఆされ，2主柱Λ中心とし
て建てられる住居と考͑られるɻ̥2の最下部は硬化し
ていͨ͜とから，૬౰ՙ重のかかる柱が立てられていͨ
状گが૝ఆされるɻ̥１もಉ༷であっͨ͜とが考͑られ
るɻೆ੢側にある̥３は深さも浅く，住居に伴うもので
あるか൱かについては൑அできないɻ中央部のஈ掘りの
部分，ೆ側の中央にある土坑は床面からの深さが30㎝ほ
Ͳあるɻまͨ，ೆ側の掘り方の中ほͲにあるԣ長のϐッ
ト状の遺構はஅ面図でも不઱明である͜とから，出ೖり
口に設͚られる֊ஈである可能性も考͑られるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層

第76ਤ　竪穴住居跡10߸1
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のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　380 ～ 399は甕形土器であるɻそのうͪ380
～ 385は口縁部から胴部にか͚ての部分，386 ～ 393は
口縁部，394 ～ 397は胴部の突帯，398と399は底部であるɻ
　380 ～ 384は口縁部から胴部にか͚ての中で，胴部に
突帯が८るものであるɻ３条Λ中心として下部Λܽくも
のは１条まͨは2条付されているɻ380は口径28.6㎝で，
３条のࡾ角突帯が८るが，上の2条と下の１条の間は離
れているɻ口縁部の୺部は上方に௓ね上がっているɻ器
面調整はハケ目ٴͼナデ調整であるɻ382は口径23.3㎝，
３条のࡾ角突帯は全体的にうねっͨΑうに貼り付͚られ
ているɻ器面調整はハケ目が目立つɻ383は口径24㎝，

３条のࡾ角突帯はほぼ౳間ִで௚線的に貼り付͚られて
いるɻハケ目とナデ調整がݟられるɻ381は口径22.6㎝，
2条の突帯があるɻ384は口径28.7㎝で１条のࡾ角突帯
が८るɻ385は口径2４.2㎝で，突帯はݟられないɻハケ
目とナデ調整がݟられるɻ386からの口縁部はそれͧれ
に特௃的であるɻ底部はॆ࣮しͨ脚台であるɻ
　400 ～ 409は壺形土器であるɻ400は口縁部がਨれ下が
るɻ401は二叉口縁の壺であるɻ口径22.0㎝で，௳部の
径は2１.8㎝とやや大きいɻ頸部はやや͢ぼまり，胴部は
大きく๲らΉɻ402と405はM字状突帯であるɻ底部は何
れも安ఆしͨฏ底であるɻ409はएׯ上げ底となるɻ410
～ 412は鉢形土器で，410は口径17.3㎝の完形品であるɻ

第77ਤ　竪穴住居跡10߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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竪穴住居跡11߸（第�0ਤʙ第�3ਤ）
Ｃ－30区で検出されͨɻ検出面はⅣ層であるɻ　گ出ঢ়ݕ
床面ΛⅧ̰層まで掘り下げているɻ
形ঢ়　୦穴住居੻11号のฏ面形状は，୦穴住居੻10号に
類ࣅしͨ形で，๺側に１ลがுり出しͨ方形Λఄして͓
り，๺側のுり出し部分もؚΊて３つのベッド状の遺構
Λ有しているɻ３つのベッド状遺構はܨがって͓り，੾
れていると͜Ζはないɻ長軸458㎝，短軸400㎝で，検出
面から床面までの深さは深いと͜Ζで52㎝であるɻ本遺
੻の弥生時代୦穴住居の中ではඪ४的なものであるɻ
　中央部は一ஈ掘り下げられているが，本遺੻のほかの
୦穴住居੻とはएׯҟなっている状گがݟられるɻそれ
は，๺側のுり出し部分ΛؚΊて３方向にベッド状の遺
構Λ設͚るが，それͧれの長いลでも໿１.5̼から2̼
ఔ౓にとͲまるという͜とであるɻつまり，東੢のベッ
ド状遺構は３̼Ҏ上の長さが取れるにもؔΘらͣ，長く
ても2̼ఔ౓としてそれΑりೆ側は中央部のஈとಉ͡く
深く掘り下げられているのであるɻ中央からೆ側Λಉ͡
深さで޿く取る͜とにΑって，ۀ࡞なͲの৔の֬อとい
う点で有ޮ׆用Λ図っͨものではないかと૝૾されるɻ
まͨ，ೆ側の中央部のนにはஈがあり，出ೖり口の可能
性が考͑られるɻ
　ϐットは３基，土坑が2基検出されているɻ̥１と̥
2が住居੻のほぼ中央部に，東੢方向にฒΜでいるとಉ
時に深さも深い͜とから，主柱穴と考͑られるɻ̥2の

最下部は硬化していͨ͜とが，その͜とΛཪ付͚ている
Αうであるɻೆ੢୺に位ஔ͢る̥３はۃΊて浅い͜とか
ら，ͲのΑうなػ能Λ有͢るものかは不明であるɻ土坑
１はほかの୦穴住居੻とಉ༷にೆ側にあるが，土坑2は
๺੢のベッド状遺構にある͜とから，ػ能の点でҟなる
可能性があるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，１層目Αりもకまりがあるɻ１・2層目は何れも
Ⅲ～Ⅵ層のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，Ξカ
ホϠブϩックΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　413 ～ 450は甕形土器であるɻそのうͪ，
413と414は大型甕形土器であるɻ413は口縁部で，内面
はミガキ調整であるɻ414は底部で，底径は10.8㎝で，
外面ٴͼ外底は主にミガキにΑって調整されて͓り，内
面は指頭痕が残る中にナデ調整が行Θれるɻ415 ～ 438
は口縁部Λ中心にฒ΂てあるɻ415は口径25.6㎝で，2
条のࡾ角突帯が࡯؍されるɻ内面はハケ目ٴͼナデ調整
であるɻ416は口径2１㎝で胴部には突帯がݟられないɻ
器面はハケナデ調整であるɻ417は口径21.3㎝で，内面
はハケ目ٴͼナデ調整であるɻ口縁部の形状もٯL字状
から，く字状までいΖいΖな種類がݟられるɻ439 ～
444は突帯Λ貼り付͚ͨ胴部であるɻ基本的にࡾ角突帯

第�0ਤ　竪穴住居跡11߸1
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であるが，ઌ୺はそれほͲઑっては͓らͣ，幾分丸まっ
ͨ印৅Λड͚るɻ439は突帯の貼り付͚がうねっͨΑう
になっているɻ内面はハケ目調整であるɻ440は内面Λ
ナデ調整で࢓上げてあるɻ445と446は胴部の下部で，底
部に઀ଓ͢る部分であるɻ447 ～ 450は底部であるɻ何
れもॆ࣮しͨ脚台となっているɻ
　451 ～ 470は壺形土器であるɻ451 ～ 460は口縁部であ
るɻ451は頸部の長い壺で，口縁部はਨれ下がらͣにほ
ぼ水ฏであるɻ口径が17.2㎝で，内面の上部は一୴凹Μ
ͩ後で؇やかに胴部に向͚て๲らΜでゆくɻ器面調整は，
外面がナデとミガキ，内面はハケナデであるɻ452・
453・456・457は口縁部がਨれ下がるもの，458はほぼ水
ฏとなるものであるɻ454は二叉口縁，459もそれに類͢
るものであるɻ454の口径は14.5㎝で，外面ハケ目，内
面はナデ調整であるɻ455は口縁部の貼り付͚部分が取
れͨものであるɻ460はਨれ下がるタΠϓで，大型の壺
形土器の口縁部であΖうɻ461と462は頸部であるɻ463
から467は胴部に付されͨ突帯であるɻ463・464・467は
胴部上部に付されͨもので３条のࡾ角突帯，465・466は
胴部最大径付近に付されͨM字状突帯であるɻM字状突

帯Λ持つものは，その上下はミガキにΑる調整，内面は
ハケ目やナデで何れも丁寧に࢓上げてある印৅Λड͚
るɻ468は底部であるɻ安ఆしͨฏ底と考͑られるɻ469
は口縁部から胴部にか͚ての部分と考͑られるが，口縁
部の上部がܽଛしている͜とからৄしい器形は不明であ
るが，ା状の口縁となる可能性もあるɻ470は口縁部が
͢ぼまっている͜とから壺形土器と考͑ているɻ口径が
10.2㎝で口縁の内面はஈ状になっているɻ
　471 ～ 474は鉢形土器であるɻ471・472はともに内外
両面に指頭痕が残るɻまͨ，何れもٯL字状の口縁Λ持っ
ているɻ472は口縁部が波打っͨΑうになっているɻそ
れにରして473は口縁୺部ΛࣼΊ下方向にして͓り，タ
Πϓのҟなる鉢形土器と͑ݴるɻ474は鉢形土器の把手
であるɻ上下から指でつまΜͩΑうに࢓上げて͓り，指
頭痕が明ྎに残るɻ
　475は蓋型土器の完形品であるɻ基部の径が6.6㎝，蓋
部の径は3１.6㎝で，器高は11.3㎝あるɻඇৗにۉ整のと
れͨ土器であるɻ外面はハケ目にΑって丁寧に࢓上げら
れているɻ

第�1ਤ　竪穴住居跡11߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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第�3ਤ　竪穴住居跡11߸出土Ҩ物２
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第�4ਤ　竪穴住居跡12߸1
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第�5ਤ　竪穴住居跡12߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
ᶆ　黒色土中にΞカホϠブϩックがΘͣかにࠞ在͢るɻకまりऑい
ᶇ　ᶟ～‡層とᶄのࠞ土
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竪穴住居跡12߸（第�4ਤʙ第�2ਤ）
32区で検出されͨɻ検出面はⅢ̳層・31－̙　گ出ঢ়ݕ
であるɻ床面はⅧ̱層まで掘りࠐΜでいるɻ
形ঢ়　୦穴住居੻12号のฏ面形状は大型の円形Λఄして
͓り，内部は中央部が深くなっている͜とから，周ғ
が１ஈ高いベッド状となっているΑうに͑ݟるɻ長軸
874㎝，短軸756㎝で，検出面から床面までの深さは深い
と͜Ζで58㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住居の中で
はۃΊて大型のものと͑ݴるɻ
　ベッド状となっている部分は，幅が໿１̼から޿いと
͜Ζでは2̼ほͲもあるɻೆ側にはその面にϐットがあ
るものの，それҎ外の３方向にはϐットはݟられͣ，ۭ
間Λかなり޿く利用できͨものとࢥΘれるɻ੢側には໿
１̼×３̼ほͲの土坑状の掘りࠐみがݟられるが，அ面
図にΑると，その後その部分は埋Ί໭されて͓り，ϐッ
トΛআく部分はベッド状の遺構としてฏୱにして利用し
ていͨと考͑られるɻまͨ，ೆ側には不整形ではあるが
幅30㎝～１̼ほͲのஈがあり，出ೖり口と考͑るのが自
વとࢥΘれるɻ
　ϐットは18基検出され，土坑も１基検出されているɻ
大型の住居である͜とから，中央部の深いஈの周ғにݟ
られる多くのϐットは何れも柱穴と考͑られ，深い円形
のஈΛ取りרく円形のϐット͢΂てに柱Λ立て，上部で
それらΛུ円形にԣ໦Λ౉して͗ܨ，その上でࣼΊに໦
Λ地上に立てֻ͚て屋ࠜのࠎ૊みとし，それに本֨的な
屋ࠜΛඃͤてゆく工法が૝ఆされるɻೆ側の４基のϐッ
トは，不整形のஈΛ出ೖり口と考͑るなら͹出ೖり用の
൶Λ͑ࢧる柱Λ埋ΊࠐΜでいͨ柱のͨΊに掘られていͨ
ものではないかと૝૾されるɻ土坑は遺構の中央に͓͓
Αそ1.5̼×１.1̼のن໛で深さは໿20㎝で掘られて͓
り，屋内࿍と૝ఆされるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は

஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　476～535は甕形土器であるɻ476～478は
大型甕形土器であるɻ476は口径が46.8㎝，௳部の径が
48.8㎝で，௳の径がやや大きいɻ口縁部はٯL字状でや
や上向き，௳はほぼ水ฏであるɻ器面調整は両面ともに
ハケ目ٴͼナデ調整が行Θれているɻ477と478は௳部で
あるɻ器面調整はハケ目ٴͼナデ調整で，478の内面は
ミガキも行Θれているɻ479～517は口縁部から胴部にか
͚ての部分ٴͼ口縁部であるɻ479・480は口縁部から胴
部まで෮ݩできͨもので，何れも胴部上部に３条のࡾ角
突帯が付されているが，その位ஔは479が௿く，480は高
い位ஔにあるɻ481～487は口縁部から胴部上部まで෮ݩ
できͨものであるɻ１～３状のࡾ角突帯Λ持つものが多
いɻ488は్中Λܽくがਪఆして෮ݩしͨものであるɻ
489～494は口径Λ෮ݩしͨ口縁部であるɻ495～517のഁ
片とともに形はさま͟まと͑ݴるɻ495は厚みもあって
大きい͜とから大型甕形土器のものと考͑られるɻ518
～528は突帯Λ付しͨ胴部で，突帯は͢΂てࡾ角突帯で
あるɻ529～533は胴部の下部であるɻ534と535は底部で
あるɻ534は底径が7.4㎝でॆ࣮しͨ脚台となっているɻ
535もॆ࣮しͨ脚台となっているものの，上げ底となっ
ている͜とから，एׯ時ظがҟなる可能性もあるɻ
　536～587は壺形土器であるɻ536～552は口縁部で，
536～542はਨれ下がるタΠϓ，543～545は二叉口縁，
546～550は二重口縁の土器と考͑られるɻ551と552は口
縁部がٯL字状となるが，壺形土器と考͑ているɻ554
～558は頸部，559～568は突帯の付されͨ肩部，569～
583は底部ٴͼその付近であるɻ584 ～ 587は長頸の壺形
土器と考͑られるɻ588～591は鉢形土器で，589と590の
口縁部は口縁下に突帯が८るɻ592と593は蓋型土器のഁ
片であるɻ蓋部分の୺部には刻みが付されているɻ

第�6ਤ　竪穴住居跡12߸３
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第�7ਤ　竪穴住居跡12߸出土Ҩ物1
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第�0ਤ　竪穴住居跡12߸出土Ҩ物４
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第�1ਤ　竪穴住居跡12߸出土Ҩ物５
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第�2ਤ　竪穴住居跡12߸出土Ҩ物６
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竪穴住居跡13߸（第�3ਤʙ第�6ਤ）
30区で検出されͨɻ検出面はⅣ層で・29－̙　گ出ঢ়ݕ
あるɻ
形ঢ়　୦穴住居੻13号のฏ面形状は，ೆ側と東側ೆ半分
にுり出しのある方形Λ基調と͢るɻ੢側は部分的に削
ฏΛड͚ているՕॴがあるɻ長軸542㎝，短軸530㎝で，
検出面から床面までの深さは深いと͜Ζで23㎝であるɻ
本遺੻の弥生時代୦穴住居の中ではඪ४的なものであ
るɻ
　ϐットは４基検出されて͓り，中央部に近い2基の̥
2と̥３は主柱穴と考͑られるɻ東側の๺ٴͼೆの୺に
ある2基のϐット̥１と̥４は何れも深さが浅く，本住
居でͲのΑうなػ能ΛՌͨしͨものであるかは不明であ
るɻ土坑は2基，ن໛としては大型のものがೆ側ٴͼ東
側に掘られているɻೆ側の土坑１はུ֓１.1̼×1.3̼，
深さ15㎝，東側の土坑2は1.5̼×1.3̼，深さ25㎝で，
何れも方形Λҙࣝ͢るものの不整形Λఄ͢ると͑ݴるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，కまりがऑいɻ2層目は஡褐
色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで͓

り，ややకまりがあるɻほかの遺構とൺֱして，Ξカホ
Ϡブϩックの量がۃΊてগないのが特௃であるɻ１・2
層目は何れもⅢ～Ⅵ層のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤
黒土で，ΞカホϠブϩックΛؚみ，కまりがあるɻ下部
にはやや大きΊのΞカホϠブϩックがؚまれているɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　594 ～ 607は甕形土器であるɻ594 ～ 600は
口縁部から胴部にか͚ての部分と口縁部であるɻ594は
口径30.4㎝でࡾ角突帯が３条付されͨものであるɻ突帯
はۉ整のとれͨものであるɻ器面調整は内外面ともにナ
デ調整が行Θれているɻ595 ～ 600は口縁部Λ集Ίͨも
のであるɻく字状あるいはٯL字状の口縁であるが，形
状はそれͧれにҟなっているɻ601 ～ 606は突帯の付さ
れͨ胴部であるɻ͢΂てࡾ角突帯で，１条から３条まで
がஅ面形状なͲগしͣつҟなっているɻ601はࡾ角形の
ઌ୺がやや丸まっͨ状گの突帯が，全体的に下がりؾຯ
に貼り付͚られているɻ602は３条の突帯のうͪ中央の
突帯がそれҎ外のものΑりも小さき，௿く貼り付͚られ
ているɻ603は３条の突帯が全体的にうねっͨΑうに貼
り付͚てあるɻ607は底部であるɻॆ ࣮しͨ脚台であるが，
上部がഁଛしているɻ
　608 ～ 621は壺形土器であるɻ608 ～ 614は口縁部付

第�3ਤ　竪穴住居跡13߸1



111

近であるɻ608 ～ 613は口縁部がਨれ下がるタΠϓのも
のであるɻ口径は，608が22.3㎝，609も22.2㎝，610が
23.8㎝で，611は୺部がഁଛしているͨΊにਪఆである
が2４.7㎝ほͲであるɻ器面調整は，内面は͢΂てハケナ
デであるが，外面は610がハケナデ，それҎ外はミガキ
にΑって調整されているɻ614は口縁部が立ͪ上がるタ
Πϓのものであるɻ口径は７.2㎝の長頸壺であるɻ615と
616は頸部であるɻ何れも壺形土器であるɻ器面調整は
外面がハケ目，内面はハケナデであるɻ617 ～ 619は胴
部に८らされͨ突帯で，617はM字状突帯，618はࡾ角突

帯であるが，ઌ୺部が૬౰に丸くなっているɻ619は2
条のࡾ角突帯で，上のものが小さく௿く，下のものは高
いものであるɻ620は底部であるɻ中央部がܽଛ͢るが，
安ఆしͨฏ底になると考͑られるɻ
　621は短頸の壺形土器で，完形品であるɻ口径が19.2㎝，
底径が７.0㎝で一方の୺は上がって͓り，整っͨฏ底と
はなっていないɻ器高は1７.0㎝であるɻ器面調整は，外
面がハケナデٴͼミガキ，内面はハケ目ٴͼハケナデ調
整であるɻ

第�4ਤ　竪穴住居跡13߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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第�6ਤ　竪穴住居跡13߸出土Ҩ物２
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竪穴住居跡14߸（第�7ਤʙ第100ਤ）
Ｅ・Ｆ－31・32区で検出されͨɻ検出面はⅣ　گ出ঢ়ݕ
層であるɻ
形ঢ়　୦穴住居੻14号のฏ面形状は台形に近い方形Λఄ
しているɻ長軸58㎝，短軸516㎝で，検出面から床面ま
での深さは深いと͜Ζで20㎝であるɻ本遺੻の弥生時代
୦穴住居੻の中ではඪ४的なものであるɻ
　内部は中央部が１ஈ深く掘られて͓り，周ғにベッド
状の遺構が取りרいている形となっているɻ੢側には中
央部ٴͼೆ側にுり出しがݟられるɻベッド状の遺構は，
ೆ側ٴͼ東側では幅が１.2̼ほͲあり，ೆ側で໿̼̑，
東側でも4.5̼の長さがある͜とから޿い׆用スϖース
と考͑られるɻ一方，๺側は幅が70 ～ 90㎝ఔ౓で長さ
が̼̑ఔ౓あるものの，中央੢دりに80㎝×2.１̼ほͲ
の大きな土坑2が掘られている͜とからฏୱ面の׆用と
いう点からはそれほͲ޿く׆用͢る͜とは೉しかっͨの
ではないかと考͑られるɻ
੢側のுり出しは幅90㎝，長さ1.７̼ほͲであるɻ
　ϐットについては2基検出され，いͣれも主柱穴と考
͑られるɻ深さは̥１が80㎝，̥ 2も75㎝とۃΊて深いɻ
土坑が2基検出されているが，土坑１はೆ側のนࡍに90

㎝×50㎝の方形状Λఄし，深さが50㎝ある͜とから，ஷ
蔵穴の可能性が考͑られるɻ土坑2はઌड़のと͓り๺側
のベッド状遺構の੢دりの৔ॴにあり，深さは深いと͜
Ζで25㎝ఔ౓であるɻ住居内でのػ能は不明であるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　622 ～ 645は甕形土器であるɻ622は大型の
甕形土器の口縁部，623は胴部上部であるɻ2点とも器
นは厚く，１.0 ～ １.4㎝ఔ౓あり，口縁部では୺部でも
１.6㎝，付͚ࠜの部分では2.４㎝ఔ౓あるɻ623の胴部の
器面調整は外面がハケ目，内面もハケ目調整とݟられるɻ
　624 ～ 645はඪ४的な大きさの甕形土器であるɻ624と
625は口縁部から胴部にか͚て෮ݩできͨものであるɻ
624は口径が28.3㎝あり，口縁部の௚ぐ下部に３条のࡾ
角突帯が८らされているɻ͜のࡾ角突帯は高さが高く，
୺部も割߹にӶいものであるɻ貼り付͚方は波状にう

第�7ਤ　竪穴住居跡14߸1
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ねっͨΑうに貼り付͚られているɻ外面はハケ目ٴͼナ
デ調整，内面はハケナデ調整であるɻ625は口径が3１.2
㎝で，口縁部からは624Αりも下方に下がっͨ位ஔにಉ
͡く３条のࡾ角突帯が貼り付͚られているɻ624Αりも
突帯の高さは௿いものの貼り付͚方が௚線的で，ඇৗに
整っͨ貼り付͚であるɻ外面がハケ目，内面はハケ目ٴ
ͼナデ調整であるɻ器形的には625の口が޿がっͨ形状
であるのにରして，624は口胴部上୺が幾分͢ぼまっͨ
形状Λఄ͢るɻ626 ～ 633は口縁部であるɻ626は内面に
向͚て突起が८る形状Λしているɻ627は口唇上面に口
縁部にԊってハケ目がݟられるɻ

　634 ～ 638は突帯が貼付されͨ胴部で，突帯はࡾ角形
Λఄ͢るɻその形状や高さにもいΖいΖなものがݟられ
るɻ639は胴部の中央部ลりから下部にか͚てで，外面
の器面調整はハケナデであるɻ640は胴部の下部のลり
であるɻ641 ～ 645は底部で，ॆ࣮しͨ脚台であるɻ底
径は641が9.6㎝，642が9.1㎝，643が７.0㎝，644がਪఆ
で9.3㎝，645もਪఆで8.3㎝であるɻ外面の器面調整は
りのものはハケ目調整であるɻݶできる࡯؍

第��ਤ　竪穴住居跡14߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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　646 ～ 655は壺形土器であるɻ646と647は大型の壺形
土器の口縁部で，器นは１㎝ఔ౓であるɻ口縁部はਨれ
下がるタΠϓであるが，口唇上部は2点ともฏୱであるɻ
648はඪ४的な壺形土器の口縁部で，大型の壺とಉ༷な
形状Λఄ͢るਨれ下がるタΠϓのものであるが，口唇上
部が上方に向かってカーブ͢る点でҟなっているɻ649
は頸部から肩部の土器であるɻ肩部の下部で෮ݩਪఆ径
が35㎝ఔ౓と大きい͜とから，大型の壺形土器であΖ
うɻ650は突帯の付されͨ胴部で，突帯はஅ面形状が
M字状Λఄ͢るɻ651 ～ 654は底部であるɻ底径が651

は2.5㎝，652はਪఆで9.6㎝，653は4.0㎝，654が6.3㎝
ఔ౓である͜とから，͢΂てඪ४的な大きさの壺形土器
の底部と考͑られるɻ655は短頸の壺形土器で，完形に
෮ݩできͨものであるɻ口径14.5㎝，底径6.2㎝ほͲで
やや上げ底であるɻ器高は14.5㎝であるɻ口縁部の下位
には４条のࡾ角突帯がうねる͜となく௚線的にۉ整のと
れ༷ͨ子で貼り付͚られているɻ口縁部には2つの穿孔
がݟられるɻ
　656は小片であるが鉢形土器の胴部と考͑られるɻ

第100ਤ　竪穴住居跡14߸出土Ҩ物２
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竪穴住居跡15߸（第101ਤʙ第106ਤ）
Ｆ・Ｇ－31区で検出されͨɻ検出面はⅣ層で　گ出ঢ়ݕ
あるɻ
形ঢ়　୦穴๺側が未調査である͜とから全体૾は不明で
あるが，୦穴住居੻15号のฏ面形状は，台形に近い隅丸
方形で，๺側にுり出しのある形ではないかと考͑られ
るɻ中央部は幅2.3̼×長さ４.2̼の隅丸方形状に掘りࠐ
まれて͓り，一ஈ深くなっているɻそのͨΊに，周ғが
一ஈ高いベッド状の遺構が取りרいている形状となって
いるɻ
　長軸531㎝Ҏ上，短軸530㎝で，検出面から床面までの
深さは深いと͜Ζで35㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴
住居の中ではඪ४的なものであるɻೆ側Λ土坑３号に
Αって੾られているɻ੾り߹いؔ܎は，本住居੻がݹく
て土坑３号が新しく，本住居੻Λ੾っているɻ
　๺側の東ٴͼ੢の2かॴは֧ཚΛड͚ているが，調査
の状گからは๺側にし͹らく৳ͼると考͑られるが，そ
れはそれほͲଓかͣ，割߹にૣく遺構の୺が来る͜とが

૝ఆされるɻ͜ のுり出し部分はほかの３方向にあるベッ
ド状遺構とಉ͡レベルで๺側にଓいている͜とになるɻ
๺੢部は内部の掘りࠐみがนࡍまでٴΜでいる͜とから
ベッド状の遺構が੾られてしまって͓りܨがっていないɻ
　ϐットは７基検出されͨが，中央の掘りࠐみの内部に
あるϐットの̥４と̥１，まͨは̥̑が深さから考͑て
主柱穴に૝ఆされるものの，گݱでは൑அしಘないɻほ
かのϐットは何れも深さが浅く，本住居੻に͓いてͲの
Αうにػ能していͨかについては不明とͤ͟るΛಘないɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　657 ～ 680は甕形土器であるɻ657は大型甕
形土器の口縁部で，௳はएׯ上向きであるɻ658からは

第101ਤ　竪穴住居跡15߸1
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ඪ४的な大きさの甕であるɻ658 ～ 660はࡾ角突帯が３
～４条८るもの，661 ～ 663は突帯Λ付さないものであ
るɻ664 ～ 670は口縁部，671 ～ 675は胴部で，突帯が८
るものもあるɻ676 ～ 680は底部Λ中心としͨものであ
るɻ680は上げ底となっているがそれҎ外はॆ࣮しͨ脚
台Λ持つɻ
　681～706は壺形土器であるɻ681 ～ 685は口縁部で685

は二叉口縁，それҎ外はਨれ下がるタΠϓであるɻ686
～ 688は頸部，689 ～ 696は肩部ٴͼ胴部付近で，ࡾ角
突帯が८るɻ697は短頸の壺で，４条のࡾ角突帯Λ付͢ɻ
698もࡾ角突帯Λ付しͨ胴部ɻ699 ～ 705は底部で，何れ
も安ఆしͨฏ底であるɻ706は短頸壺で，突帯はないɻ
　707と709は鉢形土器で完形品であるɻ形状は大きくҟ
なるɻ708は蓋型土器の完形品で，整っͨ形であるɻ

第102ਤ　竪穴住居跡15߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
ᶆ　暗褐色土（Ⅷ～‡層に類͢ࣅるブϩックΛؚΉ）కまりあり
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第103ਤ　竪穴住居跡15߸出土Ҩ物1
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第104ਤ　竪穴住居跡15߸出土Ҩ物２
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第105ਤ　竪穴住居跡15߸出土Ҩ物３
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第106ਤ　竪穴住居跡15߸出土Ҩ物４
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竪穴住居跡16߸（第107ਤ・第10�ਤ）
Ｇ－30区で検出されͨɻ検出面はⅢ̳層であ　گ出ঢ়ݕ
るɻ
形ঢ়　本住居੻の大部分が๺側の調査区外にଓいている
とਪఆできる͜とから全体૾は不明であるが，ฏ面形状
は大型の円形Λఄ͢ると考͑られるɻ長軸632㎝，短軸
140㎝Ҏ上で，検出面から床面までの深さは深いと͜Ζ
で24㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住居の中では大型
と考͑られるɻ
　ೆ側の中央部はઌ行トレンνにΑって֧ཚΛड͚てい
るͨΊに掘り方のラΠンは明֬ではないɻ本遺構が本遺
੻のಉ༷な大型円形の住居੻とಉ͡形ଶであれ͹͜の床
面はベッド状の遺構という͜とになるが，中央部が未調
査である͜とからஈ掘りの有無も不明であるɻ
　ϐットが１基検出されているが，深さも浅い͜となͲ

から主柱穴の一部であるのか൱かは不明であるɻまͨ，
土坑も１基検出されているが，下部の形状は凹ತがܹし
い͜とから考͢࡯る͜とは೉しいɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻᶝ層に類ࣅしているɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　遺物の出土がほとΜͲなく，2点Λ図化し
ͨɻ710は大型壺形土器の頸部と考͑られ，内面はミガ
キ調整がݟられるɻ711は壺形土器の胴部であるɻ

第107ਤ　竪穴住居跡16߸

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土



125

竪穴住居跡17߸（第10�ਤʙ第112ਤ）
Ｃ・̙－28・29区で検出されͨɻ検出面はⅢ　گ出ঢ়ݕ
̳層であるɻ床面はⅧ̰層から一部ᶟ層まで掘り下げΛ
行っているɻ
形ঢ়　୦穴住居੻17号のฏ面形状は，ுり出しΛ伴う長
方形Λఄ͢るɻ内部には中央部に掘りࠐみがある͜とか
ら，東੢両側にベッド状の遺構がある形状となっているɻ
長軸472㎝，短軸404㎝で，検出面から床面までの深さは
深いと͜Ζで32㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住居の
中ではඪ४的な大きさのものであるɻ
　๺側中央部とೆ側の੢側部分にுり出しΛ設͚てい

るɻ東੢2つのベッド状遺構は，ೆ側中央部にある大型
の土坑１にΑって੾られる形となっているͨΊܨがって
はいないɻ
　ϐットは３基検出され，̥１と̥2の2基が中央部の
掘りࠐみの中央部の東੢両側の୺にあり，深さも深い͜
とから主柱穴と考͑られるɻまͨ，̥2にྡ઀して一ஈ
高いベッド状遺構にある̥３は2基のϐットΑりも浅い
͜とから主柱穴ではないと考͑られるものの，東੢の軸
の上に৐っている͜とからఴ͑柱なͲとしてのػ能が૝
ఆされるɻまͨ，土坑は１基検出されているɻ1.2̼×1.3
̼ほͲの楕円形状Λఄして͓り，深さは35㎝ఔ౓である

第10�ਤ　竪穴住居跡17߸1
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͜とからஷ蔵穴としてのػ能Λ考͑ても良いかもしれな
いɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　712 ～ 726は甕形土器であるɻ712は大型の
甕形土器の口縁部で，内面はミガキ調整が行Θれているɻ
713は甕形土器の口縁部から胴部までのもので，෮ݩで
きͨものであるɻ口縁部からएׯ下がっͨと͜Ζに３条
のࡾ角突帯が幾分うねっͨΑうに८るɻ714 ～ 722は口
縁部で，さま͟まな形状のものがݟられるɻ723は胴部
に付されͨ３条のࡾ角突帯のあるものɻ724は胴部の下
部で底部付近ɻ725と726はॆ࣮しͨ脚台の底部であるɻ

726はएׯ上げ底状となるɻ
　727 ～ 736は壺形土器であるɻ727は口縁部から胴部に
か͚て෮ݩできͨものであるɻ口径15.9㎝で肩部に３条
のࡾ角突帯が८るɻ器面調整は外面がミガキ，内面はハ
ケナデٴͼナデ調整であるɻ728は口径21.0㎝，729は
23.6㎝であるɻ730 ～ 732は頸部であるɻ器面調整は外
面がナデやハケ目，内面はミガキやハケ目調整なͲが行
Θれているɻ733は胴部の上部に付されͨࡾ角突帯で，
４条ࢪされているɻ735と736は底部ɻ何れも中央部はഁ
ଛしているɻฏ底であるが，एׯ上げ底となっているɻ
　737は鉢形土器の口縁部で，上部には突帯が८り，二
重口縁状となっているɻ器面調整は丁寧なナデ調整ある
いはハケナデ調整であるɻ738は手捏ねの鉢形土器の胴
部と考͑られるɻ外面には指頭痕が残り，内面はハケナ
デ調整であるɻ

第110ਤ　竪穴住居跡17߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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第111ਤ　竪穴住居跡17߸出土Ҩ物1
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第112ਤ　竪穴住居跡17߸出土Ҩ物２
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第113ਤ　竪穴住居跡1�߸1
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竪穴住居跡1�߸（第116ਤʙ第120ਤ）
Ｅ－25・26区で検出されͨɻ検出面はⅢ̳層　گ出ঢ়ݕ
であるɻ床面はⅧa層Λ中心に，一部はᶝ層ٴͼⅧ̱層
まで掘り下げΛ行っているɻ検出しͨ遺構の上面には୸
化しͨ໦材が多数出土しͨ͜とから，本住居੻は火ࡂΛ
ड͚ͨものと考͑られるɻ
形ঢ়　ฏ面形状は，๺側に１ลがுり出しͨ方形Λఄし，
๺側のுり出し部分ΛؚΊて３つのベッド状の遺構Λ有
しているɻ長軸430㎝，短軸405㎝で，検出面から床面ま
での深さは深いと͜Ζで48㎝であるɻ本遺੻の弥生時代
୦穴住居の中ではඪ४的な大きさのものであるɻ
　中央部Λ掘り下げて͓り，݁Ռ的に東੢両側にベッド
状の遺構Λ有͢る形となっているɻ東੢のベッド状遺構
はಉ͡Αうな形ଶΛしているものの，その࡞り方にはࠩ
ҟがݟられるɻ੢側は上部から掘り下げΛ行っͨそのま
まの状ଶで床面としているのにରして，東側はそのレベ
ルΑりも深く掘り下げͨ後に੢側のレベルまで埋Ί໭し
Λ行って調整しているのであるɻ形ଶの上ではベッド状
遺構はೆ側でもಉ一ฏ面のΑうにܨがっているが，Ͳ͜
までΛあるఔ౓の掘り下げでとͲΊ，Ͳ͜からઌΛ深く
掘り下げͨ上で埋Ί໭しΛ行っͨのかはৄらかでないɻ
まͨ，๺側のுり出し部分のベッド状の遺構と東੢の
ベッド状遺構とはほぼಉ͡レベルとなっているɻ
　ϐットは2基検出され，中央部の掘り下げ部分のほぼ

中央，東੢の୺に深く掘られている͜とから主柱穴と考
͑られるɻ特に東側の̥2の上部には୸化しͨ柱とࢥΘ
れる໦材が検出されͨ͜とから，本住居は焼ࣦՈ屋であ
る可能性が考͑られるɻ土坑が１基，掘り下げ部分のೆ
の୺に検出されているɻن໛は͓͓Αそ100㎝×70㎝ほ
Ͳの楕円形に近い形状で，深さは໿20㎝であるɻ深さが
やや浅いものの，ஷ蔵穴の可能性が考͑られるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻᶝ層に類ࣅしているɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　739 ～ 756は甕形土器であるɻ739 ～ 741は
大型甕形土器であるɻ739は઀߹にΑり口縁部から胴部
の中央部まで෮ݩできͨものであるɻ口径は59.2㎝，௳
部の径も59.2㎝と，径はほとΜͲಉ͡とଊ͑て良いɻ口
縁部は幾分く字状に上向きとなっているが，௳はほぼ水
ฏであるɻ௳は઀߹部で4.6㎝ほͲあり，大きいものと
るɻ器面調整は外面は全体Λԣ方向のミガキにΑっ͑ݴ
て調整して͓り，内面は口縁部付近の͝く上部Λ指頭痕
とԣ方向のナデにΑり調整し，それҎ下のほとΜͲの部
分Λ外面とಉ͡Αうにԣ方向のミガキ調整で整͑られて

第114ਤ　竪穴住居跡1�߸２
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いるɻ内外面ともに，ඇৗに丁寧な࢓上げであるɻ740
は胴部の中央部Αりもやや下位付近，741は底部に近い
ลりであるɻ૒方ともミガキが主で，外面がハケナデ，
内面がナデ調整が加Θるɻ何れも丁寧な࢓上げであるɻ
　742 ～ 756はඪ४的な大きさの甕形土器であるɻ742
～ 745，748，750は口縁部から胴部付近まで෮ݩできͨ
ものであるɻ742は口径29㎝で口縁部の下位に３条の割
߹にӶ利なஅ面Λ持つࡾ角突帯が付されているɻٯL字
状の口縁であるɻ外面はハケ目ٴͼハケナデ，内面はハ
ケナデ調整であるɻ
胴部の上部はほぼਅっ௚ぐに下部に下りる͜とから，༰
量は大きいと考͑られるɻ743は口径26.0㎝で，３条の
角突帯が付されるɻ胴部最大径は突帯Αりも下部にࡾ
あり，中๲らみの器形であるɻ器面調整は外面ハケ目
とナデ調整，内面ハケナデ調整であるɻ744は口径27㎝

で，３条のࡾ角突帯はうねっͨΑうに貼り付͚られてい
るɻ外面ハケ目，内面指頭痕にハケナデ調整ɻ745は口
径28.8㎝，ࡾ角突帯はうねっているɻ外面ハケ目とハケ
ナデ，内面もಉ༷であるɻ748は口径17.8㎝，４条のࡾ
角突帯が付されて͓り，調整は両面ともナデ調整ɻ750
は口径20.2㎝で，突帯は付されないɻ外面ハケ目とナデ，
内面はハケナデ調整であるɻ749はٯL字状の口縁が内
面に向͚てೖりࠐΉɻ752 ～ 756は底部であるɻॆ࣮し
ͨ脚台Λఄ͢るɻͨͩ，756は底部の高さがएׯ௿い͜
とから，鉢形土器の底部の可能性があるɻ
　757 ～ 765は壺形土器であるɻ757はほぼ完形の品であ
るɻ口径が22.5㎝，௳部の径は2１.0㎝で，口径Αりも小
さいɻ二叉口縁の壺であるɻ肩部に６条，胴部最大径付
近に４条のࡾ角突帯が८っているɻ底径は７.8㎝で，底
面はएׯ丸みΛ帯ͼているɻ器高は43.5㎝で，全体的に

第115ਤ　竪穴住居跡1�߸３

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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第117ਤ　竪穴住居跡1�߸出土Ҩ物２
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第11�ਤ　竪穴住居跡1�߸出土Ҩ物３
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第11�ਤ　竪穴住居跡1�߸出土Ҩ物４
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整っͨ形Λしているɻ器面調整は，外面がハケ目，ハケ
ナデとミガキ，内面はハケナデがݟられるɻ内面の下部
には剥離がݟられるɻ758と759は口縁部がਨれ下がるタ
Πϓのものであるɻ2点ともに口径は20㎝ఔ౓であるɻ
760と761は突帯の付されͨ胴部で，760は４条のࡾ角突
帯が，761はM字状突帯が貼付されͨ胴部であるɻ762
～ 765は底部であるɻ底径は，762が10.5㎝，763が8.0㎝，
764が5.4㎝，765が3.8㎝であるɻ何れも安ఆしͨฏ底で
あるが，୺部の形状なͲはそれͧれにҟなっているɻ

　766と767は鉢形土器であるɻ766は口径が12.9㎝で，
ରቂ͢る2かॴに2つの小さな穴がۭ͚られて͓り，ඥ
通しの穴の可能性があるɻ底径は４.0㎝でएׯ上げ底と
なっているɻ器高は７.2㎝であるɻ767は口縁部がਅっ௚
ぐに立ͪ上がるタΠϓの鉢形土器で，口径は15.8㎝，両
面ともにミガキ調整であるɻ
　768は長頸の壺形土器の口縁部，769は丹塗りの鉢形土
器とࢥΘれるɻ770は口縁部の外面に突帯のある鉢形土
器であΖうɻ

第120ਤ　竪穴住居跡1�߸出土Ҩ物５
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第121ਤ　竪穴住居跡1�߸

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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竪穴住居跡1�߸（第121ਤ・第122ਤ）
Ｃ－25・26区で検出されͨɻ検出面はⅣ層で　گ出ঢ়ݕ
あるɻ
形ঢ়　ฏ面形状は，ややゆがΜͩ隅丸方形Λఄ͢るɻ長
軸394㎝，短軸276㎝で，検出面から床面までの深さは深
いと͜Ζで46㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住居の中
では小型にଐ͢るものであるɻ
　ϐットは̑基検出されͨɻ中央部の2基̥１と̥2は
ほかのϐットΑりもن໛が大きく，深さも深い͜とから
主柱穴と考͑られるɻ੢側にある̥３，̥４，̥̑も大
まかには東੢の軸にԊっている͜とから，ఴ͑柱的なػ
能が考͑られるɻまͨ，土坑は１基検出されているɻن
໛は，͓͓Αそ85㎝×70㎝で，深さは໿30㎝あり，本遺
੻の୦穴住居੻では一ൠ的な৔ॴであるೆ側の中央部に
位ஔしている͜とから，ஷ蔵穴の可能性Λ考͑て͓きͨ
いɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は

஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　771 ～ 773は甕形土器であるɻ771と772は
口縁部であるɻ771が，く字状の口縁，772はٯL字状の
口縁であるɻ773は胴部下部から底部にか͚ての部分で，
器面の調整は，内外面ともにハケ目調整が行Θれているɻ
下部は，ॆ࣮しͨ脚台が外れͨΑうな形状Λして͓り，
割れている状گではないɻ
　775は壺形土器の底部であるɻ中央部はഁଛしている
が，底径はਪఆながら10.４㎝で，एׯ上げ底となってい
るɻ器面調整は，外面がハケナデ，内面はハケ目にΑる
調整がࢪされているɻ
　774は丹塗りの土器であるɻ形状から，壺形土器の胴
部ではないかとࢥΘれるɻ外面が丁寧なミガキの上から
丹が塗られて͓り，内面はハケ目ٴͼハケナデ調整であ
るɻ

第122ਤ　竪穴住居跡1�߸出土Ҩ物
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第123ਤ　竪穴住居跡20߸

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
ᶆ　黒色土中にΞカホϠブϩックがΘͣかにࠞ在͢るɻకまりऑい
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第124ਤ　竪穴住居跡20߸出土Ҩ物1
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竪穴住居跡20߸（第123ਤʙ第125ਤ）
Ｂ－25区で検出されͨɻ検出面はⅣ層であるɻ　گ出ঢ়ݕ
形ঢ়　୦穴住居੻20号の੢側部分が調査区外にのͼてい
る͜とから全体૾は不明であるɻฏ面形状は，๺側の１
ลがுり出しͨ方形Λఄ͢ると考͑られるɻ長軸298㎝
Ҏ上，短軸218㎝Ҏ上で，検出面から床面までの深さは
深いと͜Ζで72㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住居の
中では小型にଐ͢ると͑ݴるɻ
　ுり出し部分はあっても床面の深さはಉ一であり，中
央部に掘りࠐみはݟられないɻ๺側のுり出し部，東側
のนには，小さく不整形のஈがあるが，出ೖり口である
か൱かについては全体が検出されていない͜とから不明
としかݴいΑうはないɻ
　ϐットは2基検出されͨが，本遺੻の๺側にுり出し
Λ持つ形ଶの୦穴住居੻では，東੢方向に主軸Λ取るも
のがほとΜͲである͜とから，̥１が2主柱穴のうͪの
東の主柱穴と考͑られるが，̥2ٴͼ̥３については൑
அできないɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　776 ～ 790は甕形土器であるɻ776 ～ 780は
口縁部Λ中心としͨ部分であるɻ776は口縁部から胴部
までΛ෮ݩしͨもので，口径は28㎝で，口縁の下部に１
条のࡾ角突帯が८るɻ突帯のஅ面は高く，貼り付͚はए

うねっͨΑうになっているɻ外面の器面調整はナデ調ׯ
整であり，指頭痕も残るɻ778はஅ面の厚さから大型甕
形土器であΖうɻその他の口縁部の形状もいΖいΖなも
のがݟられるɻ781 ～ 785は胴部に付されͨ突帯で，１
条から３条までݟられるɻ突帯のஅ面の高さは一ൠ的に
௿いΑうであるɻ786は胴部で，中央から下部にいͨる
部分と考͑られるɻ外面はハケ目ٴͼハケナデにΑり調
整が行Θれているɻ787 ～ 790は底部であるɻॆ࣮しͨ
脚台であり，एׯ上げ底となるものもݟられるɻ外底は，
７～̕㎝ఔ౓であるɻ器面調整は，ハケ目やハケナデが
られるɻݟ
　791 ～ 799は壺形土器であるɻ791 ～ 793は口縁部で，
ਨれ下がるタΠϓのものであるɻ͢΂て頸部が内側に向
͚て͢ぼまる͜とから，頸部の長いものと考͑られるɻ
794 ～ 797は突帯の付されͨ肩部ٴͼ胴部であるɻ794と
795には４条～̑条のࡾ角突帯，796と797にはM字状の
突帯が付き，796は2条付されているɻ798と799は底部
であるɻ何れも安ఆしͨฏ底であるが，୺部の形状がҟ
なっているほか，胴部への立ͪ上がり方がҟなるɻ798
は外底の୺部がγϟーϓで，それほͲ޿がらͣに立ͪ上
がるɻ一方，799は୺部は丸みΛ帯ͼ，胴部へは޿がり
ຯに立ͪ上がるɻؾ
　800は高坏の脚部と考͑られるɻ
　801と802は鉢形土器とࢥΘれるɻ801は口縁部で，底
部方向から௚立ؾຯに立ͪ上がっているɻ802は底部Λ
ؚΉ部分で，底径が４㎝で，器面調整は外面がハケ目，
内面は指頭痕が残り，ハケ目の調整がݟられるɻ

第125ਤ　竪穴住居跡20߸出土Ҩ物２
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竪穴住居跡21߸（第126ਤʙ第12�ਤ）
Ｂ・Ｃ－27・28区で検出されͨɻ検出面はⅣ　گ出ঢ়ݕ
層であるɻ
形ঢ়　୦穴住居੻21号のೆ側部分が調査区外にԆͼてい
る͜とから全体૾は不明であるɻฏ面形状は花弁型の多
角形Λఄしていると考͑られるɻ長軸815㎝，短軸530㎝
Ҏ上で，検出面から床面までの深さは深いと͜Ζで40㎝
であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住居の中では大型にଐ͢
ると考͑られるɻ๺側は一部֧ཚΛड͚ているɻ
　花弁型住居੻は，基本的な形状は円形Λఄ͢るɻ͜の
タΠϓの住居੻は，ॳΊに最も外側Λ円形に掘っͨ後に，
੾りの部分Λ後から付͚るものがあると考͑られる࢓
が，本住居੻は外周の円形の掘り方が明ྎでない͜とか
ら，花弁型となるベッド状遺構の部分Λಷいࡾ角形状に
残して࢓੾りとして掘り下げͨ可能性が考͑られるɻೆ
側は未調査である͜とから花弁や࢓੾りがͲのΑうに࡞
られているのかは不明であるɻ花弁型のベッド状遺構の
内側は花弁がܨがらないΑうな形状で完全にஅͪ੾って
大きく円形Λҙࣝしながら掘りࠐみ，ஈΛ設͚ているɻ
　ϐットは11基検出されͨが，中央部の掘りࠐみの周ғ
に深く掘られている数多くのϐットは，大型の円形の住
居੻とಉ͡Αうに多角形の主柱Λ立てる穴として掘られ

ͨものと考͑られるɻैって，上屋の構଄は݁Ռ的に୦
穴住居੻12号とಉ͡Αうな形ଶとなるものとࢥΘれるɻ
ͨͩ，中央部の土坑１の周ғに掘られているൺֱ的小型
のϐットは，４基という数と，間ִが౳距離Λҙࣝして
掘られているΑうな印৅Λड͚る͜とから，主柱の周ғ
に立てられͨ͑ࢧ柱であっͨ可能性が考͑られるɻ土坑
も１基֬ೝされて͓り，遺構の中心とਪఆされると͜Ζ
に位ஔしている͜とから࿍੻と考͑られるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ　
Ҩߏ಺Ҩ物　803 ～ 819は甕形土器であるɻ803 ～ 812は
口縁部Λ中心と͢る部分であり，803は口径31.4㎝で，
2条のࡾ角突帯が८っているɻ804は口径が20.8㎝で，
突帯は付されていないɻ͜の2点は何れもٯL字状の口
縁であるɻ805もٯL字状の口縁であるが，口縁部が著
しく長く，大型の甕形土器と考͑られるɻ806 ～ 812は
口縁部であるɻٯL字状からく字状までいΖいΖな形状

第126ਤ　竪穴住居跡21߸1
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の口縁部であるɻ808は大型甕形土器であΖうɻ813 ～
815は突帯の付されͨ胴部で，ࡾ角突帯が１条～３条付
されているɻ816 ～ 819は底部でॆ࣮しͨ脚台Λ有͢る
が，高さにはࠩҟがݟられ，底径も5.7㎝～ 8.6㎝ほͲ
とࠩҟがあるɻ
　820 ～ 828は壺形土器であるɻ820と821はਨれ下がる
タΠϓの口縁部ɻ822 ～ 826は頸部ٴͼ胴部の突帯であ
るɻ823は４条，824は̑条のࡾ角突帯が肩部に८るɻ

826は胴部に４条のࡾ角突帯が，825はM字状の突帯がそ
れͧれ८っているɻ827は底部で，安ఆしͨฏ底であるɻ
828は短頸の壺形土器ɻ口径は12.４㎝であるɻ
　829と830は高坏の脚部で，830は丹塗りであるɻ
　831は鉢形土器の胴部，832も鉢形土器の口縁部とࢥΘ
れ，外面の口縁部の下部ٴͼ内面の上部に竹管文のΑう
な小さな刺突がݟられるɻ

第127ਤ　竪穴住居跡21߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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竪穴住居跡22߸（第12�ਤʙ第131ਤ）
୦୦住居੻22号のＥ－34区で検出されͨɻ検　گ出ঢ়ݕ
出面はⅢ̳層であるɻ

形ঢ়　ฏ面形状は，๺側に１ลがுり出しͨ方形Λఄ͢
るɻ３方向にベッド状の遺構Λ有͢るɻ長軸410㎝，短
軸398㎝で，検出面から床面までの深さは深いと͜Ζで

第130ਤ　竪穴住居跡22߸出土Ҩ物
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70㎝であるɻඪ४的な大きさであるɻ
　遺構は๺側のுり出し部分ΛؚΊて๺側のベッド状遺
構Λஅͪ੾らͣにܨげ，ೆ側もಉ༷に掘り下げるɻ中央
部Λತ状に掘り下げ，ஈΛ࡞っているɻೆ 側と東੢のベッ
ド状遺構はそれにΑってஅͪ੾られ，ܨがっていないɻ
๺ٴͼ東･੢のベッド状遺構には，ほぼ中央に楕円形や
長円形の土坑が，ೆ側のベッド状遺構には中央部と東側
に2基の土坑が掘られ，６ܭ基の土坑がݟられるɻ͜う
なると，中央部が掘り下げられͨ周ғにあるベッド状遺
構は，Ռͨしてベッドとしてのػ能ΛՌͨしていͨのか
がٙ໰として浮上͢る͜とになるɻ
　ϐットは̑基検出されͨが，中央部の̥１と̥2の2
基の深いϐットは主柱穴と考͑られ，๺側にซ行してい
る2基の小型で浅いϐット̥３と̥４はఴ͑柱である可
能性があるɻしかし，̥ ̑のػ能については不明であるɻ

土坑も６基検出されͨɻೆ側中央部にある80㎝×70㎝の
方形に近い形状Λしͨ深さ45㎝の土坑６は，位ஔやن໛
౳から考͑るとஷ蔵穴の可能性が૝ఆできるが，それҎ
外のベッド状遺構に掘られている土坑はさま͟まな形状
で深さもさま͟まである͜とからいΖいΖな用్が考͑
られΑうɻݸʑのػ能Λਪఆ͢る͜とはࠔ೉であるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　833と834は甕形土器，835 ～ 839は壺形土
器であるɻ壺形土器の胴部には2～３条のࡾ角突帯が८

第131ਤ　竪穴住居跡22߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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るɻ840は鉢形土器で口縁部の把手であΖうɻ

竪穴住居跡23߸（第132ਤʙ第134ਤ）
Ｇ－28区で検出されͨɻ検出面はⅢ̳層ɻ　گ出ঢ়ݕ
形ঢ়　୦穴住居੻23号の๺側部分は調査区外にԆͼる͜
とから全体૾は不明であるɻฏ面形状は方形Λఄ͢ると
考͑られるɻ長軸516㎝，短軸98㎝Ҏ上で，検出面から
床面までの深さは深いと͜Ζで57㎝であるɻ本遺੻の弥
生時代୦穴住居の中ではඪ४的な大きさと考͑られるɻ
　遺構は床面がฏらになるΑうに一༷に掘り下げて࡞る
が，ೆ側のほぼ中央部から東側にか͚てはนの్中にஈ
があり，出ೖり口の可能性が考͑られるɻ
　ϐットは検出されていないが，土坑は１基検出されͨɻ
ೆ側の中央部にあって深さが50㎝ఔ౓ある͜とから，ஷ
蔵穴ではないかとࢥΘれるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき

るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　841～851は甕形土器であるɻ841は大型甕
形土器であるɻ口径5７.6㎝，௳部の径は58.0㎝ఔ౓であるɻ
口縁部はएׯ上向き，௳はほぼ水ฏであるɻѪ面ともに
ミガキ調整が主であるɻ842～851はඪ४的な大きさの甕
形土器であるɻそのうͪ842～849は口縁部Λ中心としͨ
部位であるɻٯL字状Αりも，く字状の口縁がほとΜͲ
であるɻ842は口径31.6㎝で４条のࡾ角突帯が付くɻ843
と844も口径はほぼ30㎝ఔ౓で，2条のࡾ角突帯がݟられ
るɻ845は口径23.6㎝で，突帯は付されていないɻ853は
壺形土器で，口径は23.9㎝で４条のࡾ角突帯が८るɻ

第132ਤ　竪穴住居跡23߸

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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第134ਤ　竪穴住居跡23߸出土Ҩ物２
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竪穴住居跡24߸（第135ਤʙ第142ਤ）
Ｃ・̙－27・28区で検出されͨɻ検出面はⅣ　گ出ঢ়ݕ
層であるɻ
形ঢ়　୦穴住居੻24号のฏ面形状は，ฏ行四ล形に近い
隅丸方形Λఄ͢るɻ長軸690㎝，短軸620㎝で，検出面か
ら床面までの深さは深いと͜Ζで52㎝であるɻ本遺੻の
弥生時代୦穴住居の中では大型のものと͑ݴるɻ๺੢部
の一部が֧ཚΛड͚ているɻ
　遺構は全体Λ一༷に掘り下げて床面としているɻͨ ͩ，
東側はนࡍにஈΛ設͚て͓り，出ೖり口の可能性Λ͡ײ
さͤるɻ
　ϐットは11基検出されͨɻ中央部にある７基のϐット
のうͪ，̥2，̥３，̥̑，̥６の４基のϐットは深さ
も深く，大きさも大きい͜とから主柱に౰ͨるのではな
いかと考͑られるɻそう͢ると，本遺੻では௝しい４本

柱の建物という͜とになるが，2主柱としͨときには主
軸がଗΘない͜とから，４本柱と考͑る方が自વなΑう
にࢥΘれるɻೆ側に３基ฒΜでいるϐットは何れも小型
で，深さも浅い͜とからఴ͑柱と૝ఆされるɻまͨ，๺
側の小さなϐット̥̕もೆ側のものとಉఔ౓のن໛であ
る͜とから，ಉ༷にఴ͑柱と考͑られるɻ中央に位ஔ͢
る̥１は1.3̼×１̼のن໛で深さが໿50㎝ある͜とか
ら土坑と考͑て，࿍੻とଊ͑る方が良いのかもしれないɻ
ͨͩ，ೆ側にはϐット༷の小さΊの穴がある͜とから࿍
੻ではない͜とも考͑られるɻ̥４ٴͼ̥７は形状ٴͼ
深さなͲから土坑とଊ͑て͓く方が良いとࢥΘれるɻ 
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで

第135ਤ　竪穴住居跡24߸1
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͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　854 ～ 913は甕形土器であるɻ854は大型甕
形土器であるɻ855 ～ 913はඪ४的な大きさの甕形土器

であるɻ856Λআく855 ～ 860は口縁部から胴部まで෮ݩ
できͨものであるɻ855は口径が30.4㎝で口縁部の下位
に３条のそれほͲӶくないஅ面形状のࡾ角突帯が突帯ಉ
࢜の間ִΛۭ͚ながら付されているɻ856は３条のࡾ角
突帯の௚ぐ下位に籾痕とࢥΘれる痕੻がݟられるɻ857

第136ਤ　竪穴住居跡24߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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は口径23.6㎝で３条のࡾ角突帯が付くɻ859は2１.6㎝で
１条のಉ༷な突帯が付されているɻ口径2１.0㎝の858に
もಉ༷に１条のࡾ角突帯が付されるɻ860は口径が20.4
㎝であるɻ861 ～ 885は口縁部であるɻそれͧれに形状
や܏き，大きさなͲがҟなっているɻٯL字状のものか
ら，く字状のものまでݟられるɻ
　886 ～ 901は胴部に突帯が付される土器であるɻ886は
胴部の径が3７.0㎝と大きなものであるɻ2条のࡾ角突帯
が८っているɻ器面調整は内外面ともにハケ目ٴͼナデ
調整であるɻ887は胴部の径が１5.0㎝ఔ౓のもので，３
条のࡾ角突帯が付されるɻそのほかの胴部にも，３条～
１条のࡾ角突帯が付されているが，突帯の高さやஅ面の
形状，幅なͲはさま͟まであるɻ902は胴部の下部で，
底部の近く付近であるɻ器面調整は，内外面ともにナデ
調整であるɻ903 ～ 913は底部であるɻ何れもॆ࣮しͨ
脚台となっているɻ上部がഁଛしているものもݟられるɻ
底径は，最小のものが5.6㎝，最大のものが9.5㎝ఔ౓で
あるɻ器面調整はハケ目ٴͼハケナデ，ナデ調整なͲさ
ま͟まな調整がݟられるɻ
　914 ～ 948は壺形土器であるɻ914と915は完形に෮ݩ
できͨものであるɻ914は口径2７.1㎝，底径が8.0㎝，器
高が64.1㎝のものであるɻ口縁部はਨれ下がっているɻ
肩部に６条，胴部最大径付近に４条のࡾ角突帯が८って

いるほか，その間にはM字状の突帯が１条付されているɻ
器面調整は，外面はミガキがほとΜͲで一部にハケ目が
られるɻ内ݟられ，内面はハケ目にナデ調整の痕੻がݟ
面の肩部Αり下位は剥離がݟられるɻ915は口径22.4㎝，
底径が７.5㎝，器高は52.3㎝のもので，二叉口縁の壺で
あるɻ肩部に８条，胴部最大径付近に４条のࡾ角突帯が
८らされているɻ器面調整はミガキが主で，ナデ調整
も一部にݟられるɻ916と917，919 ～ 921は口縁部がਨ
れ下がるタΠϓ，918は二叉口縁の，922は二重口縁の壺
のそれͧれ口縁部であるɻ923 ～ 925は頸部，926 ～ 930
は肩部に突帯Λ付しͨ土器であるɻ933 ～ 938はڳ部ٴ
ͼ突帯の付されͨ胴部であるɻ936 ～ 938はM字状の突
帯が付されて͓り，中でも937には2条のM字状突帯が
付されているɻ939は短頸の壺形土器で，完形品であるɻ
口径1４.１㎝，底径6.0㎝，器高は19.4㎝であるɻ器面調
整は，外面がハケナデとミガキ，内面はハケナデとミガ
キが中心となっているɻ940 ～ 947は底部であるɻ何れ
も安ఆしͨฏ底であるɻ底径は，最小のもので4.2㎝，
最大のものは10.0㎝であるɻ948は口縁部の外面に鋸歯
文が浅くࢪされているɻ
　949と950は鉢形土器の口縁部であるɻ特に950には外
面から内面にか͚てࣼΊ方向の小さな穴がۭ͚られてい
るɻ
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竪穴住居跡25߸（第143ਤʙ第145ਤ）
Ｅ－34・35区で検出されͨɻ検出面はⅢ・̙　گ出ঢ়ݕ
̳層であるɻ
形ঢ়　୦穴住居੻25号のฏ面形状は，๺東部の角が丸
まっͨ隅丸方形Λఄ͢るɻ長軸528㎝，短軸503㎝で，検
出面から床面までの深さは深いと͜Ζで48㎝であるɻ本
遺੻の弥生時代୦穴住居の中ではඪ४的な大きさであ
るɻ
　遺構は中央部Λஈ状に深く掘り下げ，૬ର的に東੢両
側Λベッド状遺構として高Ίに残しているɻͨͩ，中央
部の掘り下げ方は本遺੻でも特ҟであり，中央部Λ方形
に近い形状に掘り下げ，さらに๺側ٴͼೆ側Λ幅Λҧ͑
てนまで掘り下げているɻまͨ，東側もೆ側から１/ ３
ఔ౓のと͜Ζで్中まで掘り下げているɻその݁Ռ，出
ೖりのܹしい形状となっているɻ
　ϐットは2基検出され，中央部の掘り下げͨ部分の東
੢のนࡍに東੢方向に軸Λ設͚て深いϐットΛ掘ってい
るɻ͜の͜とから，主柱穴に౰ͨると考͑られるɻまͨ，

土坑が１基検出されͨɻೆのนدりの৔ॴで，ن໛も大
きい͜とからஷ蔵穴と考͑てࢧোないものとࢥΘれるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　951 ～ 963は甕形土器であるɻ951と952は
口縁部から胴部にか͚て径が෮ݩできͨ土器であるɻ
951は口径3１.0㎝で，胴部に３条のࡾ角突帯が८ってい
るɻ952の口径は29.6㎝で，951とಉ༷に胴部に３条のࡾ
角突帯が८っているものの，上2条と最下の１条の間に
はやや間ִがあるɻ953 ～ 958は口縁部であるɻく字状
あるいはٯL字状Λఄ͢る口縁であるɻஅ面の形状や厚
さなͲはそれͧれにҟなっているɻ959は胴部に付され
ͼ961は胴ٴられるɻ960ݟ角突帯で，2条の突帯がࡾͨ

第143ਤ　竪穴住居跡25߸1
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部下部で，底部とܨがる部分であるɻ960の内面には，
ਏう͡て内底が一部に͑ݟている部分があるɻ962と963
は底部であるɻॆ࣮しͨ脚台で，963は上部がܽଛ͢るɻ
　964 ～ 971は壺形土器であるɻ964と965は口縁部で，
ਨれ下がるタΠϓのものであるɻ966は頸部，967は肩部
であり，ࡾ角突帯が４条८らされているɻ968には胴部

に付されͨࡾ角突帯が３条८らされているɻ969もಉ༷
に胴部に付されͨ突帯であるが，M字状の突帯が１条付
されているɻ970は底部で，安ఆしͨฏ底であるが，中
央部はܽଛしているɻ971は長頸壺の口縁部であるɻ口
径が7.5㎝，頸部の長さは７.0㎝Λӽ͑るɻ

第144ਤ　竪穴住居跡25߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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竪穴住居跡26߸（第146ਤʙ第156ਤ）
28区で検出されͨɻ検出面はⅣ層で・27－̙　گ出ঢ়ݕ
あるɻ
形ঢ়　୦穴住居੻26号のฏ面形状は，๺東部の角が丸
まっͨ隅丸方形Λఄ͢るɻ長軸592㎝，短軸558㎝で，検
出面から床面までの深さは深いと͜Ζで26㎝であるɻ本
遺੻の弥生時代୦穴住居੻の中ではඪ४的な大きさのも
のであるɻ
　遺構は全体的に掘り下げΛ行っͨ後に，中央部のやや
ೆدりに2̼×３̼ほͲのن໛Λҙࣝしུͨ方形の掘り
下げΛ行い，૬ର的に周ғΛ高くベッド状に࡞っているɻ
๺側の੢دりにはนの్中にஈΛ設͚て͓り，出ೖり口
の可能性が考͑られるɻ
　ϐットはෳ߹的なものもؚΊて８基検出されͨɻ中央
部の掘り下げられͨ部分のほぼ中央には，東੢のนࡍに
軸ΛそΖ͑て位ஔしている̥１と̥2の2基は主柱穴と

考͑られるɻそれҎ外のϐットについては大きさや深さ
なͲが̥１・̥2とは大きくҟなって͓り，位ஔ的にも
౷一性がݟられͣ，ͲのΑうな性֨のもであるかは不明
であるɻまͨ，土坑が１基検出されているが，1１0㎝×
100㎝のن໛で深さが໿15㎝あり，位ஔ的にೆ側中央に
ある͜とからஷ蔵穴ではないかと考͑られるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　972 ～ 1017は甕形土器であるɻ972と973は
大型甕形土器であるɻ972は口径が40.2㎝，௳部の径も
ಉ༷であるɻ口縁部，௳部ともに୺部は波打っͨΑうに

第146ਤ　竪穴住居跡26߸1
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第147ਤ　竪穴住居跡26߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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なっているɻ口縁部がएׯ上向きؾຯ，௳部はほぼ水ฏ
であるɻ器面調整は，外面がナデ，ハケ目ٴͼミガキ，
内面がミガキ調整が主であるɻ口縁部･௳部から底部に
か͚ての胴部はܹٸに狭くなり，大きく๲らΉ͜とはな
いɻ973は口径が54.4㎝，௳部もಉ༷であるɻ器นは，
972が最大で12ᶱであるのにରして，973は最大26ᶱあっ
て૬౰に厚いɻ974 ～ 982はඪ४的な大きさの甕形土器
の口縁部から胴部にか͚て෮ݩできͨものであるɻそ
の何れも胴部にはࡾ角突帯が̑条から１条८っているɻ
974は口径４１.0㎝で突帯は̑条付されるものであるɻ最
も上に位ஔ͢る突帯部周ลの径が最大で，それΑり下位
は࣍第に狭まってゆくɻ本遺੻で̑条の突帯Λ有͢る甕
形土器は௝しいɻ975は口径32.４㎝で，４条の突帯はए
Ίに貼り付͚られているɻ口縁部から突帯の下部まࣼׯ
では径はほとΜͲมΘらないが，それΑり下になるとٸ
ܹに狭まるɻ976は口径28.6㎝で，４条の突帯はएׯう
ねっͨΑうに貼り付͚られているɻ977は口径28.8㎝で，
３条の突帯は全体がうねっͨΑうに貼り付͚てあるとと
もに，口縁部の貼り付͚も多Ίの粘土で体部に付されて

いるɻ底部への͢ぼまり方が口縁部から௚線的となって
いるɻ978は口径が26.2㎝で，底部への͢ぼまり方は３
条の突帯の下部からであり，ܹٸな印৅Λड͚るɻ979
は口径が30.0㎝，３条の突帯はうねっͨΑうに貼り付͚
られるɻ底部への͢ぼまり方は突帯Αりもᴴかに下方か
らである͜とから，૬౰にுっͨ土器との印৅Λड͚るɻ
980は口径が26.１㎝で３条の突帯がほぼ௚線的に貼り付
͚が行Θれ，981は2４.７㎝で１条の突帯がややうねりؾ
ຯに貼り付͚られ，982は27.4㎝で１条の突帯が௚線的
に貼り付͚られているɻ
　983 ～ 1000は口縁部であるɻ983は口縁部自体の長さ
が４㎝ほͲと長いものであるɻそのほか，形状や厚み，
୺部の状گなͲがそれͧれにҟなっているɻ997は口径
が14.2㎝であるɻ1001 ～ 1012は突帯の付されͨ胴部で
あるɻ突帯は４条から１条まで，அ面の形状や大きさの
ҧいなͲさま͟まであるɻ1013と1014は胴部の下部で，
底部にいͨる部分であるɻ1015 ～ 1017は底部であるɻ
器面調整は，ハケ目，ハケナデ，ナデなͲさま͟まな調
整がݟられるɻ

第14�ਤ　竪穴住居跡26߸出土Ҩ物1
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第150ਤ　竪穴住居跡26߸出土Ҩ物３
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　1018 ～ 1035は壺形土器であるɻ1018 ～ 1021は口縁部
Λ中心としͨ部位であるɻ͢΂てਨれ下がるタΠϓの
口縁であるが，1020のみ下方へのਨれ下がり方が小さ
いɻ口径は1018が3４.0㎝，1019が20.6㎝，1020が28.0㎝，
1021がਪఆで23.6㎝ఔ౓であるɻ1021は頸部がしまって
͓り，そ͜に４条のࡾ角突帯が८っているɻ1022は胴部
であるɻ肩部と胴部にそれͧれ３条と４条のࡾ角突帯が
付されているɻ1023 ～ 1030は二叉口縁の壺と考͑られ
るɻ1023は口径が18.4㎝，௳部の径が18.6㎝であるɻ胴
部なͲには突帯は付かないɻ1024は口縁部のみであるɻ
口径が30.0㎝，௳部の径が29.8㎝であるɻ1025は口縁部
Λܽくが，ಉ༷な器形のものと考͑られるɻ肩部に６
条のࡾ角突帯，胴部には2条のM字状の突帯が८り，そ
の間には2条のࡾ角突帯が付されているɻ1026は頸部，
1027 ～ 1029は胴部上部ลりの突帯であるɻ1030は胴部
であるが，上部Λ大きくܽいているɻ胴部の最大径ลり
にM字状の突帯Λ付͢と͜Ζは1025にも類͢ࣅるɻ1031
～ 1033は底部Λ中心としͨ部分であるɻ1031には突帯

はݟられないɻ1032，1033ΛؚΜで͢΂て安ఆしͨฏ底
であるɻ
　1034は短頸の壺形土器であるɻ口縁部の下位には１条
のM字状突帯が८るɻ口径が22.8㎝，底径が7.１㎝あり，
器高は2４.6㎝であるɻ1035も短頸の壺形土器であるが，
胴部なͲに突帯はݟられͣ，胴部が大きくுるタΠϓで
あるɻ口縁部Λܽくが，く字状となると考͑られるɻ
　1036 ～ 1039は鉢形土器であるɻ1036は口径が18.6㎝，
底径が７.0㎝で，器高は１2.0㎝ఔ౓であるɻ口縁部は
ਅっ௚ぐに立ͪ上がっているɻ1037と1038は口縁部であ
るが，指頭痕の઱やかな把手が付いているɻ1039は底部
であるɻ外底が大きく上げ底状となっているɻ
　1040は高坏の脚部であるɻ

第156ਤ　竪穴住居跡26߸出土Ҩ物９
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竪穴住居跡27߸（第157ਤ）
Ｂ－26区で検出されͨɻ検出面はⅣ層であるɻ　گ出ঢ়ݕ
床面はⅥ層Λ中心にᶝ層までΛ掘り下げている状گがݟ
られるɻ
形ঢ়　住居੻のೆ側部分が調査区外にԆͼる͜とから全
体૾は不明であるɻฏ面形状は，๺側にுり出しΛ持つ
方形Λఄしていると考͑られるɻ長軸408㎝，短軸120㎝
Ҏ上で，検出面から床面までの深さは深いと͜Ζで38㎝
であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住居の中では割߹に小型
であるɻ๺側ٴͼ੢側部分の一部は֧ཚΛड͚ているɻ
　遺構はுり出し部分もؚΊて全体的にը一的に掘り下
げΛ行っているɻೆ側が未調査のͨΊ中央部がߋに掘り
下げられているか൱かは不明であるɻそのͨΊ，検出さ
れている面がベッド状遺構となるのかͲうかも不明であ
るɻͨͩ，本遺੻の他の୦穴住居੻のྫから考͑ͨとき，
中央部がߋに掘り下げられている৔߹には，ுり出し部
分にྡ઀して居る৔߹がほとΜͲである͜とから，本住
居੻にはそのΑうなॴ࡞はないものと考͑られるɻ

　ϐットは４基検出されているɻ̥2と̥３，̥４はほ
ぼ東੢にฒぶものの，深さがさま͟まである͜とから主
柱穴とは考͑にくいɻ̥１についても位ஔ的に主柱穴と
はなりにくいΑうにࢥΘれるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　住居੻内からは遺物の出土がほとΜͲݟら
れなかっͨɻ

第157ਤ　竪穴住居跡27߸

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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竪穴住居跡2�߸（第15�ਤ）
Ｃ・̙－36区で検出されͨɻ検出面はⅢ̳層　گ出ঢ়ݕ
であるɻ床面はⅧ層まで掘り下げΛ行っているɻ
形ঢ়　住居੻ೆ側部分が調査区外にԆͼる͜とから全体
૾は不明であるɻฏ面形状は方形Λఄ͢ると考͑られるɻ
長軸358㎝，短軸207㎝Ҏ上で，検出面から床面までの深
さは深いと͜Ζで25㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住
居の中では小型であるɻ
　遺構は๺側にベッド状の遺構がݟられ，そのೆ側は一
ஈ深く掘り下げられているɻベッド状の遺構は東側はए
୺に狭ۃがっているものの，੢側はܨ狭まりながらもׯ
まっているか੾り離されているɻ

　ϐットは調査しͨൣғで2基検出されているɻ位ஔ的
にも深さからも主柱穴とは考͑にくいɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　住居੻内からは遺物の出土はほとΜͲݟら
れなかっͨɻ

第15�ਤ　竪穴住居跡2�߸

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
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第160ਤ　竪穴住居跡2�߸出土Ҩ物

第15�ਤ　竪穴住居跡2�߸

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土

1041

1042

1043

0         　　　                           10DN
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竪穴住居跡2�߸（第15�ਤ・第160ਤ）
Ｃ・̙－35・36区で検出されͨɻ検出面はⅣ　گ出ঢ়ݕ
層であるɻ
形ঢ়　住居੻ೆ側部分が調査区外にԆͼる͜とから全体
૾は不明であるɻฏ面形状は，隅丸方形Λఄ͢ると考͑
られるɻ長軸419㎝，短軸240㎝Ҏ上で，検出面から床面
までの深さは深いと͜Ζで29㎝であるɻ本遺੻の弥生時
代୦穴住居の中ではඪ४的な大きさであると考͑られ
るɻ中央はೆ๺方向に֧ཚΛड͚ているɻ
　遺構は全体的に掘り下げͨ後に，中央部やや東دりの
と͜ΖΛ޿くߋに掘り下げて͓り，૬ର的に๺側と੢側
は高くベッド状となっているɻ東側はベッド状の高まり
が狭く短くೆ側に下りͨ後に੾られているɻ
　ϐットは３基検出されているɻ一ஈ௿い位ஔにある2
基のϐット̥2ٴͼ̥３は，位ஔ的にも深さ的にも主柱
穴とはなりにくいΑうにࢥΘれるほか，ベッド状遺構の
๺側にあるϐット̥１もಉ༷で，主柱穴ではないとࢥΘ
れるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　1041と1042は甕形土器であるɻ1941は突帯
の付されͨ胴部で，ࡾ角突帯が１条付されているɻஅ面
が割߹にӶい形状Λして͓り，それほͲ௿い突帯ではな
いɻ外面はナデ調整が行Θれているɻ1042は底部から胴
部の下部にか͚ての部分であるɻ器面調整は，外面がハ
ケナデٴͼハケ目，内面がハケナデ調整が行Θれているɻ
底径は４.5㎝で，脚台の高さは3.6㎝あり，ॆ࣮しͨ脚台
となっているɻ　　　　　　　　　　　　　　
　1043は壺形土器で，肩部から胴部の上部に౰ͨる部分
であるɻ４条のࡾ角突帯が८っているɻ４条の突帯のう
ͪ，最下部の突帯はஅ面形状がӶく高いɻ器面調整は，
外面がミガキ，内面はハケ目ٴͼハケナデであるɻ

竪穴住居跡30߸（第161ਤ・第162ਤ）
Ｅ－35・36区で検出されͨɻ検出面はⅢ̳層　گ出ঢ়ݕ
であるɻ
形ঢ়　ฏ面形状は，๺側に１ลのுり出しΛ持つ方形Λ
ఄ͢るɻ３方向にベッド状の遺構Λ有しているɻ長軸は
485㎝，短軸は483㎝で，検出面から床面までの深さは深
いと͜Ζで43㎝であるɻ本遺੻の弥生時代୦穴住居の中
ではඪ४的な大きさであるɻ
　遺構は๺側のுり出し部分ΛؚΊてಉレベルで掘り下
げΛ行っͨ後に，中央部分Λߋに一ஈ深く掘り下げΛ

行っているɻそれにΑり，૬ର的に๺ٴͼ東･੢側がベッ
ド状に高く残る͜とになるɻ中央部分からの掘り下げは
最ऴ的にತのΑうな形に深く掘り下げられているɻベッ
ド状の遺構は中央部分の掘り下げにΑって完全に分அさ
れ，ܨがっている部分はݟられないɻೆ側とそ͜からܨ
がる東੢のนには部分的に狭いஈがݟられるが，͜れは
出ೖり口の可能性が考͑られるɻ
　ϐットは2基検出されͨɻ中央部分の掘り下げられͨ
と͜Ζの東੢の୺のน側にಉ༷なن໛で深さの深いϐッ
ト̥１と̥2が2基，東੢の軸にԊってฒΜで͓り，͜
れが主柱穴と考͑られるɻ土坑も１基検出されͨɻೆ側
中央部に，1.3̼×１̼のن໛で，深さが໿15㎝あり，
本遺੻のほかの୦穴住居੻での有り༷から考͑ͨとき，
ஷ蔵穴である͜とが૝ఆされるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は３層に分層でき
るɻ１層目は஡褐色土でएׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑
ా߱下軽石ΛؚΜで͓り，ややకまりがあるɻ2層目は
஡褐色土でΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΜで
͓り，ややకまりがあるɻ１・2層目は何れもⅢ～Ⅵ層
のࠞ土と考͑られるɻ３層目は赤黒土で，ΞカホϠブϩッ
クΛؚみ，కまりがあるɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　1044～1069は甕形土器であるɻ1044は大型
甕形土器の胴部から底部にか͚てのものであるɻ底径は
10.2㎝で，安ఆしͨฏ底であるɻ外底はएׯ凹ತがݟら
れるɻ外面にはハケ目調整がݟられ，内面はハケ目ٴͼ
ハケナデ調整がݟられるɻ残存部分での胴部は最大で39
㎝ఔ౓であるɻ1045～1069はඪ४的な大きさの甕形土器
であるɻ1045～1052は口縁部Λ中心に胴部ลりまでが෮
できͨものであるɻ1045は口径が33.5㎝で胴部には４ݩ
条のࡾ角突帯が८っているɻ1046は焼成のஈ֊で大きく
歪Μでしまっͨ甕形土器であるɻ全体的に୙っͨ灰色Λ
ఄしている͜とから，生焼͚のΑうな印৅Λड͚るɻそ
のͨΊ，࣮ࡍ的な࢖用には଱͑られなかっͨものと考͑
られ，その時点でഁଛしͨ可能性も考͑られるɻ胴部
には４条のࡾ角突帯が付されているが，体部の歪みに
伴って突帯も大きく歪Μでしまっているɻ1047は口径
2７.0㎝あり，３条の突帯が付されるɻ口縁部と突帯の間
に，３かॴの穿孔がݟられるが，͜れは補修孔とݟられ
るɻ1048は口径が20.0㎝で，ࡾ角突帯が３条८っているɻ
1049は口径が3１.2㎝，1050は32.0㎝で，何れも３条のࡾ
角突帯が८っているɻ1051は25.0㎝で１条のࡾ角突帯Λ
持ͪ，1052は19.0㎝あるが突帯が付くかͲうかは不明で
あるɻ1053～1055も口縁部であるが，口径Λଌり出͢͜
とはできなかっͨɻ口縁部の形状なͲはさま͟まであるɻ
1056～1063は突帯の付されͨ胴部であるɻ1063はM字状
の突帯が１条，それҎ外はࡾ角突帯が１条から４条付さ
れているɻ1064～1066は胴部の下部で，底部にいͨる部
分であるɻ1067～1069は底部で，何れもॆ࣮しͨ脚台と
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第161ਤ　竪穴住居跡30߸1
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なっているɻ1067と1069は外底がएׯ上げ底となってい
るɻ
　1070 ～ 1084は壺形土器であるɻ1070と1071は何れも
口縁部であるが，1070は二叉口縁，1071は口縁部がਨれ
下がるタΠϓのものであるɻ1072 ～ 1074は１条から３
条のࡾ角突帯が付されͨ肩部，1075 ～ 1080は突帯の付
されͨ胴部であるɻ1075 ～ 1078は１条から４条のࡾ角
突帯であり，1079と1080は１条の台状突帯ٴͼM字状の

突帯であるɻ1081 ～ 1084は底部であるɻ1081は底径が
8.6㎝で底の厚さが2.6㎝ある͜とから，大型の壺形土器
と考͑られるɻ底部は͢΂て安ఆしͨฏ底であるɻͨ
ͩ，୺部の状گや外底が上げ底であるか൱かなͲが幾分
ҟなっている点がݟられるɻ
　1085と1086は鉢形土器であるɻ1085は口縁部が一୴外
൓しͨ後に，ܹٸに内͢܏るɻ1086は口縁部の୺部が波
打っͨΑうになっているɻ

第162ਤ　竪穴住居跡30߸２

ᶃ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛएؚׯΉ）
ᶄ　஡褐色土（ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉɻᶃΑりకまりあり）
ᶅ　赤黒色土（やや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ）主に貼床埋土
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第163ਤ　竪穴住居跡30߸出土Ҩ物1

1044

1045

1046

0         　　　                           10DN
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第164ਤ　竪穴住居跡30߸出土Ҩ物２
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1053 1054
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1057 105�

0         　　　                           10DN
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第165ਤ　竪穴住居跡30߸出土Ҩ物３

105�
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1064 1065 1066
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106� 106�

0         　　　                           10DN
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第166ਤ　竪穴住居跡30߸出土Ҩ物４

1070
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10�0

10�1
10�2

10�3 10�4

10�5
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竪穴住居跡31߸（第167ਤʙ第16�ਤ）
Ｂ－22区で検出されͨɻ検出面はⅥ層上面で　گ出ঢ়ݕ
あるɻ
形ঢ়　୦穴住居੻31号のฏ面形状は，台形に近い隅丸方
形Λఄ͢るɻ長軸499㎝，短軸496㎝で，検出面から床面
までの深さは深いと͜Ζで58㎝であるɻ本遺੻の弥生時
代୦穴住居の中ではඪ४的な大きさであるɻ遺構のೆ側
ͼ੢側は上面が大きく֧ཚΛड͚ているが，ೆ側Ҏ外ٴ
は遺構の形状Λ著しくվม͢るものではないɻ
　遺構は全体的に掘り下げͨ後に，中央部Λ１.6̼×3.3
̼の隅丸方形のΑうな形に掘り下げて͓り，そのͨΊに
残っͨ周ғの部分が૬ର的に高くなり，ベッド状の遺構
となっͨものであるɻ
　ϐットは2基検出され，中央部の掘りࠐみのほぼ中央，
東੢のนࡍにあるఔ౓のن໛で深く掘られている͜とか
ら，主柱穴と考͑られるɻまͨ，土坑は2基検出されて
いるɻೆ側の土坑１は深さが໿20㎝で本遺੻のほかの୦
穴住居੻でݟられる土坑の形状౳にඇৗに類ࣅしている
͜とから，ಉ༷なػ能Λ考͑てஷ蔵穴の可能性があると
Θれるɻ๺東隅に位ஔしている土坑2号はその形状がࢥ

ͻΐうͨΜ型Λして͓り，深さも土坑１号のΑうなレン
ズ状とはなっていない͜とから，ผのػ能Λ考͑ͨ方が
良いΑうにࢥΘれるɻ
Ҩߏ಺埋土　遺構内にଯ積している土は４層に分層でき
るɻ１層目は黒褐色土でやや粘性とకまりがあり，Ⅲ̲
層に類ࣅしているɻ2層目は黒色土でやや粘性とకまり
があり，Ⅲ̳層に類ࣅしているɻ３層目は黒褐色土でや
や粘性があってకまりがあるɻ４層目は暗褐色土で粘性
があるとともにకまりがڧいɻ
Ҩߏ಺Ҩ物　1087 ～ 1101は甕形土器であるɻ1087 ～
1090は口縁部から胴部にか͚ての部分が෮ݩできͨもの
であるɻ1087は口径が42.７㎝で，口縁部下にগなくとも
2条のࡾ角突帯が८るものであるɻ突帯は部分的にう
ねっͨΑうに貼り付͚られて͓り，2条の突帯間の幅や
間ִがҟなっている部分もݟられるɻ1088は口径4１.2㎝
で，͜の部分まではまͩ突帯はݟられないɻ1089は口径
が24.0㎝ほͲであるが，胴部の๲らみの状گにҧいの
ある部分が࡯؍されるɻ１条のࡾ角突帯が८っているɻ
1090は口径が26.2㎝で，1089とಉ༷に１条の突帯が胴部
に८っているɻ1091 ～ 1096は口縁部であるɻٯL字状

第167ਤ　竪穴住居跡31߸1
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の口縁や，く字状の口縁なͲがݟられるとともに，அ面
の形状や大きさなͲにはそれͧれにࠩҟがݟられるɻま
ͨ，胴部と口縁部との઀߹の方法なͲにも，ҧいのあ
るものがあるɻ1097 ～ 1099は突帯の付されͨ胴部で，
͢΂てࡾ角突帯であるɻ2条と１条のものがݟられるɻ
1100は胴部の下部で，底部にいͨる部分，1101は底部Λ
ؚΉ部位であるɻ底径は１6.8㎝で，脚部の高さは6.2㎝
あるɻ器面調整は，外面がハケ目，内面はハケナデ調整
にΑり整͑られているɻ

　1102と1103は壺形土器であるɻ1102は二叉口縁の壺の
口縁部であるɻ1103は胴部の上部で，肩部には１条のࡾ
角突帯が८っているɻ
　1104は鉢形土器の口縁部で，内外両面には指頭痕がݟ
られるɻ

第16�ਤ　竪穴住居跡31߸２

ᶃ　黒褐色土（஑ా߱下軽石ΛؚΉ）ややకまりあり
ᶄ　黒色土（एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ）ややకまりあり
ᶅ　黒褐色土（एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ）ややకまりあり
ᶆ　黒色土（多量のΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ）కまりありɻ貼床
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第16�ਤ　竪穴住居跡31߸出土Ҩ物
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竪穴住居跡಺出土Ҩ物　（第170ਤʙ第1�3ਤ）
ᾜ　土製勾玉　（第170ਤ）
　1105 ～ 1108は土製勾玉であるɻ1105と1106は大型の
もの，1107と1108は小さΊのものであるɻまͨ，1107Ҏ
外は丁字頭の勾玉であるɻ大型，小さΊのもの何れも焼
成は良޷であるɻ
　1105は大型の丁字頭の土製勾玉で，尾部のઌ୺Λܽく
ものの，ほぼ完全品とݴっても良いɻ頭部の上面は幾分
ฏͨいΑうに࡞られて͓り，௖部には１本の௚線の沈線
が描かれるとともに，穿孔部ΛܨぐΑうに2本の沈線が
描かれているɻ頭部はほぼ楕円形Λఄして͓り，尾部へ
は࣍第にࡉくなるΑうに࡞られているɻ
　1106も大型の丁字頭の土製勾玉で，尾部Λܽଛしてい

るɻ頭部は丸く࡞られて͓り，穿孔部の周ғには７本の
沈線が描かれているɻ丸みΛ持っͨ頭部から尾部へは
ঃʑにࡉくなっていくɻ
　1107は小さΊの勾玉で，刻みはࢪされていないɻ頭部
はࣼΊ方向に幾分押さ͑られͨΑうに࡞ってあるɻ尾部
はएܽׯくɻ全体的にࡾ೔月型Λఄして͓り，尾部は࣍
第にࡉくなってゆくɻ
　1108は小さΊの勾玉で，丁字頭となっているɻ穿孔部
の周ғには４本の沈線が描かれているɻ頭部はएׯฏら
に押さ͑られͨΑうになっているが，楕円形に近い形状
と͑ݴるɻ胴からઌはٸ角౓でۂがって͓り，完形であ
れ͹，く字状Λఄしていͨと考͑られるɻ胴部からઌΛ
ܽଛしているɻ

1105

1106

1107

110�

第170ਤ　竪穴住居跡಺出土土製勾玉

0                                        3DN
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ᾝ　土製加工品　（第171ਤ）
　୦穴住居੻から土製加工品が22点出土しͨɻ形ଶ分類

では，その͢΂てが円形であっͨɻҎ下にそれͧれのܭ
ଌ஋Λه載して͓くɻ

110� 1110 1111 1112 1113 1114 1115

1116
1117 111� 111� 1120 1121

1122 1123 1124 1125 1126 1127

112� 112� 1130

第171ਤ　竪穴住居跡಺出土土製加工品

0         　　　                           10DN

第４表　住居跡出土土製加工品計測表 ຌྫ　完形ɿ完形品　下ܽɿ下部ܽଛ　上ܽɿ上部ܽଛ　ԣܽɿԣܽଛ

番　号 長さ㎝ 幅㎝ 厚さ㎝ 備　考 番　号 長さ㎝ 幅㎝ 厚さ㎝ 備　考

１１０̕ ̑．６ ３．2 １．０ 円形　ԣܽ １１2０ ３．６ 2．７ ０．８ 円形　ԣܽ

１１１０ 2．̑ １．７ １. 2 ʏ　　ʏ １１2１ ̑．３ ６．０ １．４ 　ʏ 　完形

１１１１ ６．１ ４．４ ０. ８ ʏ　　ʏ １１22 ̑．３ ̑．６ ０．８ 　ʏ 　下ܽ

１１１2 ３．６ ３．６ １．１ 　ʏ 　完形 １１2３ ̑. ４ ̑．̑ １．６ 　ʏ 　完形

１１１３ ̑．３ ̑．４ ０．８ ʏ　　ʏ １１2４ ４．８ ３．̑ １．2 　ʏ 　ԣܽ

１１１４ ４．４ ３．̕ ０．̕ 　ʏ 　ԣܽ １１2̑ ３．̕ ３．̑ １．１ 　ʏ 　完形

１１１̑ ̑．̑ ３．４ ０．̕ ʏ　　ʏ １１2６ ̑．４ ̑．７ １．３ 　ʏ 　下ܽ

１１１６ ̑．１ ３．８ １．０ ʏ　　ʏ １１2７ ̑．４ ４．１ １．０ 　ʏ 　ԣܽ

１１１７ ４．８ ３．３ ０．̕ ʏ　　ʏ １１2８ ３．６ ３．４ ０．８ 　ʏ 　完形

１１１８ ４．６ ４．2 ０．̑ 　ʏ 　下ܽ １１2̕ ４．３ ４．０ １．７ ʏ　　ʏ

１１１̕ ４．̑ ３．８ １．１ 　ʏ 　ԣܽ １１３０ ４．７ ４．４ １．８ ʏ　　ʏ
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1131
1132

1133

1134

1135

1136

1137

113�
113�

1140

1141
1142

0                                           3DN 
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ᾞ　 石　器　（第172ਤʙ第17�ਤ）
　̰　ຏ製石᭲　（第172ਤ）
　୦穴住居੻から̑点の磨製石鏃の製品ٴͼ未製品が出
土しͨɻ内༁は製品４点と未製品１点であるɻ1131から
1134は製品であるɻ͢΂て頁岩製であり，࢖用にΑるも
のかܽଛしているものもݟられるɻ1131は，全長はਪఆ
で3.9㎝，幅は2.７㎝，最大厚さは３ᶱであるɻ両側面に
ྏΛ࡞り出͢ɻ1132は全長3.2㎝，幅1.7㎝，最大厚さは
４ᶱであるɻ両側面のྏΛӶ利に࡞り出͢ɻ1133は，全
長はਪఆで４.9㎝，幅は１.8㎝，最大厚さは2ᶱであるɻ
両側面にӶ利なྏΛ࡞り出͢とともに，ฏ面も多くの面
Λ࡞っているɻ1134は，全長はਪఆで４.5㎝，幅もਪఆ
で2.6㎝，最大厚さは３ᶱであるɻ両側面にはྏΛ࡞り
出しているɻ1141は未製品であるɻܽଛ部分がඇৗに多
い͜とから数஋としてはਖ਼֬さに͚ܽる͜とから，ਪఆ
ではなくݱ時点でのܭଌ஋Λه載͢る͜とに͢るɻ全長
3.8㎝，幅2.6㎝，最大厚さは̑ᶱであるɻ製࡞時にഁଛ
しͨものと考͑られ，側面にはྏは࡞り出していないɻ
磨きの工ఔも粗いɻ

　̱　ଧ製石᭲　（第172ਤ）
　୦穴住居੻から打製石鏃はഁଛしͨものΛؚΊて６点
出土しているɻ基部にはฏ基式と凹基式の両方がݟられ
るɻ1135 ～ 1137がฏ基式とݟられ，1139 ～ 1142は凹基
式と考͑られるɻ1136はޒ角形鏃，ほかはࡾ角形の石鏃
と考͑られるɻ1137ٴͼ1140は全体的に丸みΛ帯ͼて͓
り，1139はӶいࡾ角形Λఄしているɻ1142は࢖用にΑる
ものか，ઌ୺と一方の基部Λܽいているɻ

　̲　εΫϨΠύー　（第172ਤ）
　1138はスクレΠύーと考͑られるɻઌ୺部ΛަޓṞ離
にΑり刃部として଄り出しているɻ

　̳　ଧ製石ි　（第173ਤ）
　打製石斧が2点出土しているɻ1143は短冊形の石斧で
あり，基部はࣼΊに整͑られているɻ1144はラケット形
の石斧の刃部で，基部Λܽଛ͢るɻ刃部には両面にࡲ痕
がݟられ，ॎ方向の࢖用の痕੻が࢕Θれるɻ

1143

1144

第173ਤ　竪穴住居跡಺出土石器２

0         　　　                                                        10DN
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第174ਤ　竪穴住居跡಺出土石器３

1145

1146

0                                10                                20DN
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第175ਤ　竪穴住居跡಺出土石器４

1147

114�

0                                10                                20DN
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第176ਤ　竪穴住居跡಺出土石器5

114�

1150

0                                10                                20DN
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第177ਤ　竪穴住居跡಺出土石器６

1151

1152

0                                10                                20DN
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第17�ਤ　竪穴住居跡಺出土石器７

1153

1154

0                                10                                20DN
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　̴　େܕ౐石　（第174ਤ・第175ਤ）
　1145 ～ 1147は大型の砥石であるɻ1145は୦穴住居੻
2号から出土しͨもので，残存長が39.5㎝，幅が13.７㎝，
厚さも12.4㎝あるɻ数かॴにΘͨってഁյされて͓り，
中には石の目にԊって割れていると͜Ζもݟられるɻ軟
質の砂岩製で，４面利用されているɻ1146は୦穴住居੻
６号で出土しͨもので，４面利用の砥石であるとともに，
に͗ݚ状となっͨ部分もある͜とからӶ利な刃物౳のے
も利用しているɻ残存長36.0㎝，幅12.5㎝，厚さ10.2㎝
であるɻ数かॴにΘͨってഁյされているɻ軟質砂岩製
であるɻ1147は୦穴住居੻5号から出土しͨもので，不
状のے，ଇ的な４面利用の砥石であるɻ1146とಉ༷にن

部分もある͜とから，Ӷ利な刃物౳の͗ݚにも利用し
ていると考͑られるɻ１かॴΛ割られているɻ残存長
26.7㎝，幅1４.0㎝，厚さ9.4㎝で，軟質の砂岩製であるɻ

　̵　େܕ୆石　（第175ਤɼਤ൛62）
　大型の砥石とともに大型の台石が出土しているɻ1148
～ 1150，1153であるɻ1148は୦穴住居੻１号で出土し
ͨもので，全長36.2㎝，幅1７.７㎝，厚さ13.0㎝で，2面
Λ主なۀ࡞面として利用しているとみられるɻ๮状の不
整形Λして͓り，砂岩製であるɻ1149は୦穴住居੻６号
から出土しͨɻほぼ円形の台石で，粗い粒の花崗岩製で
あるɻ全長23.6㎝，幅2４.6㎝，厚さ10.9㎝であるɻ1150

第17�ਤ　竪穴住居跡಺出土石器８

1155

1156

1157

0                                             10DN 0                                10                                20DN

0                                10                                20DN
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もಉ͡く୦穴住居੻６号から出土しているɻ青緑色の砂
岩製で，不整形であるɻ全長22.8㎝，幅13.5㎝，厚さ6.４
㎝で，一部ഁյされているɻ1153は୦穴住居੻11号から
出土しͨもので，全長25.0㎝，幅25.6㎝，厚さ8.6㎝で
あるɻ

　̶　石ࡼ　（第176ਤʙ第17�ਤ）
　1151 ～ 1157は主な࢖用面Λ石皿と͢るもので，その
ほかの࢖用目的として台石や敲石と͢るものなͲがあ
り，ෳ߹的な࢖用Λ目的としͨ石器と͑ݴるɻ1151は台
石としての利用も行っている石皿であるɻ不整形の粘板
岩製であるɻ全長25.6㎝，幅16.5㎝，厚さ７.0㎝で，୦
穴住居੻10号からの出土であるɻ1152は台石･磨石とし
ても利用している砂岩製の石皿で，୦穴住居੻10号から
の出土であるɻ残存長29.0㎝，幅20.0㎝，厚さ1４.6㎝で
あるɻ1154は୦穴住居੻17号で出土しͨもので，台石と
しても利用しͨ石皿であるɻ全長29.4㎝，幅19.7㎝，厚
さ8.1㎝であるɻ1155は敲石としても利用しͨもので，
୦穴住居੻24号から出土しͨɻ残存長16.2㎝，幅19.3㎝，
厚さ13.9㎝であるɻ1156も୦穴住居੻24号から出土して
͓り，敲石としてもซ用されているɻ全長16.1㎝，幅
10.1㎝，厚さ4.8㎝であるɻ1157は石皿としてのみ利用
されているɻ୦穴住居੻30号内の土坑から出土しͨɻ砂
岩製で，ഁଛしているɻ残存長1７.4㎝，幅1１.5㎝，厚さ
4.6㎝であるɻ

　̷　ຏ製石ි　（第1�0ਤ）
　1158は୦穴住居੻23号から出土しͨもので，蛤刃型の
磨製石斧であるɻ全長16.6㎝，幅5.6㎝，厚さ４.6㎝であ
るɻ側面は敲打にΑりഁଛしていると͜Ζもݟられるɻ

　̸　थൽ෍Ꮟ石　（第1�0ਤ）
　1159は୦穴住居੻12号から出土しͨɻಉ͡鹿屋市のԦ
子遺੻からは４点出土しているが，形はとてもΑくࣅて
いるɻόーククϩスϏーターɻ軟質の砂岩製であるɻ大
まかに４面Λ側面として整͑て敲打面として࢖用͢ると
ともに，ઌ୺部も整͑て敲打面として࢖用͢るものとݴ
Θれているɻ基部は４面Λࡉく削り出してѲり部Λ࡞り
出しているɻ全長10.5㎝，幅5.3㎝，厚さ４.5㎝であるɻ

　̹　ᑹܕ石器　（第1�0ਤ）
　1160と1161は楔型石器であるɻ1160は୦穴住居੻12号
から出土しͨもので，基部はやや੝り上がっͨΑうな形，
ઌ୺は片方Λฏ面的に，もう片方は丸ຯΛ帯ͼͨΑうに
刃Λ࡞っているɻ全長10.2㎝，幅4.6㎝，厚さは4.0㎝で
あるɻ1161は୦穴住居੻17号から出土しͨもので，ઌ୺
はややカーブΛ描くΑうに，基部はࣼΊ方向に௚線的に
っているɻ࡞

　̺　మ器　（第1�0ਤ）
　1162は୦穴住居੻̑号から出土しͨもので，全体的に
ฏͨい͜とから，刀子のഁ片の可能性が考͑られるもの
の，ৄࡉは不明であるɻ

　̻　౐石　（第1�1ਤ）
　1163 ～ 1171はඪ४的な大きさの砥石であるɻ1163は
୦穴住居੻10号から出土しͨほぼ௚方体のもので，޿い
両面と１側面の߹３ܭ面࢖用の砥石であるɻ1164は୦穴
住居੻20号から出土しͨ軟質の砂岩製の砥石ɻ1165は
୦穴住居੻24号から出土しͨඇৗに小さな砥石であるɻ
1166と1167も୦穴住居੻24号から出土しているɻ1167は
ඇৗにࡉ長いもので，最も޿い面のほぼ中央部が؇やか
に凹Μでいるɻ1168は୦穴住居੻12号出土のもので，最
も޿い面の片方と両側面Λ砥面としているɻ上下の両୺
は割れているɻ1169も12号出土で，小さな円形๮状の砥
石のઌ୺が割れͨものであるɻ1170は୦穴住居੻28号か
ら，1171は୦穴住居੻23号から出土して͓り，何れも薄
い板状の砥石であるɻ

　̼　ຏ・Ꮟ・Ԝ石　（第1�2ਤ）
　1172 ～ 1177は磨石や敲石，磨 ･ 敲石，凹石なͲΛ集
Ίͨɻ1172と1173は小円礫状の磨石ٴͼ磨 ･ 敲石であ
るɻ1172が୦穴住居੻11号から，1173が୦穴住居੻18号
から出土しͨɻ1174は୦穴住居੻20号から出土しͨ凹石
で，周縁も敲打されているɻ1176と1177は୦穴住居੻24
号から出土しͨ敲石で，多くの面Λ敲打が行Θれているɻ
何れも自વ円礫Λ࢖用しているɻ

　̽　ܰ石加工品　（第1�3ਤ）
　1178 ～ 1188は軽石Λ加工して製࡞されͨものであるɻ
面が磨られていͨり，面取されていͨり，溝や孔がۭ͚
られていͨりして͓り，形Λҙࣝ的に整͑られͨりして
いるものもある͜とから，何らかのҙ図Λ持って࡞られ
ͨ可能性もあるɻ1178は2面Λฏͨくし，底の面Λฏら
にしͨ周ғΛやや丸く࢓上げるものであるɻ1179は޿い
2面Λ小さく面取していっͨもの，1181は面取してやや
角柱条としͨもので，͜れら３点は何れも୦穴住居੻ࡾ
１号から出土しͨɻ1180は޿い１面Λਅっฏらに࢓上げ
ͨもので୦穴住居੻11号からの出土ɻ1182は2～３㎝ほ
Ͳの溝Λ掘って形Λ࡞っͨと考͑られるもので，୦穴住
居੻13号から出土しͨɻ1183は޿い１面Λ؇やかなカー
ブで࢓上げͨもので，୦穴住居੻12号出土ɻ1184は半円
形状に࡞っͨもので，୦穴住居੻24号出土ɻ1185は１つ
の孔Λۭ͚ͨ周ғにさらに孔Λۭ͚Αうとしͨもので୦
穴住居੻26号出土ɻ1186は溝状に掘り，1187は１面Λฏ
らにし，1188は޿い2面から周ลに向͚て丸く削ってྏ
Λ付͚ͨもので୦穴住居੻30号から出土しͨɻ
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第1�0ਤ　竪穴住居跡಺出土石器９・మ製品
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第1�1ਤ　竪穴住居跡಺出土石器10
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第1�2ਤ　竪穴住居跡಺出土石器11

1173

1174
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1176

1177

0                                             10DN
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第1�3ਤ　竪穴住居跡಺出土ܰ石加工品
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　Π　掘立柱建物跡（第1�4ਤʙ第204ਤ・第207ਤ）
　掘立柱建物੻は40ݢ検出されͨɻా原ഭϊ上遺੻の掘
立柱建物੻は，１間×1間が14棟，棟持柱Λもつ掘立柱
建物੻が３棟であっͨɻ建物੻はⅥ層（஑ా߱下軽石層）
上面で検出しͨものが多かっͨが，Ⅵ層で検出できな
かっͨものはⅧ層（ΞカホϠ火山灰層）上面で検出しͨɻ
検出面は୦穴住居੻なͲの遺構とはҟなっているが，い
ͣれも弥生時代の建物੻と考͑られるɻ分布については，
遺੻੢側では୦穴住居੻７ݢのೆ੢側と東側に୦穴住居
੻Λ取りғΉΑうに位ஔして͓り，東側では୦穴住居੻
や柱穴列，方形･円形周溝や土坑とಉ༷な৔ॴにࠞ在し
て位ஔしているɻ
　柱穴のܭଌ஋は࣮ଌ図にΑっているɻまͨ，ฏۉ஋は
֤柱穴の長径のฏۉ஋×短径のฏۉ஋，深さは֤柱穴の
深さのฏۉ஋Λه載してあるɻな͓，小数点Ҏ下は，そ
の有ҙ性Λ考ྀして，四ࣺޒೖにΑり整数としてه載し
てあるɻ

掘立柱建物跡1߸（第1�4ਤ）
　掘立柱建物੻１号はＣ－４・̑区で検出されͨɻ検出
面はⅧa層上面であるɻ୦穴住居੻６号の੢側に，掘立
柱建物੻３号の๺東側に位ஔ͢るɻ
　１号は１間×１間の建物ن໛と考͑られるが，લ年౓
調査にΑり੢側の部分のϐットがݟつからなかっͨͨ
Ί，建物੻のৄࡉについては不明であるɻฏ面形はほぼ
長方形Λఄして͓り，桁行̥2－̥３ʹ416㎝，梁行̥
１－̥2ʹ294㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ87°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径29.3×26
㎝，深さ44.3㎝であり，̥１が他の2つのϐットにൺ΂
て大きいɻ

掘立柱建物跡２߸（第1�4ਤ）
　掘立柱建物੻2号はＣ－̑・６区で検出されͨɻ検出
面はⅧa層上面であるが，一部はⅥ層上面で検出してい
るɻ୦穴住居੻2号ٴͼ３号の੢側，掘立柱建物੻３号
の東側に位ஔ͢るɻ
　2号は１間×１間の建物ن໛と考͑られるが，道路に
Αる未調査部分があるͨΊ，ৄࡉは不明であるɻฏ面形
はほぼ長方形Λఄして͓り，桁行̥2－̥３ʹ510㎝，
梁行̥１－̥３ʹ344㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ89°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径49.3×
4４.6㎝，深さ34.3㎝であり，̥2が他の2つのϐットに
ൺ΂てएׯ大きいɻ

掘立柱建物跡３߸（第1�5ਤ）
　掘立柱建物੻３号はＢ・Ｃ－４・̑区で検出されͨɻ
検出面はⅧa層上面であるɻ୦穴住居੻2号のೆ੢側，
掘立柱建物੻４号の東側に઀近͢る位ஔにあるɻ
　３号は１間（๺側2間）×１間（੢側2間）の建物ن
໛であるɻฏ面形は長方形Λఄして͓り，桁行̥１－̥
３ʹ320㎝，梁行̥１－̥̑ʹ246㎝Λଌるɻ֤柱間につ
いては，දにまとΊͨɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥
４が92°，˴̥３・̥４・̥̑が90°，˴̥４・̥̑・̥
１が90°，˴̥̑・̥１・̥３が88°であるɻϐットの形
状はほぼ円形Λఄし，ฏ͢ۉると径37.3×32.3㎝，深さ
30.2㎝の大きさであるɻ

掘立柱建物跡４߸（第1�5ਤ）
　掘立柱建物੻４号はＢ－４区で検出されͨɻ検出面は
Ⅷa層上面であるɻ୦穴住居੻2号のೆ੢側に位ஔして
͓り，掘立柱建物੻̑号と੾り߹いؔ܎にあるɻ時ࠩظ
については不明であるɻ
　４号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形はएׯ歪
Μでいるがਖ਼方形Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ290
㎝，桁行̥１－̥４ʹ310㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・
̥2・̥３が90°，˴̥2・̥３・̥４が96°，˴̥３・
̥４・̥１が84°，˴̥４・̥１・̥2が90°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径37.3×32
㎝，深さ46.3㎝であり，̥３は他のϐットにൺ΂て小さ
いɻ

掘立柱建物跡５߸（第1�6ਤ）
　掘立柱建物੻̑号はＢ－４区で検出されͨɻ検出面は
Ⅷa層上面であるɻ୦穴住居੻2号のೆ੢側に位ஔして
͓り，掘立柱建物੻４号と੾り߹いؔ܎にあるɻ
　̑号は2間×１間の建物ن໛と考͑られるが，๺੢側
のϐットが検出できなかっͨͨΊ，ৄࡉは不明であるɻ
ฏ面形は長方形Λఄして͓り，桁行̥̑－̥６ʹ320㎝，
梁行̥１－̥̑ʹ230㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・
̥2・̥４が98°，˴̥2・̥４・̥̑が95°，˴̥４・
̥̑・̥１が88°，˴̥̑・̥１・̥2が91°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形であり，ฏۉして径33.2×
29.2㎝，深さ32.2㎝であるɻな͓，掘立柱建物੻４号の
̥４と掘立柱建物੻̑号の̥2については，ಉ͡ϐット
が利用されていͨか，ಉ༷な৔ॴに建てସ͑が行Θれͨ
と考͑られるɻ
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第1�4ਤ　掘立柱建物跡1

掘立柱建物跡1߸

掘立柱建物跡２߸
0                                             　　　　　　　　3N

-�
12

1�
6N

-�121�6N

11

1
1

1
1

11

12

1
2

12

12

12

13

13

13

13

1
3

-�121�0N

-�
121�0N



202

第1�5ਤ　掘立柱建物跡２
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第1�6ਤ　掘立柱建物跡３
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掘立柱建物跡６߸（第1�6ਤ）
　掘立柱建物੻６号は̖・Ｂ－̑・６区で検出されͨɻ
検出面はⅧa層上面であるɻ୦穴住居੻2号のೆ੢側に
位ஔして͓り，掘立柱建物੻７号と੾り߹いؔ܎にあ
るɻ時ࠩظについては不明であるɻ
　６号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥４ʹ320㎝，桁行̥１－̥
2ʹ444㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥３が
91°，˴̥2・̥３・̥４が90°，˴̥３・̥４・̥１が
89°，˴̥４・̥１・̥2が90°であるɻ　　
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径21.5×18
㎝，深さ41㎝であり，他の掘立柱建物੻とൺ΂て全体的
にϐットが小さい͜とが特௃であるɻ

掘立柱建物跡７߸（第1�7ਤ）
　掘立柱建物੻７号は̖・Ｂ－６区で検出されͨɻ検出
面はⅥ層上面であるɻ୦穴住居੻2号のೆ੢側に位ஔし
て͓り，掘立柱建物੻６号と੾り߹いؔ܎にあるɻ
　７号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥４ʹ288㎝，桁行̥１－̥
2ʹ470㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥３が
89°，˴̥2・̥３・̥４が90°，˴̥３・̥４・̥１が
90°，˴̥４・̥１・̥2が91°であり，ほぼ͢΂ての内
角が90°である͜とから歪みがগない建物੻と͑ݴるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径39.8×
35.3㎝，深さ29.3㎝であるɻ

掘立柱建物跡８߸（第1�7ਤ）
　掘立柱建物੻８号はＣ－８区で検出されͨɻ検出面は
Ⅷa層上面であるɻ୦穴住居੻１号の੢側，掘立柱建物
੻７号の東側に位ஔ͢るɻ
　８号は１間（๺側2間）×１間の建物ن໛であるɻฏ
面形は長方形Λఄして͓り，梁行̥１－̥̑ʹ301㎝，
桁行̥１－̥３ʹ390㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・
̥３・̥４が96°，˴̥３・̥４・̥̑が87°，˴̥４・
̥̑・̥１が93°，˴̥̑・̥１・̥３が84°であるɻ
　ϐットの形状は̥１と̥４はएׯ四角形Λఄしている
が，その他のϐットはほぼ円形Λఄしているɻฏۉして
径38.2×32.8㎝，深さは40.8㎝であるɻ
　遺構内の遺物については，̥１と̥̑の内部から土器
片が出土しているɻ

掘立柱建物跡９߸（第1��ਤ）
　掘立柱建物੻̕号はＥ－14区で検出されͨɻ検出面は
Ⅷa層上面であるɻ୦穴住居੻̑号の東側，掘立柱建物
੻10号の๺東側に位ஔ͢るɻ
　̕号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形はほぼ長
方形Λఄして͓り，梁行̥2－̥３ʹ287㎝，桁行̥１

－̥2ʹ330㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥
３が94°，˴̥2・̥３・̥４が86°，˴̥３・̥４・̥
１が91°，˴̥４・̥１・̥2が89°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径
21.8×19.5㎝，深さ41.5㎝であるɻ

掘立柱建物跡10߸（第1��ਤ）
　掘立柱建物੻10号はＣ－14区で検出されͨɻ検出面は
Ⅵ層上面であるɻ୦穴住居੻̑号のೆ東側，掘立柱建物
੻11号の๺側に位ஔ͢るɻ
　10号は2間×１間の建物ن໛で，東੢方向に棟持柱が
検出されているɻฏ面形は長方形Λఄして͓り，梁行̥
１－̥６ʹ318㎝，桁行̥１－̥３ʹ451㎝，棟持柱間は
730㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥４が89°，
˴̥３・̥４・̥６が94°，˴̥４・̥６・̥１が86°，
˴̥６・̥１・̥３が91°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径
37.0×32.4㎝，深さ41.6㎝であるɻϐットの深さについ
ては，四隅のϐットが深く，ਅΜ中の̥2と̥̑，それ
に棟持柱についてはいͣれも20㎝લ後ほͲしかなかっ
ͨɻ

掘立柱建物跡11߸（第1��ਤ）
　掘立柱建物੻11号はＢ－14区で検出されͨɻ୦穴住居
੻̑号のೆ東側，掘立柱建物੻10号のೆ側に位ஔ͢るɻ
　11号は１間（東側は2間）×１間の建物ن໛であるɻ
ฏ面形はほぼ長方形Λఄして͓り，梁行̥１－̥４ʹ
246㎝，桁行̥１－̥2ʹ322㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴
̥１・̥2・̥３が88°，˴̥2・̥３・̥４が89°，˴
̥３・̥ ４・̥ １が87°，˴̥４・̥ １・̥ 2が96°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径
29.6×24.8㎝，深さは71.0㎝であるɻ11号は上面で遺構
Λ検出できͨ͜とから，ϐットの残りが良かっͨと考͑
られるɻ

掘立柱建物跡12߸（第1�0ਤ）
　掘立柱建物੻12号はＣ・̙－13区で検出されͨɻ୦穴
住居੻̑号の東側，掘立柱建物੻10号の๺੢側に位ஔ͢
るɻ
　12号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥４ʹ216㎝，桁行̥１－̥
2ʹ300㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥３が
91°，˴̥2・̥３・̥４が89°，˴̥３・̥４・̥１が
86°，˴̥４・̥１・̥2が94°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径
26.3×21.3㎝，深さは34.5㎝であるɻ
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第1��ਤ　掘立柱建物跡５
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第1��ਤ　掘立柱建物跡６
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第1�0ਤ　掘立柱建物跡７
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掘立柱建物跡13߸（第1�0ਤ）
　掘立柱建物੻13号はＢ－13区で検出されͨɻ୦穴住居
੻̑号の東側，掘立柱建物੻12号のೆ側に位ஔ͢るɻ
　12号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は台形状
Λఄして͓り，梁行̥１－̥４ʹ200㎝，桁行̥１－̥
2ʹ220㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥３が
91°，˴̥2・̥３・̥４が92°，˴̥３・̥４・̥１が
97°，˴̥４・̥１・̥2が80°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径
26.3×21.3㎝，深さは34.5㎝であるɻ

掘立柱建物跡14߸（第1�1ਤ）
　掘立柱建物੻14号は̙－16区で検出されͨɻ掘立柱建
物੻15号の๺੢側に位ஔし，周ลには୦穴住居੻はݟら
れないɻ
　14号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥４ʹ280㎝，桁行̥１－̥
2ʹ386㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥３が
90°，˴̥2・̥３・̥４が88°，˴̥３・̥４・̥１が
92°，˴̥４・̥１・̥2が90°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径
2１.0×20.0㎝，深さ29㎝であるɻ

 掘立柱建物跡15߸（第1�1ਤ）
　掘立柱建物੻15号は̙－17区で検出されͨɻ掘立柱建
物੻14号のೆ東側に位ஔし，周ลには୦穴住居੻はݟら
れないɻ
　15号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥４ʹ158㎝，桁行̥１－̥
2ʹ298㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥３が
89°，˴̥2・̥３・̥４が88°，˴̥３・̥４・̥１が
89°，˴̥４・̥１・̥2が94°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径
27.3×26.0㎝，深さは36㎝であるɻ

掘立柱建物跡16߸（第1�2ਤ）
　掘立柱建物੻16号は̙－17区で検出されͨɻ掘立柱建
物੻15号の東側，掘立柱建物੻17号のೆ側に位ஔし，周
ลに୦穴住居੻はݟられないɻ
　16号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形はほぼ長
方形Λఄして͓り，梁行̥１－̥４ʹ190㎝，桁行̥１
－̥2ʹ352㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥
３が92°，˴̥2・̥３・̥４が86°，˴̥３・̥４・̥
１が91°，˴̥４・̥１・̥2が91°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径21×17㎝，
深さ29㎝であり，̥１が他のϐットにൺ΂て大きいɻ

掘立柱建物跡17߸（第1�2ਤ）
　掘立柱建物੻17号は̙－17区で検出されͨɻ掘立柱建
物੻15号の๺側，掘立柱建物੻16号の๺東に位ஔし，周
ลに୦穴住居੻はݟられないɻ
　17号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は台形状
Λఄして͓り，梁行̥１－̥４ʹ218㎝，桁行̥１－̥
2ʹ308㎝，̥３－̥４ʹ374㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴
̥１・̥2・̥３が103°，˴̥2・̥３・̥４が77°，
˴̥３・̥４・̥１が87°，˴̥４・̥１・̥2が93°で
あるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径29×20㎝，
深さ35㎝であり，̥ 2が他のϐットにൺ΂てएׯ大きいɻ

掘立柱建物跡1�߸（第1�3ਤ）
　掘立柱建物੻18号はＣ－26区で検出されͨɻ検出面は
Ⅳ層上面であるɻ୦穴住居੻19号の東側，掘立柱建物੻
28号のೆ੢側に位ஔ͢るɻ
　18号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ212㎝，桁行̥１－̥
３ʹ351㎝Λଌるɻ֤柱間については，内角は͓Αそ˴
̥１・̥３・̥４が91°，˴̥３・̥４・̥2が86°，˴
̥４・̥ 2・̥ １が90°，˴̥2・̥ １・̥ ３が93°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏ͢ۉると径62×54
㎝，深さ62㎝の大きさであるɻ

掘立柱建物跡1�߸（第1�3ਤ）
　掘立柱建物੻19号はＥ－29区で検出されͨɻ検出面は
Ⅳ層上面であるɻ୦穴住居੻13号の๺੢側に位ஔして͓
り，掘立柱建物੻18号と੾り߹いؔ܎にあるɻ時ࠩظに
ついては不明であるɻ
　19号は１間×１間（ೆ側2間）の建物ن໛であるɻฏ
面形はएׯ歪Μでいるが長方形Λఄして͓り，梁行̥１
－̥2ʹ292㎝，桁行̥１－̥̑ʹ447㎝Λଌるɻ内角は
͓Αそ˴̥１・̥2・̥４が93°，˴̥2・̥４・̥̑
が90°，˴̥４・̥̑・̥１が91°，˴̥̑・̥１・̥2
が86°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径70×59㎝，
深さ63㎝であり，̥３は他のϐットにൺ΂て小さいɻ
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第1�1ਤ　掘立柱建物跡８
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第1�2ਤ　掘立柱建物跡９
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第1�3ਤ　掘立柱建物跡10
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ᶃ　 एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石Λ
ؚΉ

　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢭　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりあり
⢮　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりएׯऑい
⢯　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯあり
⢰　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯऑい
⢱　ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりしまりएׯऑい
⢲　ΞカホϠブϩック主体で間に஡褐色ؚΉ
⢳　Ⅵ層類ࣅのブϩック

-�
11

6�
6N



213

掘立柱建物跡20߸（第1�4ਤ）
　掘立柱建物੻20号はＦ・Ｇ－32区で検出されͨɻ検出
面はⅣ層上面であるɻ୦穴住居੻15号の東側，୦穴住居
੻14号の๺側に位ஔ͢るɻ
　20号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥３ʹ198㎝，桁行̥１－̥
４ʹ347㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥４・̥2・̥３が
92°，˴̥2・̥３・̥１が88°，˴̥３・̥１・̥４が
94°，˴̥１・̥４・̥2が86°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形であり，ฏۉして径51×46㎝，
深さ49㎝であるɻ

掘立柱建物跡21߸（第1�4ਤ）
　掘立柱建物੻21号はＣ・̙－26・27区で検出されͨɻ
検出面はⅥ層上面であるɻ୦穴住居੻26号のೆ੢側に位
ஔして͓り，掘立柱建物੻18号と੾り߹いؔ܎にあるɻ
時ࠩظについては不明であるɻ
　21号は３間×４間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥12ʹ299㎝，桁行̥１－̥
̑ʹ408㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥̑・̥８が
89°，˴̥̑・̥８・̥12が91°，˴̥８・̥12・̥１が
85°，˴̥12・̥１・̥̑が95°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径35×28
㎝，深さ30㎝であり，他の掘立柱建物੻とൺ΂て全体的
にϐットが小さい͜とが特௃であるɻ

掘立柱建物跡22߸（第1�5ਤ）
　掘立柱建物੻22号は̙－25・26区で検出されͨɻ検出
面はⅥ層上面であるɻ୦穴住居੻18号のೆ側に位ஔして
͓り，掘立柱建物੻21号の๺੢側に位ஔ͢るɻ
　22号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ216㎝，桁行̥１－̥
３ʹ333㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥４が
92°，˴̥３・̥４・̥2が89°，˴̥４・̥2・̥１が
86°，˴̥2・̥１・̥３が93°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径44×37㎝，
深さ27㎝であるɻ

掘立柱建物跡23߸（第1�5ਤ）
　掘立柱建物੻23号はＢ－25・26区で検出されͨɻ検出
面はⅣ層上面であるɻ୦穴住居੻20号の東側，掘立柱建
物੻18号のೆ੢側に位ஔ͢るɻ
　23号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ253㎝，桁行̥１－̥
３ʹ459㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥４が
95°，˴̥2・̥４・̥３が89°，˴̥４・̥３・̥１が
88°˴ ̥３・̥１・̥2が88°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄしているɻฏۉして径79

×73㎝，深さは121㎝であるɻ

掘立柱建物跡24߸（第1�6ਤ）
　掘立柱建物੻24号はＣ－27区で検出されͨɻ検出面は
Ⅵ層上面であるɻ୦穴住居੻24号の੢側，掘立柱建物੻
21号のೆ側に位ஔ͢るɻ
　24号は2間×３間の建物ن໛で，東੢方向に棟持ͪ柱
Λ持つ建物੻であるɻฏ面形はほぼ長方形Λఄして͓り，
梁行̥１－̥̕ʹ302㎝，桁行̥１－̥４ʹ398㎝，棟持
柱間は536㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥４・̥６
が92°，˴̥４・̥６・̥̕が90°，˴̥６・̥̕・̥１
が87°，˴̥̕・̥１・̥４が91°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，本体はฏۉし
て径29×27㎝，深さ32㎝であるɻ棟持柱はฏۉして径32
×27㎝，深さは24㎝であるɻ

掘立柱建物跡25߸（第1�6ਤ）
　掘立柱建物੻25号はＥ－27区で検出されͨɻ検出面は
Ⅳ層上面であるɻ୦穴住居੻18号の東側，掘立柱建物੻
26号ٴͼ27号の੢側に位ஔ͢るɻ
　25号は１間×2間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥３ʹ249㎝，桁行̥１－̥
６ʹ283㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥４が
92°，˴̥３・̥４・̥６が90°，˴̥４・̥６・̥１が
85°，˴̥６・̥１・̥３が93°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径43
×38㎝，深さ40㎝であるɻ

掘立柱建物跡26߸（第1�7ਤ）
　掘立柱建物੻26号はＥ・Ｆ－27区で検出されͨɻ検出
面はⅣ層上面であるɻ୦穴住居੻18号の東側に位ஔし，
掘立柱建物੻27号と੾り߹いؔ܎にあるɻલ後ؔ܎につ
いては不明であるɻ
　26号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形はほぼ長
方形Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ264㎝，桁行̥１
－̥4ʹ372㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥３
が94°，˴̥2・̥３・̥４が87°，˴̥３・̥４・̥１
が95°，˴̥４・̥１・̥2が84°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径47
×30㎝，深さは35㎝であるɻ
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第1�4ਤ　掘立柱建物跡11

掘立柱建物跡21߸
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ᶃ　एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢱　ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりしまりएׯऑい
⢸　ᶄに類͢ࣅる
⢾　 ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯऑくΞカホϠブ

ϩック幅が小さい
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第1�5ਤ　掘立柱建物跡12
掘立柱建物跡23߸

掘立柱建物跡22߸
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　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢮　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりएׯऑい
⢯　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯあり
⢰　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯऑい
⢽　 ᶄに類͢ࣅるがΞカホϠ・஑ా軽石はほとΜͲؚ
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第1�6ਤ　掘立柱建物跡13
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　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
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第1�7ਤ　掘立柱建物跡14

掘立柱建物跡27߸
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　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
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掘立柱建物跡27߸（第1�7ਤ）
　掘立柱建物੻27号はＥ・Ｆ－27区で検出されͨɻ検出
面はⅣ層上面であるɻ୦穴住居੻18号の東側に位ஔし，
掘立柱建物੻26号とは੾り߹いؔ܎にあるɻલ後ؔ܎に
ついては不明であるɻ
　27号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ237㎝，桁行̥１－̥
４ʹ316㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥３が
90°，˴̥2・̥３・̥４が88°，˴̥３・̥４・̥１が
89°，˴̥４・̥１・̥2が93°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径46
×33㎝，深さは34㎝であるɻ

掘立柱建物跡2�߸（第1��ਤ）
　掘立柱建物੻28号はＣ・̙－26・27区で検出されͨɻ
検出面はⅥ層上面であるɻ୦穴住居੻26号の੢側に位ஔ
し，掘立柱建物੻21号とは੾り߹いؔ܎にあるが，લ後
は不明であるɻ܎ؔ
　28号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ210㎝，桁行̥１－̥
３ʹ375㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥４が
86°，˴̥３・̥４・̥2が90°，˴̥４・̥2・̥１が
90°，˴̥2・̥１・̥３が94°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径39
×29㎝，深さ33㎝であるɻ

 掘立柱建物跡2�߸（第1��ਤ）
　掘立柱建物੻29号はＥ－30・31区で検出されͨɻ検出
面はⅥ層上面であるɻ୦穴住居੻14号の੢側に位ஔし，
掘立柱建物੻35号とは੾り߹いؔ܎にあるが，લ後ؔ܎
は不明であるɻ
　29号は１間×１間の建物ن໛と考͑られるが，๺東側
のϐットは֬ೝできなかっͨɻฏ面形は長方形Λఄして
いると考͑られ，梁行̥１－̥2ʹ155㎝，桁行̥2－
̥３ʹ170㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥2・̥３
が86°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径19
×15㎝，深さは14㎝であるɻ

掘立柱建物跡30߸（第1��ਤ）
　掘立柱建物30号はＥ・Ｆ－28・29区で検出されͨɻ୦
穴住居੻23号のೆ側，掘立柱建物੻19号の๺੢側に位ஔ
͢るɻ
　30号は１間×１間の建物ن໛と考͑られるが，東側の
部分のϐットがݟつからなかっͨͨΊ，建物੻のৄࡉに
ついては不明であるɻฏ面形はほぼ長方形Λఄして͓り，
梁行̥１－̥３ʹ235㎝，桁行̥１－̥2ʹ275㎝Λଌるɻ
内角は͓Αそ˴̥2・̥１・̥３が94°であるɻ

　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径49
×38㎝，深さ42㎝であり，̥2が他の2つのϐットにൺ
΂てۃΊて小さいɻ

掘立柱建物跡31߸（第1��ਤ）
　掘立柱建物੻31号は̙－35区で検出されͨɻ検出面は
Ⅳ層上面であるɻ୦穴住居੻25号のೆ東側，掘立柱建物
੻39号の੢側に位ஔ͢るɻ
　31号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形はほぼ長
方形Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ222㎝，桁行̥１
－̥３ʹ397㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥
４が93°，˴̥３・̥４・̥2が87°，˴̥４・̥2・̥
１が90°，˴̥2・̥１・̥３が90°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径67×47㎝，
深さ53㎝であり，̥３が他の３つのϐットにൺ΂てएׯ
大きいɻ

掘立柱建物跡32߸（第1��ਤ）
　掘立柱建物੻32号は̙－32・33区で検出されͨɻ検出
面はⅣ層上面であるɻ୦穴住居੻10号の๺東側に位ஔし，
୦穴住居੻̕号と੾り߹いؔ܎にあるɻલ後ؔ܎は不明
であるɻ
　32号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ260㎝，桁行̥１－̥
３ʹ400㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥４が
92°，˴̥３・̥４・̥2が89°，˴̥４・̥2・̥１が
92°，˴̥2・̥１・̥３が87°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏ͢ۉると径53×41
㎝，深さ47㎝の大きさであるɻ

掘立柱建物跡33߸（第200ਤ）
　掘立柱建物੻33号はＣ・̙－30区で検出されͨɻ୦穴
住居੻11号の๺側にあり，方形周溝と੾り߹いؔ܎にあ
るが，時ࠩظについては不明であるɻ
　33号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ226㎝，桁行̥１－̥
３ʹ387㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥４が
90°，˴̥３・̥４・̥2が89°，˴̥４・̥2・̥１が
93°，˴̥2・̥１・̥３が89°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径40×35㎝，
深さ20㎝であり，̥３は他のϐットにൺ΂て大きいɻ
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第1��ਤ　掘立柱建物跡15

掘立柱建物跡30߸

掘立柱建物跡2�߸

掘立柱建物跡2�߸
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ᶃ　एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢰　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯऑい
⢱　ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりしまりएׯऑい
⢴　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑり白粒が多い
⢶　ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりΞカホϠブϩックがࡉかくしまりऑい

12 13
-�116�6N
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第1��ਤ　掘立柱建物跡16

掘立柱建物跡32߸

掘立柱建物跡31߸
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ᶃ　एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢰　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯऑい
⢱　ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりしまりएׯऑい
⢲　ΞカホϠブϩック主体で間に஡褐色ؚΉ
⢵　ᶄに類͢ࣅるがᶝ層ブϩックΛؚΉ
⢶　 ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりΞカホϠブϩックがࡉかくし

まりऑい
⢷　ᶃに類͢ࣅる

⢶（෯5NNʙ2DN）

⢶（෯5NNʙ2DN）
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第200ਤ　掘立柱建物跡17

掘立柱建物跡34߸

掘立柱建物跡33߸
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ᶃ　एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢭　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりあり
⢮　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりएׯऑい
⢯　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯあり
⢰　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯऑい
⢲　ΞカホϠブϩック主体で間に஡褐色ؚΉ
⢵　ᶄに類͢ࣅるがᶝ層ブϩックΛؚΉ
⢶　 ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりΞカホϠブϩックがࡉかく

しまりऑい
⢷　ᶃに類͢ࣅる
⢹　ᶅに類͢ࣅる
⢼　 ᶅに類͢ࣅるがΞカホϠブϩックが微ࡉでしまり

あり
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掘立柱建物跡34߸（第200ਤ）
　掘立柱建物੻34号は̙－27区で検出されͨɻ検出面は
Ⅵ層上面であるɻ୦穴住居੻26号の੢側にあり，掘立柱
建物੻21号とۃΊて઀近しͨ位ஔにあり，੾り߹いؔ܎
がある可能性があるɻ
　34号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ201㎝，桁行̥１－̥
４ʹ336㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥４・̥３が
91°，˴̥４・̥３・̥2が89°，˴̥３・̥2・̥１が
92°，˴̥2・̥１・̥４が88°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形であり，ฏۉして径43×35㎝，
深さ45㎝であるɻ

掘立柱建物跡35߸（第201ਤ）
　掘立柱建物੻35号はＥ－30・31区で検出されͨɻ୦穴
住居੻12号の๺੢側にあり，掘立柱建物੻29号と੾り߹
いؔ܎にあるɻ時ࠩظについては不明であるɻ
　35号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ193㎝，桁行̥１－̥
３ʹ246㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥４が
89°，˴̥３・̥４・̥2が91°，˴̥４・̥2・̥１が
89°，˴̥2・̥１・̥３が91°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして径33×28
㎝，深さ24㎝であり，他の掘立柱建物੻とൺ΂て全体的
にϐットが小さい͜とが特௃であるɻ

掘立柱建物跡36߸（第202ਤ）
　掘立柱建物੻36号はＣ・̙－29区で検出されͨɻ検出
面はⅥ層上面であるɻ୦穴住居੻17号の東側，୦穴住居
੻13号の੢側，掘立柱建物੻19号のೆ側に位ஔ͢るɻ
　36号は３間×３間の建物ن໛で，棟持柱Λ持つ建物੻
であるɻฏ面形は長方形Λఄして͓り，梁行̥１－̥４
ʹ349㎝，桁行̥１－̥10ʹ404㎝Λଌるɻ棟持柱間は
534㎝であるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥10・̥７が89°，
˴̥10・̥７・̥４が94°，˴̥７・̥４・̥１が88°，
˴̥４・̥１・̥10が89°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄし，ฏۉして本体が径35
×27㎝，深さ30㎝であるɻまͨ，棟持柱は35×26㎝，深
さ30㎝，本体の東側のೆ๺にある2基ͣつの柱穴のฏۉ
は，32×27㎝，深さは18㎝であるɻ

掘立柱建物跡37߸（第201ਤ）
　掘立柱建物੻37号は̙・Ｅ－31区で検出されͨɻ検出
面はⅥ層上面であるɻ୦穴住居੻12号の๺側にඇৗに近
઀して位ஔして͓り，੾り߹いؔ܎にある可能性があるɻ
　37号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ206㎝，桁行̥１－̥
３ʹ388㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥４が

91°，˴̥３・̥４・̥2が88°，˴̥４・̥2・̥１が
92°，˴̥2・̥１・̥３が89°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄしているɻฏۉして径36
×30㎝，深さは18㎝であるɻ

掘立柱建物跡3�߸（第203ਤ）
　掘立柱建物੻38号はＦ－28区で検出されͨɻ検出面は
Ⅵ層上面であるɻ୦穴住居੻23号のೆ側，掘立柱建物੻
30号の੢側に位ஔ͢るɻ
　38号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形はほぼ台
形に近い形状Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ178㎝，
桁行̥１－̥３ʹ159㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・
̥３・̥４が95°，˴̥３・̥４・̥2が81°，˴̥４・
̥2・̥１が90°，˴̥2・̥１・̥３が94°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径37
×34㎝，深さ36㎝であるɻ

掘立柱建物跡3�߸（第203ਤ）
　掘立柱建物੻39号は̙－36区で検出されͨɻ検出面は
Ⅳ層上面であるɻ୦穴住居੻30号のೆ側，掘立柱建物੻
31号の東側に位ஔ͢るɻ
　39号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形は長方形
Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ180㎝，桁行̥１－̥
３ʹ328㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥ ３・̥ ４が90°，
˴̥３・̥４・̥2が89°，˴̥４・̥2・̥１が91°，
˴̥2・̥１・̥３が90°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径40
×31㎝，深さ27㎝であるɻ

掘立柱建物跡40߸（第204ਤ）
　掘立柱建物੻40号はＣ・̙－34・35区で検出されͨɻ
検出面はⅥ層上面であるɻ୦穴住居੻25号のೆ側，掘立
柱建物੻32号のೆ੢側に位ஔ͢るɻ
　40号は１間×１間の建物ن໛であるɻฏ面形はほぼ長
方形Λఄして͓り，梁行̥１－̥2ʹ239㎝，桁行̥１
－̥３ʹ391㎝Λଌるɻ内角は͓Αそ˴̥１・̥３・̥
４が89°，˴̥３・̥４・̥2が89°，˴̥４・̥2・̥
１が89°，˴̥2・̥１・̥３が93°であるɻ
　ϐットの形状はほぼ円形Λఄして͓り，ฏۉして径57
×47㎝，深さは46㎝であるɻ
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第201ਤ　掘立柱建物跡1�

掘立柱建物跡37߸

掘立柱建物跡35߸
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ᶃ　एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢭　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりあり
⢮　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりएׯऑい
⢱　ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりしまりएׯऑい
⢶　 ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりΞカホϠブϩックがࡉかく

しまりऑい
⢷　ᶃに類͢ࣅる
⢸　ᶄに類͢ࣅる
⢹　ᶅに類͢ࣅる
⢺　 ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりएׯ明るく黄ຯかかってい

る　
　　ᶃΑりしまりऑい
⢼　 ᶅに類͢ࣅるがΞカホϠブϩックが微ࡉでしまり

あり

஑ాܰ石

-�116�4N
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஑ా

ᶃ　एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢮　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりएׯऑい
⢯　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯあり
⢰　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯऑい
⢱　ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりしまりएׯऑい
⢲　ΞカホϠブϩック主体で間に஡褐色ؚΉ
⢶　  ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりΞカホϠブϩックがࡉかくし

まりऑい
⢷　ᶃに類͢ࣅる
⢸　ᶄに類͢ࣅる
⢹　ᶅに類͢ࣅる
⢺　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりएׯ明るく黄ຯかかっている
⢻　ᶃΑりしまりऑい
⢼　ᶅに類͢ࣅるがΞカホϠブϩックが微ࡉでしまりあり

-�116�6N

-
-�
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第203ਤ　掘立柱建物跡20

掘立柱建物跡3�߸
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ᶃ　एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢮　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりएׯऑい
⢶　ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりΞカホϠブϩックがࡉかくしまりऑい
⢷　ᶃに類͢ࣅる
⢸　ᶄに類͢ࣅる
⢹　ᶅに類͢ࣅる
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第204ਤ　掘立柱建物跡21

掘立柱建物跡40߸
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ᶃ　एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

⢮　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりしまりएׯऑい
⢰　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりしまりएׯऑい
⢶　ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりΞカホϠブϩックがࡉかくしまりऑい

⢶
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　΢　柱穴列（第205ਤ・第206ਤ）
　柱穴列が６列検出されͨɻ͢΂て25区から東側に位ஔ
して͓り，Ծの໊শで͑ݴ͹ᶸ東の集མᶹという͜とに
なるɻϐットの大きさのࠩҟや遺構全体のن໛の大小な
Ͳさま͟まであるɻ基本的には，一௚線に，かつ౳間ִ
でฒぶ͜とΛ原ଇと͢るが，そのΑうにならないもので
も一方向に௚線的にฒぶものは，͜の柱穴列という໊শ
Λ付してあるɻ
　その中でも，とりΘ͚，構成͢るϐットの１つ１つの
大きさと，遺構としてのϐットの数なͲ，最も大きなも
のが柱穴列１であるɻ૯ϐット数は22基からなって͓り，
ϐットの内部がෳ数に分かれているϐットも̑基ݟられ
るɻまͨ，柱穴列とはݴいながら，一方向ではなく，主
方向に௚ަ͢るものとࣼަ͢るものもある͜とから，ほ
かの柱穴列とは性֨Λҟに͢るものとも考͑られるɻ

柱穴列1߸（第205ਤ）
　Ｂ・Ｃ－28・29区で検出されͨɻほぼ東੢方向に一列
になっͨ柱穴Λ中心に，2かॴからೆ๺方向にも柱穴が
存在͢るものの，東੢方向の列にしっかりと௚ަ͢るも
のではないΑうに͡ײられるほか，穴の大きさもۃ୺に
小ぶりであるɻ大型のベッド状のுり出しΛ持つ円形の
୦穴住居੻21号にྡ઀して存在͢る͜となͲから，大型
の建物੻である可能性も指ఠされているが，൑વとしな
いɻ

柱穴列２߸（第205ਤ）
　Ｆ・Ｇ－29・30区で検出されͨɻ３基の柱穴からなっ
て͓り，Ｎ75°Ｗの主軸方向に一௚線にฒΜでいるɻ

柱穴列３߸（第205ਤ）
　̙－26・27区で検出されͨɻ３基の小ぶりな柱穴がＮ

66°Ｅの主軸方向に一௚線にฒΜでいるɻ

柱穴列４߸（第205ਤ）
　̙－35区で検出されͨɻ߹̕ܭ基の柱穴が2基ͣつが
セットになっͨΑうに４૊主軸方向が一ఆしない状گで
ฒΜでいるɻ４૊の柱穴の間ִはそれͧれにҟなって͓
り，一؏性はݟられないɻݱ৔で͜のΑうな状گの柱穴
に柱穴列という໊শΛ付しͨ͜とから，柱穴列として܈
ॲཧしているɻ

柱穴列５߸（第206ਤ）
　Ｃ・̙－33・34区で検出されͨɻ߹16ܭ基の柱穴が大
きく４つのάルーϓとなって微ົに主軸方向Λม͑なが
らฒΜでいるɻ柱穴の大きさや間ִなͲにも౷一性がݟ
られないが，ݱ৔で͜のΑうな໊শΛ付しͨͨΊ，柱穴
列としてॲཧΛ行っͨɻ

柱穴列６߸（第206ਤ）
　̙－34区で検出されͨɻ７基の柱穴が大きく2つのά
ルーϓとなって幾分主軸ΛͣらしながらฒΜでいるɻ柱
穴の大きさや間ִも微ົにҟなっているɻ

掘立柱建物跡・柱穴͔Βの出土Ҩ物（第207ਤ）
　1189 ～ 1195は掘立柱建物੻ٴͼ柱穴からの出土遺物
であるɻ1189は壺形土器の胴部に付されͨ四角突帯，
1190は長頸壺の口縁部，1191は壺形土器の底部であΖうɻ
1193 ～ 1195は甕形土器の口縁部͓Αͼ胴部に付されͨ
角突帯であるɻ1192は口縁部はԣ方向のナデ，頸部Ҏࡾ
下はॎٴͼࣼΊ方向のハケ目調整であるɻ

第207ਤ　柱穴列౳出土Ҩ物

11�2

11�3

11�4

11�5
11�6

11�� 11�0
11�1
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　Τ　方形周溝・円形周溝（第20�ਤʙ第214ਤ）
　溝状に方形あるいは円形に掘りࠐまれͨ遺構が検出さ
れͨɻ໊শは，それͧれ方形周溝・円形周溝と໊付͚ͨɻ
な͓，円形周溝は完全な円形͹かりではなく，半円形
のものや円形の１/ ４ほͲのもの，͓Αͼ円形の外側の
2方向に円形の１/ ４ほͲのものが取り付いているもの
も͢΂て円形周溝とݺশ͢る͜ととしͨɻ͜れらは͢΂
て23区Αり東側にݟられͨɻな͓，円形周溝は全部で11
基検出されͨ͜とから１号から11号までΛ付͚ͨが，方
形周溝は１基のみの検出であっͨ͜とから番号は付さな
かっͨɻ
　Ҏ下，そのུ֓Λड़΂る͜とと͢るɻ

方形周溝（第20�ਤ）
　Ｃ・̙－30・31区で検出されͨɻほぼ東੢方向に長軸
Λ取って͓り，๺ลが6.４̼，ೆลが7.2̼，東ลが4.0
̼，੢ลが4.5̼ほͲで，全体的な形状は長方形Λして
いると͑ݴるɻ検出面はⅣ層で，最大の深さは12㎝であ
るɻ検出面では，東੢方向はほぼฏୱであるが，ೆ๺方
向はೆ側が10㎝ऑ下がっているɻ͜れは，検出しͨ時点
で݁Ռ的に͜のΑうになっていͨものと考͑られ，遺構
の構ங時から͜のΑうな状گであっͨかについては不明
であるɻまͨ，大きさや深さについてももうগしن໛が
大きかっͨ可能性があるɻ͜の͜とは，ほかの円形周溝
についてもڞ通に͑ݴる͜とであるɻな͓，遺構の内部
には掘りࠐみなͲはݟられていないɻ

円形周溝1߸（第20�ਤ）
　̙－34区で検出されͨɻ全体的な形状は半円形であり，
ೆ๺方向に主軸Λ取っているɻ୦穴住居੻25号の੢側に
住居Αりも後で構ஙされているɻ長軸方向が４.0̼，短
軸方向は2.5̼ほͲで，最大深さは21㎝であるɻ埋土は
３層に分層でき，最下層の下部にはΞカホϠのブϩック
がࠞ͡り，上の層ほͲ黒くなるɻ

円形周溝２߸（第20�ਤ）
　Ｆ－29区のⅣ層から検出されͨɻ全体的な形状は半円
形であり，主軸は๺੢－ೆ東方向に取るɻ長軸方向が5.2
̼，短軸方向は2.3̼ほͲで，最大深さは51㎝であるɻ
埋土は͢΂て黒褐色土であるが３層に分層でき，最下層
の下部にはΞカホϠのブϩックがࠞ͡るほか，ਅΜ中の
層は橙色ύミスのࡉ粒ΛؚΜでいるɻ๺側は３ஈ֊で֊
ஈ状に࣍第に深くなっているɻ

円形周溝３߸（第20�ਤ）
　Ｅ－33区で検出されͨɻ完全な円形のೆ๺方向の外側
に１/ ４ほͲの円形となるހ状の周溝Λೆ๺両側に持つ
二重円形の特ҟな形状Λఄ͢るɻ主軸はほぼೆ๺方向に

取っているɻ長軸方向が４.１̼，短軸方向が3.4̼ほͲで，
最大深さは63㎝であるɻ埋土は３層に分層でき，最上の
層には஑ాύミスがࠞ͡っているɻ中央の完全円形の周
溝は，ೆ東部がஈとなって໿１.5̼にΘͨって最も深く
なっているɻ円形の周溝は，ೆ側のހ状の周溝と東半分
で઀しているが，それҎ外の৔ॴでは離れているɻ
　　　　　　　 
円形周溝４߸（第210ਤ）
　Ｅ－33区のⅣ層から検出されͨɻ全体的な形状は半円
形であり，๺੢－ೆ東に主軸Λ取っているɻ長軸方向が
４.5̼，短軸方向は2.3̼ほͲで，最大深さは36㎝であるɻ
埋土はہॴ的に３層に分層できるɻ੢側から2ஈ֊に࣍
第に深くなっているɻ

円形周溝５߸（第211ਤ）
　̙－26区で検出されͨɻ全体的な形状は円形と͑ݴる
ものの，いくぶΜ凹ತがあってなΊらかではないɻ長軸
方向が3.3̼，短軸方向は3.0̼ほͲで，最大深さは１5㎝
であるɻ埋土は2層に分層できるɻೆ側に໿10㎝，੢側
に໿20㎝，それͧれ௿くなっているɻ

円形周溝６߸（第211ਤ）
　Ｃ－33区で検出されͨɻ୦穴住居੻８号の੢側にあ
り，住居੻に੾られている͜とから本来の全体形状は不
明であるが，１/ ４ఔ౓のހ状の周溝として検出されͨɻ
ೆ๺方向Λ主軸に取り，長さは2.2̼，幅は48㎝ほͲで，
最大深さは15㎝であるɻ埋土は2層に分層でき，下層は
୶く，上層は஡褐色で黄色ύミスのࡉ粒ΛؚΜでいるɻ
上部から土器が出土しているɻ

円形周溝７߸（第211ਤ）
　Ｅ－35区で検出されͨɻいくぶΜ凹ತがあるものの，
全体的な形状は円形と͑ݴるɻ長軸方向が４.４̼，短軸
方向は3.9̼ほͲで，最大深さは75㎝であるɻ埋土は３
層に分層でき，下の2層にはΞカホϠのブϩックがؚま
れ，上部ほͲ色が黒くなるɻ๺側とೆ側の2かॴにஈが
あるɻ

円形周溝８߸　 （第212ਤ）
　Ｅ－31区のⅣ層から検出されͨɻ１/ ３ほͲの円形Λ
ఄ͢るހ状の周溝で，๺੢－ೆ東Λ主軸としているɻ長
軸は2.0̼，最大幅は35㎝ほͲで，最大深さは̑㎝であるɻ
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第20�ਤ　円形周溝1
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第212ਤ　円形周溝４
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円形周溝９߸（第212ਤ）
　̙－35・36区のⅣ層から検出されͨɻ2/ ３ほͲの円
形Λఄ͢る周溝で，ೆ側がܨがっていないɻ๺東－ೆ੢
方向Λ主軸として͓り，長軸方向が3.5̼，短軸方向は
3.6̼ほͲで最大深さは30㎝であるɻ埋土は３層に分層
されるɻ

円形周溝10߸（第213ਤ）
　Ｃ－36区で検出されͨɻೆ側の用地外にԆͼる͜とか
ら全体的な形状は不明であるが，検出されͨ状گは１/
３ほͲの円形で，3.5̼ఔ౓の長さがあり，最大深さは
111㎝であるɻ埋土は４層に分層でき，最下層にはΞカ
ホϠのブϩックがࠞ͡り，上層ほͲ黒くなるɻ

円形周溝11߸（第213ਤ）
　Ｂ－23区で検出されͨɻ東側は道路下にજりࠐΉͨΊ，
全体的な形状౳は不明であるが，調査時点での長軸方向
は４.3̼，短軸方向は１.７̼Ҏ上あり，最大深さは86㎝で
あるɻ埋土は2層に分層できるɻ周溝の内部に，2基の
ϐット状の掘りࠐみがݟられるが，本遺構とͲのΑうに
ؔ連があるのかは不明であるɻ

周溝಺出土Ҩ物（第214ਤʙ第216ਤ）
　1197 ～ 1199は方形周溝から出土しͨ遺物で，壺形土
器の，1197は頸部，1198と1199は胴部上部に付されͨ突
帯で，1198はM字状突帯，1199は2条のࡾ角突帯であるɻ
　1200 ～ 1234は円形周溝から出土しͨ遺物であるɻ
　1200と1201は１号からの出土で，壺形土器の底部と肩
部であるɻ
　1202 ～ 1208は2号からの出土で，1202 ～ 1205は甕形
土器の口縁部，胴部突帯，底部，1206・1207は壺形土器
の底部，1208は蓋型土器の蓋上部であるɻ
　1209 ～ 1215は３号からの出土で，1209 ～ 1212は甕形
土器の胴部の下部と底部，1213 ～ 1215は壺形土器の口
縁部と胴部の突帯であるɻ1213は口縁部が外面の下方へ
とਨれ下がっͨもので，内面は୺部が内側に突き出てい
るɻ1214は二重口縁の土器で，୺部にはࡾ方向にࡉかな
刻みがࢪされるɻ
　1216 ～ 1218は４号からの出土で，1216・1217は甕形
土器の口縁部，1218は胴部下部であるɻ1217は口縁部が
体部から剥がれམͪているɻ
　1219・1220は̑号からの出土であるɻ何れも壺形土器
で，1219は頸部，1220は底部で小さなฏ底で，そ͜から
上部へは大きくுらͣに立ͪ上がるɻ
　1221・1222は６号からの出土であるɻ何れも壺形土器
で，1221は肩部，1222は胴部に付されͨ2条のࡾ角突帯
であるɻ

　1223 ～ 1232は７号からの出土であるɻ1223 ～ 1226は
甕形土器の口縁部，1227 ～ 1229は胴部に付されͨ３条
のࡾ角突帯，1230と1231は底部近くの胴部の下部であるɻ
1231は，外面がナデ，内面がナデにΑる調整がそれͧれ
ࣼΊ上方にݟられるɻ1232は壺形土器の口縁部から頸部
にか͚ての部分であるɻ
　1233と1234は̕号からの出土であるɻ1233は甕形土器
の口縁部，1234は壺形土器の頸部であるɻ
　1235と1236は周溝から出土しͨ石器であるɻ
　1235は2号から出土しͨ大型の砥石で，大きく2つに
割ら（ંら）れているほか，何かॴかで剥離しているが，
͜の小さな剥離が౰時のものであるのか，石質自体がも
Ζくなっていͨ͜とに起Ҽ͢る調査時点でのものなのか
は不明であるɻ粗い目の砂岩製で，４面Λݚ面として࢖
用しているɻͨͩ，大きく割ら（ંら）れている状گは，
୦穴住居੻内から出土しているほかの大型の砥石とಉ͡
状گである͜とから，遺غ（ないしはഇغ）͢るஈ֊で
割ら（ંら）れͨものと考͑られ，それは遺غ（ないし
はഇغ）͢るࡍのᶸّྱᶹとでもݴう΂きもののΑうに
られるのであるɻ͡ײ
　1236も2号から出土しͨもので，砂岩製の敲石であるɻ
本来は長楕円形のΑうな形状であっͨものが割れͨ（ま
ͨは，ંれͨ）͜とから，残りΛ敲石として࢖用しͨも
ののΑうにࢥΘれるɻ࢖用方法は，側縁ٴͼ௖部ととも
に，ฏͨい面の୺部近くΛ࢖って上下に敲いͨものと考
͑られるɻ



238

第214ਤ　方形・円形周溝出土Ҩ物1
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第215ਤ　円形周溝出土Ҩ物２
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第216ਤ　円形周溝出土Ҩ物３
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　Φ　土坑（第217ਤʙ第237ਤ）
　土坑は25基検出されͨɻ検出面はⅢ～Ⅵ層上面であ
り，୦穴住居੻とಉ༷，ΰボ΢のトレンνϟーにΑる削
ฏΛड͚ている土坑もあるɻ

土坑1߸（第217ਤ）
　Ｆ－25区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は，円形に近
い楕円形で，長軸はほぼ東੢方向であるɻ長軸方向は幾
分੢側にのͼるとࢥΘれるɻ長径はگݱで83㎝，短径は
80㎝，最大深さは７㎝であるɻ埋土はⅢ̲層に類ࣅして
͓り，ややకまりがあるɻΘͣかに黄色軽石と径１～2
㎝のⅢ̱層Αりもएׯ粘質Λ帯ͼͨⅢ̲層に類ࣅしͨブ
ϩックΛؚΜでいるɻ

土坑２߸（第217ਤ）
　Ｆ－25区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は，楕円形Λ
ఄしているɻ長軸は，東側がややೆ側に振れͨ東੢方向
であるɻ長径107㎝，短径68㎝，最大深さ̕㎝であるɻ
埋土はⅢ̲層に類ࣅして͓り，ややకまりがあり，白色
߭物や黄色軽石粒ΛएؚׯΜでいるɻ

土坑３߸（第21�ਤ）
　Ｆ－31区のⅣ層上面で検出されͨɻ୦穴住居੻15号の
内部から，15号住居੻と੾り߹う形で検出されͨɻ15号
住居੻が土坑３号の床面Λ੾っている͜とから，土坑３
号の方が新しいɻ長軸方向が203㎝，短軸方向は140㎝で，
最大深さは80㎝であるɻ下面のϐットの埋土のه載はあ
るものの，土坑自体の埋土のه載はݟられないɻ土坑の
内外から土器が出土しているが，内部から出土しͨもの
は土坑に伴うものと考͑られるものの，外部から出土し
ͨものについては୦穴住居੻15号に伴うものと考͑られ
るɻ床面の形状もෳࡶであり，住居੻の調査中に土坑と
֬ೝされている͜とから，͜の土坑が本౰に୦穴住居੻
15号とはผݸのものであるかについては࠶考͢るඞཁが
あるかもしれないɻ

土坑４߸（第21�ਤ）
　Ｆ－31・32区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は，長方
形Λఄして͓り，長軸はややೆ側に振れͨ東੢方向であ
るɻ長軸方向が304㎝，短軸方向は187㎝，最大深さは78
㎝であるɻ埋土は最大で７層に分層でき，白色߭物や黄
色の小粒，ΞカホϠブϩックΛؚΉものなͲۃΊてෳࡶ
であるɻ一ؾに埋まっͨ͡ײではなく，上部では஦水状
に埋まっている͜とから，長い時間Λか͚て埋まっͨも
のと考͑られるɻٯのݴい方Λ͢れ͹，長いظ間࿐天に
さらされていͨとݴう͜とができるɻ調査୲౰ऀは，੢
側の中央部の床面に１基のϐットがあり，東側のほぼ中
央部で掘り方の上面にもϐットがある͜とから，੢側の

床面のϐットからਅっ௚ぐに柱Λ立てて上部から土坑全
体Λ෴っていͨ板Λ͑ࢧ，東側の上部のϐットからࣼΊ
方向に͜の板Λ上げͨ時点で柱Λೖれて͑ࢧていͨもの
と考͑，͜の土坑Λஷ蔵穴と考͑ているɻ

土坑５߸（第217ਤ）
　Ｆ－32区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は，ࡉ長い楕
円形Λఄして͓り，長軸はほぼ東੢方向であるɻ長径が
178㎝，短径が65㎝，最大深さは50㎝であるɻ埋土は３
層に分層でき，その何れにもΞカホϠのブϩックがؚま
れているɻ埋土は全体的に஦水状になっている͜とから，
長時間Λか͚て埋まっͨものと考͑られるɻ

土坑６߸（第217ਤ）
　Ｇ－34区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は楕円形であ
り，長軸は੢側がややೆ側に振れͨ東੢方向であるɻ長
径155㎝，短径79㎝，最大深さは48㎝であるɻ床面は東
੢の2方向にϐット状の掘りࠐみがݟられる࡞りとなっ
ているɻ埋土は土坑̑号とಉ༷な土の成分Λ有して͓り，
３つの層のその何れにもΞカホϠのブϩックがؚまれて
いるほか，土器も出土しͨɻ

土坑７߸（第220ਤ）
　Ｅ－28区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は楕円形であ
り，長軸はೆ側がややೆ側に振れͨ東੢方向であるɻ長
径192㎝，短径85㎝，最大深さは95㎝であるɻ東側のೆ
๺方向にそれͧれϐットがあり，土坑からϐットまでの
距離は๺側のϐットまで໿60㎝，ೆ側のϐットまでの距
離は໿90㎝であるɻ土坑の内部のนには工具痕が数多く
残って͓り，土坑ΛͲのΑうにして掘っていっͨかがΘ
かるɻ埋土は３層に分層され，中位の層はएׯのΞカホ
Ϡブϩックと஑ా߱下軽石ΛؚΉ஡褐色土で土器が多く
ؚまれ，下位の層はやや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚ
Ή赤黒土となっているɻ土坑の下面は中央部がやや高く
なって͓り，東੢両側に向͚ては幾分下がっているɻ調
査୲౰ऀは，͜れもஷ蔵穴ではないかと考͑ているɻそ
のཧ༝として，東側の2つのϐットに柱Λ立て，それに
ԣ方向に๮Λ݁ͼ，そ͜から土坑全体Λ෴うΑうな板Λ
立てֻ͚て෴いと͢る，というものであるɻ
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土坑８߸（第221ਤ）
　̙・Ｅ－28・29区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は隅
がएׯ丸Ίられͨ方形Λఄして͓り，下部はೆ側Λ深く
ͼٴっているɻ長軸方向はほぼೆ๺と考͑られ，๺側࡞
ೆ側にそれͧれ2基のϐットが設͚られているɻ長軸方
向が258㎝，短軸方向は235㎝で，最大深さは83㎝であるɻ
埋土は７層に分層でき，֓して͑ݴ͹஦水状になってい
るɻೆ東側は֧ཚにΑり部分的にഁյされているɻϐッ
トの埋土には柱痕੻が残っているɻ調査୲౰ऀは，͜れ
もஷ蔵穴ͩっͨのではないかと考͑ているɻ土坑全体が
ஷ蔵穴で，周ғの４基のϐットに柱Λ立てֻ͚て板Λࢧ
͑，そのஷ蔵穴Λ෴っていͨと考͑ていͨΑうであるɻ

土坑９߸（第222ਤ）
　Ｅ－30区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は不整形で，
長軸は東側がややೆ側に振れͨ東੢方向であるɻ長径が
100㎝，短径が74㎝，最大深さは39㎝であるɻ埋土は2
層に分層でき，何れにもΞカホϠブϩックと஑ా߱下軽
石がؚまれているɻ੢側には土坑16号があるが，͜の土
坑̕号が新しいɻ

土坑10߸（第222ਤ）
　Ｃ・̙－32区で検出されͨが，検出面は不明であるɻ
形状は，隅がएׯ丸Ίられͨ長方形で，主軸はほぼ๺੢
－ೆ東方向であるɻ主軸方向は233㎝，短軸方向は94㎝で，
最大深さは41㎝であるɻ埋土は2層に分層でき，上層が
ΞカホϠブϩックと஑ా߱下軽石ΛؚΉ஡褐色土，下層
がやや大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土であるɻ

土坑11߸（第222ਤ）
　Ｃ－31区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は，方形のも
のが2基ฒΜͩΑうな状گΛఄ͢るɻ੢側がઌに࡞られ，
௚ぐに東側のものが࡞られているɻ主軸方向はほぼ東੢
方向であるが，東側のものは幾分ೆ側に振れているとと
もに，東側がएׯ深くなっているɻ埋土は４層に分層で
き，それͧれ微ົにҟなっͨ状گΛఄしているɻ

土坑12߸（第223ਤ）
　Ｃ－32区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は不整形とݴ
͑るɻほぼ東੢方向に主軸Λ持っているɻ長軸方向152㎝，
短軸方向82㎝，最大深さは50㎝であるɻ埋土は2層に分
層でき，上層はΞカホϠブϩックと஑ా߱下軽石ΛؚΉ
஡褐色土，一部に大きなΞカホϠブϩックと஑ా߱下軽
石ΛؚΉ஡褐色土であるɻ

土坑13߸（第223ਤ）
　̙－32区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は不整形で，
主軸方向は๺東－ೆ੢に取っているɻ長軸方向が96㎝，
短軸方向は70㎝で，最大深さは46㎝であるɻ埋土は2層
に分層でき，上層はΞカホϠブϩックと஑ా߱下軽石Λ
ؚΉ஡褐色土，下層はやや小さいΞカホϠブϩックΛؚ
Ή赤黒土であるɻ

土坑14߸（第223ਤ）
　Ｅ－29区のⅣ層上面で検出されͨɻほぼೆ๺方向に主
軸Λ取って͓り，๺側は֧ཚにΑり୺部が不明であるɻ
形状はࡉ長い楕円形と考͑られるɻ長径は182㎝Ҏ上，
短径は80㎝で，最大深さは32㎝であるがೆ側に2基の
ϐット状の掘りࠐみΛ持つɻ埋土は３層に分層でき，上
層ではΞカホϠブϩックと஑ా߱下軽石がݟられ，中層
ではΞカホϠブϩックが散在しているɻ

土坑15߸（第223ਤ）
　Ｅ－32区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は円形であるɻ
長径75㎝，短径74㎝で，最大深さは14㎝であるɻ埋土は
2層に分層でき，何れもకまりがあるɻ

土坑16߸（第224ਤ）
　Ｅ－29区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は不整形で，
長軸方向が82㎝，短軸方向は81㎝で，最大深さは36㎝で
あるɻ埋土は2層に分層でき，上層にはΞカホϠブϩッ
クと஑ా߱下軽石，下層にはΞカホϠブϩックがࠞ在し
ているɻ

土坑17߸（第224ਤ）
　Ｅ－29区のⅣ層上面で検出されͨɻ形状は不整形で，
2基の土坑が東੢方向にฒΜͩΑうな形となっているɻ
主軸はほぼ東੢に取って͓り，東側の土坑Λ掘っͨあと
に੢側の土坑ΛΑり深く掘って࡞っͨΑうになってい
るɻ埋土は４層に分層できるが，基本的な埋土Αりもక
まりがऑいΑうであるɻ
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　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土
ᶆ　ᶃに類ࣅ

ᶇ　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりもややしまりあり
ᶈ　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりもएׯしまりあり
ᶉ　 ᶄに類͢ࣅるが一部にᶄΑりも大きなΞカホϠブ

ϩックΛؚΉ
ᶊ　 ᶅに類͢ࣅるがᶅΑりもΞカホϠブϩックが小さ

い（幅̑ᶱ～３ᶱఔ౓）ᶅΑりもしまりऑい
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土坑1�߸（第224ਤ）
　Ｆ－27区から検出されͨが，検出面は不明であるɻ形
状は円形と͑ݴるが，掘り方の上面から50㎝ほͲのと͜
Ζで15㎝ほͲ外側に޿げて掘っていると͜Ζが特௃的で
あるɻ長径92㎝，短径が68㎝で，最大深さは195㎝であるɻ
埋土はෳࡶで，下部は６層に分層でき，஦水状になって
いる͜とから時間Λか͚てゆっくり埋まっͨと考͑られ
るのにରして，それΑり上部は一ؾに埋ΊられͨΑうに
にೆ側から໿80㎝ほͲが後に掘られͨ上ߋられるɻ͡ײ
で埋ΊられているΑうであるɻนには大きく分類͢ると
2種類の工具痕がݦ著に残っているɻ本遺੻のほかの土
坑とൺֱ͢ると桁ҧいに深い͜とから，མとし穴の可能
性も考͑られるɻ

土坑1�߸（第225ਤ）
　Ｆ－16区のⅥ層上面で検出されͨɻ形状は不整形とݺ
ぶ方が;さΘしいとࢥΘれるɻ主軸は東側がややೆ側に
振れͨ東੢方向であるɻ長軸方向が98㎝，短軸方向は81
㎝で，最大深さは̕㎝であるɻ埋土は３層に分層できる
が，ࡉかくブϩック状に埋まっているΑうに͡ײられるɻ

土坑20߸（第225ਤ）
　Ｆ－17区で検出されͨɻ検出面はⅢ層で，ฏ面形は円
形に近いɻ長径98㎝，短径88㎝，検出面から床面までの
深さは໿８㎝であるɻ１号土坑周ลはトレンνϟーの削
ฏΛड͚て͓らͣ，上からの検出が可能であっͨɻ遺構
内埋土は黒褐色土が多くଯ積しているが，遺構上面には
灰色砂質土がブϩック状にଯ積しているɻ土坑内からは
遺物の出土はݟられなかっͨɻ
 
土坑21߸（第225ਤ）
　Ｆ－15区で検出されͨɻ検出面はⅥ層上面で，ฏ面形
は楕円形であるɻ長径121㎝，短径58㎝，検出面から床
面までの深さは໿８㎝であるɻ2号は東側が調査区外で
あっͨͨΊ，全体のৄࡉは明֬でないが，調査区外とな
るนΛਫ਼査しͨと͜Ζ，検出面Αり20㎝ఔ౓上に遺構の
掘りࠐみラΠンがある͜とがΘかっͨɻ遺構内埋土は一
༷で，灰色砂質土であるɻ土坑内からは遺物の出土はݟ
られなかっͨɻ

土坑22߸（第225ਤ）
　̖・Ｂ－22区で検出されͨが，検出面は不明であるɻ
形状はややいͼつではあるが方形とݴって良いであΖ
うɻ主軸方向はほぼ東੢方向であるɻ長軸方向が134㎝，
短軸方向は127㎝で，最大深さは15㎝であるɻ埋土は１
層で，Ⅲ̲層に類ࣅして͓り，஑ా߱下軽石と白色粒Λ
ؚΜで͓り，粘性とకまりが幾分あり，黒褐色土であるɻ

土坑23߸（第225ਤ）
　̙－21区のⅢ層上面で検出されͨɻ形状は楕円形で，
長軸方向は๺東－ೆ੢方向であるɻ長径は79㎝，短径は
45㎝で，最大深さは10㎝であるɻ埋土は１層で，土坑22
号とಉ༷であるɻ

土坑24߸（第226ਤ）
　̖－11・12区から検出されͨɻ検出面はⅥ層上面で，
ฏ面形は東੢に޿がる長楕円形であるɻ長径176㎝，短
径68㎝，検出面から床面までの深さは，最深部分で໿23
㎝であるɻ４号はΰボ΢のトレンνϟーのӨڹΛड͚て
͓り，ॎԣにトレンνϟーが૸っていͨɻそのͨΊ，Ⅵ
層Αりも上面で遺構Λ֬ೝしͨが，遺構のฏ面形Λつか
Ή͜とができͣ，Ⅵ層まで下げての検出となっͨɻ遺構
内埋土は上面には硬質黒色土，下面には黄色ύミスのࠞ
͟りがݟられる黒色土がଯ積しているɻまͨ，遺構内ೆ
੢側からは土器が集中して出土しているɻ

土坑25߸（第226ਤ）
　Ｂ－13区で検出されͨが，検出面は不明であるɻ形状
はࡉかな凹ತのܹしい不整形で，長軸方向はほぼ東੢方
向であるɻ長軸方向は89㎝，短軸方向は72㎝，最大深さ
は10㎝であるɻ埋土は１層で，白いۃ小粒ΛؚΉ黒色砂
質土であるɻ内部から土器が出土しͨɻ
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第224ਤ　土坑８

土坑16߸

土坑17߸

土坑1�߸

0                                             　　　　　　　　1N

ᶃ　एׯのΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が多くؚまれる）
　　しまりएׯऑい（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶄ　ΞカホϠブϩックٴͼ஑ా߱下軽石ΛؚΉ
　　஡褐色土（埋土中白色߭物粒が͝くগ数）
　　ややしまりあり（Ⅲ～Ⅵのࠞ土か）
ᶅ　大きΊのΞカホϠブϩックΛؚΉ赤黒土

ᶆ　ᶃに類͢ࣅるがᶃΑりもएׯしまりऑい
ᶇ　ᶄに類͢ࣅるがᶄΑりもएׯしまりあり
ᶈ　ᶄに類͢ࣅるがᶃΑりもएׯしまりऑい
ᶊ　Ⅵ～ᶝ層土類ࣅブϩックがしまりあり
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第225ਤ　土坑９

土坑1�߸

土坑20߸

土坑21߸
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ᶃ　灰色の砂質の土・火山灰とࢥΘれる
ᶄ　ᶃ・ᶅのࠞ߹しͨ土
ᶅ　黒褐色で粘質のऑい土
ᶆ　黒褐色でᶅΑりのやや硬Ίの土

ᶃ　黒褐色土　Ⅲc層類ࣅ　粘性ややあり　కまりややあり
　　஑ా߱下軽石ΛؚΉ　白色粒1ˋؚΉ

ᶃ　灰色の火山灰のΑうな土が多い土
ᶄ　灰色の火山灰のΑうな土がগ量ま͡る土
ᶅ　஡褐色の土

ᶃ　黒褐色土
ᶄ　ΞカホϠ層
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第226ਤ　土坑10

土坑24߸

土坑25߸

0                                             　　　　　　　　1N
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土坑出土Ҩ物（第227ਤʙ第237ਤ）
　1237 ～ 1248は土坑３号から出土しͨものであるɻ
1237は大型の甕形土器の口縁部で，口縁部ٴͼ突帯も厚
く短いɻ1238と1239は甕形土器の口縁部で，1238は口縁
部下に３条のࡾ角突帯が८っているɻ1241は大型の壺形
土器の口縁部で，口縁部の内面には１条の突起が८って
͓り，長い頸部の下部にはگݱでࡾ角突帯が2条८って
いるɻ1243 ～ 1245は壺形土器の肩部に付されͨࡾ角突
帯であるɻ1247と1248は壺形土器の底部で，何れも胴部
にରして小さΊのฏ底で，内面は2点とも剥離が著しいɻ
　1249 ～ 1267は土坑４号から出土しͨものであるɻ
1249は大型の甕形土器の口縁部，1250 ～ 1255は甕形土
器の口縁部であるɻ口縁部の形状や୺部の状گがগしͣ
つҟなっているɻ1256 ～ 1258は胴部に付されͨ突帯で，
角突帯が１条付されているɻ1259と1260は底部で，何ࡾ
れもॆ࣮しͨ脚台となっているɻ1261と1262は壺形土器
の口縁部ٴͼ頸部にか͚ての部分であるɻ1263は頸部で，
外面はヘラミガキにΑって調整が行Θれているɻ1264と
1265は胴部の突帯で，1264は2条のࡾ角突帯，1265はM
字状突帯であるɻ1266と1267は底部で，1266は不安ఆな
ฏ底で，胴部はそれほͲ๲らまないɻ1267は安ఆしͨฏ
底で，胴部にか͚ては大きく޿がっているɻ
　1268 ～ 1286は土坑̑号から出土しているɻ1268は大
型の甕形土器の口縁部，1269 ～ 1275は甕形土器の口縁
部であるɻ1276と1277は胴部のࡾ角突帯，1278 ～ 1280
はॆ࣮しͨ脚台の底部であるɻ1281 ～ 1285は壺形土器
の肩部から胴部に付されͨ突帯で，ࡾ角突帯とM字状突
帯がݟられるɻ1286は胴部下部から底部にか͚ての部分
で，底部は不安ఆなฏ底になると考͑られるɻ
　1287 ～ 1298は土坑６号から出土しͨものであるɻ
1287 ～ 1292は甕形土器の口縁部で，さま͟まな形ଶが
られるɻ1293ݟ ～ 1295は底部で，高さにそれͧれࠩҟ
がݟられるものの，何れもॆ࣮しͨ脚台となっているɻ
1296は壺形土器の頸部に付されͨ１条のࡾ角突帯で，
1297は安ఆしͨฏ底となる底部であるɻ1298は鉢形土器
の口縁部と考͑られ，厚みのある把手Λ取り付͚ているɻ
　1299 ～ 1321は土坑７号から出土しͨものであるɻそ
のうͪ，1299 ～ 1322は甕形土器であるɻ1299は甕形土
器で完形に෮ݩされͨものであるɻ胴部にࡾ角突帯が
८っているが，基本的には３条であるものの，あると͜
Ζでは４条の突帯となっているɻ͜れは，１本の粘土ඥ
Λ回転しながら貼り付͚ていくࡍに，水ฏではなくࠨ下
がりに貼り付͚ͨ݁Ռ，３条の部分と４条の部分とがද
れͨものであるɻ1300と1301は甕形土器の完形品ٴͼほ
ぼ完形となるものであるɻ1300は口縁部Λ厚く短Ίに࡞
り，胴部はそれほͲுらͣに௿く，底部は短く安ఆしͨ
ฏ底となっているɻ1301は口縁部のઌ୺にリズϜΛ持つ
Αうに凹ತΛ付͚，胴部にか͚ては͢ぼまりながら一௚

線に底部へと向かっているɻ1302と1304は甕形土器の口
縁部で，1304は口縁部がṞ離しているɻ1305と1306は小
型の甕形土器あるいは鉢形土器の口縁部と考͑られるɻ
1307 ～ 1310は胴部に付されͨ突帯で，2～３条のࡾ角
突帯であるɻ1311と1312は底部であるが，何れもॆ࣮し
ͨ脚台となっているが高さはそれͧれҟなっているɻ
　1313 ～ 1321は壺形土器であるɻ1313は口縁部Λܽく
ものの，胴部から底部にか͚て෮ݩできͨものであるɻ
胴部が大きくுっている割りに，底部はやや不安ఆなฏ
底となっているɻ1314と1315は頸部で，1314は下部に突
帯が८っているɻ1316と1317は頸部に付されͨࡾ角突帯
で，３条ٴͼ2条であるɻ1320と1321は胴部の下部で，
やや底部に近い部分であるが，๲らみの状گがそれͧれ
ҟなっているɻ1322は鉢形土器の口縁部に付されͨ把手
で，やや上向きとなっているɻ
　1323 ～ 1345は土坑８号から出土しͨものであるɻ
1323 ～ 1334は甕形土器の口縁部で，厚さや形状がগし
ͣつҟなっているɻ1335 ～ 1340は胴部に付されͨ突帯
で，ࡾ角突帯が１～３条ݟられるɻ1341 ～ 1345は壺形
土器で1341と1342が口縁部から頸部にか͚て，1343が頸
部，1344が胴部に付されͨM字状突帯，1345は小さなฏ
底となる底部で，胴部に向͚ては大きく๲らΜでいるɻ
　1346 ～ 1365は土坑11号から17号までで出土しͨも
のであるɻ1346 ～ 1351は土坑11号からの出土遺物で，
1346 ～ 1349は甕形土器の口縁部，胴部，突帯，底部付
近であり，1350と1351は壺形土器の頸部ٴͼ肩部に付さ
れͨ2条のࡾ角突帯であるɻ1352 ～ 1360は土坑12号か
らの出土遺物で，1352 ～ 1356は大型ٴͼ一ൠ的な甕形
土器の口縁部ٴͼ底部で，1357 ～ 1360は壺形土器の頸
部，肩部の突帯ٴͼ底部であるɻ1361は土坑13号出土の
壺形土器の底部，1362 ～ 1364は土坑14号出土の遺物，
1365は土坑17号出土の甕形土器の口縁部であるɻ
　1366 ～ 1369は土坑24号から出土しͨ甕形土器，1370
は土坑25号から出土している鉢形土器で，ฏ成23年౓に
調査Λ行い，1371は土坑22号から，1372は土坑23号から
出土している甕形土器で，ฏ成25年౓調査の݁Ռ出土し
ͨものであるɻ
　土坑からは1373 ～ 1383のΑうに石器や軽石加工品も
出土しているɻ1373は基部がएׯ凹Μͩ形状の凹基式
の打製石鏃でޒ角形鏃と考͑られるɻ1374 ～ 1380は土
坑８号からの出土遺物であるɻ1374が磨凹石，1375 ～
1380はฏͨい円礫のฏୱ面Λ磨石として࢖用しͨもの
で，一部が͚ܽͨりͻͼがೖっͨりしているものの，ا
ը性Λ持っͨΑうな円礫が一つの土坑内にഇغ（遺غ）
されていͨものであるɻ1381はઌ୺部ΛࣼΊに整͑てあ
る͜とから楔形石器と考͑られるɻ1382は軽石の加工品，
1383は砥石のഁଛ品であるɻ1381 ～ 1383は土坑４号か
ら出土しているɻ
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第22�ਤ　土坑出土Ҩ物３

126�

126�

1270

1271

1272
1273

1274 1275

1276 1277

127� 127�
12�0

12�1 12�2

12�3 12�4

12�5

12�6 0         　　　                           10DN



258

第230ਤ　土坑出土Ҩ物４
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第231ਤ　土坑出土Ҩ物５
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第232ਤ　土坑出土Ҩ物６
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第233ਤ　土坑出土Ҩ物７
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第234ਤ　土坑出土Ҩ物８
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第236ਤ　土坑出土Ҩ物10
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第237ਤ　土坑出土石器
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第23�ਤ　礫集積1
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　Χ　礫集積（第23�ਤʙ第240ਤ）
　弥生時代の集積遺構は̑基検出されͨɻ検出面はⅢ層
であり，̑基ともฏ面的にある޿がりΛ持ってฒ΂られ
ていͨ͜とから，遺構と൑அしͨɻ

礫集積1߸（第23�ਤ）
　Ｃ－33区で検出されͨɻ検出面はⅢ層で，掘りࠐみは
֬ೝされていないɻ遺構Λ構成͢る石は角礫がほとΜͲ
であり，大きさはόラόラであるɻ12ݸの礫で構成され
ているが，̕ݸと３ݸに分かれて͓り，̕ݸの方は45㎝
×30㎝のൣғにڧくまとまっているのにରして３ݸの方
は25㎝×55㎝のൣғで散在していると͑ݴるɻͨͩ，レ
ベル的には໿10㎝の中にऩまって͓り，ಉ一ฏ面上でま
とまっている状گであるɻ

礫集積２߸（第23�ਤ）
　Ｂ－26区で検出されͨɻ検出面はⅣ層で，掘りࠐみは
֬ೝされなかっͨɻ遺構Λ構成͢る石は角礫が多く，大
きさはόラόラであるɻ21ݸの礫で構成されているが，
全体的に໿１̼×2̼のൣғに͹ら͚ͨ形で散在してい
るɻレベル的には͢΂ての礫が໿10㎝の中にऩまって͓
り，礫集積１号とಉ༷，ಉ一ฏ面上でまとまっているɻ

礫集積３߸（第23�ਤ）
　̖－15区で検出されͨɻ検出面はⅢ層下面で，掘りࠐ
みは֬ೝされていないɻ遺構Λ構成͢る石は͢΂て円礫
であり，磨石として࢖用されていͨものもあるɻ̑ݸの
円礫はほぼ東੢方向に一௚線上に഑ஔされているɻまͨ，

レベルにもࠩが無く，礫集積１号とಉ༷にҙ図的にฒ΂
られͨ可能性が考͑られるɻ

礫集積４߸（第23�ਤ）
　　Ｂ－14区で検出されͨɻ検出面はⅢ層で，掘りࠐみ
は֬ೝされていないɻ遺構Λ構成͢る石は͢΂て礫であ
り，大きさはόラόラであるɻ４ݸの礫はฏ行に2列に
なるΑうに഑ஔされていると考͑られるɻ４ݸのද面上
のレベルにはࠩがあまりなく，ҙ図的にฒ΂られͨ可能
性も考͑られるɻ

礫集積５߸（第23�ਤ）
　Ｆ－44区で検出されͨɻ検出面はⅢd層であり，掘り
の礫で構成され，大きさݸみは֬ೝされていないɻ８ࠐ
にそれほͲ͹らつきはないɻレベル的には໿10㎝の中に
ऩまるɻ

出土Ҩ物（第240ਤ）
　礫集石遺構から出土しͨ石器Λ掲載しͨɻ1384と1385
は敲石であり，中でも1385は剥離にΑって設͚ͨ刃部Λ
敲打面としているɻ1386 ～ 1388は不整形の自વ礫Λ用
いͨ磨石で，ฏୱな޿い面Λ磨り面としているɻ

第23�ਤ　礫集積２
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第240ਤ　礫集積出土Ҩ物
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　Ω　ϐοτ（第241ਤʙ第246ਤ）
　ϐットは調査区Ҭのほぼ全面から検出されͨɻ特に，
12 ～ 18区と32 ～ 35区からは集中的に検出されͨɻ12
～ 18区は径の小さなϐットがほとΜͲであるのにରし
て，32 ～ 35区はそれΑりも大きなϐットがほとΜͲで
あり，ରর的であるɻ
৔で掘立柱建物੻とならないか検౼してみͨが，成ݱ　
立はしなかっͨɻ
　͜のΑうに，ϐットは多数かつ޿Ҭに検出されͨ͜と
から，੢からॱに区ըຖにఏࣔして͓く͜とと͢るɻ
　下هは，άリッドຖのϐットの数Λදしͨものであるɻ
基本的に10̼×10̼のάリッドの内部にؚまれるϐット
の数Λ掲載してあるが，2つまͨはそれҎ上のάリッド
にまͨがる৔߹には，࣍のΑうな方਑にଇって載ͤてあ
るɻ

ᾇ 　東੢方向（１，2，３・・・の数字）にまͨがる৔　
߹は，数字の小さい方でࢉఆしͨɻ

ᾈ 　ೆ๺方向（A，B，C・・・のΞルフΝベット）に
まͨがる৔߹は，ΞルフΝベットのૣい方でࢉఆしͨɻ

ᾉ 　３άリッドҎ上にまͨがる৔߹は，数字の小さい方
で，かつ，ΞルフΝベットのૣい方でࢉఆしͨɻ

　な͓，୦穴住居੻や土坑に伴うϐットは，͜のදから
は何れもআ外してあるɻ
　最もϐットの数が多いάリッドは，D－17区で91基で
あり，࣍いでD－16区の85基，C－16区の68基というΑ
うに，͜の区Ҭに多く集まっている状گが࡯؍されるɻ
　それに࣍ぐのはE－14区の62基，F－33区の58基，A
－６区とC－８区が48基でそれに࣍͗，D－14区の44基，
B－13区とF－34区の43基とଓいていくɻ
　それͧれのϐットのن໛౳については割Ѫ͢る͜とと
͢るɻ

第241ਤ　άϦουผϐοτ਺
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第５表　弥生　竪穴住居跡計測表

号 検出区 検出面 形   状 主軸方向 長軸
（㎝）

短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

主柱 
穴数

内部 
柱穴数

外部 
柱穴数 貼り床 面積㎡ 備　考

1 C-9 Ⅵ層上面 方形ベッド N12ﾟＥ 459 432 26 2 11 0 19.20　 遺物残存

2 C･D-7 Ⅳ層 花弁型 N57ﾟＥ 532 470 30 8 0 29.20　 中心部遺物多数

3 D-6 Ⅴ層 方形 N72ﾟＥ 394 360 22 2 7 0 15.20　 遺物残存

4 E-8 Ⅵ層上面 方形 N47ﾟＥ 292 265 12 2 4 6.75　 遺物残存

5 B･C-11･12 Ⅵ層上面 方形 EW 360 334 24 2 14 0 (9.70) 土坑1基あり

6 D･E-5･6 － 円形大型 N　1ﾟＷ 585 560 62 2 4 26.10　 遺物残存

7 D-10 － 円形 N44ﾟＥ 531 350+α 66 2 4 0 (16.60) 中心部遺物多数・調査区外

8 C･D-33 Ⅲd層 方形ベッド N11ﾟＷ 427 405+α 40 2 2 ○ （16.00) 遺物残存･土坑2基

9 D-33 Ⅳ層 方形 N15ﾟＷ 370 321 22 0 2 0 12.00　 

10 C･D-32 Ⅲd層 方形ベッド N20ﾟW 539 470 64 2 3 0 ○ 21.90　 土坑1基

11 C-30 Ⅳ層 方形ベッド N　4ﾟW 458 400 52 2 5 0 ○ 16.40　 土坑１基

12 D-31･32 Ⅲd層 円形大型 N50ﾟＥ 874 756 58 10 10 0 ○ 50.60　 土坑１基

13 D-29･30 Ⅳ層 方形 N10ﾟＥ 542 530 40 2 4 0 ○ 25.40　 土坑2基

14 E･Ｆ-31･32 Ⅳ層 方形ベッド N10ﾟW 580 516 30 2 3 0 ○ 27.40　 土坑2基

15 F・G-31 Ⅳ層 方形ベッド N10ﾟW 531 490 35 2 7 0 ○ （24.40) 土坑2基・調査区外

16 G-30 Ⅲd層 円形大型 N10ﾟＥ 531+α 530 24 - - 0 6.40　 土坑1基・調査区外

17 C･D-28･29 Ⅲd層 方形ベッド N15ﾟW 472 404 42 2 3 0 ○ 17.20　 土坑1基

18 E-25･26 Ⅲd層 方形ベッド N　3ﾟＥ 430 405 60 2 2 0 ○ 16.50　 土坑1基・遺物残存

19 C-25･26 Ⅳ層 方形 N　2ﾟW 394 276 55 2 5 0 ○ 12.80　 土坑1基

20 B-25 Ⅳ層 方形ベッド N13ﾟW 298 218+α 72 1 4 0 ○ (17.30) 土坑1基・調査区外

21 B･C-27･28 Ⅳ層 円形大型花弁 NS 815 530+α 40 ７+α 11 0 ○ (33.40) 土坑1基・調査区外

22 E-34 Ⅲd層 方形ベッド N　9ﾟW 410 398 70 2 5 0 ○ 15.90　 土坑6基

23 G-28 Ⅲd層 方形ベッド N13ﾟＥ 516 98+α 57 0 0 0 ○ (3.60) 土坑1基

24 C･D-27･28 Ⅳ層 方形 N14ﾟW 690 620 52 4 15 0 ○ 36.80　 

25 D･E-34･35 Ⅲd層 方形ベッド N　4ﾟW 528 503 48 2 2 0 ○ 22.50　 土坑1基

26 D-27･28 Ⅳ層 方形 N　4ﾟＥ 592 558 26 2 8 0 ○ 28.50　 土坑1基

27 B-26 Ⅳ層 方形ベッド N　1ﾟＥ 408 120+α 38 － 4 0 (4.80) 調査区外

28 C･D-36 Ⅲd層 方形 N　4ﾟW 358 207+α 25 － 2 0 ○ (6.30) 調査区外

29 C･D-35･36 Ⅳ層 方形ベッド N　4ﾟW 419 240+α 29 2 3 0 ○ (8.70) 調査区外

30 E-35･36 Ⅲd層 方形ベッド Ｎ 485 483 43 2 3 0 ○ 20.10　 土坑1基

31 B-22 Ⅵ層 方形ベッド N　7ﾟW 499 496 58 2 4 0 ○ 22.50　 土坑1基

第６表　方形・円形周溝計測表

号 検出区 検出面層 形　状 長軸（㎝）短軸（㎝）最大幅（㎝） 最大深（㎝）残存形状 備　考

方形 C・D-30･31 Ⅳ層 方形 720 470 116 12 長方形 周溝から遺物出土，ドット図と重ねる

円形 1 D-34 － 円形 408 249 45 21 半円形 25号住居の後につくる

円形 2 F－29 Ⅳ層 円形 520 230 65 51 半円形

円形 3 E-33 － 円形 415 345 40 63 二重円形 外側2方向に半円形の周溝あり

円形 4 E-33 Ⅳ層 円形 445 235 38 36 半円形

円形 5 D-26 － 円形 330 305 34 15 円形

円形 6 C-33 － 円形 225 75 48 15 半円形 8号住が新しい

円形 7 E-35 － 円形 441 390 80 69 円形

円形 8 E-31 Ⅵ層 円形 205 75 35 5 1/3 円形

円形 9 D-35・36 Ⅳ層 円形 351 335 45 30 2/3 円形

円形10 C-36 － 円形 346 125 85 111 円形？ 用地外へ

円形11 B－23 － 円形 430 170 42 86 半円形 道路下にもぐる



275

第７表　掘立柱建物跡計測表－1

1号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 C･D-4･5 Ⅷa層 N25°W 12.2 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 294 2～3 416
1 40 30 50
2 22 22 40
3 23 20 39

2号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 B･C-5･6 Ⅷa層 N7°E 17.5 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～3 344 2～3 510
1 49 47 18
2 58 52 34
3 43 38 50

3号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 B･C-4･5 Ⅷa層 N9°W 8.0 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～5 246 1～3 320
1 48 28 41 1～6 110 1～2 122
2 38 38 24 5～6 135 2～3 198
3 30 26 26 4～5 326
4 34 34 32
5 46 42 31
6 30 26 24

4号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 B-4 N87°W 9.4 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 2～3 270 1～2 290
1 48 37 － 1～4 310 3～4 304
2 32 32 76
3 27 24 32
4 44 30 37

5号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 B-4 N69°E 7.3 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～5 230 1～2 235
1 28 24 26 2～4 228 5～6 320
2 40 29 32 2～3 136 4～5 226
3 28 24 27 3～4 　92 4～6 　94
4 48 42 30
5 30 24 32
6 28 24 38

6号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 A･B-5･6 Ⅷa層 N24°W 14.4 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 320 1～2 444
1 24 22 39 2～3 300 3～4 452
2 20 12 45
3 18 14 44
4 30 22 39

7号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 A･B-6 Ⅵ層 N8°E 135.9 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 288 1～2 470
1 40 37 45 2～3 283 3～4 472
2 44 38 25
3 40 31 12
4 44 32 35
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8号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 C-8 Ⅷa層 N14°W 117.4 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～5 301 1～3 390
1 48 38 46 3～４ 286 1～2 202
2 32 26 27 2～3 182
3 46 32 47 4～5 388
4 38 34 48
5 51 34 38

9号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 E-14 Ⅷa層 NS 94.7 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 2～3 287 1～2 330
1 24 18 40 1～4 277 3～4 323
2 24 18 42
3 25 22 34
4 23 18 34

10号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×2 C-14 Ⅵ層 N8°W 14.3 棟持柱 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～6 318 1～3 451
1 56 44 68 3～4 290 1～2 261
2 45 38 27 2～3 190
3 37 30 65 4～6 ４50
4 37 34 46 4～5 235
5 36 32 23 5～6 234

6 43 32 62 棟持柱間 
P7～P8 730

１1号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 B-14 N86°W 8.8 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 246 1～2 322
1 32 24 54 2～3 258 3～4 344
2 24 21 62
3 36 25 60
4 38 13 61

12号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 C･D-13 N75°W 6.9 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 216 1～2 300
1 28 27 52 2～3 207 3～4 322
2 28 20 32
3 23 19 49
4 28 22 50

13号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 B-13 N67°W 4.4 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 200 1～2 220
1 23 70 31 2～3 188 3～4 192
2 26 23 12
3 25 22 24
4 26 16 48

14号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D-16 N5°E 11.4 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 280 1～2 386
1 22 20 30 2～3 296 3～4 375
2 22 19 32
3 26 24 43
4 19 18 35
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15号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D-17 N86°E 5.2 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 158 1～2 298
1 30 27 36 2～3 170 3～4 307
2 26 24 39
3 30 28 26
4 30 28 43

16号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D-17 N82°W 7.4 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 190 1～2 352
1 35 23 30 2～3 208 3～4 360
2 23 15 22
3 22 16 －
4 20 18 36

17号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D-17 N１5°E 8.6 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 218 1～2 308
1 27 25 － 2～3 232 3～4 374
2 36 30 42
3 26 24
4 28 18 36

18号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 C-26 Ⅳ層 N6°E 8.1 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 212 1～3 351
1 57 55 51 3～4 225 2～4 361
2 56 52 56
3 69 59 59
4 53 49 62

19号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 E-29 Ⅳ層 N11°E 13.0 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 292 1～5 447
1 78 68 63 4～5 272 2～3 242
2 69 60 69 3～4 402
3 56 46 23 2～4 ４32
4 77 66 59
5 73 68 72

20号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 F･G-32 Ⅳ層 NS 7.1 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～3 198 1～4 347
1 43 39 59 2～4 205 2～3 336
2 51 48 52
3 55 44 48
4 55 47 52

21号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
5×4 C･D-26･27 Ⅵ層 N18°W 12.8 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～12 299 1～5 408
1 40 38 31 12～13 80 1～2 87
2 34 26 24 13～14 104 2～3 118
3 44 43 44 14～1 81 3～4 102
4 41 22 42 5～8 298 4～5 104
5 37 30 20 5～6 85 8～12 430
6 26 15 29 6～7 115 8～9 147
7 41 26 21 ７～8 98 9～10 86
8 36 26 41 10～11 100
9 45 38 39 11～12 97
10 33 30 21
11 34 29 20
12 29 25 14
13 35 35 34
14 28 22 40
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22号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D-25･26 Ⅵ層 N17°E 7.6 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 216 1～3 333
1 50 43 39 3～4 207 2～4 352
2 46 43 27
3 37 36 19
4 44 37 20

23号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 B-25･26 Ⅳ層 NS 11.6 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 253 1～3 459
1 75 68 101 3～4 275 2～4 440
2 70 67 98
3 63 59 49
4 43 40 50

24号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
4×2 C-27 Ⅵ層 N21°W 12.4 棟持柱 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～9 302 1～4 398
1 25 23 37 4～6 287 1～2 146
2 28 25 38 2～3 117
3 30 24 46 3～4 137
4 30 26 25 6～9 412
5 38 37 45 6～7 155
6 30 26 27 7～8 124
7 30 27 22 8～9 136

8 28 24 21 棟持柱間 
10～5･11 536

25号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
2×1 E-27 Ⅳ層 N82°E 7.6 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～3 249 1～6 283
1 49 45 54 4～6 268 3～4 281
2 54 45 58
3 43 36 39
4 29 28 15
5 40 39 38
6 51 43 52

26号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 E･F-27 Ⅳ層 N86°E 9.7 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 264 1～4 372
1 29 27 29 3～4 249 2～3 368
2 35 30 34
3 58 33 38
4 40 31 40

27号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 E･F-27 Ⅳ層 EW 8.0 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 237 1～4 316
1 37 32 28 3～4 250 2～3 321
2 34 33 31
3 46 35 25
4 43 36 46

28号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 C･D-26･27 Ⅵ層 N1°E 8.6 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 210 1～3 375
1 32 27 37 3～4 230 2～4 374
2 48 30 34
3 33 30 34
4 41 36 38
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29号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 E-30･31 Ⅵ層 N14°E 2.6 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 155 2～3 170
1 22 21 16
2 20 15 15
3 21 18 17

30号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 E･F-28･29 Ⅵ層 N85°W 6.4 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～3 235 1～2 275
1 60 57 40
2 32 24 31
3 64 50 45

31号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D-35 Ⅳ層 N10°W 8.8 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 222 1～3 397
1 62 49 64 3～4 218 2～4 398
2 57 54 50
3 73 44 59
4 64 49 52

32号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D-32･33 Ⅳ層 N14°W 10.4 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 260 1～3 400
1 46 45 70 3～4 254 2～4 402
2 63 36 22
3 49 40 46
4 55 52 66

33号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 C･D-30 N3°W 9.1 柱穴間 距離(㎝） 柱穴間 距離(㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 226 1～3 387
1 44 41 23 3～4 235 2～4 381
2 41 35 18
3 51 38 32
4 42 36 19

34 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D-27 Ⅵ層 N5°W 6.9 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 201 1～4 336
1 36 33 30 3～4 204 2～3 319
2 44 19 41
3 46 40 60

35号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 E-30･31 N24°W 4.8 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 193 1～3 246
1 34 33 24 3～4 186 2～4 249
2 35 32 32
3 34 28 23
4 31 29 20
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36号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
3×3 C･D-29 Ⅵ層 NS 14.1 棟持柱 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～4 349 １～10 404
1 43 33 31 1～2 126 １～12 137
2 39 33 24 2～3 101 11～12 130
3 40 31 36 3～4 124 10～11 139
4 35 30 18 7～10 331 4～7 345
5 33 32 42 7～8 82 4～5 137
6 42 32 26 8～9 110 5～6 127
7 38 34 23 9～10 140 6～7 140

8 51 21 38 棟持柱間 
13～14 534

9 29 22 37
10 28 26 36
11 26 26 45
12 47 31 31
13 41 32 42
14 27 22 16
15 46 39 28
16 39 27 18
17 21 18 9
18 30 28 17

37号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D･E-31 Ⅵ層 N13°W 8.7 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 206 1～3 388
1 30 25 12 3～4 212 2～4 390
2 39 36 21
3 34 31 25
4 37 29 27

38号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 F-28 Ⅵ層 N9°Ｅ 3.6 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 178 1～3 159
1 35 35 26 3～4 187 2～4 193
2 38 35 29
3 40 36 47
4 31 29 40

39号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 D-36 Ⅳ層 N18°W 6.2 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 180 1～3 328
1 42 37 41 3～4 189 2～4 310
2 38 35 34
3 30 23 19
4 46 38 16

40号 検出区 検出面 方位 面積（㎡） 種類 梁方向 桁方向
1×1 C･D-34･35 Ⅵ層 N21°W 10.1 柱穴間 距離（㎝） 柱穴間 距離（㎝）

柱穴番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 1～2 239 1～3 391
1 41 37 36 3～4 253 2～4 400
2 48 42 33
7 70 57 58
8 52 49 54
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第８表　柱穴列計測表 ＊旧番号は調査の時点

号 検出区 検出面 長軸方向 長さ（㎝） 柱穴数 備　考
1 B･C-28･29 Ⅳ層 N89ﾟW 1,300 22
2 F･G-29･30 － N75ﾟW 467 3 旧 4 号
3 D-26･27 － N66ﾟＥ 216 3 旧 7 号
4 D-35 Ⅵ層 N61ﾟＥ 1,238 9 旧 8 号
5 C･D-33･34 Ⅵ層 N56ﾟＥ 1,482 16 旧 9 号
6 D-34 Ⅵ層 N67ﾟＥ 858 7 旧10号

第９表　土坑計測表

号 検出区 検出面 形　状 長軸方向 長軸（㎝） 短軸（㎝） 最大深（㎝） 備　考
1 F-25 Ⅳ層 楕円形 EW 83 80 7
2 F-25 Ⅳ層 楕円形 N　8ﾟＥ 107 68 9
3 F-31 Ⅳ層 隅丸方形 N30ﾟW 203 140 80
4 F-31・32 Ⅳ層 長方形 N80ﾟＥ 304 187 78
5 F-32 Ⅳ層 楕円形 N86ﾟＥ 178 65 50
6 G-34 Ⅳ層 楕円形 N62ﾟW 155 79 48
7 E-28 Ⅳ層 楕円形 N47ﾟＥ 192 85 95
8 D･E-28・29 Ⅳ層 方形 N　7ﾟ W 258 235 83
9 E-30 Ⅳ層 不整形 N80ﾟＥ 100 74 39
10 C･D-32 － 長方形 N32ﾟW 233 94 41
11 C-3１ Ⅳ層 方形 N81ﾟＥ 190 85 52
12 C-32 Ⅳ層 不整形 N85ﾟＥ 152 82 50
13 D-32 Ⅳ層 不整形 N50ﾟＥ 96 70 46
14 E-29 Ⅳ層 楕円形 N　5ﾟW 182+α 80 32
15 F-32 Ⅳ層 円形 N　3ﾟW 75 74 14
16 E-29 Ⅳ層 不整形 N80ﾟＥ 82 81 36
17 E-29 Ⅳ層 不整形 N84ﾟＥ 100 48 31
18 F-27 － － N11ﾟＥ 92 68 195
19 F-16 Ⅵ層 不整形 N70ﾟW 98 81 9 2201土坑
20 F-17 Ⅲ層 不整形 N59ﾟＥ 48 32 9 2202土坑
21 F-15 Ⅵ層 楕円形 N30ﾟW 121 58 8 2203土坑
22 A・B-22 － 方形 N　9ﾟW 134 127 15
23 D-21 Ⅲ層 楕円形 N54ﾟＥ 79 45 10
24 A･B-11･12 Ⅵ層 楕円形 N76ﾟＥ 176 68 23 2308土坑
25 B-13 － 不整形 N87ﾟW 89 72 10 2309土坑

第10表　礫集積計測表

号 検出区 検出面　 形　状 長軸方向 長軸（㎝） 短軸（㎝） 最大厚（㎝） 礫　数 備　考
1 C-33 Ⅲ層 集中･散在 N44ﾟＥ 153.0 54.0 10.0 12
2 B-26 Ⅳ層 集中･散在 N74ﾟW 210.0 100.0 11.0 21
3 A-15 Ⅲ層 集中 N82ﾟＥ 78.0 16.0 9.0 5
4 B-14 Ⅲ層 列状 N　8ﾟW 47.5 30.0 12.0 4
5 Ｆ-44 Ⅲd層 半集中 N 107.0 47.0 9.0 8
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第11表　縄文土器　観察表－1

挿図番号 掲載番号 出土区 層 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

22

1 C-5 Ⅲ 深鉢 胴部 (2.0) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ にぶい 赤褐 にぶい赤褐 やや
不良 1768 曽畑式　幾何学文

2 C-5 Ⅲ 深鉢 胴部 (１.４) 貝殻条痕 ナデ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい赤褐 やや
不良 1773 曽畑式　幾何学文

3 F-17・18 ⅩⅠ 深鉢 胴部 (１.７) 貝殻条痕 ナデ ○ ○ にぶい黄 にぶい黄 良 一括 曽畑式　幾何学文

4 C-5 Ⅲ 深鉢 胴部 (１.４) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ にぶい赤褐 にぶい黄橙 やや
不良 1766 曽畑式　幾何学文

5 C-5 Ⅲ 深鉢 胴部 (2.0) 貝殻条痕 ナデ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい赤褐 やや
不良 1762 曽畑式　幾何学文

6 C-5 Ⅲ 深鉢 胴部 (2.2) 貝殻条痕 ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 一括 曽畑式　幾何学文

24

10 F-43 Ⅲd 深鉢 口縁部 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 36960 阿高系　凹線文
11 G-43 Ⅲd 深鉢 口縁部 (４.6) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 36958 阿高系　凹線文

12 B-14 Ⅲ 深鉢 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 4043 出水式　沈線文
凹点文　列点文

13 B-25 Ⅲd 深鉢 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 21793 （型式不明）
14 C-27 Ⅳa 深鉢 口縁部 (７.４) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 暗褐 褐 良 24663 指宿式　沈線文
15 C-30 Ⅲd 深鉢 口縁部 (７.6) ナデ ナデ ○ ○ 灰黄 灰黄 良 19888 指宿式　沈線文　凹点文
16 B-16 Ⅲ 深鉢 口縁部 (４.6) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 暗赤褐 褐 良 2064 指宿式　沈線文
17 B-16 Ⅲ 深鉢 口縁部 (2.6) ナデ ナデ ○ 輝石 赤褐 にぶい黄橙 良 2063 指宿式　沈線文
18 B-24 Ⅲd 深鉢 口縁部 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 黒褐 良 22918 指宿式　沈線文
19 F-17 Ⅵ 深鉢 口縁部 (3.７) ナデ ナデ ○ Ｏ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 26903 指宿式　沈線文
20 B-15 Ⅲ 深鉢 胴部 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 3645 指宿式　沈線文
21 C-27 Ⅲd 深鉢 胴部 (8.0) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ にぶい黄 にぶい褐 良 24608 指宿式　沈線文
22 B-27 Ⅲd 深鉢 胴部 (8.2) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 24610 指宿式　沈線文

23 F-43 Ⅲd 深鉢 口縁部～
胴部 18.6 (9.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 36973他 鐘崎式　沈線文　凹点文

24 B-26 Ⅳa 深鉢 口縁部～
胴部 30.0 (１0.8) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 22843他 鐘崎式　沈線文

25 D-36 Ⅲd 深鉢 口縁部 (5.3) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 暗褐 良 27652他 鐘崎式　沈線文　凹点文
26 C-27 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ 暗赤褐 明黄褐 良 24491 鐘崎式　沈線文　凹点文
27 D-36 Ⅲd 深鉢 口縁部 (７.0) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 27334他 鐘崎式　沈線文　凹点文
28 B-26 Ⅳa 深鉢 口縁部 (７.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 黄褐 良 23578他 鐘崎式　沈線文　
29 - - 深鉢 口縁部 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 19888 鐘崎式　沈線文　竹管文
30 D-36 Ⅲd 深鉢 口縁部 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 27321 鐘崎式　沈線文　竹管文
31 B-27 Ⅳa 深鉢 胴部 (４.8) ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 黄褐 良 25404他 鐘崎式　沈線文　竹管文
32 B-25 Ⅲd 深鉢 胴部 (４.8) ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 橙 良 21731 鐘崎式　沈線文　列点文
33 B-26 Ⅲd 深鉢 胴部 (４.8) ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 にぶい黄褐 良 22920 鐘崎式　沈線文
34 B-26 Ⅳa 深鉢 胴部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明黄褐 橙 良 23334 鐘崎式　沈線文
35 B-26 Ⅲd 深鉢 胴部 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 22840 鐘崎式　沈線文

25

36 C-29 Ⅲd 深鉢 胴部 (5.5) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 明褐 良 22241 鐘崎式　沈線文　竹管文
37 D-36 Ⅲd 深鉢 胴部 (5.3) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 にぶい黄褐 良 27332 鐘崎式　沈線文
38 C-13 Ⅲd 深鉢 口縁部 (3.9) 貝殻条痕 ナデ ○ ○ 明黄褐 明黄褐 良 36952 市来式　沈線文　列点文
39 B-5 Ⅲ 深鉢 口縁部 (４.１) ナデ ナデ ○ ○ 赤褐 明赤褐 良 1750 市来式　爪形刺突文

40 B-8 Ⅴ 深鉢 口縁部 (8.3) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 5471他 市来式　凹線文
爪形押圧文

41 B-13 Ⅲ 深鉢 口縁部 (４.７) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 2276 市来式　凹線文
貝殻腹縁押圧文

42 B-25 Ⅲd 深鉢 口縁部 (3.４) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 橙 橙 良 23447 市来式　貝殻腹縁押圧文
43 C-33 Ⅲd 深鉢 口縁部 (3.１) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 赤褐 赤褐 良 19196 市来式　凹線文　刺突文
44 F-43 Ⅲd 深鉢 口縁部 (2.3) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 灰褐 灰褐 良 36968 市来式　貝殻腹縁押圧文
45 B - 深鉢 口縁部 (１.７) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括 市来式　爪形の押圧
46 B-25 Ⅳa 深鉢 胴部 (７.8) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ 黄橙 黄橙 良 25784他 市来式
47 - - 深鉢 胴部 (１3.１) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 橙 橙 良 一括 市来式
48 - - 深鉢 胴部 (４.７) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 明褐 澄 良 25416他 市来式

49 C-3 Ⅲ 盌 胴部 (７.6) ハケ目後
ミガキ ナデ ○ ○ 橙 褐灰 良 437他 市来式

50 - - 深鉢 胴部 (3.１) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 褐 褐 良 一括 市来式　列点文
51 C-28 Ⅲb 深鉢 胴部 (７.8) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 黄橙 黄橙 良 22177 市来式

52 B-22 - 深鉢 胴部 (2.４) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 明黄褐 明赤褐 良 31号住居
一括 市来式

53 D-37 Ⅲd 深鉢 口縁部～
胴部 31.4 (１７.0) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 26887他 丸尾式　沈線文

貝殻腹縁押圧文
54 D-37 Ⅲd 深鉢 口縁部 (8.0) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 暗褐 暗褐 良 丸尾式　沈線文

26

55 C-25 Ⅲd 深鉢 口縁部 (3.6) 貝殻条痕 ナデ ○ ○ ○ ○ 明赤褐 にぶい赤褐 良 21780 丸尾式　沈線文
56 B-5 Ⅲ 深鉢 胴部 (3.７) 貝殻条痕 ナデ ○ ○ ○ ○ 暗赤褐 赤褐 良 1523 丸尾式　沈線文

57 B-23 Ⅱ 深鉢 口縁部
付近 (４.5) ナデ ナデ ○ ○ 浅黄 黒褐 良 一括 中岳式　沈線文

連点文　凹点文
58 Ｇ-43 Ⅲd 深鉢 胴部 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 36888 中岳式　凹線文　凹点文
59 Ｇ-43 Ⅲd 深鉢 底部 8.9 (8.４) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 36930他 中岳式
60 F-43 Ⅲd 深鉢 底部 8.6 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 36982 市来式？　網代底
61 D-36 Ⅲd 深鉢 底部 12.0 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 27320 市来式　網代底
62 B-26 Ⅲd 深鉢 底部 9.8 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 明褐 良 22836 市来式　網代底
63 C-29 Ⅲd 深鉢 底部 10.6 (１.１) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 22835 指宿式　網代底
64 B-26 Ⅲd 深鉢 底部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 22229 市来式　網代底

65 D-37 カクラン 深鉢 底部 13.2 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 やや
不良

66 F-43 Ⅲd 深鉢 底部 11.6 (2.７) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 36895 市来式？

67 A-19 Ⅲ 深鉢 底部 5.6 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ 灰黄 灰黄 やや
不良 13610

68 D-37 Ⅲd 深鉢 底部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 27091 網代底
69 C-29 Ⅲd 深鉢 底部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 22224 市来式　網代底
70 B-25 Ⅳa 深鉢 底部 6.0 (6.１) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ 輝石 黄橙 黄橙 良 22413他 市来式

71 B-17 Ⅲ 台付皿型
土器 脚部 9.0 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 4653 網代底

72 B-5 Ⅲ 深鉢 胴部 (４.４) 貝殻条痕 貝殻条痕 ○ ○ 黒褐 黒褐 良 1069 把手

73 D-36 Ⅲd 深鉢 装飾 (5.１) ナデ ナデ ○ ○ 暗オリーブ
褐

暗オリーブ
褐 良 26579 把手

74 B-18 Ⅲ 深鉢 装飾 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 13709 把手　貝殻腹縁押圧文

27

75 A-15 Ⅲ 深鉢 口縁部 (７.5) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 4606他 微隆起線文
76 D-29 Ⅲb 深鉢 口縁部 (5.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 橙 良 21180
77 D-28 Ⅲd 深鉢 口縁部 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25896

78 B-18 Ⅲ 深鉢 口縁部 (5.１) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ 灰黄 灰黄 良 2824

79 Ｇ-43 Ⅲd 深鉢 口縁部 (3.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 36885
80 D-20 Ⅲc 深鉢 口縁部 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 灰黄 良 28714
81 F-43 Ⅲa 深鉢 口縁部 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 36936
82 B-5 Ⅲ 深鉢 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ 明黄褐 橙 良 1430
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第11表　縄文土器　観察表－２

挿図番号 掲載番号 出土区 層 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

27

83 C-26 Ⅲd 深鉢 胴部 (9.3) ナデ
条痕文 ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい黄褐 良 22874他

84 D-37 Ⅲd 浅鉢 口縁部 22.0 (3.3) ミガキ
ナデ ナデ ○ 黒褐 黒褐 良 27080

85 D-37 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.6) ミガキ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 27082
86 G-43 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ 灰褐 灰褐 良 36879 沈線文
87 C-31 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (１.７) ミガキ ナデ ○ 橙 黒 良 20163 沈線文
88 B-13 Ⅲ 浅鉢 口縁部 15.2 (2.７) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ 褐 黒褐 良 2313
89 B - 浅鉢 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明黄褐 褐灰 良 一括
90 - - 浅鉢 口縁部 (3.１) ミガキ ナデ ○ ○ 輝石 明赤褐 明赤褐 良 23740 沈線文

91 D-38 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 灰黄褐 褐灰 良 26886 沈線文　列点文　凹点文
貝殻腹縁押圧文

92 B-26 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.４) ミガキ ミガキ ○ 黒褐 黒 良 22842 沈線文
93 B-25・26 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 黄褐 良 21371他 沈線文
94 C-25 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 黄褐 良 一括 沈線文

95 A-23 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (3.9) ミガキ
ナデ ナデ ○ 輝石 褐 褐灰 良 29471

96 B-26 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.４) ミガキ ミガキ ○ ○ にぶい黄橙 灰褐 良 21370
97 B-26 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (４.5) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ ○ 橙 にぶい黄橙 良 21337
98 B-6 Ⅲ 浅鉢 口縁部 (2.8) ナデ ミガキ ○ ○ ○ 明褐 オリーブ褐 良 1277
99 B-27 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括 沈線文
100 C-26 Ⅲd 浅鉢 胴部 (７.７) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 黄褐 良 21714 リボン状突帯
101 Ｂ-16 Ⅲ 浅鉢 胴部 (6.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 黒 良 2035
102 C-2７ Ⅲb 浅鉢 胴部 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 橙 良 21492 リボン状突帯
103 C-16 Ⅲ 浅鉢 胴部 (5.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 灰黄褐 良 2355

104 D-7 Ⅲ 浅鉢 胴部 (3.9) ミガキ
ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 褐灰 良 533他 スス付着
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105 B-23 Ⅲd 浅鉢 胴部 (8.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 29481他
106 C-26 Ⅲb 浅鉢 胴部 (４.１) ナデ ナデ ○ 褐 褐 良 21291

107 B-14 Ⅳ 浅鉢 胴部 (3.７) ナデ ナデ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 やや
不良 3751

108 C-2 Ⅲ 浅鉢 胴部 (9.8) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ にぶい赤褐 黒褐 良 115他 外面スス付着

109 D-17 Ⅲ 浅鉢 胴部 (７.8) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 2342他
110 D-33 Ⅲd 浅鉢 胴部 (6.2) ナデ ナデ ○ 橙 にぶい橙 良 20197
111 C-17・18 Ⅲ 浅鉢 胴部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 2933他
112 Ｃ-18 Ⅲ 浅鉢 胴部 (5.5) ミガキ ナデ ○ ○ 黒褐 橙 良 2922他 外面スス付着
113 Ｂ-18 Ⅳ 浅鉢 口縁部 15.0 (3.8) ミガキ ミガキ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 3017
114 Ｃ-26 Ⅳa 浅鉢 口縁部 (3.3) ミガキ ミガキ ○ ○ 褐 褐 良 23386
115 F-24 Ⅲd 浅鉢 口縁部 18.0 (４.3) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ 明黄褐 にぶい黄褐 良 21594
116 B-25 Ⅲb 浅鉢 口縁部 (１.6) ミガキ ミガキ ○ ○ にぶい赤褐 灰褐 良 一括
117 Ｃ-６ - 浅鉢 口縁部 (１.5) ミガキ ミガキ ○ にぶい黄橙 褐灰 良 一括

118 C-24 Ⅲb 浅鉢 口縁部～
胴部 11.4 (3.5) ミガキ ミガキ ○ ○ 橙 黒 良 一括

119 B-12 Ⅲ 浅鉢 口縁部 (１.8) ミガキ ミガキ ○ 黒褐 黒 良 2410
120 C-4 Ⅲ 浅鉢 口縁部 16.0 (2.9) ナデ ナデ ○ にぶい黄褐 黒 良 211 外面スス付着

121 A-12 Ⅳ 浅鉢 口縁部 15.0 (3.2) ミガキ
ナデ

ミガキ
ナデ ○ 輝石 黄褐 黒 良 2489

122 B-25 Ⅲb 浅鉢 口縁部 17.0 (2.9) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ 明褐 橙 良 21203

123 B-15 Ⅲ 浅鉢 口縁部 (４.8) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 3659

124 B-12 Ⅳ 浅鉢 口縁部 (４.１) ミガキ
ナデ

ミガキ
ナデ ○ にぶい黄 にぶい黄 良 2235

125 - - 浅鉢 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ 黄橙 橙 良
126 - - 浅鉢 口縁部 (3.3) ミガキ ミガキ ○ ○ 灰白 灰白 良 一括
127 B-１７ Ⅲ 浅鉢 口縁部 (3.４) ミガキ ミガキ ○ 黒褐 褐 良 4672
128 D-37 - 浅鉢 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良

129 B-25 Ⅳa 浅鉢 口縁部 14.6 (3.8) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 23378 内面下部工具痕あり

130 B-14 Ⅳ 浅鉢 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい黄褐 良 3749
131 B-6 Ⅲ 浅鉢 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 黒褐 良 1575
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132 G-43 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (４.3) ミガキ ミガキ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 36890他
133 C-26 Ⅳa 浅鉢 口縁部 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 橙 良 23345 外面スス付着
134 F-43 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.４) ミガキ ミガキ ○ ○ 浅黄 黄灰 良 36918
135 B-26 Ⅲb 浅鉢 口縁部 (3.0) ミガキ ミガキ ○ にぶい黄橙 暗灰黄 良 21323
136 C-26 Ⅲb 浅鉢 口縁部 (5.１) ナデ ナデ ○ 褐 褐 良 19745 沈線文　外面スス付着
137 F-43 Ⅲd 浅鉢 口縁部 (2.2) ミガキ ミガキ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 36918
138 C-2 Ⅲ 浅鉢 口縁部 (5.0) ナデ ナデ ○ 黒褐 黒褐 良 110
139 F-19 ⅩⅠ 浅鉢 口縁部 10.6 (5.４) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 灰褐 良 16603 外面スス付着
140 B-9 Ⅲ 浅鉢 胴部 (3.9) ミガキ ミガキ ○ 輝石 明赤褐 灰黄褐 良 5032

141 B-23 Ⅲd 浅鉢 胴部 (3.７) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ 黒褐 暗オリーブ
褐 良 29367

142 C-22 Ⅲc 浅鉢 胴部 (3.8) ミガキ ミガキ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括
143 - - 浅鉢 胴部 (3.3) ミガキ ミガキ ○ 灰黄 にぶい黄 良 一括 沈線文
144 A-12 - 浅鉢 胴部 (2.４) ミガキ ミガキ ○ ○ にぶい黄褐 褐灰 良 一括

145 E-15 Ⅲ 盌 口縁～
胴部 9.0 (3.４) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ ○ にぶい黄褐 黒褐 良 1904

146 C-31 Ⅲd 浅鉢 胴部 (４.8) ミガキ 指頭圧痕
ミガキ ○ ○ 黄灰 黒 良 20168他

147 C-31 Ⅲd 浅鉢 胴部 (3.１) ミガキ ミガキ ○ ○ 褐灰 にぶい褐 良 20180
148 C-26 Ⅲd 深鉢 底部 7.6 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 灰黄 良 22873
149 E-39 Ⅲd 深鉢 底部 9.2 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ にぶい橙 黄灰 良 33101
150 B-17 Ⅲ 深鉢 底部 10.0 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 黒褐 良 4665他
151 C-3 Ⅲ 深鉢 底部付近 (3.４) ナデ ナデ ○ 赤褐 にぶい橙 良 一括 外面スス付着

152 D-35 カクラン 深鉢 底部 7.0 (3.0) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ 橙 褐灰 良

153 D-37 Ⅰ 深鉢 底部 10.4 (3.8) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ 明褐 橙 良

154 B-15 Ⅲ 深鉢 底部 7.6 (１.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄 にぶい黄 良 4626
155 B-8 Ⅲ 深鉢 底部 12.4 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 黄灰 良 1846
156 F-34 Ⅲd 深鉢 底部 7.0 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 33108
157 - - 深鉢 底部 11.0 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 一括
158 C-5･6 Ⅲ 深鉢 底部 8.4 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ 黒 褐 良 1769他

159 C-4 Ⅲ 深鉢 底部 7.8 (2.2) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 259
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挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

33
160 1号 甕 底部 6.7 (5.5) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい黄褐 にぶい赤褐 良 1他
161 1号 壺 胴部～底部 6.8 (１2.8) 剥離 ナデ ○ ○ ○ 輝石 橙 橙 不良 5他
162 1号 小型壺 底部 3.0 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 灰褐 橙 良 20

37 163 2号 大甕 口縁部～  
胴部 57.0 (４5.４) 指頭圧痕

ハケ目
指頭圧痕
ハケ目 ○ ○ ○ 明黄褐 明黄褐 良 21他

38
164 2号 大甕 口縁部～  

胴部 59.0 (30.2) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい橙 にぶい褐 良 267他 穿孔あり

165 2号 大甕 口縁部～  
胴部 52.8 (20.４) 工具ナデ ハケ目

ミガキ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい橙 にぶい褐 良 208他

39

166 2号 大甕 口縁部～  
胴部 56.8 (32.７) ハケ目後ナデ ハケ目 ○ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 414他

167 2号 大甕 口縁部 (5.0) ハケ目・ナデ 摩耗 ○ ○ ○ 橙 にぶい黄橙 良 69

168 2号 大甕 口縁部～  
胴部 62.4 (１6.6) ナデ ハケ目

ミガキ ○ ○ ○ ○ ○ 輝石 にぶい赤褐 にぶい橙 良 205他

40

169 2号 大甕 胴部 (39.0) ハケ目後ナデ ハケ目 ○ ○ ○ ○ 小礫 
軽石 明褐 明褐 良 22他

170 2号 甕 口縁部 45.0 (5.４) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 6１他

171 2号 大甕 胴部～底部 9.6 (１5.４) ミガキ
ハケ目

指頭圧痕
ハケ目 ○ ○ ○ ○ 玉髄 橙 にぶい褐 良 32他

41

172 2号 大甕 胴部～底部 8.0 (3１.6) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 23049他
173 2号 甕 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 259
174 2号 甕 底部 7.0 (6.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 318
175 2号 甕 底部付近 (5.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黄褐 にぶい黄褐 良 241

176 2号 鉢 口縁部～
胴部 24.2 (8.７) ハケ目

ミガキ
指頭圧痕
ハケ目 ○ ○ ○ 暗褐 にぶい黄褐 良 252他

177 2号 鉢 口縁部～
底部 15.2 5.0 (１0.１) ナデ ナデ後ミガキ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 262他

178 2号 鉢 口縁部～
底部 23.5 8.0 (20.７) ナデ後ミガキ ハケ目後ミガキ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 17他

179 2号 無頸壺 口縁部～
胴部 21.8 (１3.9) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ 黒褐 にぶい黄褐 良 59他

180 2号 無頸壺 口縁部 17.0 (3.8) 指頭圧痕
ミガキ・ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ ○ ○ にぶい橙 にぶい橙 良 297他

42

181 2号 壺 口縁部 24.2 (9.9) ナデ後ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 36他

182 2号 壺 口縁部～
頸部 19.0 (７.3) ハケ目･ナデ  ナデ ○ ○ にぶい黄褐 灰黄褐 良 333他

183 2号 壺 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明黄褐 良 81
184 2号 壺 頸部～底部 7.1 (４3.0) ナデ後ミガキ 剥離 ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい褐 にぶい褐 良 23017他 突帯
185 2号 壺 肩部 (6.0) ミガキ 剥離 ○ ○ ○ 灰褐 明褐 良 280 突帯
186 2号 壺 頸部 (７.6) ミガキ 指頭圧痕 ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい褐 良 228

187 2号 壺 胴部～
底部付近 (9.6) － ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明黄褐 良 23057

188 2号 壺 胴部～
底部付近 (７.0) － － ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括

189 2号 壺 胴部 (6.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括 　突帯　
190 2号 壺 胴部 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい褐 良 23042 突帯
191 2号 壺 胴部 (７.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい橙 にぶい褐 良 23008 突帯
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192 2号 壺 底部 9.5 (6.3) ミガキ ハケ目 ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい褐 にぶい赤褐 良 一括
193 2号 壺 底部 8.6 (8.6) ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 284
194 2号 壺 底部 5.6 (6.４) ナデ ハケ目後ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 軽石 にぶい褐 にぶい褐 良 52
195 2号 壺 底部 7.1 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 にぶい褐 良 114他
196 2号 壺 底部 7.4 (5.3) ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○ 暗褐 橙 良 415他

197 2号 壺 底部 6.6 (４.3) 指頭圧痕
ハケ目 ハケ目 ○ ○ ○ にぶい黄褐 褐 良 343他

198 2号 壺 底部 6.2 (４.７) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 一括
199 2号 壺 底部 6.6 (４.４) ミガキ ハケ目 ○ ○ ○ ○ 小礫 褐 明褐 良 404

200 2号 台付鉢 完形 22.4 9.0 １6.2　 － ナデ後ミガキ ○ ○ ○ ○ 輝石
小礫 明黄褐 にぶい黄褐 良 285 突帯

201 2号 高坏 底部付近 (3.8) ミガキ ハケ目 ○ ○ ○ 橙 にぶい褐 良 一括 外面丹塗り

45

202 3号 甕 口縁部～
胴部 32.0 (8.6) ハケ目

ナデ ハケ目 ○ ○ ○ 暗褐 明褐 良 ７5他 突帯

203 3号 甕 口縁部～
胴部 (5.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい橙 にぶい橙 良 23011

204 3号 甕 口縁部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 赤褐 良 49

205 3号 甕 口縁部～
胴部 (6.0) ナデ ナデ ○ 黒褐 明褐 良 84 突帯　外面スス付着

206 3号 甕 口縁部～
胴部 (9.5) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 明赤褐 良 23021他 外面スス付着

207 3号 甕 胴部 (１１.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 橙 良 50他 突帯 
外面全体的にスス付着

208 3号 甕 胴部 (１5.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 橙 良 16他 突帯
209 3号 甕 胴部 (6.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 23006 突帯
210 3号 甕 底部 6.8 (７.７) ハケ目後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 36他
211 3号 甕 底部 8.0 (７.5) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 橙 橙 良 27
212 3号 甕 底部 7.3 (5.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい橙 黒褐 良 23005
213 3号 甕 底部 7.6 (2.3) ナデ － ○ ○ ○ 明褐 - 良 一括

214 3号 甕 口縁部～  
胴部 26.2 (１７.6) 指頭圧痕

ナデ
指頭圧痕

ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 褐 明褐 良 23001他

46

215 3号 壺 口縁部～  
頸部 19.6 (１１.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 明褐 にぶい褐 良 23018他 口唇割れの為内径

216 3号 壺 口縁部 22.0 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 にぶい黄橙 良 一括

217 3号 壺 口縁部～  
頸部 21.4 (７.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 輝石 橙 黄橙 良 83

218 3号 壺 口縁部 27.0 (3.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 26他
219 3号 壺 口縁部 30.8 (４.0) ナデ ミガキ･ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい橙 にぶい橙 良 99他

220 3号 壺 口縁部～
頸部 12.7 (6.１) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ ○ 明褐 にぶい褐 良 47

221 3号 壺 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 5 口唇部刻みあり

222 3号 壺 頸部～胴部 (１8.0) ナデ後ミガキ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ 明褐 橙 良 39他 突帯　

223 3号 壺 頸部 (9.４) ハケ目
ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 29他

224 3号 壺 頸部 (5.４) 指頭圧痕
ナデ 剥離 ○ ○ ○ 灰黄褐 にぶい褐 良 74

225 3号 壺 頸部 (9.2) ナデ後ミガキ ナデ ○ ○ ○ 橙 明褐 良 57他
226 3号 壺 肩部 (6.5) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 橙 良 23015 突帯

227 3号 壺 肩部 (3.9) ミガキ･ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 S．P．B付近 突帯
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挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

47

228 3号 壺 口縁部～  
胴部 12.6 (9.2) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ 褐 暗オリーブ褐 良 87 突帯

229 3号 壺 胴部～底部 8.0 (１0.７) ナデ後ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 暗褐 にぶい褐 良 23009他
230 3号 壺 底部 8.0 (5.１) ハケ目後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 橙 橙 良 23002
231 3号 壺 底部 6.0 (3.9) ナデ 剥離 ○ ○ ○ 橙 橙 良 76他
232 3号 高坏 底部～脚部 (４.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい黄橙 明褐 良 96

50

233 5号 甕 口縁部～  
胴部 26.0 (8.3) 指頭圧痕

ハケ目･ナデ
指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ 暗褐 黒褐 良 一括 突帯

234 5号 甕 口縁部～
胴部 22.1 (１2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗赤褐 暗赤褐 良 38 突帯

235 5号 甕 口縁部～
胴部 25.8 (6.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 灰黄褐 良 35 突帯

236 5号 甕 口縁部～
胴部 (6.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 黒褐 良 19 突帯

237 5号 甕 口縁部～
胴部 19.0 (9.5) ナデ ナデ ○ ○ 褐 にぶい黄褐 良 29他 突帯

238 5号 甕 口縁部～
胴部 27.4 (４.3) 指頭圧痕

ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 黒褐 良 24

239 5号 甕 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 にぶい褐 良 一括

240 5号 甕 口縁部～
胴部 19.0 (４.6) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黄褐 良 一括 突帯

241 5号 甕 胴部 (７.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 暗褐 良 39他 突帯・外面スス付着
242 5号 甕 胴部 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ 輝石 橙 褐灰 良 一括 突帯
243 5号 甕 胴部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 黒褐 良 9 突帯
244 5号 甕 底部 7.0 (７.2) ハケ目 － ○ ○ 橙 黒 良 26
245 5号 甕 底部 7.8 (5.４) 剥離 － ○ ○ ○ 明褐 - 良 25

51

246 5号 壺 口縁部 27.0 (6.5) ミガキ ハケ目･ミガキ ○ ○ ○ ○ 灰褐 灰褐 良 20
247 5号 壺 口縁部 14.2 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 11 口唇部に鋸歯文
248 5号 壺 口縁部 14.0 (2.5) ミガキ ミガキ･ナデ ○ ○ 輝石 褐 黒褐 良 一括
249 5号 壺 口縁部 18.2 (７.１) ミガキ･ナデ ミガキ ○ ○ ○ ○ にぶい赤褐 明赤褐 良 21他 二叉口縁
250 5号 壺 頸部～胴部 (１１.１) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 明褐 橙 良 31
251 5号 壺 頸部 (5.8) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 明黄褐 良 一括 突帯
252 5号 壺 底部 8.0 (2.７) ナデ － ○ ○ ○ 明赤褐 橙 良 2
253 5号 壺 底部 8.0 (2.3) － － ○ ○ ○ にぶい黄褐 橙 良 一括
254 5号 壺 底部 9.2 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 暗褐 灰黄褐 良 一括
255 5号 鉢 口縁部 (2.１) ナデ ミガキ ○ ○ ○ 明褐 暗褐 良 一括

54

256 6号 大甕 口縁部 61.4 (１１.2) ナデ 指頭圧痕
ハケ目 ○ ○ 明黄褐 黄褐 良 一括

257 6号 甕 口縁部 36.8 (3.9) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括

258 6号 甕 胴部～
底部付近 (25.0) ハケ目･ナデ 指頭圧痕

ハケ目 ○ ○ にぶい褐 橙 良 61他 内面底部付近焦げ残存 
突帯

259 6号 甕 胴部 (9.2) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 橙 にぶい褐 良 14 突帯

260 6号 甕 口縁部～  
胴部 23.6 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 34他

261 6号 甕 胴部 (5.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい橙 にぶい黄橙 良 一括 突帯
262 6号 甕 底部 7.4 (6.2) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括
263 6号 甕 底部 3.8 (2.6) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 軽石 にぶい褐 - 良 76

55

264 6号 壺 口縁部～
胴部 13.0 (8.2) ナデ ハケ目後ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい黄橙 にぶい黄 良 21他 突帯

265 6号 壺 底部 5.8 (6.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ ○ にぶい黄橙 黄褐 良 22他

266 6号 壺 口縁部～ 
底部付近 25.0 (１6.8) ナデ 指頭圧痕 

ハケ目･ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 18他

267 6号 壺 口縁部 (3.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 明赤褐 良 一括
268 6号 壺 口縁部 16.8 (5.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 一括
269 6号 壺 口縁部 18.0 (７.9) ナデ ハケ目後ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 橙 橙 良 20他
270 6号 壺 頸部～胴部 (１8.5) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 明褐 にぶい褐 良 44-１他 突帯
271 6号 壺 頸部 (9.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 明黄褐 にぶい褐 良 27
272 6号 壺 頸部～胴部 (７.４) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 56 突帯
273 6号 壺 胴部 (７.9) ミガキ ハケ目 ○ ○ 橙 暗灰黄 良 63 突帯

56

274 6号 壺 胴部 (１４.４) ミガキ･ナデ ハケ目 ○ ○ ○ 褐 黄褐 良 62 突帯

275 6号 壺 胴部～底部 6.4 (１2.４) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 29

276 6号 壺 底部 7.4 (9.6) ハケ目後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい赤褐 灰黄褐 良 67

277 6号 壺 底部 6.7 (４.5) ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○ 軽石 
小礫 にぶい褐 にぶい褐 良 一括

278 6号 壺 底部 6.5 (４.2) ナデ 指頭圧痕 ○ ○ ○ ○ ○ 褐 明褐 良 一括
279 6号 壺 底部 7.0 (5.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 28

280 6号 小鉢 完形 12.9 4.4 9.４ ハケ目 指頭圧痕
ハケ目 ○ ○ ○ 黒褐 明褐 良 一括

281 6号 小鉢 口縁部～  
胴部 13.4 (3.４) 指頭圧痕

ナデ
ヘラケズリ後

指頭圧痕 ○ ○ 明褐 明褐 良 一括

282 6号 小鉢 完形 7.6 ハケ目･ナデ ハケ目後ナデ ○ ○ ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 2

59
283 7号 甕 完形 30.1 8.0 3１.７ ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 橙 橙 良 214他 突帯・外面スス付着
焦げ残存

284 7号 甕 完形 36.2 8.4 33.2　 ハケ目 
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 44他 突帯

60

285 7号 甕 口縁部～
胴部 30.0 (１9.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 405他 突帯・外面スス付着

286 7号 甕 口縁部～
胴部 29.6 (2１.４) ハケ目 

ナデ
指頭圧痕 

ナデ ○ ○ ○ 褐 褐 良 336他 突帯

287 7号 甕 口縁部 (４.2) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 683 突帯・外面スス付着

288 7号 甕 口縁部 (3.７) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 赤褐 褐 良 445 突帯

289 7号 甕 口縁部 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括

290 7号 甕 口縁部～
胴部 23.6 (１2.４) ハケ目 

ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○ 輝石 
小礫 にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 175他

291 7号 甕 口縁部 34.0 (４.5) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 明赤褐 良 437 突帯
292 7号 甕 口縁部 32.8 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明赤褐 良 一括
293 7号 甕 口縁部 30.4 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい橙 にぶい橙 良 446

61

294 7号 甕 完形 35.2 8.6 3７.5　 ハケ目後ナデ ハケ目後ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 
軽石 明赤褐 灰褐 良 269他 突帯

295 7号 甕 口縁部～  
胴部 26.2 (8.0) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ にぶい黄褐 褐 良 372他 突帯・外面スス付着

296 7号 甕 口縁部 25.5 (４.5) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 橙 橙 良 163他

297 7号 甕 口縁部 30.2 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 140
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挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調
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㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

61
298 7号 甕 口縁部 25.4 (４.8) 指頭圧痕

ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい黄褐 良 447 突帯

299 7号 甕 口縁部 41.0 (6.9) ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 643 突帯
300 7号 甕 口縁部 38.2 (6.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 619 突帯

62

301 7号 甕 完形 32.8 7.8 3１.3　 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 429他

302 7号 甕 完形 33.5 7.8 35.４　 ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 6他 外面スス付着

内面焦げ残存
303 7号 甕 胴部～底部 7.0 (22.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい褐 にぶい褐 良 182他 外面スス付着
304 7号 甕 胴部 (７.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 灰黄褐 良 214他 突帯
305 7号 甕 胴部 (７.3) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明褐 良 279 突帯
306 7号 甕 底部 8.0 (8.8) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 74
307 7号 甕 底部 8.6 (9.７) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 軽石 黒褐 にぶい黄褐 良 652
308 7号 甕 底部 7.0 (１0.3) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 33
309 7号 甕 底部 7.6 (8.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 褐 褐 良 519
310 7号 甕 底部 7.4 (７.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 544
311 7号 甕 底部 6.5 (6.４) ハケ目・ナデ 剥離 ○ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 褐灰 良 462
312 7号 甕 底部 7.2 (3.9) ハケ目・ナデ 摩滅 ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 439
313 7号 甕 底部 9.2 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗灰褐 灰黄褐 良 248
314 7号 大甕 口縁部 (１2.0) ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 橙 橙 良 35他
315 7号 大甕 口縁部 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 にぶい黄褐 良 75

63
316 7号 壺 完形 21.2 6.1 ４７.７　 ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい褐 にぶい褐 良 3他

317 7号 壺 完形 23.0 6.2 ４5.3　 ハケ目 
ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○ 輝石 

小礫 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 89他 突帯

64

318 7号 壺 口縁部～  
胴部 30.0 (23.７) ナデ 

ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 
軽石 橙 にぶい橙 良 162 突帯

319 7号 壺 口縁部～  
肩部 31.0 (20.１) ミガキ･ナデ ハケ目 

ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 174他 突帯

320 7号 壺 口縁部～  
頸部 25.1 (１6.3) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 軽石 

小礫 にぶい橙 にぶい黄橙 良 536他 突帯

321 7号 壺 口縁部～  
頸部 21.5 (１6.5) ハケ目･ミガキ ハケ目･ミガキ ○ ○ ○ ○ 軽石 明赤褐 明赤褐 良 210 口唇割れの為内径・突帯

65

322 7号 壺 口縁部～  
頸部 18.6 (9.6) ナデ･ミガキ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 輝石 橙 橙 良 667

323 ７号 壺 口縁部 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 685
324 7号 壺 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 にぶい赤褐 良 一括

325 7号 壺 胴部 (3７.0) ハケ目･ミガキ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ ○ 輝石 
軽石 明赤褐 明褐 良 320他 突帯

326 7号 壺 頸部～底部 6.5 (28.0) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 輝石 橙 橙 良 ４他 突帯
327 7号 壺 底部 12.4 (７.9) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 584
328 7号 壺 底部 6.0 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 赤褐 明赤褐 良 13
329 7号 壺 底部 4.9 (3.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 褐灰 良 616
330 7号 壺 底部 6.0 (3.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 黒褐 良 一括
331 7号 壺 底部 7.0 (5.１) ハケ目･ナデ 剥離 ○ ○ ○ ○ ○ 橙 黄橙 良 644

66

332 7号 壺 胴部～底部 7.4 (3１.3) ミガキ ハケ目 
ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 

軽石 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 252他 突帯

333 7号 壺 口縁部～
頸部 16.2 (9.７) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ ○ 小礫 

軽石 明赤褐 明赤褐 良 725他

334 7号 壺 口縁部 20.2 (４.0) ミガキ･ナデ ミガキ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 666

335 7号 壺 口縁部～
胴部 17.2 (１8.6) ミガキ･ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 393他

336 7号 壺 頸部 (3.5) ミガキ 剥離 ○ ○ ○ 黒褐 － 良 一括 突帯
337 7号 壺 胴部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括 突帯
338 7号 壺 胴部 (４.6) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 620 突帯

339 7号 壺 胴部 (6.0) ミガキ 指頭圧痕
ハケ目 ○ ○ ○ 黒褐 明赤褐 良 546 突帯

340 7号 壺 胴部 (6.７) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 34

67
341 ７号 壺 完形 22.6 13.9 ４3.４　 ナデ･ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○ 小礫 橙 橙 良 413他 突帯

342 ７号 壺 胴部～底部 7.0 (2１.2) ナデ 
ミガキ ナデ ○ ○ ○ 小礫 

軽石 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 85他

68

343 7号 壺 完形 22.3 8.6 38.6　 ナデ･ミガキ ナデ ○ ○ ○ 小礫 にぶい橙 にぶい黄橙 良 254他 突帯・外面スス付着
344 ７号 鉢 完形 22.9 6.2 １3.6　 ミガキ ミガキ･ナデ ○ ○ ○ 小礫 橙 にぶい橙 良 428他

345 7号 鉢 口縁部～
胴部 16.6 (１0.４) ハケ目 ハケ目 ○ ○ ○ ○ にぶい黄褐 黒褐 良 435他

72

346 8号 大甕 口縁部～
胴部 55.6 (１5.４) 指頭圧痕

ナデ
指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ 明褐 明赤褐 良 25772他 突帯

347 8号 甕 口縁部～
胴部 31.0 (22.6) ハケ目･ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 25769 突帯・外面スス付着

348 8号 甕 口縁部～
胴部 29.0 (１6.0) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25132他 突帯・外面スス付着

349 8号 甕 口縁部～
胴部 23.0 (9.0) ハケ目･ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 橙 にぶい褐 良 一括他 突帯・外面スス付着

350 8号 甕 口縁部～
胴部 24.0 (１１.5) ハケ目･ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 暗褐 明赤褐 良 24565他 突帯・外面スス付着

351 8号 甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 褐 良 一括
352 8号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 橙 良 一括
353 8号 甕 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 褐 良 一括 外面スス付着
354 8号 甕 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 黄褐 良 一括
355 8号 甕 口縁部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黄褐 黒褐 良 一括
356 8号 甕 胴部 (5.3) ナデ ハケ目 ○ ○ にぶい橙 橙 良 一括 突帯
357 8号 甕 胴部 (5.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 輝石 黒褐 赤褐 良 一括 突帯・外面スス付着
358 8号 甕 胴部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 褐 良 一括 突帯

73

359 8号 甕 胴部～
底部付近 (１3.6) 剥離 剥離 ○ ○ ○ ○ 赤褐 明褐 良 一括

360 8号 甕 底部 7.8 (8.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 にぶい橙 良 25770
361 8号 甕 底部 7.4 (8.2) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 オリーブ黒 良 24563
362 8号 甕 底部 7.8 (７.5) ナデ ナデ ○ ○ 明黄褐 黒褐 良 25771
363 8号 甕 底部 7.6 (6.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黄褐 黒褐 良 25131
364 8号 甕 底部 7.7 (5.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄褐 良 25773
365 8号 甕 底部 8.0 (6.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 明褐 良 24562
366 8号 甕 底部 10.0 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ 明黄褐 明黄褐 良 一括
367 8号 壺 口縁部 (１.8) ナデ ミガキ･ナデ ○ ○ 灰褐 褐 良 一括
368 8号 壺 口縁部 (４.8) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 25132
369 8号 壺 頸部 (5.8) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 明褐 褐 良 24569 突帯
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第12表　竪穴住居跡出土土器　観察表－４

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

73

370 8号 壺 頸部～肩部 (6.5) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 にぶい褐 良 25136
371 8号 壺 胴部 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 灰褐 良 一括 突帯
372 8号 壺 胴部 (5.6) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 褐 良 一括 突帯

373 8号 壺 胴部～底部 7.5 (１１.2) ハケ目
ミガキ・ナデ

指頭圧痕
ハケ目・ナデ ○ ○ 輝石 にぶい赤褐 明赤褐 良 24719

374 8号 蓋 つまみ部
～裾部

｢裾部｣ 
2７.0

｢つまみ部｣ 
6.0 (１0.４) ハケ目・ナデ ハケ目･ミガキ ○ ○ 明赤褐 赤褐 良 25137他

375 8号 小型鉢 把手 (１.5) 指頭圧痕 指頭圧痕 ○ ○ 橙 橙 良 一括

75

376 9号 甕 口縁部～胴部 27.6 (１5.2) ハケ目 指頭圧痕 ○ ○ にぶい黄橙 にぶい褐 良 24674 突帯・外面スス付着
377 9号 甕 口縁部 30.4 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 黒褐 良 24676 外面スス付着
378 9号 大甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 明赤褐 良 24673
379 9号 壺 底部 6.1 (3.5) ハケ目･ナデ 指頭圧痕 ○ ○ 赤褐 橙 良 24675

78

380 10号 甕 口縁部～胴部 28.6 (9.6) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明褐 良 24552 突帯・外面スス付着

381 10号 甕 口縁部～胴部 22.6 (5.5) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 褐 褐 良 24161 突帯・外面スス付着

382 10号 甕 口縁部～胴部 23.3 (１１.5) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 23302 突帯・外面スス付着
383 10号 甕 口縁部～胴部 24.0 (１0.７) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 橙 良 22803他 突帯・外面スス付着
384 10号 甕 口縁部 28.7 (４.8) ナデ ナデ ○ ○ 褐 黒褐 良 22806他 突帯・外面スス付着
385 10号 甕 口縁部 24.2 (6.5) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ 明褐 橙 良 22812
386 10号 小型甕 口縁部 15.5 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ 黄灰 黒褐 良 22767 外面スス付着
387 10号 小型甕 口縁部 11.5 (１.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 灰黄褐 良 22775 外面スス付着
388 10号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 明褐 良 22771 外面スス付着
389 10号 甕 口縁部 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 23295 外面スス付着
390 10号 甕 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 22787 外面スス付着
391 10号 甕 口縁部 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 にぶい黄褐 良 22807
392 10号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 橙 良 23284
393 10号 甕 口縁部 (3.７) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 23287 外面スス付着
394 10号 甕 胴部 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 褐 良 一括 突帯
395 １0号 甕 胴部 (3.5) ナデ ナデ･ハケ目 ○ ○ 黒 にぶい褐 良 23278 突帯・外面スス付着
396 10号 甕 胴部 (４.１) ナデ ハケ目 ○ ○ 褐 明褐 良 23296 突帯
397 10号 甕 胴部 (４.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 橙 良 24165 突帯・外面スス付着
398 10号 甕 底部 8.4 (5.７) ナデ 摩滅 ○ ○ 黄褐 － 良 24942
399 10号 甕 底部 6.8 (6.４) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ 橙 明赤褐 良 25130

79

400 10号 壺 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 橙 良 23300
401 10号 壺 口縁～肩部 22.0 (22.４) ミガキ・ナデ ナデ･ハケ目 ○ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 24162他
402 10号 壺 肩部 (４.４) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 23281他 突帯
403 10号 壺 肩部 (3.9) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 黒褐 灰黄褐 良 一括 突帯
404 10号 壺 胴部 (４.6) ミガキ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 褐 橙 良 一括 突帯
405 10号 壺 胴部 (3.７) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 暗赤褐 明赤褐 良 22770 突帯

406 10号 壺 底部 6.1 (3.７) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 橙 良 22804

407 10号 壺 底部 8.1 (４.2) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 明褐 良 22801

408 10号 壺 底部 5.0 (3.７) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 明褐 褐灰 良 23303
409 10号 壺 底部 9.8 (6.5) ハケ目･ミガキ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 橙 良 24556

410 10号 鉢 口縁部～
底部 17.3 5.2 １2.6　 ナデ　 指頭圧痕

ナデ ○ ○ 明赤褐 にぶい黄褐 良 23308他 外面スス付着

411 10号 鉢 口縁部 19.0 (3.2) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ 明褐 褐 良 23750他 外面スス付着

412 10号 鉢 口縁部 22.0 (3.3) 指頭圧痕
ナデ ミガキ･ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 灰黄褐 良 23748

82

413 １１号 大甕 口縁部 (5.8) ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 明褐 良 24116他

414 １１号 大甕 底部 10.8 (１0.0) ミガキ･ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 橙 良 23471他

415 11号 甕 口縁部～胴部 25.6 (6.6) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 褐 黒褐 良 一括 突帯
416 １１号 甕 口縁部～胴部 21.0 (１１.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 明褐 良 25112他 外面スス付着
417 11号 甕 口縁部 21.3 (４.７) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 明赤褐 黒褐 良 23264 外面スス付着
418 11号 甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 褐 良 23235
419 11号 甕 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 23452
420 11号 甕 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 にぶい褐 良 23255
421 11号 甕 口縁部 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 23597
422 11号 甕 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 橙 明赤褐 良 23262
423 11号 甕 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 一括 外面スス付着
424 11号 甕 口縁部 (１.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 23603 外面スス付着
425 11号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 橙 良 22715
426 11号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 赤褐 良 23269
427 11号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 暗灰黄 良 23937 外面スス付着
428 11号 甕 口縁部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 灰黄褐 良 24570 外面スス付着
429 11号 甕 口縁部 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 赤褐 良 23212
430 11号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明赤褐 良 23267
431 11号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 明赤褐 良 22713
432 11号 甕 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 23738
433 11号 甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 褐 良 一括
434 11号 甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 23936
435 11号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 褐 良 20179 外面スス付着
436 11号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 明赤褐 良 23242他
437 11号 甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ 明黄褐 明黄褐 良 一括
438 11号 甕 口縁部 (４.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 22720 外面スス付着
439 11号 甕 胴部 (７.6) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 明褐 黒褐 良 23266他 突帯・外面スス付着
440 11号 甕 胴部 (9.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 明黄褐 良 22731他 突帯・外面スス付着
441 11号 甕 胴部 (3.１) ナデ ナデ ○ 黒褐 黒褐 良 23477 突帯
442 11号 甕 胴部 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄橙 良 23429 突帯・外面スス付着
443 11号 甕 胴部 (４.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 オリーブ褐 良 一括 突帯・外面スス付着
444 11号 甕 胴部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 黒褐 良 一括 突帯

83

445 11号 甕 底部付近 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 22705
446 11号 甕 底部付近 (４.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 黒褐 良 一括
447 11号 甕 底部 8.6 (７.8) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ 明黄褐 黒褐 良 23416
448 11号 甕 底部 7.4 (6.４) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 黒褐 良 24712
449 11号 甕 底部 6.7 (6.2) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 黒褐 良 29122
450 11号 甕 底部 8.2 (3.6) ハケ目･ナデ 剥離 ○ ○ にぶい黄褐 － 良 23935
451 11号 壺 口縁部 17.2 (７.9) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい褐 良 23407他
452 11号 壺 口縁部 20.0 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 灰褐 良 24124
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第12表　竪穴住居跡出土土器　観察表－５

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面
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453 11号 壺 口縁部 20.0 (3.１) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 明赤褐 良 一括

454 11号 壺 口縁部 14.5 (5.6) ハケ目･ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 暗褐 褐 良 23412他

455 11号 壺 口縁部 (5.9) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 24119
456 11号 壺 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ 褐 黒褐 良 22739
457 11号 壺 口縁部 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 一括
458 11号 壺 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 褐 良 24120
459 11号 壺 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ 明赤褐 明赤褐 良 23454
460 11号 壺 口縁部 (４.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 橙 良 24711
461 11号 壺 頸部 (3.７) ナデ 剥離 ○ ○ ○ 橙 にぶい橙 良 23735
462 11号 壺 頸部 (5.9) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 にぶい橙 良 24121
463 11号 壺 肩部 (3.４) ナデ 剥離 ○ ○ 明赤褐 － 良 23408 突帯
464 11号 壺 肩部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 23613 突帯
465 11号 壺 胴部 (5.１) ミガキ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 23237他 突帯
466 11号 壺 胴部 (9.2) ミガキ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 暗褐 明赤褐 良 24713他 突帯
467 11号 壺 胴部 (４.3) ナデ ハケ目 ○ ○ ○ 褐 にぶい黄褐 良 22698 突帯
468 11号 壺 底部 6.8 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい黄褐 良 23602

469 11号 小型甕 頸部～胴部 14.0 (6.9) ナデ 指頭圧痕
ハケ目・ナデ ○ ○ 灰褐 明褐 良 23271 外面スス付着

470 11号 小型壺 口縁部 14.5 (2.8) ミガキ・ナデ 指頭圧痕
ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 暗褐 褐 良 23200他

471 11号 小型甕 口縁部～
胴部 10.2 (2.9) 指頭圧痕

ハケ目・ナデ
指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 暗灰黄 良 24157

472 11号 鉢 口縁部～
胴部 14.6 (3.5) 指頭圧痕

ナデ
指頭圧痕

ハケ目・ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 黒褐 明褐 良 23186

473 11号 鉢 口縁部 (2.2) ナデ 摩滅 ○ ○ 褐 褐 良 一括

474 11号 小型甕 把手 (１.8) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ 灰褐 明褐 良 23418

475 11号 蓋 完形 「裾部」 
31.6

｢つまみ部｣ 
6.6 １１.3　 ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 19972
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476 12号 大甕 口縁部～胴部 46.8 (１3.6) ハケ目･ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ ○ 明褐 褐 良 25570他 突帯
477 12号 大甕 胴部 (8.3) ハケ目･ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括 突帯
478 １2号 大甕 胴部 (5.8) ハケ目･ナデ ハケ目・ミガキ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 25585他 突帯

479 12号 大甕 口縁部～胴部 30.5 (１8.8) ハケ目 指頭圧痕
ハケ目・ナデ ○ 明褐 橙 良 25740他 外面スス付着

480 12号 大甕 口縁部～胴部 32.2 (20.１) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25599他
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481 12号 甕 口縁部～胴部 32.1 (9.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 黒褐 良 一括他 突帯
482 12号 甕 口縁部～胴部 34.0 (5.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰褐 褐灰 良 25561他 突帯・外面スス付着

483 12号 甕 口縁部～胴部 30.7 (6.8) ナデ 指頭圧痕 
ハケ目 ○ ○ ○ にぶい褐 橙 良 一括 突帯・外面スス付着

484 12号 甕 口縁部～胴部 33.7 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明黄褐 良 25783他 突帯
485 12号 甕 口縁部～胴部 28.0 (5.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25582他 突帯
486 12号 甕 口縁部～胴部 27.8 (４.9) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 25568 突帯
487 12号 甕 口縁部～胴部 16.8 (5.１) ナデ ナデ ○ ○ オリーブ黒 黄褐 良 一括他 突帯・外面スス付着
488 12号 甕 口縁部～胴部 25.4 (１8.9) 摩耗 摩耗 ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 一括他
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489 12号 甕 口縁部 40.0 (１７.0) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括
490 12号 甕 口縁部 26.1 (４.8) ナデ 指頭圧痕 ○ ○ ○ 橙 橙 良 25742 外面スス付着
491 12号 甕 口縁部 23.6 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 黒褐 良 一括 外面スス付着
492 12号 甕 口縁部 17.0 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 一括
493 12号 甕 口縁部 21.0 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ 赤褐 赤褐 良 一括他

494 12号 甕 口縁部 17.6 (１.6) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 橙 良 一括他

495 12号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25581
496 １2号 甕 口縁部 (3.9) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 一括
497 １2号 甕 口縁部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括
498 12号 甕 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 明黄褐 橙　 良 一括 外面スス付着
499 １2号 甕 口縁部 (3.１) ナデ ナデ ○ ○ 灰褐 赤褐 良 一括
500 12号 甕 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 褐灰 良 一括 外面スス付着
501 12号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ 輝石 にぶい褐 にぶい褐 良 一括 外面スス付着
502 12号 甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 にぶい褐 良 一括
503 12号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括 外面スス付着
504 12号 甕 口縁部 (2.2) ナデ 剥離 ○ ○ ○ 黒褐 － 良 一括 口縁部分外れ
505 12号 甕 口縁部 (１.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 赤褐 良 一括
506 12号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ 頃褐 褐 良 一括
507 12号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 黒褐 良 一括
508 12号 甕 口縁部 (１.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 橙 良 一括 外面スス付着
509 12号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 一括
510 12号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明褐 良 一括他
511 12号 甕 口縁部 (１.5) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 一括
512 12号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 明褐 良 一括 外面スス付着
513 12号 甕 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰褐 明赤褐 良 一括
514 12号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 灰褐 良 一括
515 12号 甕 口縁部 (１.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐灰 明褐 良 一括 外面スス付着
516 12号 甕 口縁部 (１.７) ナデ 剥離 ○ 褐 － 良 一括 口縁部分外れ
517 12号 甕 口縁部 (１.3) ナデ 剥離 ○ ○ にぶい褐 － 良 一括 口縁部分外れ

518 12号 甕 胴部 (７.6) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ 明褐 黒褐 良 一括他 突帯

519 12号 甕 胴部 (5.6) ナデ ナデ･ハケ目 ○ ○ にぶい褐 灰褐 良 一括他 突帯
520 12号 甕 胴部 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 一括 突帯・外面スス付着
521 12号 甕 胴部 (４.１) ナデ ナデ ○ ○ 灰黄褐 褐 良 一括 突帯
522 12号 甕 胴部 (5.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明黄褐 明褐 良 一括 突帯
523 12号 甕 胴部 (４.2) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 明赤褐 良 一括 突帯
524 12号 甕 胴部 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 一括 突帯

525 12号 甕 胴部 (3.3) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 一括 突帯

526 12号 甕 胴部 (４.2) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 暗オリーブ褐 良 一括 突帯
527 12号 甕 胴部 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰黄褐 にぶい黄褐 良 一括 突帯・外面スス付着
528 12号 甕 胴部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 橙 良 一括他 突帯
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529 12号 甕 胴部 (8.8) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括他 外面スス付着

530 12号 甕 胴部 (４.9) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ にぶい褐 明褐 良 一括 外面スス付着

531 12号 甕 底部付近 (４.0) ハケ目 剥離 ○ ○ 灰オリーブ オリーブ黒 良 一括 外面スス付着
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第12表－６　竪穴住居跡出土土器　観察表－６

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面
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533 12号 甕 底部付近 (４.9) 指頭圧痕
ハケ目 ハケ目・ナデ ○ ○ 明褐 黒 良 一括

534 12号 甕 胴部～底部 7.4 (１１.2) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 黒褐 良 25571他
535 12号 甕 底部 6.0 (5.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 褐灰 良 25590他
536 12号 壺 口縁部～頸部 21.4 (７.5) 摩耗 摩耗 ○ ○ ○ にぶい褐 橙 良 一括他
537 12号 壺 口縁部 20.7 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括他

538 12号 壺 口縁部 19.2 (3.0) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ 橙 橙 良 一括

539 12号 壺 口縁部 20.0 (2.７) ナデ ミガキ ○ ○ ○ 黒褐 褐灰 良 一括
540 12号 壺 口縁部 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括
541 12号 壺 口縁部 (１.8) ナデ 剥離 ○ ○ にぶい黄褐 － 良 一括 口縁部分外れ
542 12号 壺 口縁部 (１.７) ミガキ ミガキ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括
543 12号 壺 口縁部～頸部 19.4 (6.3) ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括他
544 12号 壺 口縁部 19.0 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 黒褐 良 一括他
545 12号 壺 口縁部 15.6 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 一括
546 12号 壺 口縁部 21.4 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 明褐 良 一括他

547 12号 壺 口縁部～頸部 11.7 (４.6) ハケ目 指頭圧痕
ミガキ ○ 明褐 明黄褐 良 一括

548 12号 壺 口縁部 (４.2) 摩耗 ミガキ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括
549 12号 壺 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括 外来系
550 12号 壺 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 褐 良 一括
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551 12号 壺 口縁部 11.9 (１.9) ミガキ ミガキ ○ 黒 黒褐 良 一括
552 12号 無頸壺 口縁部 21.0 (2.0) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 一括

553 12号 無頸壺 口縁付近 
～胴部

｢内径｣ 
15.3 (8.0) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25556

554 12号 壺 頸部 (6.9) ミガキ ミガキ ○ ○ 赤褐 明赤褐 良 一括 突帯
555 12号 壺 頸部 (７.４) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐灰 にぶい褐 良 一括
556 12号 壺 頸部 (5.3) ナデ 剥離 ○ 黒曜石 明褐 黒褐 良 一括

557 12号 壺 頸部 (４.１) ミガキ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括

558 １2号 壺 頸部 (４.１) ミガキ ミガキ ○ ○ 石粒 褐 褐 良 一括
559 12号 壺 肩部 (5.6) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 褐 良 一括 突帯
560 12号 壺 肩部 (７.0) ナデ 剥離 ○ ○ 明赤褐 褐 良 一括 突帯

561 12号 壺 肩部 (3.8) ハケ目 ･ミガキ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括

562 12号 壺 胴部 (5.5) ナデ ナデ ○ ○ 橙 黒褐 良 一括 突帯
563 12号 壺 胴部 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 一括 突帯
564 12号 壺 胴部 (5.2) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 灰褐 明赤褐 良 一括 突帯
565 12号 壺 胴部 (3.9) 摩耗 剥離 ○ ○ 褐灰 褐 良 一括 四角突帯
566 12号 壺 胴部 (5.3) ナデ ナデ ○ ○ 橙 褐灰 良 一括 四角突帯
567 12号 壺 胴部 (3.5) ミガキ 剥離 ○ ○ ○ にぶい褐 － 良 一括 四角突帯

568 12号 壺 胴部 (9.3) ミガキ・ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 明赤褐 良 25578他 四角突帯
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569 12号 壺 底部付近 (6.0) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰褐 橙 良 25559
570 12号 壺 底部付近 (5.6) ナデ後ミガキ ミガキ･ナデ ○ ○ ○ 褐灰 黒 良 一括
571 12号 壺 底部 5.6 (１0.７) ナデ後ミガキ ナデ ○ ○ 黒 橙 良 25563他
572 12号 壺 底部 8.6 (6.2) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 明赤褐 良 25764
573 12号 壺 底部 8.2 (5.2) ミガキ・ナデ 剥離 ○ ○ ○ ○ 橙 － 良 25755他
574 12号 壺 底部 8.2 (5.４) ナデ 摩耗 ○ ○ 黄褐 橙 良 25562他
575 12号 壺 底部 8.0 (6.４) 摩耗 摩耗 ○ ○ にぶい赤褐 暗灰黄 良 25577
576 １2号 壺 底部 7.2 (４.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 にぶい黄褐 良 25560
577 １2号 壺 底部 6.2 (2.3) ミガキ ナデ ○ ○ 輝石 橙 橙 良 一括
578 12号 壺 底部 7.0 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 明黄褐 良 一括
579 １2号 壺 底部 8.0 (2.8) ナデ ミガキ ○ ○ にぶい黄褐 黒褐 良 一括
580 12号 壺 底部 4.8 (3.１) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 にぶい褐 良 一括
581 12号 小型壺 底部 6.8 (１.9) ミガキ・ナデ ミガキ ○ ○ 褐 褐 良 一括
582 12号 小型壺 底部 4.8 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 明褐 良 一括
583 12号 小型壺 底部 3.0 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黄灰 橙 良 一括
584 12号 長頸壺 口縁部 6.2 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 褐 にぶい褐 良 一括
585 12号 長頸壺 口縁部～頸部 5.2 (5.9) ナデ ナデ ○ 浅黄橙 浅黄 良 25739他 突帯
586 12号 長頸壺 頸部 (3.７) ナデ ナデ ○ ○ 浅黄 にぶい黄 良 一括 突帯
587 12号 長頸壺 肩部 (１.5) ナデ ナデ ○ 黒褐 褐灰 良 一括 櫛描波状文
588 12号 鉢 口縁部～胴部 12.0 (6.0) 丁寧なナデ 丁寧なナデ ○ ○ ○ 褐 褐 良 一括

589 12号 鉢 口縁部～胴部 24.2 (6.2) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括 四角突帯

590 12号 鉢 口縁部～胴部 (４.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 黒褐 良 一括 突帯
591 12号 鉢 胴部 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 灰褐 良 一括

592 12号 蓋 裾部 ｢裾径｣ 
23.0 (2.8) ミガキ ミガキ ○ ○ 褐 褐 良 一括 裾部に刻み目あり

593 12号 蓋 裾部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 一括 裾部に刻み目あり

95

594 13号 甕 口縁部～胴部 30.4 (9.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 黒褐 良 一括他 突帯
595 13号 甕 口縁部 29.4 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 褐 良 一括他 外面スス付着
596 13号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 暗灰黄 良 一括
597 13号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 褐 良 一括
598 13号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括
599 13号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 褐 良 一括
600 13号 甕 口縁部 (１.４) ナデ ナデ ○ ○ 明黄褐 明黄褐 良 一括 外面スス付着
601 13号 甕 胴部 (１5.0) ナデ 摩耗 ○ ○ ○ ○ 黒褐 褐 良 一括他 突帯
602 13号 甕 胴部 (6.１) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 橙 良 一括 突帯
603 13号 甕 胴部 (４.5) ナデ ナデ ○ ○ 灰褐 にぶい赤褐 良 一括 突帯
604 13号 甕 胴部 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 暗褐 良 一括 突帯・外面スス付着
605 13号 甕 胴部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 暗褐 良 一括 突帯
606 13号 甕 胴部 (2.6) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ 輝石 黒 橙 良 一括 突帯
607 13号 甕 底部 8.2 (４.0) ナデ ワレ ○ ○ ○ にぶい黄橙 － 良 一括

96

608 13号 壺 口縁部～頸部 22.3 (７.9) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 赤褐 良 25759他

609 13号 壺 口縁部～頸部 22.2 (6.5) 指頭圧痕
　ミガキ　

指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 褐灰 良 一括他

610 13号 壺 口縁部 23.8 (４.6) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 25761他

611 13号 壺 口縁部～頸部 24.7 (5.5) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 一括
612 13号 壺 口縁部 (１.3) ミガキ ワレ ○ ○ 褐 － 良 一括
613 13号 壺 口縁部 (１.6) ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 暗褐 良 一括
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第12表　竪穴住居跡出土土器　観察表－７

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

96

614 13号 長頸壺 口縁部～
頸部 7.2 (3.2) ミガキ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ 赤褐 にぶい赤褐 良 一括

615 13号 壺 頸部 (5.6) ハケ目 ナデ ○ ○ 輝石 橙 橙 良 一括
616 13号 壺 頸部 (6.8) ミガキ ナデ ○ ○ 褐 暗褐 良 一括他

617 13号 壺 胴部 (5.７) ミガキ 指頭圧痕
ハケ目 ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 20086他 突帯

618 13号 壺 胴部 (3.8) 摩耗 摩耗 ○ ○ 明黄褐 明黄褐 良 一括 突帯
619 13号 壺 胴部 (2.8) ミガキ･ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 褐 褐灰 良 一括 突帯
620 13号 壺 底部 8.6 (４.７) ナデ 剥離 ○ ○ ○ 明褐 明黄褐 良 一括
621 13号 無頚壺 完形 19.2 7.0 １７.0 ミガキ･ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25833他

99

622 14号 大甕 口縁部 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25812
623 14号 大甕 胴部 (１１.3) ハケ目 ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 黒褐 赤褐 良 24691他
624 14号 甕 口縁部～胴部 28.3 (１７.5) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 暗褐 良 24280他 外面スス付着
625 14号 甕 口縁部～胴部 31.2 (１6.5) ハケ目･ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 明褐 黒褐 良 24582他 外面スス付着
626 14号 甕 口縁部 (2.5) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 黒 明褐 良 25159

627 14号 甕 口縁部 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 灰褐 黒褐 良 24682

628 14号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 褐灰 良 24724
629 14号 甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 24534 外面スス付着
630 14号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰褐 灰褐 良 24276 外面スス付着
631 14号 甕 口縁部 (3.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐灰 明赤褐 良 24539 外面スス付着
632 14号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 橙 灰黄褐 良 24277
633 14号 甕 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 褐 良 24573
634 14号 甕 胴部 (5.７) ナデ ナデ ○ ○ 橙 褐 良 24575 突帯・外面スス付着
635 14号 甕 胴部 (6.１) ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 暗褐 良 24538他 突帯・外面スス付着
636 14号 甕 胴部 (5.2) ナデ ナデ ○ ○ 橙 暗褐 良 25162 突帯
637 14号 甕 胴部 (４.2) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 黒褐 黄褐 良 24544他 突帯
638 14号 甕 胴部 (４.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 にぶい黄褐 良 一括 突帯・外面スス付着
639 １４号 甕 胴部 (8.8) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ 黒 暗褐 良 24689他
640 14号 甕 底部付近 (3.0) 摩耗 摩耗 ○ ○ ○ にぶい赤褐 － 良 一括
641 14号 甕 底部 9.6 (8.2) ハケ目 ナデ ○ ○ 褐 明褐 良 25991
642 14号 甕 底部 9.1 (6.9) 剥離 ナデ ○ ○ 赤褐 黒褐 良 24536
643 14号 甕 底部 7.0 (７.5) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ 橙 黄灰 良 25155
644 14号 甕 底部 9.3 (2.７) 摩耗 剥離 ○ ○ ○ ○ 明赤褐 － 良 一括
645 14号 甕 底部 8.3 (2.9) ハケ目 剥離 ○ ○ 明黄褐 － 良 25910

100

646 14号 大壺 口縁部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ 灰褐 にぶい褐 良 24580
647 14号 大壺 口縁部 27.2 (2.6) ミガキ･ナデ ミガキ･ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25161
648 14号 壺 口縁部 (2.１) ミガキ･ナデ ミガキ･ナデ ○ 玉髄 暗赤褐 暗赤褐 良 24285

649 14号 大壺 頸部 (１１.9) ミガキ･ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 明褐 良 24531他

650 14号 壺 胴部 (5.3) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ 黒 橙 良 24684 M字突帯
651 14号 壺 底部 2.5 (5.3) ヘラナデ 指ナデ ○ ○ ○ 褐 褐灰 良 24273
652 14号 壺 底部 9.6 (４.9) ミガキ･ナデ ミガキ･ナデ ○ ○ 橙 にぶい褐 良 24833 外面スス付着
653 14号 壺 底部 4.0 (2.７) 摩耗 摩耗 ○ ○ 橙 灰黄 良 24576
654 14号 壺 底部 6.3 (４.9) ミガキ 工具ナデ ○ ○ 輝石 橙 にぶい褐 良 24545他

655 14号 無頚壺 完形 14.5 6.2 １４.5 ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ 橙 橙 良 24980他

656 14号 土師器 胴部 (2.0) 回転ヨコナデ 回転ヨコナデ ○ ○ にぶい橙 黒褐 良 一括

103

657 １5号 大甕 口縁部～胴部 51.1 (１3.2) ミガキ･ナデ 指頭圧痕    
ナデ ○ ○ 明赤褐 赤褐 良 24243他

658 １5号 甕 口縁部～胴部 36.0 (１１.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 浅黄橙 橙 良 24233他
659 15号 甕 口縁部～胴部 30.0 (１１.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 24952他
660 １5号 甕 口縁部～胴部 24.6 (１2.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい褐 良 24252他 外面スス付着
661 15号 甕 口縁部～胴部 23.3 (8.７) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 24954 外面スス付着
662 15号 甕 口縁部～胴部 21.4 (5.9) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 暗褐 良 24701他 外面スス付着

663 15号 甕 口縁部～胴部 22.8 (9.3) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 褐 褐 良 24956 外面スス付着

104

664 15号 甕 口縁部 30.6 (４.3) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 褐 明褐 良 一括他
665 15号 甕 口縁部 24.8 (2.2) ナデ ナデ ○ にぶい黄橙 橙 良 24226 外面スス付着

666 15号 甕 口縁部 ｢内径｣ 
14.7 (6.７) ナデ ナデ ○ ○ 黒 褐 良 24269 外面スス付着

667 15号 甕 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい橙 橙 良 24242
668 15号 甕 口縁部 (3.７) ナデ ナデ ○ ○ 褐 にぶい褐 良 24245
669 15号 甕 口縁部 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括
670 15号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 橙 良 24228
671 15号 甕 胴部 (8.5) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 褐 良 24230 突帯・外面スス付着
672 15号 甕 胴部 (5.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 25696他 突帯
673 15号 甕 胴部 (8.5) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 橙 良 24706他 外面スス付着
674 15号 甕 胴部 (9.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 褐 良 24700
675 15号 甕 底部付近 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 24709

676 15号 甕 胴部～底部 7.0 (2１.0) ハケ目･ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 黒褐 橙 良 24251他

677 15号 甕 底部 8.5 (７.9) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 黒褐 良 24965
678 15号 甕 底部 8.2 (７.5) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 黒褐 良 24960
679 15号 甕 底部 7.8 (6.４) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ 褐 黒褐 良 24953
680 15号 甕 底部 9.6 (４.8) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 24955

105

681 15号 壺 口縁部 ｢内径｣ 
15.2 (2.４) ナデ ナデ ○ にぶい褐 赤褐 良 24236

682 15号 壺 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 橙 良 一括
683 15号 壺 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 24934他
684 15号 壺 口縁部 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 にぶい赤褐 良 一括
685 15号 壺 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 赤褐 明褐 良 24246 二叉口縁

686 15号 壺 頸部 (6.5) ハケ目 指頭圧痕
ナデ ○ ○ にぶい黄褐 褐 良 一括

687 15号 壺 頸部 (6.6) ハケ目 指頭圧痕 ○ ○ 明赤褐 褐 良 24262
688 15号 壺 頸部 (3.７) ミガキ･ナデ ミガキ ○ ○ ○ 褐 褐 良 24240
689 15号 壺 肩部 (5.４) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 褐 暗褐 良 24235
690 15号 壺 肩部 (9.2) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい橙 良 24249 浮文･突帯
691 15号 壺 肩部 (9.8) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 24270他 突帯
692 15号 壺 肩部 (6.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 橙 良 24259 突帯
693 15号 壺 胴部 (6.2) ミガキ ハケ目 ○ ○ オリーブ褐 黒褐 良 一括
694 15号 壺 胴部 (１5.3) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ 明褐 橙 良 24251 突帯
695 15号 壺 胴部 (5.8) ミガキ ハケ目 ○ ○ 黒褐 黒褐 良 一括 突帯
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第12表　竪穴住居跡出土土器　観察表－８

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

105 696 15号 壺 胴部 (6.3) ハケ目･ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ にぶい赤褐 明赤褐 良 一括 突帯

106

697 15号 壺 口縁部～
胴部 17.3 (１3.9) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 24766他 突帯・外面スス付着

698 15号 壺 胴部 (７.７) 摩滅 ナデ ○ ○ にぶい黄褐 暗褐 良 24267他 突帯
699 15号 壺 底部 9.2 (6.１) ハケ目･ナデ 剥離 ○ ○ ○ 赤褐 橙 良 24958
700 15号 壺 底部 8.8 (４.5) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ 黒 褐 良 24943
701 15号 壺 底部 8.2 (４.9) ナデ ナデ ○ ○ 褐 にぶい赤褐 良 24695
702 15号 壺 底部 6.2 (6.2) ミガキ ナデ ○ ○ 橙 にぶい黄橙 良 24935他
703 15号 壺 底部 8.5 (４.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 黒褐 良 24946
704 15号 壺 底部 9.1 (3.４) ナデ 剥離 ○ ○ ○ 明赤褐 － 良 25694
705 15号 壺 底部 5.0 (3.6) ナデ ナデ ○ ○ 赤褐 にぶい赤褐 良 24253他
706 15号 無頚壺 完形 21.2 6.6 １5.6 ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 26908他

707 15号 小型甕 口縁部～
底部 17.3 5.1 １４.9 剥離 ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 24853他

708 15号 蓋 完形 「裾部」 
31.2

｢つまみ部｣ 
７．０ １3.5 ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 にぶい黄褐 良 24234

709 15号 小型鉢 口縁部～
底部 9.2 3.8 5.6 指頭圧痕

ナデ
指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 24250

108
710 16号 壺 頸部 (3.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰黄褐 にぶい黄褐 良 24849
711 16号 壺 胴部 (１１.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 にぶい黄褐 良 25150他
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712 17号 大甕 口縁部 44.4 (４.9) － ミガキ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 25074

713 17号 甕 口縁部～
胴部 25.6 (１6.3) ハケ目 指頭圧痕

ハケ目 ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 25690他 突帯

714 17号 甕 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 にぶい赤褐 良 一括
715 17号 甕 口縁部 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括
716 17号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 一括 外面スス付着
717 17号 甕 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 一括
718 17号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括
719 17号 甕 口縁部 (１.5) ナデ ナデ ○ ○ 灰褐 黒褐 良 一括 外面スス付着
720 17号 甕 口縁部 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括
721 １７号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明褐 良 一括
722 17号 甕 口縁部 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 一括
723 17号 甕 胴部 (9.6) ナデ ナデ ○ ○ 褐 明赤褐 良 25051他 突帯
724 17号 甕 底部付近 (5.3) ナデ ハケ目 ･ナデ ○ ○ 赤褐 黒褐 良 25055
725 17号 甕 底部 6.4 (6.１) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 赤褐 良 25050
726 17号 甕 底部 8.4 (9.0) ナデ ナデ ○ ○ 黄褐 褐 良 25082

727 17号 壺 口縁部～
頸部 15.9 (１2.７) ミガキ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ 暗褐 にぶい赤褐 良 25072他 突帯

728 17号 壺 口縁部 21.0 (6.0) ミガキ･ナデ ミガキ･ナデ ○ ○ ○ 黒褐 褐 良 24255他
729 17号 壺 口縁部 23.6 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25060他
730 17号 壺 頸部 (１3.0) ナデ ミガキ ○ ○ ○ 明黄褐 橙 良 25076他
731 17号 壺 頸部 (１１.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 にぶい黄褐 良 25077他
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732 17号 壺 頸部 (8.0) ハケ目 指頭圧痕
ハケ目 ○ ○ ○ 明黄褐 にぶい橙 良 一括

733 17号 壺 肩部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 にぶい橙 良 一括 突帯
734 17号 壺 胴部～底部 6.3 (１3.8) ハケ目･ナデ ハケ目 ○ ○ 赤褐 橙 良 25070他
735 17号 壺 底部 11.6 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗灰黄 にぶい褐 良 一括
736 17号 壺 底部 7.0 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 一括 突帯
737 17号 鉢 口縁部 (5.6) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 黒褐 良 25081

738 17号 鉢 胴部 (3.3) 指頭圧痕
ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 赤褐 褐灰 良 一括 手捏ね

116 739 １8号 大甕 口縁部～
胴部 59.2 (26.8) ミガキ･ナデ 指頭圧痕

ミガキ・ナデ ○ ○ ○ ○ 明赤褐 灰黄褐 良 25553他
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740 １8号 大甕 胴部 (１9.2) ミガキ･ナデ 指頭圧痕
ミガキ・ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 25503他

741 18号 大甕 胴部～
底部付近 (2１.７) ミガキ･ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 25505他

742 １8号 甕 口縁部～
胴部 29.0 (2１.5) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 暗褐 良 24041他
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743 18号 甕 口縁部～
胴部 26.0 (１9.2) ハケ目・ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25631他 突帯・外面スス付着

744 18号 甕 口縁部～
胴部 27.0 (2１.3) ハケ目・ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 23087他 突帯・外面スス付着

745 18号 甕 口縁部～
胴部 28.8 (１3.0) ハケ目

ナデ
指頭圧痕

ハケ目･ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25549他 突帯・外面スス付着

746 18号 甕 口縁部 25.8 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 一括
747 18号 甕 口縁部 24.8 (2７.0) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明黄褐 良 24045

748 18号 甕 口縁部～
胴部 17.8 (１１.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 暗赤褐 良 24126他 突帯・外面スス付着

749 18号 甕 口縁部 24.0 (6.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 褐 良 23691他

750 18号 甕 口縁部～
胴部 20.2 (１４.７) ミガキ

ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 橙 良 24127他

751 18号 甕 口縁部 (6.8) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 24561
752 18号 甕 底部 8.9 (8.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ オリーブ褐 黒 良 25501
753 18号 甕 底部 8.9 (8.１) ナデ ハケ目 ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 25676
754 18号 甕 底部 9.1 (8.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 黒褐 良 24130他
755 18号 甕 底部 8.8 (8.１) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 黒褐 良 25508
756 18号 甕 底部 6.4 (４.７) ナデ ナデ ○ 明褐 明褐 良 25630
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757 18号 壺 口縁部～
胴部 22.5 7.8 (４3.5) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 25526他

758 18号 壺 口縁部 20.0 (１2.5) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 褐 明褐 良 25546他 突帯
759 18号 壺 口縁部 20.6 (１.2) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括
760 18号 壺 頸部 (5.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄 にぶい黄褐 良 一括 突帯
761 18号 壺 胴部 (5.8) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 明褐 良 25544他 M字突帯
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762 18号 壺 胴部～底部 10.5 (１１.5) ミガキ･ナデ ミガキ ○ ○ 赤褐 にぶい褐 良 24043
763 18号 壺 底部 8.0 (3.１) ナデ 剥離 ○ ○ 明褐 にぶい黄橙 良 一括
764 18号 壺 底部 5.4 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 黒褐 にぶい黄褐 良 24361
765 18号 小型壺 底部 3.8 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 24357

766 18号 小型鉢 完形 12.9 4.0 ７.2 ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 黒褐 良 25677他

767 18号 鉢 口縁部～
胴部 15.8 (４.9) ミガキ･ナデ ミガキ･ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 24137

768 18号 長頸壺 口縁部 5.8 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ 赤褐 明赤褐 良 一括
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挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

120
769 18号 鉢 底部付近 (１.9) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括 丹塗り

770 18号 鉢 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい赤褐 一括 突帯
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771 19号 甕 口縁部 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ 黒 明黄褐 良 24992
772 19号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 橙 良 一括
773 19号 小型甕 底部付近 (４.１) ハケ目 ハケ目 ○ ○ ○ ○ 灰黄褐 灰黄褐 良 24993
774 19号 壺 胴部 (１2.４) ミガキ ハケ目･ナデ ○ ○ ○ ○ 赤褐 にぶい黄 良 24994他 丹塗り
775 19号 壺 底部 10.4 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 橙 良 24996
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776 20号 甕 口縁部～
胴部 28.0 (１2.6) 指頭圧痕

ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 24983他

777 20号 甕 口縁部 21.0 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 一括他 外面スス付着
778 20号 甕 口縁部 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黄褐 にぶい黄褐 良 24988
779 20号 甕 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括
780 20号 甕 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 褐 良 25684
781 20号 甕 胴部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 一括 突帯

782 20号 甕 胴部 (3.0) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ 褐灰 明黄褐 良 24911 突帯・外面スス付着

783 20号 甕 胴部 (5.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 褐 良 一括 突帯
784 20号 甕 胴部 (5.１) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 25672 突帯
785 20号 甕 胴部 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ 褐 にぶい黄褐 良 25680 突帯・外面スス付着
786 20号 甕 胴部 (１７.3) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐灰 明黄褐 良 24911他 外面スス付着

787 20号 甕 底部 8.9 (9.４) 指頭圧痕
ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 黄褐 黒 良 39142

788 20号 甕 底部 7.3 (6.７) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 黒 良 24990
789 20号 甕 底部 7.6 (７.2) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 黒褐 良 24981
790 20号 甕 底部 9.4 (5.0) ナデ 剥離 ○ ○ 明褐 良 24979
791 20号 壺 口縁部 18.8 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 24987

792 20号 壺 口縁部 19.6 (2.8) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ 赤褐 褐 良 24980

793 20号 壺 口縁部 13.2 (3.７) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 明褐 赤褐 良 24978
794 20号 壺 頸部 (6.3) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 24985 突帯
795 20号 壺 胴部 (6.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明黄褐 褐 良 25163 突帯
796 20号 壺 胴部 (４.0) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 橙 にぶい褐 良 25671 突帯
797 20号 壺 胴部 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 一括 突帯
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798 20号 壺 胴部～底部 5.8 (７.0) ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 黒褐 にぶい黄褐 良 24984

799 20号 壺 底部 7.6 (４.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい橙 橙 良 25682 外面・・・化粧土塗彩
内面・・・火山灰付着

800 20号 高坏 脚部 (４.0) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 明褐 橙 良 一括

801 20号 鉢 口縁部～
胴部 (5.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい褐 良 一括

802 20号 小型鉢 胴部～底
部 4.1 (5.3) ハケ目 指頭圧痕

ハケ目･ナデ ○ ○ ○ ○ 灰黄褐 明赤褐 良 25683
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803 21号 甕 口縁部～
胴部 31.4 (７.0) 指頭圧痕

ハケ目･ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 明黄褐 灰黄褐 良 一括

804 21号 甕 口縁部～
胴部 20.8 (6.5) ハケ目・ナデ 指頭圧痕

ハケ目･ナデ ○ ○ ○ 橙 灰褐 良 25419他

805 21号 大甕 口縁部 (４.3) ミガキ･ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明黄褐 良 25438
806 21号 甕 口縁部 (４.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 黒褐 良 25437 外面スス付着

807 21号 甕 口縁部 (3.0) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 褐 良 一括

808 21号 大甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 褐 良 一括
809 21号 甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 明赤褐 良 25403
810 21号 甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 褐 良 25409
811 21号 甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 黒褐 良 25423
812 2１号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 褐 良 一括
813 2１号 甕 胴部 (8.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 褐 良 25434他 突帯
814 21号 甕 胴部 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 明黄褐 良 一括 突帯・外面スス付着
815 2１号 甕 胴部 (４.2) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括 突帯
816 21号 甕 底部 7.0 (７.2) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい黄褐 黒褐 良 25723
817 21号 甕 底部 6.5 (6.8) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ にぶい橙 灰黄褐 良 一括
818 21号 甕 底部 8.6 (5.3) ナデ 剥離 ○ ○ ○ 明褐 褐 良 25435
819 21号 小型甕 底部 5.7 (3.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰黄褐 良 25406
820 21号 壺 口縁部 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25424
821 21号 壺 口縁部 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 明赤褐 良 25410
822 21号 壺 頸部 (3.１) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括
823 21号 壺 肩部 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 灰褐 良 一括 突帯

824 21号 壺 頸部 (6.9) ハケ目・ナデ 指頭圧痕
ハケ目･ナデ ○ ○ 明赤褐 褐 良 25433 突帯

825 21号 壺 胴部 (6.2) ナデ 指頭圧痕
ハケ目･ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25431他 突帯

826 21号 壺 胴部 (5.0) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 赤褐 良 一括 突帯
827 21号 壺 底部 7.4 (3.6) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 明黄褐 橙 良 一括
828 21号 無頚壺 口縁部 13.7 (3.9) ナデ ナデ ○ 明赤褐 黒褐 良 一括
829 21号 高坏 脚部 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 黄褐 良 25407
830 21号 高坏 脚部 (2.４) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 赤 にぶい黄褐 良 一括 丹塗り
831 21号 鉢 胴部 (3.9) 剥離 ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 明赤褐 良 一括
832 21号 鉢 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括 竹管文
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833 22号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 明赤褐 良 一括
834 22号 甕 底部 8.3 (8.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 黒 良 25609
835 22号 壺 頸部 (４.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗赤褐 灰 良 一括 突帯

836 22号 壺 胴部 (１2.0) ミガキ・ナデ 指頭圧痕
ハケ目･ナデ ○ ○ 暗褐 明褐 良 25733他 突帯

837 22号 壺 胴部 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 赤褐 良 23675他 突帯

838 22号 壺 頸部 (5.１) ミガキ・ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ 褐 にぶい黄褐 良 25732

839 22号 壺 胴部 (3.6) ハケ目・ナデ ハケ目 ○ ○ ○ 橙 黄褐 良 25610 突帯
840 22号 小型鉢 把手 (１.6) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括

133 841 23号 大甕 口縁部～
胴部 57.6 (3４.0) ナデ後ミガキ ナデ後ミガキ ○ ○ 橙 明赤褐 良 27905他 突帯

134 842 23号 甕 口縁部～
胴部 31.6 (１3.3) ハケ目 ハケ目･ナデ ○ ○ 灰褐 褐 良 24826他 突帯・外面スス付着
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第12表　竪穴住居跡出土土器　観察表－10

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

134

843 23号 甕 口縁部～
胴部 32.0 (７.0) ナデ ハケ目･ナデ ○ ○ 黒褐 赤褐 良 24971他 外面スス付着

844 23号 甕 口縁部～
胴部 30.8 (5.5) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい黄褐 良 24818 口縁部外面スス付着

845 23号 甕 口縁部～
胴部 23.6 (１１.3) ナデ ナデ ○ ○ 灰黄褐 橙 良 24829他

846 23号 甕 口縁部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 黒 良 一括
847 23号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 黒褐 良 一括
848 23号 甕 口縁部 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 黒 良 一括
849 23号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 一括
850 23号 甕 胴部 (７.2) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 24819 突帯
851 23号 甕 胴部 (5.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 黄褐 良 一括 突帯

852 23号 壺 口縁部～
頸部 (７.9) ミガキ・ナデ ミガキ ○ ○ 褐 灰褐 良 24825他

853 23号 壺 口縁部～
頸部 23.9 (１6.４) ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 25398

137

854 24号 大甕 口縁部 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25000

855 24号 甕 口縁部～
胴部 30.4 (１１.9) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ 暗褐 暗褐 良 25484他 突帯・外面スス付着

856 24号 甕 口縁部～
胴部 (１４.４) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 黒褐 良 25491他 突帯

外面スス付着・籾痕か

857 24号 甕 口縁部～
胴部 23.6 (７.8) ナデ ナデ ○ ○ 輝石 明褐 明褐 良 25341 突帯・外面スス付着

858 24号 甕 口縁部～
胴部 21.0 (１１.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25097他 突帯

859 24号 甕 口縁部～
胴部 21.6 (8.3) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ オリーブ褐 にぶい黄褐 良 25288 突帯

860 24号 甕 口縁部 20.4 (４.４) ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 橙 明褐 良 25336
861 24号 甕 口縁部 (４.8) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 黄褐 橙 良 一括 外面スス付着
862 24号 甕 口縁部 (3.１) ナデ ナデ ○ ○ 橙 明褐 良 一括
863 24号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ 黒 明褐 良 25324 外面スス付着
864 24号 甕 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括
865 24号 甕 口縁部 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明赤褐 良 25297 外面口唇部にスス付着
866 24号 甕 口縁部 (４.2) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25315 外面口唇部にスス付着
867 24号 甕 口縁部 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 黒褐 褐 良 25490 外面スス付着
868 2４号 甕 口縁部 (3.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25294
869 24号 甕 口縁部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 橙 良 25493
870 24号 甕 口縁部 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括
871 24号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括
872 24号 甕 口縁部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 25644
873 24号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括 外面スス付着
874 24号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい黄橙 橙 良 一括
875 24号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ 輝石 にぶい褐 にぶい褐 良 25292
876 24号 甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 にぶい黄橙 良 25301
877 24号 甕 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 輝石 橙 橙 良 一括
878 24号 甕 口縁部 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 橙 良 一括
879 24号 甕 口縁部 (１.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括
880 24号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 黒褐 良 一括
881 24号 甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25104
882 24号 甕 口縁部 (3.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 にぶい黄橙 良 一括 外面スス付着
883 24号 甕 口縁部 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 にぶい褐 良 一括
884 24号 小型甕 口縁部 (１.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括
885 24号 小型甕 口縁部 (１.４) 剥離 ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括
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886 2４号 甕 胴部 (１2.2) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄褐 良 25717 突帯
887 2４号 甕 胴部 (6.0) ナデ ナデ ○ 明黄褐 灰黄褐 良 25238 突帯・外面スス付着
888 24号 甕 胴部 (6.0) ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 25345 突帯
889 2４号 甕 胴部 (４.１) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 褐灰 良 25346 突帯
890 24号 甕 胴部 (5.5) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 橙 良 一括 突帯
891 24号 甕 胴部 (8.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 25284 突帯
892 24号 甕 胴部 (5.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 にぶい褐 良 25321 突帯
893 24号 甕 胴部 (6.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25296 突帯
894 24号 甕 胴部 (6.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括 突帯
895 24号 甕 胴部 (４.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 暗褐 良 一括 突帯
896 24号 甕 胴部 (４.3) ナデ ナデ ○ 輝石 橙 灰黄褐 良 一括 突帯
897 24号 甕 胴部 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括 突帯
898 24号 甕 胴部 (７.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 25003 突帯
899 24号 甕 胴部 (3.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明黄橙 明黄橙 良 一括 突帯
900 24号 甕 胴部 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい橙 良 一括 突帯
901 24号 甕 胴部 (４.0) ナデ ナデ ○ 輝石 橙 橙 良 一括 突帯
902 24号 甕 胴部 (７.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい黄褐 良 25712
903 24号 甕 底部 9.5 (７.3) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい橙 良 25282
904 24号 甕 底部 8.5 (７.１) ハケ目・ナデ 剥離 ○ ○ ○ 黄褐 明赤褐 良 25312他
905 24号 甕 底部 8.5 (７.5) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 黒褐 良 25092
906 24号 甕 底部 9.0 (6.１) ナデ ワレ ○ ○ 赤褐 － 良 25298
907 24号 甕 底部 9.0 (４.6) ハケ目・ナデ ワレ ○ ○ ○ にぶい黄褐 － 良 25015
908 24号 甕 底部 7.8 (４.5) 剥離 ワレ ○ ○ ○ 褐 － 良 25281
909 24号 甕 底部 8.1 (3.8) ナデ ワレ ○ ○ 明黄褐 － 良 25316
910 24号 甕 底部 8.0 (2.5) ナデ ワレ ○ ○ にぶい黄橙 － 良 一括
911 24号 甕 底部 7.4 (3.0) ナデ ワレ ○ ○ ○ にぶい黄橙 － 良 一括
912 24号 甕 底部 6.4 (3.8) ハケ目後ナデ ワレ ○ ○ ○ 明褐 － 良 25716
913 24号 甕 底部 5.6 (3.４) ナデ ワレ ○ ○ 明赤褐 － 良 25103

139 914 24号 壺 完形 27.1 8.0 6４.１ ハケ目後ミガキ
ナデ後ミガキ ハケ目・ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25272 突帯

140

915 24号 壺 完形 22.4 7.5 52.3 ミガキ
ハケ目・ナデ

ミガキ
ハケ目後ナデ 褐 褐 良 25308他

916 24号 壺 口縁部～
頸部 19.8 (１2.４) ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ 褐 褐 良 24884他

917 24号 壺 口縁部～
頸部 21.6 (9.3) ハケ目後ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 25292他

918 24号 壺 口縁部～
頸部 15.4 (１2.2) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ 褐 褐 良 25319他

141

919 24号 壺 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ 輝石 橙 橙 良 25347
920 24号 壺 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐灰 褐灰 良 一括
921 24号 壺 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 にぶい黄褐 良 25094
922 24号 壺 頸部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括
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挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

141

923 24号 壺 頸部 (8.5) ハケ目後ナデ ハケ目 ○ ○ 暗褐 暗褐 良 25333他
924 24号 壺 頸部 (７.8) ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ 黒褐 褐 良 一括
925 24号 壺 頸部 (8.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 褐 良 25323他
926 24号 壺 頸部 (5.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗赤褐 灰黄褐 良 一括 突帯
927 24号 壺 頸部～肩部 (6.8) ミガキ・ナデ 剥離 ○ ○ ○ 黒褐 － 良 25711他 突帯
928 24号 壺 胴部 (3.７) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 褐 良 一括 突帯
929 24号 壺 胴部 (3.７) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 暗褐 良 一括 突帯
930 24号 壺 胴部 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括 突帯

931 24号 壺 胴部 (７.5) ナデ後ミガキ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25304

932 24号 壺 胴部 (8.１) ミガキ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 25496他
933 24号 壺 胴部 (４.5) ミガキ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄橙 良 25334他 突帯
934 24号 壺 胴部 (6.１) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 黒 良 25647 突帯
935 24号 壺 胴部 (8.3) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 黒 にぶい赤褐 良 25479他 突帯
936 24号 壺 胴部 (3.2) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 灰褐 灰褐 良 一括 M字突帯
937 24号 壺 胴部 (４.７) ミガキ・ナデ 剥離 ○ ○ ○ 暗赤褐 - 良 22091他 M字突帯
938 24号 無頸壺 胴部 (４.6) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 にぶい黄橙 良 一括 M字突帯

142

939 24号 壺 口縁部～
底部 14.1 6.0 (１9.４) ミガキ

ハケ目・ナデ
ミガキ

ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明黄褐 黒 良 21079

940 24号 壺 底部 9.4 (5.0) ナデ 剥離 ○ ○ 明褐 褐灰 良 25243
941 24号 壺 底部 7.2 (3.４) ミガキ ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい橙 良 25105
942 24号 壺 底部 10.0 (3.７) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ 橙 灰黄褐 良 25715
943 24号 壺 底部 9.0 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25242
944 24号 壺 底部 7.8 (2.１) ナデ 剥離 ○ ○ 輝石 にぶい赤褐 － 良 一括
945 24号 壺 底部 5.7 (１.７) ミガキ ナデ ○ ○ 橙 褐灰 良 25012
946 24号 壺 底部 5.8 (2.７) ミガキ・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明黄褐 にぶい黄 良 25007
947 24号 壺 底部 4.2 (2.2) ナデ 剥離 ○ ○ ○ 黒 明褐 良 25231
948 2４号 壺 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい褐 良 一括 鋸歯文

949 24号 手捏ね 口縁部～
胴部 7.4 (１.9) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 暗灰黄 良 一括

950 24号 小型鉢 口縁部 (１.9) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 灰褐 灰褐 良 一括 穿孔あり
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951 25号 甕 口縁部～
胴部 31.0 (6.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 灰褐 良 26532

952 25号 甕 口縁部～
胴部 29.6 (8.5) 指頭圧痕

ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 褐 良 26549他 外面スス付着

953 25号 甕 口縁部 28.0 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 赤褐 明赤褐 良 26966 外面スス付着
954 25号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 オリーブ褐 良 一括
955 25号 甕 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 明褐 良 26556 外面スス付着
956 25号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 暗褐 良 一括
957 25号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰黄褐 灰黄褐 良 一括
958 25号 甕 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 26960
959 25号 甕 胴部 (5.0) ナデ ナデ ○ 橙 明褐 良 26540 突帯
960 25号 甕 底部付近 (４.0) ナデ 剥離 ○ ○ ○ ○ 明赤褐 － 良 26543他
961 25号 甕 底部付近 (４.2) ハケ目後ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 明黄褐 良 26545
962 25号 甕 底部 5.4 (４.9) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 黒褐 良 26564
963 25号 甕 底部 7.8 (5.１) ナデ ワレ ○ ○ にぶい黄褐 － 良 26541
964 25号 壺 口縁部 27.0 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 26537
965 25号 壺 口縁部 21.0 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 黒 良 一括
966 25号 壺 頸部 (9.１) ハケ目ミガキ ハケ目ミガキ ○ ○ 暗褐 褐 良 一括
967 25号 壺 頸部 (5.0) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 褐 にぶい褐 良 26533
968 25号 壺 胴部 (１１.４) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ オリーブ褐 明赤褐 良 26957 突帯
969 25号 壺 胴部 (４.5) ナデ ナデ ○ ○ 暗赤褐 赤褐 良 26525 M字突帯
970 25号 壺 底部 9.0 (6.７) 摩耗 ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 26958

971 25号 長頸壺 口縁部～
頸部 7.5 (７.8) ミガキ後ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 明赤褐 良 26956

148 972 26号 大甕 口縁部～
胴部 40.2 (35.6) ナデ後ミガキ

ハケ目
指頭圧痕
ミガキ ○ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25918他 外面スス付着

149

973 26号 大甕 口縁部～
胴部 54.4 (１8.0) ミガキ・ナデ 指頭圧痕

ミガキ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25916他

974 26号 甕 口縁部～
胴部 41.0 (１3.2) ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 にぶい褐 良 26008

975 26号 甕 口縁部～
胴部 32.4 (20.１) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 にぶい赤褐 良 25020他 外面スス付着

150

976 26号 甕 口縁部～
胴部 28.6 (１5.４) ハケ目 ハケ目･ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 明褐 良 25959他 外面スス付着

977 26号 甕 口縁部～
胴部 28.8 (22.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 26976他

978 26号 甕 口縁部～
胴部 26.2 (2１.2) ハケ目 ハケ目・ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25580他 外面スス付着

151

979 26号 甕 口縁部～
胴部 30.0 (１6.5) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 25962他

980 26号 甕 口縁部～
胴部 26.1 (9.5) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 褐 良 25936

981 26号 甕 口縁部～
胴部 24.7 (１6.6) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 25953他

982 26号 甕 口縁部 27.4 (5.9) ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 橙 良 25981他

152

983 26号 甕 口縁部～
胴部 (5.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 25915

984 26号 甕 口縁部 (3.8) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 橙 良 一括
985 26号 甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ 褐灰 暗褐 良 25988
986 26号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 橙 良 一括
987 26号 甕 口縁部 (４.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 赤褐 赤褐 良 25964
988 26号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 25949
989 26号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括
990 26号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 明赤褐 良 P6
991 26号 甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 明褐 良 一括
992 26号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明褐 良 一括
993 26号 甕 口縁部 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰黄褐 灰黄褐 良 一括
994 26号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 土坑1
995 26号 甕 口縁部 (１.5) ナデ ナデ ○ ○ 橙 明褐 良 P1の一括
996 26号 甕 口縁部 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 一括
997 26号 小型甕 口縁部 14.2 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 褐 良 一括 外面スス付着
998 26号 小型甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ オリーブ黒 オリーブ黒 良 一括
999 26号 小型甕 口縁部 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括
1000 26号 小型甕 口縁部 (１.2) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 一括
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第12表　竪穴住居跡出土土器　観察表－12

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

152

1001 26号 甕 口縁部～
胴部 (5.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 一括

1002 26号 壺 胴部 (４.１) ナデ ハケ目 ○ ○ ○ 灰黄褐 明褐 良 一括 突帯
1003 26号 甕 胴部 (6.6) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括 突帯
1004 26号 甕 胴部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ 褐灰 橙 良 一括 突帯
1005 26号 甕 胴部 (6.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 褐 良 25929 突帯
1006 26号 甕 胴部 (5.8) ナデ ナデ ○ ○ 灰褐 にぶい褐 良 一括 突帯
1007 26号 甕 胴部 (４.8) ナデ ナデ ○ 輝石 橙 にぶい黄橙 良 一括 突帯･外面スス付着
1008 26号 甕 胴部 (3.７) ナデ ナデ ○ ○ 浅黄 灰黄 良 一括 突帯
1009 26号 甕 胴部 (6.8) ハケ目後ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 26991他 突帯・外面スス付着
1010 26号 甕 胴部 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 黒褐 良 一括 突帯
1011 26号 甕 胴部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 一括 突帯
1012 26号 甕 胴部 (5.１) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 褐 良 一括 突帯
1013 26号 甕 底部付近 (6.5) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ ○ 暗灰黄 黒褐 良 25454他
1014 26号 甕 底部付近 (７.6) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ 黄褐 黒褐 良 1014土坑
1015 26号 甕 底部 8.0 (１0.3) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 黒 良 25980
1016 26号 甕 底部 8.3 (8.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 明褐 にぶい黄橙 良 26984
1017 26号 甕 底部 9.2 (5.6) ハケ目・ナデ ワレ ○ ○ 明黄褐 良 25933

153

1018 26号 壺 口縁部～
胴部 34.0 (１１.１) ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ ○ 輝石 明褐 暗褐 良 25976他

1019 26号 壺 口縁部 20.6 (2.0) ナデ ミガキ ○ ○ 褐 褐灰 良 一括
1020 26号 壺 口縁部 28.0 (４.７) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 暗褐 良 26995

1021 26号 壺 口縁部～
頸部

｢内径｣ 
23.6 (１8.４) ナデ・ミガキ ナデ ○ ○ 黒褐 明赤褐 良 25166他 突帯

1022 26号 壺 肩部～胴部 (１5.5) ミガキ
ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 黒褐 明褐 良 26990他 突帯

154

1023 26号 壺 口縁部～
下胴部 18.4 (32.0) ミガキ

ハケ目・ナデ
ハケ目後ミガキ
指頭圧痕ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25947他 外面スス付着

1024 26号 壺 口縁部～
胴部 30.0 (７.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 26992

1025 26号 壺 頸部～胴部 (１5.9) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 26981他 突帯

1026 26号 壺 頸部 (７.5) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰黄褐 にぶい黄橙 良 一括
1027 26号 壺 頸部 (2.2) ミガキ・ナデ 指頭圧痕 ○ ○ 橙 にぶい黄褐 良 P１一括 突帯
1028 26号 壺 胴部 (４.9) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 褐 明褐 良 一括 突帯
1029 26号 壺 胴部 (2.9) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括 突帯

155

1030 26号 壺 胴部～底部 11.0 (４3.１) ミガキ・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 24915他 突帯・外面スス付着
1031 26号 壺 底部 7.4 (22.0) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25948他 外面スス付着
1032 26号 壺 底部 6.4 (3.6) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 25934
1033 26号 壺 底部 6.2 (2.8) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 明褐 明黄褐 良 25971

156

1034 26号 甕 口縁部～
底部 22.8 7.1 (2４.6) ナデ 指頭圧痕

ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 黒褐 良 24733他 突帯

1035 26号 壺 頸部～下部 (１3.１) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 25112他

1036 26号 鉢 口縁部～
底部 18.6 7.0 (１2.2) ミガキ

ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 赤褐 良 25913他 外面スス付着

1037 26号 小型鉢 口縁部～
胴部 17.2 (3.0) ナデ ナデ ○ 黒 黒褐 良 一括 把手

口唇部上面に指頭圧痕

1038 26号 小型鉢 口縁部～
胴部 (5.8) ナデ ナデ ○ ○ 黒 赤褐 良 一括 把手・スス付着

口唇部上面に指頭圧痕

1039 26号 甕 底部 7.7 (４.6) 指頭圧痕
ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 25982 成川

1040 26号 小型甕 底部 7.4 (3.７) 剥離 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ - 明黄褐 良 25987

159
1041 29号 甕 胴部 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 明赤褐 良 26565 突帯
1042 29号 小型甕 胴部～底部 4.5 (8.４) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ にぶい赤褐 褐 良 26569 突帯
1043 29号 壺 胴部 (７.0) ハケ目・ミガキ ハケ目 ○ ○ ○ にぶい黄橙 暗褐 良 26570

163

1044 30号 甕 底部 10.2 (3１.0) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 赤褐 にぶい赤褐 良 27771他

1045 30号 甕 口縁部～
胴部 33.5 (8.７) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 橙 良 27795他 歪みあり・突帯

1046 30号 甕 口縁部～
胴部 33.5 (8.７) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 橙 良 27795他 歪みあり・突帯

164

1047 30号 甕 口縁部～
胴部 27.0 (１2.４) ナデ 指頭圧痕 ○ ○ ○ 橙 橙 良 25817他 補修孔あり 

突帯・外面スス付着

1048 30号 甕 口縁部～
胴部 20.0 (１0.１) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ 灰黄褐 暗褐 良 27393他 突帯・外面スス付着

1049 30号 甕 口縁部～
胴部 31.2 (9.9) ハケ目・ナデ 指頭圧痕

ハケ目・ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 褐 良 27793 突帯

1050 30号 甕 口縁部～
胴部 32.0 (8.8) ナデ 指頭圧痕

ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 27609 突帯・外面スス付着

1051 30号 甕 口縁部～
胴部 25.0 (6.0) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 27789 突帯

1052 30号 甕 口縁 19.0 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 明赤褐 良 一括
1053 30号 甕 口縁 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 褐 良 一括
1054 30号 甕 口縁 (１.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 暗褐 黄褐 良 一括
1055 30号 甕 口縁 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括
1056 30号 甕 胴部 (４.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 褐 良 27614 突帯
1057 30号 甕 胴部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 にぶい黄褐 良 一括 突帯
1058 30号 甕 胴部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 褐 良 一括 突帯

165

1059 30号 甕 胴部 (１8.４) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 橙 褐 良 27773他 突帯
1060 30号 甕 胴部 (７.2) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ 明褐 褐 良 27395 突帯
1061 30号 甕 胴部 (6.2) ミガキ ナデ ○ ○ 輝石 黒褐 黄褐 良 27364他 突帯
1062 30号 甕 胴部 (5.5) ハケ目 ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 黒 褐 良 一括 突帯

1063 30号 甕 胴部 (１１.6) 指頭圧痕
ハケ目 ナデ ○ ○ ○ 灰褐 橙 良 27383他 突帯

1064 30号 甕 胴部 (6.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい橙 良 27772
1065 30号 甕 底部付近 (４.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 黒褐 良 27399
1066 30号 甕 底部付近 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 27608他
1067 30号 甕 胴部～底部 7.3 (１2.3) ハケ目 ハケ目 ○ ○ 明赤褐 にぶい黄褐 良 27729他
1068 30号 甕 底部 8.4 (6.5) 剥離 ワレ ○ ○ ○ 明赤褐 － 良 27397他
1069 30号 甕 底部 7.2 (5.１) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい褐 黒褐 良 27365 内面焦げ残存

166

1070 30号 壺 口縁部～
頸部 19.5 (6.2) ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ ○ 輝石 にぶい褐 黒褐 良 27391 刻み突帯

1071 30号 壺 口縁部 (１.6) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括
1072 30号 壺 頸部 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ 褐灰 赤褐 良 27343 突帯
1073 30号 壺 肩部 (４.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 にぶい褐 良 27370 突帯
1074 30号 壺 肩部 (７.2) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 赤褐 良 27595 突帯
1075 30号 壺 胴部 (6.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 黄褐 良 27606 突帯
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166

1076 30号 壺 胴部 (７.9) ミガキ・ハケ目 ハケ目・ナデ ○ ○ 黒 褐 良 2622１他 突帯

1077 30号 壺 胴部 (１2.5) ミガキ･ナデ 指頭圧痕 
ナデ・ハケ目 ○ ○ 明褐 にぶい褐 良 27803 突帯

1078 30号 壺 胴部 (6.3) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 明褐 良 27372 突帯
1079 30号 壺 胴部 (７.0) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ 灰黄褐 にぶい黄橙 良 27731 突帯
1080 30号 壺 胴部 (４.４) ナデ ナデ ○ ○ 明黄褐 褐灰 良 27368 M字突帯
1081 30号 壺 底部 8.6 (７.１) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 27598他 底部にミガキあり
1082 30号 壺 底部 8.3 (７.１) ハケ目 剥離 ○ ○ ○ 明赤褐 にぶい黄橙 良 27376他

1083 30号 壺 底部 8.0 (４.6) ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ ○ ○ にぶい赤褐 黒褐 良 27724

1084 30号 壺 底部 7.7 (2.6) ナデ 剥離 ○ ○ にぶい赤褐 灰黄褐 良 27354

1085 30号 小型壺 口縁部 8.6 (2.４) ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 黒褐 灰黄褐 良 一括

1086 30号 鉢 口縁部～
胴部 14.0 (４.2) ハケ目・ナデ 指頭圧痕 

ナデ ○ ○ 黒 暗褐 良 27605 口唇部指頭圧痕 
外面スス付着

168

1087 31号 大甕 口縁部 42.7 (７.6) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 29500
1088 31号 大甕 口縁部 41.2 (6.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 輝石 にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 28916

1089 31号 甕 口縁部～
胴部 24.0 (9.７) ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 褐 明褐 良 一括 突帯・外面スス付着 

歪みあり

1090 31号 甕 口縁部～
胴部 26.2 (１0.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 暗褐 暗褐 良 29374 突帯・外面スス付着

1091 31号 甕 口縁部 (3.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 黒褐 橙 良 28919
1092 31号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 黒褐 良 一括
1093 31号 甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 橙 良 一括 外面スス付着
1094 31号 甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ 褐灰 橙 良 一括 外面スス付着
1095 31号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい橙 良 28915
1096 31号 甕 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括

1097 31号 甕 胴部 (４.７) ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括 突帯

1098 31号 甕 胴部 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 黒 良 28909 突帯
1099 31号 甕 胴部 (４.5) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ 輝石 にぶい褐 明褐 良 28910 突帯
1100 31号 甕 胴部 (6.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 黒 良 一括
1101 3１号 甕 底部 (１2.2) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 輝石 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 29415他
1102 31号 壺 口縁部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 28911 突帯

1103 31号 壺 肩部 (2.6) ミガキ 指頭圧痕 
ハケ目 ○ ○ 輝石 明褐 明褐 良 一括 突帯

1104 31号 鉢 口縁部 (４.9) ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ ○ 明褐 橙 良 一括

第13表　竪穴住居跡出土土勾玉観察表
挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位

長さ 幅 最大厚
器面調整

胎　　　土
色　調 焼成 取上番号 備　考

㎝ ㎝ ㎝ 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他
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1105 ７号
住居

土製
勾玉 ほぼ完形 4.2 2.9 １.７ 丁寧なミガキ ○ ○ 灰褐 良 弥生7号住

居埋土654 丁字頭

1106 18号
住居

土製
勾玉

頭部～
胴部 4.3 3.4 2.5 丁寧なミガキ ○ ○ 赤褐～暗褐 良 弥生18号住

居埋土25632
丁字頭（７本）両側から
穿孔・中央部で狭くなる

1107 ７号
住居

土製
勾玉 ほぼ完形 2.5 1.9 0.9 丁寧なミガキ ○ ○ ○ 黄褐 良 弥生７号住

居埋土454

1108 土坑８ 土製
勾玉

頭部～
胴部 1.9 1.8 １.0　 丁寧なミガキ ○ ○ ○ 灰褐に薄い 

赤褐色塗彩 良 土坑8
25801

丁字頭（４本）孔はつき
通っていない可能性あり

第14表　竪穴住居跡出土土製加工品観察表
挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位

長さ 幅 厚 器面調整 胎　　　土 色　調
焼成 取上番号 備　　考

㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面
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1109 1号 メンコ 5.6 3.2 １.0　 ナデ ハケ目 ○ ○ ○ 橙 褐灰 良 外面焦げ残存
1110 2号 メンコ 2.5 1.7 １.2　 ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ 黒褐 褐灰 良 28
1111 6号 メンコ 6.1 4.4 0.8　 ナデ ハケ目 ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良
1112 6号 メンコ 3.6 3.6 １.１　 摩耗 摩耗 ○ ○ にぶい橙 橙 良
1113 7号 メンコ 5.3 5.4 0.8　 ナデ ミガキ ○ ○ 褐 にぶい褐 良 490 外面 スス付着
1114 7号 メンコ 4.4 3.9 0.9　 ナデ 剥離 ○ ○ 褐灰 にぶい褐 良 1・2ベルト
1115 7号 メンコ 5.5 3.4 0.9　 ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 黒 良 510
1116 7号 メンコ 5.1 3.8 １.0　 ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良
1117 7号 メンコ 4.8 3.3 0.9　 ミガキ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 2ベルト
1118 7号 メンコ 4.6 4.2 0.9　 ナデ － ○ ○ ○ 褐灰 橙 良 26
1119 7号 メンコ 4.5 3.8 １.１　 ナデ ナデ ○ 橙 橙 良
1120 7号 メンコ 3.6 2.7 0.8　 ナデ ナデ ○ にぶい褐 黒褐 良 1ベルト 外面スス付着
1121 8号 メンコ 5.3 6.0 １.４　 ミガキ ミガキ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 一括
1122 10号 メンコ 5.3 5.6 0.8　 － － ○ ○ 赤褐 明赤褐 良 一括 外面スス付着
1123 12号 メンコ 5.4 5.5 １.6　 ミガキ ミガキ ○ ○ 赤褐 明褐 良 一括
1124 12号 メンコ 4.8 3.5 １.2　 ナデ ナデ ○ ○ 灰褐 明褐 良 一括P・4
1125 12号 メンコ 3.9 3.5 １.１　 ナデ ナデ ○ ○ 褐灰 黄橙 良 一括
1126 14号 メンコ 5.4 5.7 １.3　 ミガキ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 黒褐 良 24837
1127 15号 メンコ 5.4 4.1 １.0　 ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 灰褐 良 一括
1128 24号 メンコ 3.6 3.4 0.8　 ナデ 摩滅 ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括
1129 25号 メンコ 4.3 4.0 １.７　 ミガキ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 褐 良 26548
1130 30号 メンコ 4.7 4.4 １.8　 ミガキ ミガキ ○ ○ ○ ○ にぶい黄褐 黒褐 良 一括
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第15表　周溝出土土器観察表

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位 口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調 焼成 取上番号 備　考㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面
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1197 方形周溝1号 壺 頸部 (6.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 暗褐 褐 良 26030
1198 方形周溝1号 壺 胴部 (5.6) ミガキ ナデ ○ ○ 褐 明赤褐 良 26029 M字突帯
1199 方形周溝1号 壺 胴部 (5.2) ナデ ハケ目 ○ ○ ○ 褐 にぶい黄褐 良 26031 突帯
1200 円形周溝1号 壺 肩部 (6.2) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 27658
1201 円形周溝1号 壺 底部 8.0 (４.７) ミガキ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 27659
1202 円形周溝2号 甕 口縁部～胴部 24.6 (6.0) ナデ ナデ ○ 灰黄褐 にぶい褐 良 25627 突帯
1203 円形周溝2号 甕 胴部 (5.７) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 25625他
1204 円形周溝2号 甕 底部 8.2 (8.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 明褐 良 24923
1205 円形周溝2号 甕 底部 8.0 (４.9) ナデ 剥離 ○ ○ ○ ○ 黄褐 － 良 24924
1206 円形周溝2号 壺 底部 8.0 (6.3) 剥離 ナデ ○ ○ ○ 黄褐 明黄褐 良 24929
1207 円形周溝2号 壺 底部 6.5 (3.9) ナデ ナデ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25623

1208 円形周溝2号 蓋 つまみ部 ｢つまみ部｣
４.6 (４.5) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 褐 良 25624

1209 円形周溝3号 甕 胴部 (5.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 黒褐 良 25729

1210 円形周溝3号 甕 胴部 (5.9) ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい橙 良 一括

1211 円形周溝3号 甕 底部 5.9 (４.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 褐 良 25810
1212 円形周溝3号 甕 底部 6.7 (3.１) ナデ 剥離 ○ にぶい褐 － 良 25725
1213 円形周溝3号 壺 口縁部 32.1 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25727
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1214 円形周溝3号 壺 口縁部～頸部 22.8 (１0.8) ミガキ ミガキ・ナデ ○ ○ 黒褐 褐 良 26951 突帯
1215 円形周溝3号 壺 肩部 (9.5) ミガキ ナデ ○ ○ 褐 明赤褐 良 26951 突帯
1216 円形周溝4号 甕 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ 褐 にぶい褐 良 一括 外面スス付着
1217 円形周溝4号 甕 口縁部 (5.5) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 褐 良 25620 外面スス付着
1218 円形周溝4号 甕 底部付近 (3.8) 剥離 ハケ目・ナデ ○ ○ 石粒 － 黒褐 良 一括
1219 円形周溝5号 壺 頸部 (9.７) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 26034
1220 円形周溝5号 壺 底部 5.2 (４.１) ナデ ナデ ○ にぶい褐 褐 良 26033

1221 円形周溝6号 壺 肩部 (5.2) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 橙 良 27017

1222 円形周溝6号 壺 胴部 (5.７) ミガキ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ 褐 明赤褐 良 一括 突帯

1223 円形周溝7号 甕 口縁部～胴部 (6.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 明褐 良 26970他 突帯・外面スス付着
1224 円形周溝7号 甕 口縁部～胴部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 暗オリーブ褐 良 26973 突帯・外面スス付着
1225 円形周溝7号 甕 口縁部～胴部 (４.3) ナデ ナデ ○ にぶい褐 明褐 良 26969他 突帯・外面スス付着
1226 円形周溝7号 甕 口縁部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 褐 良 26385 外面スス付着
1227 円形周溝7号 甕 胴部 (１0.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 オリーブ褐 良 26387他 突帯・外面スス付着
1228 円形周溝7号 甕 胴部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 灰褐 良 26386 突帯・外面スス付着
1229 円形周溝7号 甕 胴部 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 オリーブ褐 良 26969 突帯・外面スス付着
1230 円形周溝7号 甕 胴部 (3.2) ハケ目 ナデ ○ ○ ○ 褐 明褐 良 26401

1231 円形周溝7号 甕 底部付近 (3.１) ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ 明褐 にぶい褐 良 26398

1232 円形周溝7号 壺 口縁部～頸部 19.2 (７.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ 褐 明褐 良 26975
1233 円形周溝9号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 灰褐 良 27107
1234 円形周溝9号 壺 頸部 (４.5) ミガキ ナデ ○ ○ 石粒 にぶい黄褐 にぶい黄橙 良 27108

第16表　柱穴列出土土器観察表
挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位 口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調 焼成 取上番号 備　考㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面
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1189 柱穴列１号P9 壺 胴部 (3.2) ミガキ 剥離 ○ ○ 黒 - 良 一括 四角突帯
1190 掘立P１･2 長頸壺 口縁部～頸部 3.0 (3.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良

1191 掘立8号P１･5 壺 底部 4.1 (2.４) ミガキ ミガキ ○ ○ 明赤褐 黒 良 P1-1 
P6-1 特有のミガキあり

1192 H23P内 甕 口縁部 (１.5) 指頭圧痕 
ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 にぶい褐 良 5107 外面スス付着

1193 H24   P2 甕 口縁部～胴部 15.4 (9.8) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括 突帯
1194 H24   P2 甕 口縁部 (5.７) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括
1195 H24   P2 甕 胴部 (9.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい橙 橙 良 一括 突帯・外面スス付着
1196 H24   P2 甕 胴部 (４.0) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括 突帯・外面スス付着

第17表　土坑出土土器　観察表－1

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位 口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調 焼成 取上番号 備　考㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面
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1237 ３号 大甕 口縁部～ 
胴部 39.0 (１１.5) ナデ 指頭圧痕 

ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 26911 突帯

1238 ３号 甕 口縁部～ 
胴部 26.0 (9.3) ナデ 指頭圧痕 

ナデ ○ ○ にぶい褐 明赤褐 良 26906 突帯 
外面スス付着

1239 ３号 甕 口縁部 (１.8) ナデ ナデ ○ ○ 橙 灰褐 良 一括 外面スス付着
1240 ３号 甕 胴部 (8.１) ハケ目 ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 明褐 黒 良 一括
1241 ３号 壺 口縁部～頸部 26.0 (１5.5) ミガキ・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ ○ 橙 明赤褐 良 26907
1242 ３号 壺 頸部 (3.７) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 暗赤褐 良 一括 突帯
1243 ３号 壺 肩部 (４.７) ナデ ナデ ○ 橙 橙 良 一括 突帯
1244 ３号 壺 肩部 (2.４) ナデ ナデ ○ 橙 橙 良 一括 突帯
1245 ３号 壺 肩部 (2.6) ナデ ナデ ○ ○ 暗灰黄 黒褐 良 一括 突帯
1246 ３号 壺 底部付近 (2.７) 剥離 剥離 ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括
1247 ３号 壺 底部 10.0 (４.8) ミガキ 剥離 ○ ○ ○ にぶい褐 － 良 25734
1248 ３号 壺 底部 7.7 (6.４) ミガキ 剥離 ○ ○ ○ 褐 － 良 26912
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1249 ４号 大甕 口縁部 (４.１) ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25605

1250 ４号 甕 口縁部～ 
胴部 (４.9) ナデ 指頭圧痕 

ナデ ○ ○ にぶい黄褐 橙 良 25816 突帯

1251 ４号 甕 口縁部～ 
胴部 (6.9) ナデ 指頭圧痕 

ナデ ○ ○ にぶい黄橙 橙 良 25706 突帯

1252 ４号 甕 口縁部 (2.8) ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ 橙 明赤褐 良 25707

1253 ４号 甕 口縁部 (3.9) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ にぶい橙 にぶい橙 良 25601 外面スス付着
1254 ４号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25826
1255 ４号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ 褐灰 褐灰 良 一括
1256 ４号 甕 胴部 (７.0) ハケ目・ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25702他 突帯
1257 ４号 甕 胴部 (７.７) ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25689 突帯
1258 ４号 甕 胴部 (４.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 黒褐 良 一括 突帯
1259 ４号 甕 底部 8.3 (6.5) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 25691
1260 ４号 甕 底部 8.1 (6.2) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25692
1261 ４号 壺 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 黒褐 良 一括
1262 ４号 壺 口縁部 (４.７) ナデ 剥離 ○ ○ にぶい黄橙 黒 良 25814
1263 ４号 壺 頸部 (8.3) ミガキ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25705

1264 ４号 壺 胴部 (3.４) ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ 明赤褐 にぶい黄橙 良 一括 突帯

1265 ４号 壺 胴部 (2.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黄褐 明赤褐 良 一括 突帯
1266 ４号 壺 底部 5.0 (１１.9) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 25604他
1267 ４号 壺 底部 5.2 (3.9) ナデ 剥離 ○ ○ 明赤褐 橙 25603
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第17表　土坑出土土器　観察表－２

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面
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1268 5号 大甕 口縁部 (４.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい橙 良 25687他

1269 5号 甕 口縁部～ 
胴部 26.0 (７.４) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25652 突帯・外面スス付着

1270 5号 甕 口縁部 32.6 (3.3) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 岩片 暗褐 にぶい黄褐 良 25086他 外面スス付着

1271 5号 甕 口縁部 (5.0) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 暗褐 黒褐 良 一括 外面スス付着

1272 5号 甕 口縁部 (3.４) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 暗褐 にぶい黄褐 良 25651 外面スス付着

1273 5号 甕 口縁部 (2.8) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 橙 良 一括
1274 5号 甕 口縁部 (3.７) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括 外面スス付着

1275 5号 甕 口縁部 (2.2) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 灰黄褐 褐灰 良 25803 外面スス付着

1276 5号 甕 胴部 (４.3) ナデ ナデ ○ ○ 黒 にぶい橙 良 一括 突帯・外面スス付着
1277 5号 甕 胴部 (2.5) ナデ ナデ ○ 橙 橙 良 一括 突帯・外面スス付着
1278 5号 甕 底部 8.1 (７.8) ハケ目 ナデ ○ ○ 橙 黒褐 良 25808 内面焦げ残存
1279 5号 甕 底部 8.5 (７.１) ナデ ナデ ○ ○ 明黄褐 黒褐 良 25650 内面焦げ残存
1280 5号 甕 底部 6.0 (5.７) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 黒褐 良 25685 内面焦げ残存
1281 5号 壺 頸部 (3.１) ナデ ナデ ○ 明赤褐 明赤褐 良 一括 突帯
1282 5号 壺 頸部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ にぶい橙 にぶい橙 良 一括 突帯
1283 5号 壺 胴部 (5.0) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ ○ 橙 明褐 良 一括 四角突帯
1284 5号 壺 胴部 (5.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 明赤褐 良 25804 M字突帯
1285 5号 壺 胴部 (3.8) ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 橙 良 一括 M字突帯　丹塗り・暗文
1286 5号 壺 底部 11.9 (9.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい橙 明赤褐 良 25804
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1287 6号 甕 口縁部～ 
胴部 22.6 (9.9) ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ ○ 赤褐 褐 良 25666 外面スス付着

1288 6号 甕 口縁部 (5.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 褐 良 25665 外面スス付着
1289 6号 甕 口縁部 (４.9) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 暗褐 良 25724 外面スス付着
1290 6号 甕 口縁部 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 にぶい黄褐 良 一括
1291 6号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 灰褐 にぶい褐 良 25663 外面スス付着

1292 6号 甕 口縁部 30.0 (5.2) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ 輝石 にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 25660

1293 6号 甕 底部 7.6 (8.2) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 25664
1294 6号 甕 底部 8.3 (8.6) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 黒褐 良 25659 内面焦げ残存
1295 6号 甕 底部 7.2 (6.0) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明褐 オリーブ褐 良 25818 内面焦げ残存
1296 6号 壺 頸部 (４.5) ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ 岩片 褐 明褐 良 一括 突帯

1297 6号 壺 底部 7.4 (１１.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい黄橙 オリーブ褐 良 25657 外面スス付着 
内面焦げ残存

1298 6号 鉢 口縁部 (2.9) 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ○ ○ 明褐 橙 良 25661 把手
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1299 ７号 甕 口縁部～ 
底部 27.9 8.4 33.４ ナデ 指頭圧痕

ナデ ○ ○ 明褐 褐 良 25877他 突帯

1300 ７号 小型甕 口縁部～底部 18.6 6.4 (１6.0) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 25870他 外面スス付着

1301 ７号 甕 口縁部～ 
胴部 21.6 (１７.0) 指頭圧痕

ナデ
指頭圧痕

ナデ ○ ○ 黒褐 褐 良 25868 外面スス付着

1302 ７号 甕 口縁部 (１.0) ナデ ナデ ○ ○ 明灰黄 にぶい褐 良 一括
1303 ７号 甕 口縁部 (１.8) 摩耗 ナデ ○ ○ オリーブ褐 黄褐 良 一括
1304 ７号 甕 口縁部 (3.2) 摩耗 ナデ ○ ○ 赤褐 赤褐 良 一括
1305 ７号 小型甕 口縁部 15.6 (１.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 にぶい褐 良 一括
1306 ７号 小型甕 口縁部 (１.４) ナデ ナデ ○ ○ 石粒 赤褐 黒褐 良 一括

1307 ７号 甕 胴部 (9.5) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ 黒褐 暗褐 良 25866 突帯・外面スス付着

1308 ７号 甕 胴部 (７.１) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 黒褐 褐 良 一括 突帯

1309 ７号 甕 胴部 (5.１) ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 褐 黒褐 良 一括 突帯・外面スス付着

1310 ７号 甕 胴部 (3.0) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明赤褐 良 一括 突帯

1311 ７号 甕 底部 8.3 (１0.７) 剥離 指頭圧痕
ナデ ○ ○ にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 25857

1312 ７号 甕 底部 8.8 (７.0) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 にぶい黄褐 良 25287
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1313 ７号 壺 肩部～底部 6.6 (32.0) ミガキ・ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ にぶい赤褐 褐 良 25876他 外面スス付着
1314 ７号 壺 頸部 (6.４) ミガキ・ナデ 剥離 ○ ○ ○ ○ 黒褐 暗褐 良 一括 突帯
1315 ７号 壺 頸部 (5.0) 摩耗 ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括
1316 ７号 壺 頸部 (5.5) ナデ 剥離 ○ ○ 明褐 暗褐 良 一括 突帯
1317 ７号 壺 胴部 (４.0) ナデ ナデ ○ ○ 褐 にぶい黄褐 良 一括 突帯

1318 ７号 壺 底部 8.4 (４.8) ミガキ 指頭圧痕
ミガキ ○ ○ にぶい赤褐 黒褐 良 25859

1319 ７号 小型壺 肩部～胴部 (6.７) ミガキ・ナデ 指頭圧痕
ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括

1320 ７号 小型壺 底部付近 (5.１) 摩耗 指頭圧痕
ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄橙 良 一括

1321 ７号 小型壺 底部付近 (４.3) 摩耗 指頭圧痕
ナデ ○ ○ にぶい赤褐 明赤褐 良 一括

1322 ７号 鉢 口縁部 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい黄褐 良 一括 把手
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1323 8号 甕 口縁部～ 
胴部 23.0 (5.6) ナデ 指頭圧痕

ハケ目 ○ ○ 褐 にぶい赤褐 良 25855 突帯・外面スス付着

1324 8号 甕 口縁部 (2.6) ナデ ハケ目 ○ 褐 明赤褐 良 一括 外面スス付着
1325 8号 甕 口縁部 (2.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい橙 にぶい橙 良 一括 外面スス付着
1326 8号 甕 口縁部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ オリーブ褐 明黄褐 良 一括
1327 8号 甕 口縁部 (2.１) ナデ ナデ ○ ○ 黒褐 橙 良 一括 外面スス付着
1328 8号 甕 口縁部 (2.3) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 橙 良 一括 外面スス付着
1329 8号 甕 口縁部 (１.6) ナデ ナデ ○ 灰黄褐 にぶい黄褐 良 一括 外面スス付着
1330 8号 甕 口縁部 (１.6) ナデ ナデ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括
1331 8号 甕 口縁部 (2.5) ナデ ナデ ○ ○ 暗褐 にぶい黄褐 良 一括
1332 8号 小型甕 口縁部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括
1333 8号 小型甕 口縁部 (１.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 にぶい褐 良 一括
1334 8号 甕 口縁部 (2.0) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄褐 良 一括
1335 8号 甕 胴部 (5.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 にぶい黄橙 良 一括 突帯・外面スス付着
1336 8号 甕 胴部 (４.７) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 橙 良 一括 突帯・外面スス付着
1337 8号 甕 胴部 (6.１) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 橙 良 一括 突帯・外面スス付着
1338 8号 甕 胴部 (４.5) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 オリーブ褐 良 一括 突帯・外面スス付着
1339 8号 甕 胴部 (3.3) ナデ ナデ ○ ○ 明褐 明褐 良 一括 突帯
1340 8号 甕 胴部 (１.6) ナデ ナデ ○ ○ にぶい褐 にぶい橙 良 一括 突帯・外面スス付着

1341 8号 壺 口縁部～ 
頸部 24.0 (１5.5) ミガキ・ナデ 指頭圧痕

ハケ目・ナデ ○ ○ 橙 明黄褐 良 25851他

1342 8号 壺 口縁部～ 
頸部

（内径） 
18.7 (5.７) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄橙 明灰黄 良 一括

1343 8号 壺 頸部 (４.8) ミガキ・ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 橙 良 一括
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第17表　土坑出土土器　観察表－３

挿図番号 掲載番号 遺　構 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石英 長石 角閃石 雲母 砂粒 その他 外面 内面

233
1344 8号 壺 胴部 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 黄褐 良 25790 突帯
1345 8号 壺 底部 7.2 (5.１) ミガキ ハケ目 ○ ○ にぶい橙 にぶい褐 良 25850他

234

1346 １１号 甕 口縁部～胴部 21.3 (8.9) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒 明赤褐 良 25831 外面スス付着
1347 １１号 甕 胴部 (8.１) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 暗褐 良 25766 突帯・外面スス付着

1348 １１号 甕 胴部 (5.6) ナデ 指頭圧痕 
ナデ ○ ○ 輝石 橙 にぶい褐 良 一括 突帯・外面スス付着

1349 １１号 甕 胴部 (１４.0) 剥離 ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 橙 良 25831
1350 １１号 壺 頸部 (４.3) ミガキ ミガキ・ナデ ○ 暗褐 にぶい褐 良 一括
1351 １１号 壺 頸部 (2.2) ナデ ナデ ○ ○ 褐 褐 良 一括 突帯
1352 １2号 大甕 口縁部 (７.0) ハケ目･ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 明赤褐 明褐 良 一括
1353 １2号 甕 底部 7.0 (6.４) ハケ目 ナデ ○ ○ にぶい褐 明褐 良 25767
1354 １2号 甕 口縁部 22.7 (７.0) ナデ ナデ ○ ○ 明赤褐 明赤褐 良 26015 籾痕
1355 １2号 甕 底部 9.0 (6.3) ナデ ナデ ○ ○ ○ にぶい褐 オリーブ黒 良 26017 内面焦げ残存
1356 １2号 甕 底部 8.0 (７.3) ナデ ナデ ○ ○ 橙 灰褐 良 26016 内面焦げ残存
1357 １2号 壺 頸部 (3.７) ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ 褐 明褐 良 一括 突帯
1358 １2号 壺 肩部 (2.４) ナデ ナデ ○ ○ 橙 黒褐 良 一括 突帯
1359 １2号 壺 肩部 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ にぶい赤褐 褐 良 25768 突帯
1360 １2号 壺 底部 8.8 (3.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 明赤褐 橙 良 一括
1361 １3号 壺 底部 7.2 (6.3) ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ○ ○ ○ にぶい黄褐 明赤褐 良 25842
1362 １４号 甕 胴部 (3.5) ナデ ハケ目 ○ ○ 黒褐 黒褐 良 一括
1363 １４号 壺 口縁部 14.0 (１.2) ナデ ナデ ○ ○ にぶい橙 橙 良 一括
1364 １４号 壺 頸部 (４.9) ハケ目 摩耗 ○ ○ にぶい黄褐 明褐 良 一括 籾痕
1365 １７号 甕 口縁部 (3.４) ナデ ナデ ○ ○ 橙 橙 良 一括

235

1366 2４号 壺 口縁部～ 
胴部 35.8 (１2.2) 指頭圧痕 

ナデ
指頭圧痕 

ナデ ○ ○ ○ 橙 橙 良 3051他 突帯・外面スス付着

1367 2４号 壺 口縁部～ 
胴部 23.0 (１6.４) ハケ目･ナデ ハケ目・ナデ ○ ○ 暗褐 黒褐 良 3050他 突帯・外面スス付着

1368 2４号 壺 口縁部～ 
胴部 23.0 (１0.6) ナデ 指頭圧痕 

ナデ ○ ○ 明褐 赤褐 良 3056他 突帯・外面スス付着

1369 2４号 壺 胴部 (8.9) ナデ ナデ ○ ○ にぶい黄褐 暗オリーブ 良 3062他

1370 25号 鉢 口縁部～ 
胴部 24.0 (７.5) ナデ ナデ ○ ○ ○ 黒褐 褐 良 －

236
1371 22号 壺 口縁部～ 

胴部 27.0 (9.3) 指頭圧痕 
ナデ

指頭圧痕 
ナデ ○ ○ ○ 褐 にぶい赤褐 良 一括 突帯・外面スス付着

1372 23号 壺 口縁部 (6.2) ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤褐 赤褐 良 一括 突帯・外面スス付着
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第１８表    縄文時代前期の石器観察表

挿図番号 掲載番号 出土区 層　位 器　種 石　材 最大長 最大幅 最大厚 重　量 取上番号 備　考㎝ ㎝ ㎝ g

23
7 F-44 Ⅴ 打製石鏃 黒曜石（上牛鼻） 2.8 2.1 0.4 1.3 33300
8 C-5 Ⅴ 打製石鏃 黒曜石（上牛鼻） 1.5 1.5 0.3 0.5 2024
9 E-31 Ⅴ 石匙 ハリ質安山岩 4.7 3.9 1.4 16.8 26374

第１９表    竪穴住居跡出土石器観察表

挿図番号 掲載番号 出土区 層　位 器　種 石　材 最大長 最大幅 最大厚 重　量 取上番号 備　考㎝ ㎝ ㎝ g

172

1131 8号 埋土 磨製石鏃 頁岩 3.9 2.7 0.3 2.9 24559
1132 １3号 埋土 磨製石鏃 頁岩 3.2 1.7 0.4 1.4 25758
1133 2４号 埋土 磨製石鏃 粘板岩 4.9 1.8 0.2 2.5 25720
1134 25号 埋土 磨製石鏃 頁岩 4.5 2.6 0.3 3.2 25946
1135 １号 埋土 打製石鏃 ハリ質安山岩 1.7 1.6 0.3 0.6 21
1136 １5号 埋土 打製石鏃 ハリ質安山岩 2.3 1.3 0.3 1.0 17216
1137 6号 埋土 打製石鏃 ハリ質安山岩 1.2 1.2 0.2 0.2 46
1138 26号 埋土 打製石鏃 水晶 2.4 1.2 1.0 2.9 26006
1139 １１号 埋土 打製石鏃 ハリ質安山岩 1.3 1.3 0.2 0.2 24710
1140 住11 埋土 打製石鏃 安山岩 2.0 1.6 0.4 1.1 23182 未製品
1141 住18 埋土 磨製石鏃 頁岩 3.8 2.6 0.5 6.0 一括
1142 住11 埋土 打製石鏃 黒曜石 1.3 1.5 0.3 0.3 22681

173 1143 住11 埋土 打製石斧 頁岩 9.8 6.2 1.4 84.8 25125
1144 住18 埋土 打製石斧 頁岩 7.8 10.4 2.0 160.4 24352

174 1145 住2 埋土 砥石 軟質砂岩 39.5 13.7 12.4 8400.0 244他 黄色
1146 住6 埋土 砥石 軟質砂岩 36.0 12.5 10.2 6000.0 No.19 黄色

175 1147 住5 埋土 砥石 硬質砂岩 26.7 14.0 9.4 2800.0 17217他 青白色
1148 住6 埋土 台石 硬質砂岩 36.2 17.7 13.0 1000.0 No.19 青緑色

176 1149 住6 埋土 台石 花崗岩 23.6 24.6 10.9 1000.0 No.24
1150 住6 埋土 台石 砂岩 22.8 13.5 6.4 2800.0 No.49 青緑色

177 1151 住10 埋土 台石・石皿 粘板岩 25.6 16.5 7.0 6000.0 25128
1152 住10 埋土 砥石・台石（石皿） 砂岩 29.0 20.0 14.6 9600.0 24941

178 1153 住11 埋土 台石 花崗岩 25.0 25.6 8.6 9000.0 25126 風化著しい
1154 住17 埋土 石皿・台石 石英 29.4 19.7 8.1 6800.0 25788

179
1155 住24 埋土 台石・砥石 砂岩 16.2 19.3 13.9 5600.0 25719
1156 住24 埋土 磨・敲石 花崗岩 16.1 10.1 4.8 1190.0 25306
1157 住30 埋土 石皿 砂岩 17.4 11.5 4.6 1070.0 27848

180

1158 住23 埋土 蛤刃磨製石斧・敲石 砂岩 16.6 5.6 4.6 710.0 25399
1159 住12 埋土 樹皮布敲石 粗粒砂岩 10.5 5.3 4.5 245.0 25837 赤黄色
1160 住12 埋土 砥石転用楔形石 砂岩 10.2 4.6 4.0 295.0 27008
1161 住17 埋土 敲打具 ホルンフェルス 7.6 5.9 3.0 135.0 25056
1162 住5 埋土 刀子片 鉄 2.8 1.9 0.3 2.5 17213
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1163 住10 埋土 砥石 緑泥片岩 17.7 9.3 4.9 1520.0 25129
1164 住20 埋土 砥石 砂岩 7.8 5.3 8.9 615.0 25679
1165 住24 埋土 砥石 砂岩　(天草石） 4.5 3.0 4.1 103.0 25779
1166 住30 埋土 砥石 砂岩 13.1 4.2 11.3 1240.0 27400
1167 住24 埋土 砥石 砂岩 21.8 2.2 5.8 265.0 25280
1168 住12 埋土 砥石 粘板岩 15.8 2.9 5.6 395.0 25744
1169 住12 埋土 砥石 砂岩 4.2 2.2 2.4 32.0 27016
1170 住28 埋土 砥石 頁岩 11.8 8.1 1.7 185.9 26573
1171 住23 埋土 砥石 砂岩 7.8 7.7 1.3 84.3 24821
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1172 住11 埋土 磨石 安山岩 4.5 4.2 3.8 9.8 23599
1173 住18 埋土 磨・敲石 砂岩 3.9 3.1 2.3 33.0 －
1174 住20 埋土 磨・敲石 砂岩 9.0 8.5 4.6 535.0 24989
1175 住12 埋土 敲石 石英 8.5 6.2 4.3 300.0 25741
1176 住24 埋土 敲石 粘板岩 10.3 7.5 5.0 558.0 25291
1177 住24 埋土 磨・敲石 砂岩 9.9 9.3 5.4 715.0 25314

183

1178 住１ 埋土 軽石加工品 軽石 7.4 9.0 3.8 70.0 15
1179 住１ 埋土 軽石加工品 軽石 9.9 8.3 4.5 80.0 8
1180 住11 埋土 軽石加工品 軽石 13.2 9.1 4.5 102.0 24717 面取り
1181 住１ 埋土 軽石加工品 軽石 5.1 5.5 4.2 25.0 18 面取り
1182 住13 埋土 軽石加工品 軽石 5.4 8.1 4.0 45.0 25757 凹線多く加工
1183 住12 埋土 軽石加工品 軽石 9.1 9.2 2.8 46.0 25754 片面ゆるく凹み状に削る
1184 住24 埋土 軽石加工品 軽石 7.1 3.2 3.0 17.0 －
1185 住26　 埋土 軽石加工品 軽石 9.4 7.4 4.1 62.0 － 穿孔
1186 住30の土坑1 埋土 軽石加工品 軽石 9.5 7.2 6.2 75.0 27852 丸い凹みあり
1187 住30 埋土 軽石加工品 軽石 15.4 6.7 6.2 138.0 27794 面取り
1188 住30の土坑1 埋土 軽石加工品 軽石 9.5 7.6 3.5 68.0 27847 六面面取り

第２０表    方形･円形周溝出土石器観察表

216 1235 円周2 埋土 大型砥石 砂岩 46.9 12.6 12.1 7800.0 24925
1236 円周2 埋土 敲石 砂岩 8.8 5.8 3.4 310.0 24926

第２１表    土坑出土石器観察表
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1373 土坑27 埋土 打製石鏃 ハリ質安山岩 2.4 1.3 0.3 1.2 27870
1374 土坑8 埋土 磨・敲石 安山岩 12.1 9.3 4.8 820.0 25793
1375 土坑8 埋土 楕円形板石 砂岩 7.4 5.7 1.1 65.0 25845
1376 土坑8 埋土 楕円形板石 砂岩 5.8 4.8 1.0 44.0 25795
1377 土坑8 埋土 楕円形板状石 砂岩 6.3 5.1 1.1 53.0 25847
1378 土坑8 埋土 楕円形板石 砂岩 6.6 5.7 1.6 72.0 25846
1379 土坑8 埋土 軽石加工品 軽石 6.7 5.6 2.1 20.0 25797
1380 土坑8 埋土 楕円形板状石 凝灰岩 5.3 4.8 1.2 26.0 25794
1381 土坑4 埋土 砥石転用楔形石 砂岩 10.5 4.3 4.2 228.0 25630
1382 土坑4 埋土 軽石加工品

一面凹面 軽石 5.4 6.5 3.7 25.0 25821
1383 土坑4 埋土 砥石 砂岩 11.8 6.3 9.5 925.0 25704

第２２表    礫集積出土石器観察表

240

1384 礫集石2 － 磨・敲石 安山岩 6.4 9.0 6.9 510.0 －
1385 礫集石2 － 礫石器・敲石 砂岩 9.3 10.4 4.8 565.0 －
1386 礫集石2 － 磨石 安山岩 10.5 8.6 6.2 890.0 －
1387 礫集石2 － 磨石 安山岩 8.4 6.6 4.3 290.0 －
1388 礫集石3 Ⅲ 磨石 安山岩 14.9 10.7 7.3 1580.0 － 穴多く二面利用
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